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はじめに


このマニュアルでは、オンライン・トランザクション処理(OLTP)およびエンタープライズ・データ・ウェアハウス環境用のOracle Exadata Database Machineについて説明します。これには、サイト計画やサイト構成、および物理的仕様、電子的仕様、環境上の仕様についての情報が含まれています。





対象読者


このマニュアルは、Oracle Exadata Database Machineのカスタマおよびデータ・センターのサイト計画、サイト構成、Oracle Exadata Database Machineのメンテナンス担当者を対象としています。






ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。









関連ドキュメント


Oracle Exadata Database Machineドキュメント・セットに加えて、次のガイドにOracle Exadata Database Machineのハードウェア情報が記載されています。

	
『Oracle Exadata Database Machineシステム概要』


	
Oracle Exadata Database Machineセキュリティ・ガイド


	
Oracle Exadata Database Machineセーフティおよびコンプライアンス・ガイド、コンプライアンス・モデル番号XD4A


	
『Oracle Exadata Database Machine拡張およびマルチラック・ケーブリング・ガイド』


	
『Oracle Exadata Database Machineメンテナンス・ガイド』


	
Sun Fire X4170、X4270およびX4275 Serverサービス・マニュアル(http://docs.oracle.com/cd/E19477-01/820-5830-13/index.html)


	
Sun Fire X4170 M2 Serverサービス・マニュアル(http://docs.oracle.com/cd/E19762-01/E22369-02/index.html)


	
Sun Fire X4270 M2 Serverサービス・マニュアル(http://docs.oracle.com/cd/E19245-01/E21671/index.html)


	
Sun Fire X4800 Serverサービス・マニュアル(http://docs.oracle.com/cd/E19140-01/html/821-0282/index.html)


	
Sun Server X2-8 (旧Sun Fire X4800 M2)サービス・マニュアル(http://docs.oracle.com/cd/E20815_01/html/E20819/index.html)


	
Sun Server X3-2 (旧Sun Fire X4170 M3)サービス・マニュアル(http://docs.oracle.com/cd/E22368_01/html/E27242/gentextid-14840.html)


	
Sun Server X3-2L (旧Sun Fire X4270 M3)サービス・マニュアル(http://docs.oracle.com/cd/E23393_01/html/E27229/gentextid-14804.html#scrolltoc)


	
Sun Server X4-2サービス・マニュアル(http://docs.oracle.com/cd/E36975_01/html/E38045/gentextid-14757.html#scrolltoc)


	
Sun Server X4-2Lサービス・マニュアル(http://docs.oracle.com/cd/E36974_01/html/E38145/gentextid-14728.html#scrolltoc)


	
Sun Server X4-8サービス・マニュアル(http://docs.oracle.com/cd/E40591_01/html/E40317/index.html)


	
Oracle Server X5-2サービス・マニュアル(http://docs.oracle.com/cd/E41059_01/html/E48312/napsm.html)


	
Oracle Server X5-2Lサービス・マニュアル(http://docs.oracle.com/cd/E41033_01/html/E48325/cnpsm.html#scrolltoc)


	
Oracle Server X6-2サービス・マニュアル(http://docs.oracle.com/cd/E62159_01/html/E62171/index.html)


	
Oracle Server X6-2Lサービス・マニュアル(http://docs.oracle.com/cd/E62172_01/html/E62184/index.html)


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36ファームウェア、バージョン2.1のドキュメント(http://docs.oracle.com/cd/E36265_01/index.html)


	
Sun Flash Accelerator F20 PCIe Cardユーザーズ・ガイド(http://docs.oracle.com/cd/E19682-01/E21358/index.html)


	
Sun Flash Accelerator F40 PCIe Cardユーザーズ・ガイド(http://docs.oracle.com/cd/E29748_01/html/E29741/index.html)


	
Sun Flash Accelerator F80 PCIe Cardユーザーズ・ガイド(http://docs.oracle.com/cd/E41278_01/html/E41251/index.html)


	
Sun Storage 6 Gb SAS PCIe RAID HBAのドキュメント(http://docs.oracle.com/cd/E19221-01/)


	
Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)のドキュメント(http://www.oracle.com/goto/ilom/docs)


	
MIBに関する情報: Cisco Catalyst 4948スイッチのデータ・シート(http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/switches/ps5718/ps6021/product_data_sheet0900aecd8017a72e.html)


	
MIBに関する情報: Cisco Catalyst 4948Eおよび4948E-Fイーサネット・スイッチのデータ・シート(http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/switches/ps5718/ps6021/ps10947/data_sheet_c78-598933.html)










表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。


	
$プロンプト

	
ドル記号($)プロンプトは、oracleユーザーとして実行されるコマンドを示します。


	
#プロンプト

	
シャープ(#)プロンプトは、rootユーザーとして実行されるコマンドを示します。
















1 Oracle Exadata Database MachineおよびOracle Exadata Storage拡張ラックの設置場所の要件


この章では、Oracle Exadata Database MachineおよびOracle Exadata Storage拡張ラックの設置場所の要件について説明します。


注意:

読みやすさを考慮して、Oracle Exadata Database MachineとOracle Exadata Storage拡張ラックの両方に言及する場合、「Oracle Exadataラック」という名前を使用します。







関連項目

	設置場所のチェックリスト








1.1 一般的な環境要件


次の各項では、Oracle Exadataラックに関する一般的な環境要件を説明します。




1.1.1 Oracle Exadata Database Machine X6-2およびX6-8の一般的な環境要件


Oracle Exadata Database Machine X6-2およびX6-8の環境要件(重量、音響レベル、電力、冷却、通気など)については、Oracle Technology Networkから入手できるOracle Exadata Configuration Assistantを使用してください。

http://www.oracle.com/technetwork/database/exadata/oeca-download-2817713.html







1.1.2 Oracle Exadata Database Machine X5-2の一般的な環境要件


Oracle Exadata Database Machine X5-2の環境要件は、システムのサイズによって異なります。表1-1に、Oracle Exadata Database Machine X5-2の一般的な環境要件を示します。この章の他の項に、詳細情報を示します。


表1-1 Oracle Exadata Database Machine X5-2の環境要件

	環境要素	Oracle Exadata Database Machine X5-2フル・ラック	Oracle Exadata Database Machine X5-2ハーフ・ラック	Oracle Exadata Database Machine X5-2クオータ・ラック	Oracle Exadata Database Machine X5-2エイス・ラック
	
重量

関連項目: 「床要件」

	
	
Extreme Flashドライブ: 804.9kg (1774 lbs)


	
高容量ドライブ: 874.8kg (1928lbs)




	
	
Extreme Flashドライブ: 525.9kg (1160 lbs)


	
高容量ドライブ: 560.9kg (1236lbs)




	
	
Extreme Flashドライブ: 366.3kg (808 lbs)


	
高容量ドライブ: 381.2kg (841lbs)




	
	
Extreme Flashドライブ: 366.3kg (808 lbs)


	
高容量ドライブ: 381.2kg (841lbs)





	
音響レベル

	
86db (A)

	
85db (A)

	
83db (A)

	
83db (A)


	
電力

関連項目: 「電力要件」

	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 15.7kVA

標準: 11.0kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 15.6kVA

標準: 10.9kVA (適用負荷に応じて異なります)




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 8.5kVA

標準: 5.9kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 8.4kVA

標準: 5.9kVA (適用負荷に応じて異なります)




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 4.2kVA

標準: 3.0kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 4.2kVA

標準: 2.9kVA (適用負荷に応じて異なります)




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 3.5kVA

標準: 2.4kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 34kVA

標準: 2.4kVA (適用負荷に応じて異なります)





	
冷却

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 52,578BTU/時(55,469kJ/時)

標準: 36,804BTU/時(38,829kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 52,052BTU/時(54,915kJ/時)

標準: 36,437BTU/時(38,441kJ/時)




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 28,396BTU/時(29,958kJ/時)

標準: 19,877BTU/時(20,970kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 28,133BTU/時(29,680kJ/時)

標準: 19,693BTU/時(20,776kJ/時)




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 14,195BTU/時(14,975kJ/時)

標準: 9,936BTU/時(10,483kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 14,082BTU/時(14,856kJ/時)

標準: 9,857BTU/時(10,399kJ/時)




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 11,674BTU/時(12,317kJ/時)

標準: 8,172BTU/時(8,622kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 11,530BTU/時(12,164kJ/時)

標準: 8,071BTU/時(8,515kJ/時)





	
前方から後方への通気(実際のデータ・センター環境によって変化)

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 約2,434CFM

標準: 約1,704CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約2,410CFM

標準: 約1,687CFM




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 約1,315CFM

標準: 約920CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約1,302CFM

標準: 約912CFM




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 約657CFM

標準: 約460CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約652CFM

標準: 約456CFM




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 約540CFM

標準: 約378CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約534CFM

標準: 約374CFM





	
IPアドレス数

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
68(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

最大36 (InfiniBandネットワークの場合)

	
38(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

最大18 (InfiniBandネットワークの場合)

	
22(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

最大8 (InfiniBandネットワークの場合)

	
22(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

最大8 (InfiniBandネットワークの場合)


	
ネットワーク・ドロップ

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
11個以上のネットワーク・ドロップ

	
7個以上のネットワーク・ドロップ

	
5個以上のネットワーク・ドロップ

	
5個以上のネットワーク・ドロップ


	
外部接続

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
18個の1GbE/10GbEイーサネット・ポート

16個の10GbEイーサネット・ポート

12個以上のInfiniBandポート

	
12個の1GbE/10GbEイーサネット・ポート

8個の10GbEイーサネット・ポート

12個以上のInfiniBandポート

	
6個の1GbE/10GbEイーサネット・ポート

4個の10GbEイーサネット・ポート

12個以上のInfiniBandポート

	
6個の1GbE/10GbEイーサネット・ポート

4個の10GbEイーサネット・ポート

12個以上のInfiniBandポート











1.1.3 Oracle Exadata Database Machine X5-8の一般的な環境要件


表1-2に、Oracle Exadata Database Machine X5-8の一般的な環境要件を示します。この章の他の項に、詳細情報を示します。


表1-2 Oracle Exadata Database Machine X5-8の環境要件

	環境要素	Oracle Exadata Database Machine X5-8フル・ラック	Oracle Exadata Database Machine X5-8ハーフ・ラック
	
重量

関連項目: 「床要件」

	
Extreme Flashドライブ: 1826.5lbs (828.1kg)

高容量ドライブ: 1980.5lbs (898.3kg)

	
Extreme Flashドライブ: 1160.1lbs (526.2kg)

高容量ドライブ: 1193.1lbs (541.2kg)


	
音響レベル

	
8.68

	
8.58


	
電力

関連項目: 「電力要件」

	
Extreme Flashドライブ:

	
最大: 16.4kW (16.7kVA)


	
標準: 11.5kW (11.7kVA)




高容量ドライブ:

	
最大: 16.2kW (16.6kVA)


	
標準: 11.4kW (11.6kVA)




	
Extreme Flashドライブ:

	
最大: 9.5kW (9.7kVA)


	
標準: 6.7kW (6.8kVA)




高容量ドライブ:

	
最大: 9.5kW (9.7kVA)


	
標準: 6.6kW (6.8kVA)





	
冷却

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
Extreme Flashドライブ:

	
最大: 55,935BTU/時(59,012kJ/時)


	
標準: 39,155BTU/時(41,308kJ/時)




高容量ドライブ:

	
最大: 55,410BTU/時(58,457kJ/時)


	
標準: 38,787BTU/時(40,920kJ/時)




	
Extreme Flashドライブ:

	
最大: 32,436BTU/時(34,220kJ/時)


	
標準: 22,705BTU/時(23,954kJ/時)




高容量ドライブ:

	
最大: 32,323BTU/時(34,101kJ/時)


	
標準: 22,626BTU/時(23,871kJ/時)





	
前方から後方への通気(実際のデータ・センター環境によって変化)

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
Extreme Flashドライブ:

	
最大: 2590CFM


	
標準: 1813CFM




高容量ドライブ:

	
最大: 2565CFM


	
標準: 1796CFM




	
Extreme Flashドライブ:

	
最大: 1502CFM


	
標準: 1051CFM




高容量ドライブ:

	
最大: 1496CFM


	
標準: 1048CFM















1.1.4 Oracle Exadata Database Machine X4-2の一般的な環境要件


Oracle Exadata Database Machine X4-2の環境要件は、システムのサイズによって異なります。表1-3に、Oracle Exadata Database Machine X4-2の一般的な環境要件を示します。この章の他の項に、詳細情報を示します。


表1-3 Oracle Exadata Database Machine X4-2の環境要件

	環境要素	Oracle Exadata Database Machine X4-2フル・ラック	Oracle Exadata Database Machine X4-2ハーフ・ラック	Oracle Exadata Database Machine X4-2クオータ・ラック	Oracle Exadata Database Machine X4-2エイス・ラック
	
重量

関連項目: 「床要件」

	
852.8kg (1880lbs)

	
525.3kg (1158lbs)

	
365.6kg (806lbs)

	
365.6kg (806lbs)


	
音響レベル

	
93db (A)

	
89db (A)

	
85db (A)

	
85db (A)


	
電力

関連項目: 「電力要件」

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 12.4kVA

標準: 8.7kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 11.4kVA

標準: 8.1kVA (適用負荷に応じて異なります)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 6.8kVA

標準: 4.8kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 6.3kVA

標準: 4.4kVA (適用負荷に応じて異なります)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 3.4kVA

標準: 2.5kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 3.2kVA

標準: 2.3kVA (適用負荷に応じて異なります)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 3.1kVA

標準: 2.2kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 2.9kVA

標準: 2.1kVA (適用負荷に応じて異なります)





	
冷却

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 41,300BTU/時(43,600kJ/時)

標準: 29,000BTU/時(30,600kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 38,300BTU/時(40,400kJ/時)

標準: 27,000BTU/時(28,500kJ/時)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 22,500BTU/時(23,750kJ/時)

標準: 16,000BTU/時(16,900kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 21,200BTU/時(22,400kJ/時)

標準: 14,700BTU/時(15,500kJ/時)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 11,300BTU/時(11,900kJ/時)

標準: 8,200BTU/時(8,700kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 10,600BTU/時(11,200kJ/時)

標準: 7,500BTU/時(7,900kJ/時)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 10,200BTU/時(10,700kJ/時)

標準: 7,100BTU/時(7,500kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 9,500BTU/時(10,000kJ/時)

標準: 6,600BTU/時(7,000kJ/時)





	
前方から後方への通気(実際のデータ・センター環境によって変化)

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 約1,900CFM

標準: 約1,350CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約1,780CFM

標準: 約1,250CFM




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 約1,050CFM

標準: 約750CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約980CFM

標準: 約680CFM




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 約520CFM

標準: 約365CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約490CFM

標準: 約350CFM




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 約470CFM

標準: 約325CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約440CFM

標準: 約310CFM





	
IPアドレス数

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
68(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

最大36 (InfiniBandネットワークの場合)

	
38(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

最大18 (InfiniBandネットワークの場合)

	
22(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

最大8 (InfiniBandネットワークの場合)

	
22(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

最大8 (InfiniBandネットワークの場合)


	
ネットワーク・ドロップ

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
11個以上のネットワーク・ドロップ

	
7個以上のネットワーク・ドロップ

	
5個以上のネットワーク・ドロップ

	
5個以上のネットワーク・ドロップ


	
外部接続

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
18個の1GbE/10GbEイーサネット・ポート

16個の10GbEイーサネット・ポート

12個以上のInfiniBandポート

	
12個の1GbE/10GbEイーサネット・ポート

8個の10GbEイーサネット・ポート

12個以上のInfiniBandポート

	
6個の1GbE/10GbEイーサネット・ポート

4個の10GbEイーサネット・ポート

12個以上のInfiniBandポート

	
6個の1GbE/10GbEイーサネット・ポート

4個の10GbEイーサネット・ポート

12個以上のInfiniBandポート












1.1.5 Exadata Storage Server X5-2サーバーを使用したOracle Exadata Database Machine X4-8の一般的な環境要件


表1-4に、Exadata Storage Server X5-2サーバーを収容するOracle Exadata Database Machine X4-8の一般的な環境要件を示します。この章の他の項に、詳細情報を示します。


表1-4 Exadata Storage Server X5-2サーバーを収容するOracle Exadata Database Machine X4-8ラックの環境要件

	環境要素	Exadata Storage Server X5-2サーバーを収容するOracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラック	Exadata Storage Server X5-2サーバーを収容するOracle Exadata Database Machine X4-8ハーフ・ラック
	
重量

関連項目: 「床要件」

	
	
Extreme Flashドライブ: 828.1kg (1826 lbs)


	
高容量ドライブ: 898.3kg (1980lbs)




	
	
Extreme Flashドライブ: 526.2kg (1160 lbs)


	
高容量ドライブ: 541.2kg (1193lbs)





	
音響レベル

	
86db (A)

	
85db (A)


	
電力

関連項目: 「電力要件」

	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 17.1kVA

標準: 12.0kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 17.0kVA

標準: 11.9kVA (適用負荷に応じて異なります)




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 10.1kVA

標準: 7.1kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 10.1kVA

標準: 7.0kVA (適用負荷に応じて異なります)





	
冷却

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 57,300BTU/時(60,452kJ/時)

標準: 40,110BTU/時(42,316kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 56,775BTU/時(59,897kJ/時)

標準: 39,742BTU/時(41,928kJ/時)




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 33,801BTU/時(35,660kJ/時)

標準: 23,660BTU/時(24,962kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 33,688BTU/時(35,541kJ/時)

標準: 23,582BTU/時(24,879kJ/時)





	
前方から後方への通気(実際のデータ・センター環境によって変化)

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 約2,653CFM

標準: 約1,857CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約2,628CFM

標準: 約1,840CFM




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 約1,565CFM

標準: 約1,095CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約1,560CFM

標準: 約1,092CFM





	
IPアドレス数

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
44(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

最大44 (InfiniBandネットワークの場合)

	
22(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

最大22 (InfiniBandネットワークの場合)


	
ネットワーク・ドロップ

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
5個以上のネットワーク・ドロップ

	
5個以上のネットワーク・ドロップ


	
外部接続

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
16個の1GbEイーサネット・ポート

16個の10GbEイーサネットSFP+ポート

12個以上のInfiniBandポート

	
16個の1GbEイーサネット・ポート

16個の10GbEイーサネットSFP+ポート

12個以上のInfiniBandポート












1.1.6 Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックの一般的な環境要件


表1-5に、Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックの一般的な環境要件を示します。この章の他の項に、詳細情報を示します。


表1-5 Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックの環境要件

	環境要素	Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラック
	
重量

関連項目: 「床要件」

	
867.3kg (1912lbs)


	
音響レベル

	
93db (A)


	
電力

関連項目: 「電力要件」

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 15.3kVA

標準: 10.7kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 14.7kVA

標準: 10.3kVA (適用負荷に応じて異なります)





	
冷却

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 51,200BTU/時(54,000kJ/時)

標準: 36,400BTU/時(38,400kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 49,110BTU/時(52,000kJ/時)

標準: 34,400BTU/時(36,300kJ/時)





	
前方から後方への通気(実際のデータ・センター環境によって変化)

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 約2,410CFM

標準: 約1,700CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約2,280CFM

標準: 約1,600CFM





	
IPアドレス数

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
44(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

最大36 (InfiniBandネットワークの場合)


	
ネットワーク・ドロップ

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
5個以上のネットワーク・ドロップ


	
外部接続

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
16個の1GbEイーサネット・ポート

16個の10GbEイーサネットSFP+ポート

12個のInfiniBandポート












1.1.7 Oracle Exadata Database Machine X3-2の一般的な環境要件


Oracle Exadata Database Machine X3-2の環境要件は、システムのサイズによって異なります。表1-6に、Oracle Exadata Database Machine X3-2の一般的な環境要件を示します。この章の他の項に、詳細情報を示します。


表1-6 Oracle Exadata Database Machine X3-2の環境要件

	環境要素	Oracle Exadata Database Machine X3-2フル・ラック	Oracle Exadata Database Machine X3-2ハーフ・ラック	Oracle Exadata Database Machine X3-2クオータ・ラック	Oracle Exadata Database Machineエイス・ラック
	
重量

関連項目: 「床要件」

	
871.4kg (1921lbs)

	
543.9kg (1199lbs)

	
368.8kg (813lbs)

	
368.8kg (813lbs)


	
音響レベル

	
87db (A)

	
84db (A)

	
81db (A)

	
81db (A)


	
電力

関連項目: 「電力要件」

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 12.1kVA

標準: 8.6kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 11.1kVA

標準: 7.8kVA (適用負荷に応じて異なります)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 6.6kVA

標準: 4.7kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 6.1kVA

標準: 4.3kVA (適用負荷に応じて異なります)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 3.3kVA

標準: 2.4kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 3.1kVA

標準: 2.2kVA (適用負荷に応じて異なります)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 3.0kVA

標準: 2.1kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 2.8kVA

標準: 2.0kVA (適用負荷に応じて異なります)





	
冷却

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 40,600BTU/時(42,800kJ/時)

標準: 28,700BTU/時(30,300kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 37,200BTU/時(39,250kJ/時)

標準: 26,000BTU/時(27,400kJ/時)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 22,200BTU/時(23,400kJ/時)

標準: 15,700BTU/時(16,600kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 20,500BTU/時(21,600kJ/時)

標準: 14,300BTU/時(15,100kJ/時)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 10,900BTU/時(11,500kJ/時)

標準: 7,850BTU/時(8,300kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 10,200BTU/時(10,800kJ/時)

標準: 7,200BTU/時(7,600kJ/時)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 9,900BTU/時(10,500kJ/時)

標準: 6,800BTU/時(7,200kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 9,200BTU/時(9,700kJ/時)

標準: 6,500BTU/時(6,850kJ/時)





	
前方から後方への通気(実際のデータ・センター環境によって変化)

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 約1,900CFM

標準: 約1,350CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約1,700CFM

標準: 約1,200CFM




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 約1,050CFM

標準: 約750CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約950CFM

標準: 約670CFM




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 約500CFM

標準: 約375CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約470CFM

標準: 約330CFM




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 約460CFM

標準: 約325CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約425CFM

標準: 約300CFM





	
IPアドレス数

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
69(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

22 (InfiniBandネットワークの場合)

	
39(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合) (Oracle Exadata Database Machine X2-2 (X4170およびX4275サーバー搭載)に39個のIPアドレスが必要)

11 (InfiniBandネットワークの場合)

	
22(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

5 (InfiniBandネットワークの場合)

	
22(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

5 (InfiniBandネットワークの場合)


	
ネットワーク・ドロップ

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
11個以上のネットワーク・ドロップ

	
7個以上のネットワーク・ドロップ

	
5個以上のネットワーク・ドロップ

	
5個以上のネットワーク・ドロップ


	
外部接続

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
24個の1GbE/10GbEイーサネット・ポート

16個の10GbEイーサネット・ポート

12個以上のInfiniBandポート

	
12個の1GbE/10GbEイーサネット・ポート

8個の10GbEイーサネット・ポート

12個以上のInfiniBandポート

	
6個の1GbE/10GbEイーサネット・ポート

4個の10GbEイーサネット・ポート

12個以上のInfiniBandポート

	
6個の1GbE/10GbEイーサネット・ポート

4個の10GbEイーサネット・ポート

12個以上のInfiniBandポート












1.1.8 Exadata Storage Server X4-2Lサーバーを使用したOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックの一般的な環境要件


表1-7に、Exadata Storage Server X4-2Lサーバーを使用したOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックの一般的な環境要件を示します。この章の他の項に、詳細情報を示します。


表1-7 Exadata Storage Server X4-2Lサーバーを使用したOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックの環境要件

	環境要素	Exadata Storage Server X4-2Lサーバーを使用したOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラック
	
重量

関連項目: 「床要件」

	
911.27kg (2009lbs)


	
音響レベル

	
84db (A)


	
電力

関連項目: 「電力要件」

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 15.3kVA

標準: 10.7kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 14.5kVA

標準: 10.2kVA (適用負荷に応じて異なります)





	
冷却

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 51,200BTU/時(54,000kJ/時)

標準: 35,900BTU/時(37,900kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 48,500BTU/時(51,200kJ/時)

標準: 34,200BTU/時(36,100kJ/時)





	
前方から後方への通気(実際のデータ・センター環境によって変化)

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 約2,400CFM

標準: 約1,700CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約2,250CFM

標準: 約1,600CFM





	
IPアドレス数

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
45(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

最大36 (InfiniBandネットワークの場合)


	
ネットワーク・ドロップ

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
5個以上のネットワーク・ドロップ


	
外部接続

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
16個の1GbEイーサネット・ポート

16個の10GbEイーサネットSFP+ポート

12個のInfiniBandポート












1.1.9 Exadata Storage Server X3-2サーバーを使用したOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックの一般的な環境要件


表1-8に、Exadata Storage Server X3-2サーバーを使用したOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックの一般的な環境要件を示します。この章の他の項に、詳細情報を示します。


表1-8 Exadata Storage Server X3-2サーバーを使用したOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックの環境要件

	環境要素	Exadata Storage Server X3-2サーバーを使用したOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラック
	
重量

関連項目: 「床要件」

	
929.9kg (2050lbs)


	
音響レベル

	
84db (A)


	
電力

関連項目: 「電力要件」

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 15.3kVA

標準: 10.7kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 14.3kVA

標準: 10.0kVA (適用負荷に応じて異なります)





	
冷却

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 51,200BTU/時(54,000kJ/時)

標準: 35,900BTU/時(37,900kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 47,800BTU/時(50,400kJ/時)

標準: 33,500BTU/時(35,300kJ/時)





	
前方から後方への通気(実際のデータ・センター環境によって変化)

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 約2,400CFM

標準: 約1,700CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約2,200CFM

標準: 約1,550CFM





	
IPアドレス数

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
45(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

22 (InfiniBandネットワークの場合)


	
ネットワーク・ドロップ

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
5個以上のネットワーク・ドロップ


	
外部接続

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
16個の1GbEイーサネット・ポート

16個の10GbEイーサネットSFP+ポート

12個のInfiniBandポート












1.1.10 Oracle Exadata Database Machine X2-2の一般的な環境要件


Oracle Exadata Database Machine X2-2の環境要件は、システムのサイズによって異なります。表1-9に、Oracle Exadata Database Machine X2-2の一般的な環境要件を示します。この章の他の項に、詳細情報を示します。


表1-9 Oracle Exadata Database Machine X2-2の環境要件

	環境要素	Oracle Exadata Database Machine X2-2フル・ラック	Oracle Exadata Database Machine X2-2ハーフ・ラック	Oracle Exadata Database Machine X2-2クオータ・ラック
	
重量

関連項目: 「床要件」

	
966.6kg (2131lbs)

	
602.8kg (1329lbs)

	
409.1kg (902lbs)


	
音響レベル

	
89db (A)

	
86db (A)

	
83db (A)


	
電力

関連項目: 「電力要件」

	
最大: 14.0kW (14.3kVA)

標準: 9.8kW (10.0kVA) (適用負荷に応じて異なります)

	
最大: 7.2kW (7.3kVA)

標準: 5.1kW (5.2kVA) (適用負荷に応じて異なります)

	
最大: 3.6kW (3.7kVA)

標準: 2.7kW (2.75kVA) (適用負荷に応じて異なります)


	
冷却

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
最大: 47,800BTU/時(50,400kJ/時)

標準: 33,400BTU/時(35,300kJ/時)

	
最大: 26,400BTU/時(25,950kJ/時)

標準: 17,400BTU/時(35,300kJ/時)

	
最大: 12,300BTU/時(13,000kJ/時)

標準: 9,200BTU/時(9,700kJ/時)


	
前方から後方への通気(実際のデータ・センター環境によって変化)

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
最大: 約2,200CFM

標準: 約1,560CFM

	
最大: 約1,130CFM

標準: 約840CFM

	
最大: 約550CFM

標準: 約410CFM


	
IPアドレス数

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
70(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

22 (InfiniBandネットワークの場合)

	
40(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合) (Oracle Exadata Database Machine X2-2 (X4170およびX4275サーバー搭載)に39個のIPアドレスが必要)

11 (InfiniBandネットワークの場合)

	
23(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

5 (InfiniBandネットワークの場合)


	
ネットワーク・ドロップ

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
12個以上のネットワーク・ドロップ

	
8個以上のネットワーク・ドロップ

	
6個以上のネットワーク・ドロップ


	
外部接続

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
24個の1GbEイーサネット・ポート

16個の10GbEイーサネット・ポート(M2サーバーのみ有効)

12個以上のInfiniBandポート

	
12個の1GbEイーサネット・ポート

8個の10GbEイーサネット・ポート(M2サーバーのみ有効)

12個以上のInfiniBandポート

	
6個の1GbEイーサネット・ポート

4個の10GbEイーサネット・ポート(M2サーバーのみ有効)

12個以上のInfiniBandポート












1.1.11 Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックの一般的な環境要件


表1-10に、Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックの一般的な環境要件を示します。この章の他の項に、詳細情報を示します。


表1-10 Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックの環境要件

	環境要素	Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラック(Sun Fire X4800 Oracle Database Server)	Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラック(Sun Server X2-8 Oracle Database Server)
	
重量

関連項目: 「床要件」

	
943.5kg (2080lbs)

	
980.7kg (2162lbs)


	
音響レベル

	
85db (A)

	
85db (A)


	
電力

関連項目: 「電力要件」

	
最大: 17.0kW (17.4kVA)

標準: 11.9kW (12.2kVA) (適用負荷に応じて異なります)

	
最大: 17.7kW (18.1kVA)

標準: 12.4kW (112.7kVA) (適用負荷に応じて異なります)


	
冷却

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
最大: 58,050BTU/時(61,200kJ/時)

標準: 40,630BTU/時(42,840kJ/時)

	
最大: 60,350BTU/時(63,630kJ/時)

標準: 42,280BTU/時(44,580kJ/時)


	
前方から後方への通気(実際のデータ・センター環境によって変化)

関連項目: 「温度および湿度要件」および「換気および冷却要件」

	
最大: 約2,690CFM

標準: 約1,880CFM

	
最大: 約2,781CFM

標準: 約1,950CFM


	
IPアドレス数

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
45(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

22 (InfiniBandネットワークの場合)

	
45(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

22 (InfiniBandネットワークの場合)


	
ネットワーク・ドロップ

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
5個以上のネットワーク・ドロップ

	
5個以上のネットワーク・ドロップ


	
外部接続

関連項目: 「Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件」

	
16個の1GbEイーサネット・ポート

16個の10GbEイーサネットSFP+ポート

12個のInfiniBandポート

	
16個の1GbEイーサネット・ポート

16個の10GbEイーサネットSFP+ポート

12個のInfiniBandポート











1.1.12 Oracle Exadata Storage拡張ラックX6-2の一般的な環境要件


Oracle Exadata Storage拡張ラックX6-2の環境要件(重量、音響レベル、電力、冷却、通気など)については、Oracle Technology Networkから入手できるOracle Exadata Configuration Assistantを使用してください。

Oracle Exadata Configuration Assistant (OECA)のダウンロード







1.1.13 Oracle Exadata Storage拡張ラックX5-2の一般的な環境要件


Oracle Exadata Storage拡張ラックX5-2の環境要件は、システムのサイズによって異なります。表1-11に、各Oracle Exadata Storage拡張ラックX5-2の一般的な環境要件を示します。


表1-11 Oracle Exadata Storage拡張ラックX5-2の環境要件

	環境要素	Oracle Exadata Storage拡張X5-2フル・ラック	Oracle Exadata Storage拡張X5-2ハーフ・ラック	Oracle Exadata Storage拡張X5-2クオータ・ラック
	
重量

	
	
Extreme Flashドライブ: 821kg (1810 lbs)


	
高容量ドライブ: 915.8kg (2019lbs)




	
	
Extreme Flashドライブ: 546.6kg (1205 lbs)


	
高容量ドライブ: 591.5kg (1304lbs)




	
	
Extreme Flashドライブ: 364.5kg (804 lbs)


	
高容量ドライブ: 384.4kg (848lbs)





	
音響レベル

	
82db (A)

	
79db (A)

	
76db (A)


	
電力

	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 13.1kVA

標準: 9.2kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 12.8kVA

標準: 8.9kVA (適用負荷に応じて異なります)




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 5.9kVA

標準: 4.2kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 6.9kVA

標準: 4.8kVA (適用負荷に応じて異なります)




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 3.7kVA

標準: 2.6kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 3.7kVA

標準: 2.6kVA (適用負荷に応じて異なります)





	
冷却

	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 43,765BTU/時(46,170kJ/時)

標準: 30,635BTU/時(32,320kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 42,670BTU/時(45,020kJ/時)

標準: 29,870BTU/時(31,515kJ/時)




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 19,880BTU/時(20,970kJ/時)

標準: 13,915BTU/時(14,680kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 22,950BTU/時(24,210kJ/時)

標準: 16,065BTU/時(16,950kJ/時)




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 12,362BTU/時(13,042kJ/時)

標準: 8,654BTU/時(9,129kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 12,212BTU/時(12,884kJ/時)

標準: 8,548BTU/時(9,019kJ/時)





	
前方から後方への通気(実際のデータ・センター環境によって変化)

	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 約2,030CFM

標準: 約1,420CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約1,975CFM

標準: 約1,385CFM




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 約920CFM

標準: 約645CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約1,065CFM

標準: 約745CFM




	
	
Extreme Flashドライブ

最大: 約565CFM

標準: 約396CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約572CFM

標準: 約401CFM





	
IPアドレス数

	
44(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

38 (InfiniBandネットワークの場合)

	
24(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

18 (InfiniBandネットワークの場合)

	
13(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

8 (InfiniBandネットワークの場合)


	
ネットワーク・ドロップ

	
1個以上のネットワーク・ドロップ

	
1個以上のネットワーク・ドロップ

	
1個以上のネットワーク・ドロップ


	
外部接続

	
12個のInfiniBandポート

	
12個のInfiniBandポート

	
12個のInfiniBandポート












1.1.14 Oracle Exadata Storage拡張ラックX4-2の一般的な環境要件


Oracle Exadata Storage拡張ラックX4-2の環境要件は、システムのサイズによって異なります。表1-12に、各Oracle Exadata Storage拡張ラックX4-2の一般的な環境要件を示します。


表1-12 Oracle Exadata Storage拡張ラックX4-2の環境要件

	環境要素	Oracle Exadata Storage拡張X4-2フル・ラック	Oracle Exadata Storage拡張X4-2ハーフ・ラック	Oracle Exadata Storage拡張X4-2クオータ・ラック
	
重量

	
824.2kg (1817lbs)

	
513.0kg (1131lbs)

	
346.5kg (764lbs)


	
音響レベル

	
82db (A)

	
79db (A)

	
76db (A)


	
電力

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 10.2kVA

標準: 7.1kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 9.1kVA

標準: 6.3kVA (適用負荷に応じて異なります)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 5.7kVA

標準: 4.1kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 5.2kVA

標準: 3.7kVA (適用負荷に応じて異なります)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 2.9kVA

標準: 2.0kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 2.7kVA

標準: 2.0kVA (適用負荷に応じて異なります)





	
冷却

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 34,100BTU/時(36,000kJ/時)

標準: 23,900BTU/時(25,200kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 30,400BTU/時(32,100kJ/時)

標準: 21,200BTU/時(22,400kJ/時)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 19,100BTU/時(20,150kJ/時)

標準: 13,650BTU/時(14,400kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 17,400BTU/時(18,400kJ/時)

標準: 12,300BTU/時(13,000kJ/時)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 9,500BTU/時(10,000kJ/時)

標準: 6,700BTU/時(7,000kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 8,900BTU/時(9,400kJ/時)

標準: 6,500BTU/時(6,900kJ/時)





	
前方から後方への通気(実際のデータ・センター環境によって変化)

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 約1,600CFM

標準: 約1,100CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約1,410CFM

標準: 約980CFM




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 約900CFM

標準: 約650CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約810CFM

標準: 約570CFM




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 約440CFM

標準: 約310CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約410CFM

標準: 約300CFM





	
IPアドレス数

	
42(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

36 (InfiniBandネットワークの場合)

	
24(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

18 (InfiniBandネットワークの場合)

	
13(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

8 (InfiniBandネットワークの場合)


	
ネットワーク・ドロップ

	
1個以上のネットワーク・ドロップ

	
1個以上のネットワーク・ドロップ

	
1個以上のネットワーク・ドロップ


	
外部接続

	
12個のInfiniBandポート

	
12個のInfiniBandポート

	
12個のInfiniBandポート












1.1.15 Oracle Exadata Storage拡張ラックX3-2の一般的な環境要件


Oracle Exadata Storage拡張ラックX3-2の環境要件は、システムのサイズによって異なります。表1-13に、各Oracle Exadata Storage拡張ラックX3-2の一般的な環境要件を示します。


表1-13 Oracle Exadata Storage拡張ラックX3-2の環境要件

	環境要素	Oracle Exadata Storage拡張X3-2フル・ラック	Oracle Exadata Storage拡張X3-2ハーフ・ラック	Oracle Exadata Storage拡張X3-2クオータ・ラック
	
重量

	
827.4kg (1824lbs)

	
516.2kg (1138lbs)

	
349.7kg (771lbs)


	
音響レベル

	
82db (A)

	
79db (A)

	
76db (A)


	
電力

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 10.2kVA

標準: 7.1kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 8.9kVA

標準: 6.2kVA (適用負荷に応じて異なります)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 5.7kVA

標準: 4.1kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 5.1kVA

標準: 3.6kVA (適用負荷に応じて異なります)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 2.9kVA

標準: 2.0kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
高容量ドライブ

最大: 2.6kVA

標準: 1.9kVA (適用負荷に応じて異なります)





	
冷却

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 34,100BTU/時(36,000kJ/時)

標準: 23,900BTU/時(25,200kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 29,700BTU/時(31,300kJ/時)

標準: 20,800BTU/時(21,950kJ/時)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 19,100BTU/時(20,150kJ/時)

標準: 13,650BTU/時(14,400kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 17,100BTU/時(18,000kJ/時)

標準: 11,950BTU/時(12,600kJ/時)




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 9,500BTU/時(10,000kJ/時)

標準: 6,700BTU/時(7,000kJ/時)


	
高容量ドライブ

最大: 8,500BTU/時(9,000kJ/時)

標準: 6,150BTU/時(6,500kJ/時)





	
前方から後方への通気(実際のデータ・センター環境によって変化)

	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 約1,600CFM

標準: 約1,100CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約1,375CFM

標準: 約960CFM




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 約900CFM

標準: 約650CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約790CFM

標準: 約550CFM




	
	
高パフォーマンス・ドライブ

最大: 約440CFM

標準: 約310CFM


	
高容量ドライブ

最大: 約400CFM

標準: 約285CFM





	
IPアドレス数

	
42(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

18 (InfiniBandネットワークの場合)

	
24(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

9 (InfiniBandネットワークの場合)

	
13(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

4 (InfiniBandネットワークの場合)


	
ネットワーク・ドロップ

	
1個以上のネットワーク・ドロップ

	
1個以上のネットワーク・ドロップ

	
1個以上のネットワーク・ドロップ


	
外部接続

	
12個のInfiniBandポート

	
12個のInfiniBandポート

	
12個のInfiniBandポート












1.1.16 Sun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ラックの一般的な環境要件


Sun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ラックの環境要件は、システムのサイズによって異なります。表1-14に、Sun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ラックの一般的な環境要件を示します。


表1-14 Sun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ラックの環境要件

	環境要素	Oracle Exadata Storage拡張フル・ラック	Oracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラック	Oracle Exadata Storage拡張クオータ・ラック
	
重量

	
917.6kg (2023lbs)

	
578.3kg (1275lbs)

	
396.8kg (875lbs)


	
音響レベル

	
83db (A)

	
82db (A)

	
81db (A)


	
電力

	
最大: 12.6kW (12.9kVA)

標準: 8.8kW (9.0kVA) (適用負荷に応じて異なります)

	
最大: 6.9kW (7.1kVA)

標準: 4.8kW (5.0kVA) (適用負荷に応じて異なります)

	
最大: 3.4kW (3.5kVA)

標準: 2.4kW (2.5kVA) (適用負荷に応じて異なります)


	
冷却

	
最大: 43,000BTU/時(45,400kJ/時)

標準: 30,100BTU/時(31,800kJ/時)

	
最大: 23,600BTU/時(24,900kJ/時)

標準: 16,500BTU/時(17,400kJ/時)

	
最大: 11,600BTU/時(12,250kJ/時)

標準: 8,100BTU/時(8,600kJ/時)


	
前方から後方への通気(実際のデータ・センター環境によって変化)

	
最大: 約1,980CFM

標準: 約1,390CFM

	
最大: 約1,090CFM

標準: 約760CFM

	
最大: 約530CFM

標準: 約375CFM


	
IPアドレス数

	
43(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

18 (InfiniBandネットワークの場合)

	
25(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

9 (InfiniBandネットワークの場合)

	
14(単一クラスタのイーサネット・ネットワークの場合)

4 (InfiniBandネットワークの場合)


	
ネットワーク・ドロップ

	
2個以上のネットワーク・ドロップ

	
2個以上のネットワーク・ドロップ

	
2個以上のネットワーク・ドロップ


	
外部接続

	
12個のInfiniBandポート

	
12個のInfiniBandポート

	
12個のInfiniBandポート












1.1.17 単一サーバーの一般的な環境要件


単一サーバーの一般的な環境要件を次の表に示します。


表1-15 X6-2単一サーバーの環境要件

	環境要素	Exadata Storage Server X6-2 - Extreme Flash	Exadata Storage Server X6-2 - 高容量	Database Server X6-2
	
重量

	
28.1kg (62lbs)

	
33.1kg (73lbs)

	
20.4kg (45lbs)


	
音響レベル

	
78db (A)

	
78db (A)

	
78db (A)


	
電力

	
最大: 0.6kVA

標準: 0.4 kVA (適用負荷に応じて異なります)

	
最大: 0.6kVA

標準: 0.4 kVA (適用負荷に応じて異なります)

	
最大: 0.665kW (0.678kVA)

標準: 0.466 kW (0.475 kVA) (適用負荷に応じて異なります)


	
冷却

	
最大: 1,866BTU/時(1,969kJ/時)

標準: 1,307BTU/時(1,378kJ/時)

	
最大: 2,006BTU/時(2,117kJ/時)

標準: 1,404BTU/時(1,482kJ/時)

	
最大: 2,269BTU/時(2,394kJ/時)

標準: 1,588BTU/時(1,676kJ/時


	
前方から後方への通気(実際のデータ・センター環境によって変化)

	
最大: 約86CFM

標準: 約60CFM

	
最大: 約93CFM

標準: 約65CFM

	
最大: 約105CFM

標準: 約74CFM








表1-16 X5-2単一サーバーの環境要件

	環境要素	Exadata Storage Server X5-2 - Extreme Flash	Exadata Storage Server X5-2 - 高容量	Database Server X5-2
	
重量

	
28.1kg (62lbs)

	
33.1kg (73lbs)

	
20.4kg (45lbs)


	
音響レベル

	
78db (A)

	
78db (A)

	
78db (A)


	
電力

	
最大: 0.6kVA

標準: 0.4 kVA (適用負荷に応じて異なります)

	
最大: 0.6kVA

標準: 0.4 kVA (適用負荷に応じて異なります)

	
最大: 0.7kVA

標準: 0.5kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
冷却

	
最大: 2,037BTU/時(2,149kJ/時)

標準: 1,426BTU/時(1,504kJ/時)

	
最大: 2,000BTU/時(2,109kJ/時)

標準: 1,400BTU/時(1,477kJ/時)

	
最大: 2,481BTU/時(2,617kJ/時)

標準: 1,736BTU/時(1,832kJ/時)


	
前方から後方への通気(実際のデータ・センター環境によって変化)

	
最大: 約94CFM

標準: 約66CFM

	
最大: 約93CFM

標準: 約65CFM

	
最大: 約115CFM

標準: 約80CFM








表1-17 X4-8、X5-8およびX6-8単一サーバーの環境要件

	環境要素	Database Server X5-8およびX6-8	Database Server X4-8
	
重量

	
93.4kg (206lbs)

	
93.4kg (206lbs)


	
音響レベル

	
81db (A)

	
81db (A)


	
電力

	
最大: 3.5kVA

標準: 2.4kVA (適用負荷に応じて異なります)

	
最大: 3.7kVA

標準: 2.6kVA (適用負荷に応じて異なります)


	
冷却

	
最大: 11,601BTU/時(12,239kJ/時)

標準: 8,121BTU/時(8,568kJ/時)

	
最大: 12,284BTU/時(12,959kJ/時)

標準: 8,599BTU/時(9,072kJ/時)


	
前方から後方への通気(実際のデータ・センター環境によって変化)

	
最大: 約537CFM

標準: 約376CFM

	
最大: 約569CFM

標準: 約398CFM














1.2 空間要件


Oracle Exadataラックはすべて同じラックを使用し、空間要件は同じです。空間要件は次のとおりです。

	
高さ: 1998mm (78.66インチ)


	
幅: 600mm(サイド・パネルを含む)(23.62インチ)


	
奥行き: 1200mm (47.24インチ)




実際の床または高くした床のうち高い方から測定したキャビネットの最小天井高は2300mm(90インチ)です。表1-21に示されているように、保守搬入のためには、前面および背面の通路スペースに、ラック高さの上に914mm (36インチ)必要です。キャビネット周辺の空間によって、空調装置とキャビネット内のシステム前面の間の冷気の移動、またはキャビネットの後部から発生する熱気の移動が制限されないようにします。





1.2.1 受入および開封要件


Oracle Exadataラックが到着する前に、受入場所がパッケージを収容するのに十分な広さがあるかを確認します。

Oracle Exadataラックの次のパッケージの寸法を使用します。

	
発送時の高さ: 2159mm(85インチ)


	
発送時の幅: 1219mm(48インチ)


	
発送時の奥行き: 1575mm(62インチ)




表1-18に、Oracle Exadata Database Machineの出荷重量および正味重量を示します。


表1-18 Oracle Exadata Database Machineのラック重量

	ラックのタイプ	発送時の重量	正味重量
	
Oracle Exadata Database Machine X6-2フル・ラック

	
Extreme Flash: 871.1kg(1920.5lbs)

高容量: 941.0kg(2074.5lbs)

	
Extreme Flash: 794.5kg(1751.5lbs)

高容量: 864.3kg(1905.5lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X6-2ハーフ・ラック

	
Extreme Flash: 592.2kg(1305.5lbs)

高容量: 627.1kg(1382.5lbs)

	
Extreme Flash: 515.5kg(1136.5lbs)

高容量: 550.4kg(1213.5lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X6-2クオータ・ラック

	
Extreme Flash: 432.5kg(953.5lbs)

高容量: 447.5kg(986.5lbs)

	
Extreme Flash: 366.3kg(807.5lbs)

高容量: 381.2kg(840.5lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X6-2エイス・ラック

	
Extreme Flash: 432.5kg(953.5lbs)

高容量: 433.8kg(956.3lbs)

	
Extreme Flash: 366.3kg(807.5lbs)

高容量: 376.6kg(810.3lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X5-8またはX6-8フル・ラック

	
Extreme Flashドライブ: 894.7kg (1972.5 lbs)

高容量ドライブ: 964.6kg (2126.5lbs)

	
Extreme Flashドライブ: 828.5kg (1826.5 lbs)

高容量ドライブ: 898.3kg (1980.5lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X6-8ハーフ・ラック

	
Extreme Flashドライブ: 592.2kg (1305.5 lbs)

高容量ドライブ: 607.1kg (1338.5lbs)

	
Extreme Flashドライブ: 525.9kg (1159.5 lbs)

高容量ドライブ: 540.9kg (1192.5lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X5-8ハーフ・ラック

	
Extreme Flashドライブ: 592.4kg (1306.1 lbs)

高容量ドライブ: 607.4kg (1339.1lbs)

	
Extreme Flashドライブ: 526.2kg (1160.1 lbs)

高容量ドライブ: 541.2kg (1193.1lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X5-2フル・ラック

	
984.8kg (2171lbs)

	
901.3kg (1987lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X5-2ハーフ・ラック

	
639.6kg (1410lbs)

	
587.4kg (1295lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X5-2クオータ・ラック

	
453.1kg (999lbs)

	
418.2kg (922lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X5-2エイス・ラック

	
453.1kg (999lbs)

	
418.2kg (922lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X4-2フル・ラック

	
936kg (2064lbs)

	
852.8kg (1880lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X4-2ハーフ・ラック

	
577kg (1273lbs)

	
525.3kg (1158lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X4-2クオータ・ラック

	
401kg (883lbs)

	
365.6kg (806lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X4-2エイス・ラック

	
401kg (883lbs)

	
365.6kg (806lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラック

	
高パフォーマンス・ドライブ: 951kg (2097lbs)

高容量ドライブ: 1019kg (2247lbs)

	
高パフォーマンス・ドライブ: 867kg (1912lbs)

高容量ドライブ: 936kg (2063lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X3-2フル・ラック

	
954.8kg (2105lbs)

	
871.4kg (1921lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X3-2ハーフ・ラック

	
596.0kg (1314lbs)

	
543.9kg (1199lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X3-2クオータ・ラック

	
403.7kg (890lbs)

	
368.8kg (813lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X3-2エイス・ラック

	
403.7kg (890lbs)

	
368.8kg (813lbs)


	
Exadata Storage Server X4-2Lサーバーを使用したOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラック

	
994.7kg (2193lbs)

	
911.3kg (2009lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラック

	
1013.3kg (2234lbs)

	
929.9kg (2050lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X2-2フル・ラック

	
1050.1kg (2315lbs)

	
966.61kg (2131lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X2-2ハーフ・ラック

	
684.1kg (1508lbs)

	
602.8kg (1329lbs)


	
Oracle Exadata Database Machine X2-2クオータ・ラック

	
487.6kg (1075lbs)

	
409.1kg (902lbs)


	
Sun Fire X4800 Oracle Database Serverを使用したOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラック

	
1026.9kg (2264lbs)

	
943.8kg (2080lbs)


	
Sun Server X2-8 Oracle Database Serverを使用したOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラック

	
1036.0kg (2284lbs)

	
980.7kg (2162lbs)







表1-19に、Oracle Exadata Storage拡張ラックの出荷重量および正味重量を示します。


表1-19 Oracle Exadata Storage拡張ラックのラック重量

	ラックのタイプ	発送時の重量	正味重量
	
Oracle Exadata Storage拡張X6-2フル・ラック

	
Extreme Flash: 850.3kg(1874.5lbs)

高容量: 945.1kg(2083.5lbs)

	
Extreme Flash: 784.0kg(1728.5lbs)

高容量: 878.8kg(1937.5lbs)


	
Oracle Exadata Storage拡張X6-2ハーフ・ラック

	
Extreme Flash: 569.0kg(1254.5lbs)

高容量: 613.9kg (1353.5lbs)

	
Extreme Flash: 502.8kg(1108.5lbs)

高容量: 547.7kg (1207.5lbs)


	
Oracle Exadata Storage拡張X6-2クオータ・ラック

	
Extreme Flash: 430.7kg(949.5lbs)

高容量: 450.6kg(993.5lbs)

	
Extreme Flash: 364.5kg(803.5lbs)

高容量: 384.4kg(847.5lbs)


	
Oracle Exadata Storage拡張X5-2フル・ラック

	
994.7kg (2193lbs)

	
915.8kg (2019lbs)


	
Oracle Exadata Storage拡張X5-2ハーフ・ラック

	
640.9kg (1413lbs)

	
591.5kg (1304lbs)


	
Oracle Exadata Storage拡張X5-2クオータ・ラック

	
444.5kg (980lbs)

	
411kg (906.1lbs)


	
Oracle Exadata Storage拡張X4-2フル・ラック

	
903.1kg (1991lbs)

	
824.2kg (1817.1lbs)


	
Oracle Exadata Storage拡張X4-2ハーフ・ラック

	
562.4kg (1239.9lbs)

	
513.0kg (1131lbs)


	
Oracle Exadata Storage拡張X4-2クオータ・ラック

	
380.1kg (838lbs)

	
346.5kg (764lbs)


	
Oracle Exadata Storage拡張X3-2フル・ラック

	
906.3kg (1998lbs)

	
827.4kg (1824.1lbs)


	
Oracle Exadata Storage拡張X3-2ハーフ・ラック

	
565.6kg (1247lbs)

	
516.2kg (1138lbs)


	
Oracle Exadata Storage拡張X3-2クオータ・ラック

	
383.3kg (845lbs)

	
349.7kg (771lbs)


	
Sun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張フル・ラック

	
1001.1kg (2207lbs)

	
917.6kg (2023lbs)


	
Sun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラック

	
659.6kg (1454.2lbs)

	
578.3kg (1275lbs)


	
Sun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張クオータ・ラック

	
475.3kg (1047.9lbs)

	
396.8kg (874.8lbs)







積載ドックが標準の貨物輸送トラックの高さおよび傾斜路の要件を満たしている場合は、パレット・ジャッキを使用してラックを降ろすことができます。積載ドックが要件を満たしていない場合は、標準のフォークリフトまたは他の手段でラックを降ろす必要があります。リフト・ゲート付きトラックでラックを発送するように依頼することも可能です。

Oracle Exadataラックが到着しても、設置場所に到着するまでラックは発送用の梱包に入れておきます。データ・センターへの搬入前に、条件が整った場所を使用して梱包材を取り外し、ほこりが出ないようにます。設置場所への搬入経路全体の床に、振動を引き起こす可能性のある段差がないようにします。

発送用の段ボールから製品を開封する十分な空間を確保します。Oracle Exadataラックを開封場所から設置場所に移動するための空間と通路を十分に確保してください。表1-20に、Oracle Exadataラックの搬入経路要件を示します。


表1-20 搬入経路要件

	搬入経路の項目	発送用パレットがある場合	発送用パレットがない場合
	
ドアの最小高さ

	
2184mm (86インチ)

	
2040mm (80.32インチ)


	
ドアの最小幅

	
1270 (50インチ)

	
640mm (25.19インチ)


	
エレベータの最小奥行き

	
1625.6mm (64インチ)

	
1240mm (48.82インチ)


	
最大傾斜

	
6度

	
6度


	
エレベータ、パレット・ジャッキおよび床の最小積載量

	
1134kg (2500lbs)

	
1134kg (2500lbs)












1.2.2 保守搬入要件


保守場所には、Oracle Exadataラックを収容するのに十分な広さと搬入空間が必要になります。たとえば、サイド・パネルを取り外すのに必要な空間は、675.64mm(26.6インチ)です。表1-21は、メンテナンス搬入要件を示しています。


表1-21 Oracle Exadata Database Machineの保守搬入要件

	場所	保守搬入要件
	
背面の保守

	
914mm (36インチ)


	
前面の保守

	
1232 (48.5インチ)


	
上部の保守

	
914mm (36インチ)








注意:

	
電気を利用するには、開いたタイルが必要です。


	
Oracle Exadataラックは、ラックを相互接続する際に並べて配置できます。














1.3 床要件


Oracle Exadataラックを高くした床面に設置することをお薦めします。設置場所の床と高くした床面が、Oracle Exadataラックの総重量に耐えられるようにしておく必要があります。

表1-22は、床の積載要件を示しています。


表1-22 Oracle Exadata Database Machineの床の積載要件

	説明	要件
	
設置されるラック装置の最大許容重量

	
952.5kg (2100lbs)


	
設置される配電ユニットの最大許容重量

	
52.16kg (115lbs)


	
最大動荷重(PDUを含む設置される装置の最大許容重量)

	
1004.66kg (2215lbs)












1.4 電力要件


Oracle Exadataラックは、広範囲の電圧および周波数で効率的に稼働できます。ただし、信頼性の高い電源が必要です。範囲を超えると、破損する場合があります。次のような電気障害が原因で、Oracle Exadataラックが破損する場合があります。

	
電圧低下による変動


	
入力電圧レベルまたは入力電力周波数の大幅かつ急速な変動


	
雷雨


	
配電システムの障害(配線の不備など)




このような障害からOracle Exadataラックを保護するには、専用の配電システムや電力調整装置を導入するだけでなく、雷雨からの保護を目的とした避雷器や電力ケーブルを用意する必要があります。





1.4.1 PDU電力要件


各ラックには、配電ユニット(PDU)が2台事前に設置されています。これらのPDUは異なる電源に接続できます。Oracle Exadataラックおよびデータ・センターに適したPDUのタイプを指定する必要があります。

次に、Exadataが現在サポートしているPDUと過去にサポートしていたPDUを示します。

	
表1-23 北米、南米、日本および台湾向け低電圧15kVA単相PDU (2PDU/ラック)


	
表1-24 北米、南米、日本および台湾向け低電圧15kVA 3相PDU (2PDU/ラック)


	
表1-25 欧州、中東、アフリカ(EMEA)および日本と台湾を除くアジア太平洋(APAC)向け高電圧15kVA単相PDU (2PDU/ラック)


	
表1-26 欧州、中東、アフリカ(EMEA)および日本と台湾を除くアジア太平洋(APAC)向け高電圧15kVA 3相(2PDU/ラック)


	
表1-27 北米、南米、日本および台湾向け低電圧22kVA単相PDU (2PDU/ラック)


	
表1-28 欧州、中東、アフリカ(EMEA)および日本と台湾を除くアジア太平洋(APAC)向け高電圧22kVA単相PDU (2PDU/ラック)


	
表1-29 北米、南米、日本および台湾向け低電圧24kVA 3相PDU (2PDU/ラック)


	
表1-30 欧州、中東、アフリカ(EMEA)および日本と台湾を除くアジア太平洋(APAC)向け高電圧24kVA 3相PDU (2PDU/ラック)


	
表1-31 北米、南米、日本および台湾向け低電圧37kVA 3相PDU (2PDU/ラック)


	
表1-32 欧州、中東、アフリカ(EMEA)および日本と台湾を除くアジア太平洋(APAC)向け高電圧37kVA 3相PDU (2PDU/ラック)




表1-23に、北米、南米、日本および台湾向けの低電圧単相PDUの要件を示します。ラックごとに2台のPDUが設置されています。次の仕様はPDUごとのものです。


表1-23 北米、南米、日本および台湾向け低電圧15kVA単相PDU (2PDU/ラック)

	オプション	要件(PDU単位)
	
電圧

	
200から240VAC


	
周波数

	
50/60Hz


	
電流

	
入力ごとに最大24A


	
電力定格

	
15kVA


	
出力電流

	
72A (3 x 24A)


	
コンセント

	
42 x C13、6 x C19


	
コンセント・グループ

	
6


	
グループ保護(UL489 2ポール・サーキット・ブレーカ)

	
20A


	
データ・センターのソケット

	
15kVA、3つの30A/250V 2極/3線式のNEMA L6-30Pプラグ







Oracle Exadataシステムを低電圧単相電源に接続するには、次のものが必要です。

	
2台のPDUに対して6本の電源コード(30A、200から240VAC)


	
6個のソケット(6個のデータ・センターのNEMA L6-30ソケットへのPDUの接続用)




図1-1に、北米、南米、日本および台湾向けの低電圧単相PDUの電源コネクタを示します。


図1-1 低電圧単相の電源コネクタ

[image: 図1-1の説明が続きます]



表1-24に、北米、南米、日本および台湾向けの低電圧3相PDUの要件を示します。ラックごとに2台のPDUが設置されています。次の仕様はPDUごとのものです。


表1-24 北米、南米、日本および台湾向け低電圧15kVA 3相PDU (2PDU/ラック)

	オプション	要件(PDU単位)
	
電圧

	
190から220VAC


	
周波数

	
50/60Hz


	
電流

	
相ごとに最大40A


	
電力定格

	
14.4kVA


	
出力電流

	
69.3A (3 x 23.1A)


	
コンセント

	
42 x C13、6 x C19


	
コンセント・グループ

	
6


	
グループ保護(UL489 2ポール・サーキット・ブレーカ)

	
20A


	
データ・センターのソケット

	
IEC309-3P4W-IP67 60A 250VAC 3ph (Hubbellの同等品はHBL460R9W)







Oracle Exadataシステムを低電圧3相電源に接続するには、次のものが必要です。

	
2台のPDUに対して2本の電源コード(60A、190から220VAC、3相)


	
2個のソケット(2個のデータ・センターのIEC 60309 60A 4pin 250VAC 3相IP67ソケットへのPDUの接続用)




図1-2に、北米、南米、日本および台湾向けの低電圧3相PDUの電源コネクタを示します。


図1-2 低電圧3相電源コネクタ

[image: 図1-2の説明が続きます。]



表1-25に、欧州、中東、アフリカおよびアジア太平洋(日本と台湾を除く)向けの15kVA高電圧3相PDUの要件を示します。ラックごとに2台のPDUが設置されています。

次の仕様はPDUごとのものです。


表1-25 欧州、中東、アフリカ(EMEA)および日本と台湾を除くアジア太平洋(APAC)向け高電圧15kVA単相PDU (2PDU/ラック)

	オプション	要件(PDU単位)
	
電圧

	
220から240VAC


	
周波数

	
50/60Hz


	
電流

	
入力ごとに最大24A


	
電力定格

	
15kVA


	
出力電流

	
72A (3 x 24A)


	
コンセント

	
42 x C13、6 x C19


	
コンセント・グループ

	
6


	
グループ保護(UL489 2ポール・サーキット・ブレーカ)

	
20A


	
データ・センターのソケット

	
15kVA、IEC309-2P3W-IP44 32A 250VAC (Hubbellの同等品はHBL332R6W)







図1-3に、EMEAおよび日本と台湾を除くアジア太平洋(APAC)向けの高電圧単相PDUの電源コネクタを示します。


図1-3 高電圧単相の電源コネクタ

[image: 図1-3の説明が続きます]



表1-26に、欧州、中東、アフリカおよびアジア太平洋(日本と台湾を除く)向けの15kVA高電圧3相PDUの要件を示します。ラックごとに2台のPDUが設置されています。次の仕様はPDUごとのものです。


表1-26 欧州、中東、アフリカ(EMEA)および日本と台湾を除くアジア太平洋(APAC)向け高電圧15kVA 3相(2PDU/ラック)

	オプション	要件(PDU単位)
	
電圧

	
220/380から240/415VAC 3相


	
周波数

	
50/60Hz


	
電流

	
相ごとに最大25A


	
電力定格

	
14.4kVA


	
出力電流

	
62.7A (3 x 20.9A)


	
コンセント

	
42 x C13、6 x C19


	
コンセント・グループ

	
6


	
グループ保護(UL489 1ポール・サーキット・ブレーカ)

	
20A


	
データ・センターのソケット

	
15kVA、3相、5pin、IEC 60309 32A、5pin 230/400V、3相IP44







Oracle Exadataシステムを高電圧3相電源に接続するには、次のものが必要です。

	
2台のPDUに対して2本の電源コード(25A、220/380から240/415VAC、3相)


	
2個のソケット(2個のデータ・センターのIEC 60309 32A 5pin 230/400VAC 3相IP44ソケットへのPDUの接続用)




図1-4に、EMEAおよび日本と台湾を除くアジア太平洋(APAC)向けの高電圧3相PDUの電源コネクタを示します。


図1-4 高電圧3相の電源コネクタ

[image: 図1-4の説明が続きます]



表1-27に、北米、南米、日本および台湾向けの低電圧22kVA単相PDUの要件を示します。ラックごとに2台のPDUが設置されています。次の仕様はPDUごとのものです。


表1-27 北米、南米、日本および台湾向け低電圧22kVA単相PDU (2PDU/ラック)

	オプション	要件(PDU単位)
	
電圧

	
200から240VAC


	
周波数

	
50/60Hz


	
電流

	
入力ごとに最大36.8A/PDUごとに最大110.4A


	
電力定格

	
22kVA


	
出力電流

	
110.4A (3 x 36.8)


	
コンセント

	
42 x C13、6 x C19


	
コンセント・グループ

	
6


	
グループ保護(UL489 2ポール・サーキット・ブレーカ)

	
20A


	
データ・センターのソケット

	
Hubbell CS8265C







Oracle Exadataシステムを低電圧単相電源に接続するには、次のものが必要です。

	
2台のPDUに対して3本の電源コード


	
6個のソケット(PDUの接続用)




図1-5に、北米、南米、日本および台湾向けの低電圧22kVA単相PDUの電源コネクタを示します。この電源コネクタは、低電圧15kVA単相PDUの電源コネクタとは異なります。


図1-5 低電圧22kVA単相電源コネクタ

[image: 図1-5の説明が続きます]



表1-28に、欧州、中東、アフリカおよびアジア太平洋(日本と台湾を除く)向けの22kVA高電圧単相PDUの要件を示します。ラックごとに2台のPDUが設置されています。次の仕様はPDUごとのものです。


表1-28 欧州、中東、アフリカ(EMEA)および日本と台湾を除くアジア太平洋(APAC)向け高電圧22kVA単相PDU (2PDU/ラック)

	オプション	要件(PDU単位)
	
電圧

	
220から240VAC


	
周波数

	
50/60Hz


	
電流

	
入力ごとに最大32A


	
電力定格

	
22kVA


	
出力電流

	
96A (3 x 32A)


	
コンセント

	
42 x C13、6 x C19


	
コンセント・グループ

	
6


	
グループ保護(UL489 1ポール・サーキット・ブレーカ)

	
20A


	
データ・センターのソケット

	
IEC309-2P3W-IP44 32A 250VAC (Hubbellの同等品はHBL332R6W)








注意:

高電圧15kVA単相PDUは、使用できなくなりました。同一のソケットおよびブレーカ要件を備えた互換性がある代替品は、高電圧22kVAです。



Oracle Exadataシステムを高電圧単相電源に接続するには、次のものが必要です。

	
2台のPDUに対して6本の電源コード(25A、220/380から240/415VAC、単相電圧)


	
6個のソケット(2個のデータ・センターのIEC 60309 32A 3pin 250VAC IP44ソケットへのPDU接続用)、22kVA、単相




図1-3に、EMEAおよび日本と台湾を除くアジア太平洋(APAC)向けの高電圧単相PDUの電源コネクタを示します。

表1-29に、低電圧、24 kVA、3相PDUの要件を示します。ラックごとに2台のPDUが設置されています。次の仕様はPDUごとのものです。


表1-29 北米、南米、日本および台湾向け低電圧24kVA 3相PDU (2PDU/ラック)

	オプション	要件(PDU単位)
	
電圧

	
200から208 VAC 3相


	
周波数

	
50/60Hz


	
電流

	
相ごとに最大34.6A


	
電力定格

	
25kVA


	
出力電流

	
120A (6 x 20A)


	
コンセント

	
42 x C13、6 x C19


	
コンセント・グループ

	
6


	
グループ保護(UL489 2ポール・サーキット・ブレーカ)

	
20A


	
データ・センターのソケット

	
IEC309-3P4W-IP67 60A 250VAC 3ph (Hubbellの同等品はHBL460R9W)







Oracle Exadataシステムを低電圧3相電源に接続するには、次のものが必要です。

	
2台のPDUに対して4本の電源コード


	
4個のソケット(PDUの接続用)




表1-30に、高電圧、24 kVA、3相PDUのPDU要件を示します。次の仕様はPDUごとのものです。


表1-30 欧州、中東、アフリカ(EMEA)および日本と台湾を除くアジア太平洋(APAC)向け高電圧24kVA 3相PDU (2PDU/ラック)

	オプション	要件(PDU単位)
	
電圧

	
220/380から240/415VAC 3相


	
周波数

	
50/60Hz


	
電流

	
相ごとに最大18.1A


	
電力定格

	
25kVA


	
出力電流

	
108.6A (6 x 18.1A)


	
コンセント

	
42 x C13、6 x C19


	
コンセント・グループ

	
6


	
グループ保護(UL489 1ポール・サーキット・ブレーカ)

	
20A


	
データ・センターのソケット

	
IEC309-4P5W-IP44 32A 400VAC 3ph (Hubbellの同等品はHBL532R6W)







Oracle Exadataシステムを高電圧3相電源に接続するには、次のものが必要です。

	
2台のPDUに対して4本の電源コード


	
4個のソケット(PDUの接続用)




表1-31に、5台以上のデータベース・サーバーを使用するOracle Exadata Database Machine X6-8、X5-8およびX4-8用の37kVAの低電圧3相PDUの要件をリストします。ラックごとに2台のPDUが設置されています。次の仕様はPDUごとのものです。


表1-31 北米、南米、日本および台湾向け低電圧37kVA 3相PDU (2PDU/ラック)

	オプション	要件(PDU単位)
	
電圧

	
200から208VAC


	
周波数

	
50/60Hz


	
電流

	
相ごとに最大34.6A


	
電力定格

	
37kVA


	
出力電流

	
180A (9 x 20A)


	
コンセント

	
44 C13および9 C19


	
コンセント・グループ

	
6


	
グループ保護(UL489 1ポール・サーキット・ブレーカ)

	
20A


	
データ・センターのソケット

	
IEC 309-3P4W-IP67プラグ







Oracle Exadataシステムを低電圧3相電源に接続するには、次のものが必要です。

	
各PDUに対して3本の電源コード(60A、190から220VAC、3相)


	
3個のソケット(2個のデータ・センターのIEC 60309 60A 4pin 250VAC 3相IP67ソケットへのPDUの接続用)


	
図1-2に、北米、南米、日本および台湾向けの低電圧37kVA単相PDUの電源コネクタを示します。




表1-32に、5台以上のデータベース・サーバーを使用するOracle Exadata Database Machine X6-8、X5-8およびX4-8用の37kVAの高電圧3相PDUの要件をリストします。ラックごとに2台のPDUが設置されています。次の仕様はPDUごとのものです。


表1-32 欧州、中東、アフリカ(EMEA)および日本と台湾を除くアジア太平洋(APAC)向け高電圧37kVA 3相PDU (2PDU/ラック)

	オプション	要件(PDU単位)
	
電圧

	
220/380から240/415VAC


	
周波数

	
50/60Hz


	
電流

	
相ごとに最大18A


	
電力定格

	
37kVA


	
出力電流

	
163A (9 x 18.1A)


	
コンセント

	
45 C13および9 C19


	
コンセント・グループ

	
6


	
グループ保護(UL489 1ポール・サーキット・ブレーカ)

	
20A


	
データ・センターのソケット

	
IEC 309-4P5W-IP44







Oracle Exadataシステムを低電圧3相電源に接続するには、次のものが必要です。

	
2台のPDUに対して2本の電源コード(60A、190から220VAC、3相)


	
3個のソケット(2個のデータ・センターのIEC 60309 60A 4pin 250VAC 3相IP67ソケットへのPDUの接続用)


	
図1-4に、欧州、中東、アフリカ(EMEA)および日本と台湾を除くアジア太平洋(APAC)向けの高電圧37kVA3相PDUの電源コネクタを示します。










1.4.2 施設の電力要件


電気の工事や設備は、該当する地域、自治体または国の電気工事規定に準拠する必要があります。建物に供給されている電力のタイプを確認するには、施設管理者または資格を持つ電気技師に問い合せてください。

突発故障を防止するには、十分な電力がPDUに供給されるように入力電源を設計します。PDUに電力を供給するすべての電力回路に対して専用のACブレーカ・パネルを使用します。配電要件の策定時に、使用できるAC供給分岐回路の間で電力負荷を分散します。米国およびカナダでは、システム全体のAC入力電流負荷が分岐回路のAC電流定格の80%を超えないようにします。

PDU電源コードの長さは4メートル(13.12フィート)で、コードの1から1.5メートル(3.3から4.9フィート)はラック・キャビネット内に配線されます。設置場所のAC電源ソケットは、ラックから2メートル(6.6フィート)以内に必要です。







1.4.3 ブレーカ要件


突発故障を防止するには、十分な電力がサーバーに供給されるように電力系統を設計します。サーバーに電力を供給するすべての電力回路に対して専用のACブレーカ・パネルを使用します。電気の工事や設備は、該当する地域、自治体または国の電気工事規定に準拠する必要があります。サーバーは、電気回路の接地を必要とします。

ブレーカの他に、無停電電源装置(UPS)などの安定した電源を用意して、コンポーネントが故障する可能性を減らします。繰り返し停電したり、電源が不安定な環境下にコンピュータ機器が置かれている場合は、コンポーネントが故障する確率が上昇しやすくなります。


注意:

ブレーカはお客様が用意します。電源コードごとに1つのブレーカが必要です。









1.4.4 接地に関するガイドライン


Oracle Exadataラックのキャビネットには、接地タイプの電源コードが同梱されています。コードは必ず接地端子付き電源コンセントに接続してください。使用されている接地方法は場所によって異なるため、接地タイプを確認し、正しい接地方法についてドキュメント(IECドキュメントなど)を参照してください。必ず施設管理者または資格を持つ電気技師に建物の接地方法の検証および接地工事を実施してもらってください。









1.5 温度および湿度要件


Oracle Exadataラックでは、空気は前方から後方に流れます。冷却と通気の詳細は、「一般的な環境要件」を参照してください。


注意:

調査の結果、温度が摂氏20度(華氏70度)を超えてから摂氏10度(華氏15度)上昇すると、電子機器の長期的な信頼性が50%減少することがわかっています。

異常な内部温度により、Oracle Exadata Database Machineの全部または一部が停止する場合があります。



次の表に、稼働中のマシンおよび非稼働のマシンの温度、湿度、高度の要件を示します。


表1-33 温度、湿度、高度の要件

	条件	稼働要件	非稼働要件	最適条件
	
温度

	
摂氏5から32度(華氏41から89.6度)

	
摂氏-40から70度(華氏-40から158度)。

	
最適なラックの冷却の場合、データ・センターの温度は摂氏21から23度(華氏70から74度)


	
相対湿度

	
10から90%の相対湿度、結露なし

	
最高93%の相対湿度。

	
最適なラックの冷却の場合、データ・センターの相対湿度は45から50%、結露なし


	
高度

	
最高: 3048m (10000フィート)

	
12000m (40000フィート)。

	
海抜高度900m以上では300m上昇するごとに周囲温度が摂氏1度低下







コンポーネントの故障により停止する可能性を最小限に抑えるには、温度および湿度の最適な範囲に状態を整えます。Oracle Exadataラックを動作時範囲の限界値またはそれに近い環境で長時間稼働させたり、非動作時範囲の限界値またはそれに近い環境に設置したりすると、ハードウェア・コンポーネントの故障が著しく増加する可能性があります。

サーバーの信頼性を保ち、オペレータが快適に操作できる最適周囲温度範囲は摂氏21から23度(華氏70から74度)です。ほとんどのコンピュータ機器は広範囲の温度で動作できますが、安全な湿度レベルの維持が簡単である摂氏22度(華氏72度)近辺が適しています。この温度範囲で動作すると、空調システムが一定時間ダウンした場合に安全バッファが提供されます。

安全なデータ処理操作には、45から50%が周囲相対湿度の最適な範囲です。ほとんどのコンピュータ機器は広い範囲(20から80%)で稼働できますが、次の理由から45から50%が推奨される範囲です。

	
最適な範囲では、高湿度レベルに伴う腐食の問題からコンピュータ・システムを保護できます。


	
最適な範囲では、空調制御装置が故障しても、すぐに稼働が停止することはありません。


	
相対湿度が低すぎると静電気放電が発生する可能性があり、それに伴う断続的な干渉によって故障または一時的な誤作動が引き起こされます。最適な範囲では、このような静電気による故障や誤作動を防止できます。





注意:

湿度が35パーセント未満の相対湿度が低い場所では静電気放電(ESD)が発生しやすく、消えにくくなります。湿度が30パーセント未満になると、ESDは危険な状態になります。データ・センターには、通常、効率的な防湿材があり換気回数が少ないため、湿度を維持するのは難しいことではありません。









1.6 「換気および冷却要件」


常にラックの前後には十分な空間を確保し、適切に換気できるようにします。ラックからの空気の流れを妨げるような機器や物でラックの前面または背面を塞がないでください。ラックマウント型のサーバーおよび機器は通常、ラックの前面から冷気を吸い込み、背面から暖気を排出します。前方から後方への冷却機能であるため、左右両側について通気要件はありません。

ラックがコンポーネントで完全に埋まっていない場合は、空の部分をフィラー・パネルで覆います。コンポーネント間の隙間は、ラック内の通気および冷却に悪影響を及ぼす可能性があります。

相対湿度とは、結露せずに空気中に存在する水蒸気の総量の割合のことで、気温に反比例します。気温が上がると湿度は下がり、気温が下がると湿度は上がります。たとえば、気温が摂氏24度(華氏75度)のとき相対湿度が45%の空気は、摂氏18度(華氏64度)になると相対湿度は65%になります。気温が下がるにつれて、相対湿度は65%以上に達し、水滴ができます。

空調設備は通常、コンピュータ・ルーム全体の温度および湿度を正確にモニターしたり制御したりしません。一般に、ルーム内の主要装置および他の装置の複数の排気口に対応する個々のポイントで監視を行います。床下換気を採用するときは、湿度を特別に考慮する必要があります。床下換気を採用した場合は、1つの排気口に近接する各ポイントで監視を行います。ルーム全体の温度および湿度の分布は均一ではありません。

Oracle Exadataラックは、自然対流による通気状態で機能するように設計されています。環境仕様を満たすには、次の要件に従う必要があります。

	
サーバーには十分な通気を確保します。


	
サーバーに前方から後方への冷却機能があることを確認します。空気の吸込み口はサーバーの前面にあり、背面から排気されます。


	
換気のために、サーバーの正面に1525mm(60インチ)、背面に914mm(36インチ)以上の空間を確保します。




冷気を入れるためにラックの正面に穴の開いたタイル(約400CFM/タイル)を使用します。タイルから冷気がラックに流れていれば、ラックの正面に任意の順序でタイルを配置できます。不適切な冷気の流れにより、排気の再循環でサーバーの注入温度が高くなる可能性があります。次の表に、床タイルの推奨数を示します。


	Oracle Exadata Database MachineまたはOracle Exadata Storage拡張ラックのタイプ	床タイルの推奨数
	
Oracle Exadataフル・ラック・システム

	
4


	
Oracle Exadataハーフ・ラック・システム

	
3


	
Oracle Exadataクオータおよびエイス・ラック・システム

	
1







図1-6に、通常のデータ・センターのOracle Exadata Database Machineフル・ラックの床タイルの一般的な設置を示します。


図1-6 穴の開いた床タイルの一般的なデータ・センター構成

[image: 図1-6の説明が続きます]








1.7 Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件


ネットワーク・ケーブルは、ネットワーク機器からOracle Exadata Database Machineの場所まで通す必要があります。次の各項では、既存のイーサネット・ネットワーク・インフラストラクチャに接続するための要件について説明します。





1.7.1 Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続要件


設置前に、ネットワーク・ケーブルを既存のネットワーク・インフラストラクチャから設置場所に通しておく必要があります。Oracle Exadata Database Machineを既存のネットワーク・インフラストラクチャに接続するための要件は次のとおりです。

	
X2-nシステム以外のすべてのOracle Exadata Database Machineの管理ネットワーク接続要件

	
既存の管理ネットワークへのイーサネット接続が1つ(ラック内のイーサネット・スイッチ用)。





	
Oracle Exadata Database Machine X2-nの管理ネットワーク接続要件

	
既存の管理ネットワークへのイーサネット接続が1つ(ラック内のイーサネット・スイッチ用)。


	
既存の管理ネットワークへのイーサネット接続が1つ(ラック内のKVMスイッチ用)。





	
クライアント・アクセス・ネットワーク接続の要件

	
クライアント・アクセス・ネットワークへのイーサネット接続がデータベース・サーバーごとに1つ。総数は、システム・タイプ(Oracle Exadata Database Machineフル・ラック、Oracle Exadata Database Machineハーフ・ラックまたはOracle Exadata Database Machineクオータ・ラック)、使用されるネットワーク・チャネル・ボンディングによって異なります。必要な接続数を決定するには、次の公式を使用します。

結合構成の場合は、各データベース・ノードに対して2つのネットワーク接続が必要です。

非結合構成の場合は、各データベース・ノードに対して1つのネットワーク接続が必要です。





	
追加ネットワークNET2接続の要件

NET2を既存のネットワークに接続するためのイーサネット接続がデータベース・サーバーごとに1つ。総数は、次に示すようにシステム・タイプによって異なります。

結合構成の場合は、各データベース・ノードに対して2つのネットワーク接続が必要です。

非結合構成の場合は、各データベース・ノードに対して1つのネットワーク接続が必要です。


注意:

	
ネットワーク・チャネル・ボンディングをクライアント・アクセス・ネットワークに使用する場合、このネットワークは使用できません。


	
このネットワークはオプションです。ネットワークをデプロイメント中に構成しない場合、ケーブルは不要です。







	
追加ネットワークNET3接続の要件

NET3を既存のネットワークに接続するためのイーサネット接続がデータベース・サーバーごとに1つ。総数は、次に示すようにシステム・タイプによって異なります。

	
Oracle Exadata Database Machine 2ソケット、フル・ラック・システムには8つの接続


	
Oracle Exadata Database Machine 2ソケット、ハーフ・ラック・システムには4つの接続


	
Oracle Exadata Database Machine 2ソケット、クオータ・ラック・システムには2つの接続


	
Oracle Exadata Database Machine 8ソケット、フル・ラック・システムには2つの接続








注意:

このネットワークはオプションです。ネットワークをデプロイメント中に構成しない場合、ケーブルは不要です。



Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックには、サーバーごとに合計16のイーサネット・ポートがあります。Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックの追加ネットワークは、NET15経由のNET2です。

次の表に、様々なサンプル環境に対する接続要件の例を示します。この表は、2ソケットx86 Oracle Exadata Database Machine X3-2以上に適用されます。


表1-34 Oracle Exadata Database Machine 2-Socket Systems X3-2以上のネットワーク構成および接続要件の例

	シナリオ	ネットワーク要件
	
コア要件

	
	
イーサネット・スイッチ用に1


	
PDUの監視用に2





	
結合ネットワーク構成、専用バックアップ・ネットワークに接続

	
	
データベース・サーバー上の結合イーサネット・インタフェースのクライアント・アクセス用にデータベース・ノードごとに2


	
データベース・サーバーのバックアップ・ネットワーク・アクセス用にデータベース・ノードごとに1




合計 = 3 + (3 * データベース・ノード数)


	
非結合ネットワーク構成、専用バックアップ・ネットワークおよび専用障害時リカバリ・ネットワークに接続

	
	
データベース・サーバーのクライアント・アクセス用にデータベース・ノードごとに1


	
データベース・サーバーのバックアップ・ネットワーク・アクセス用にデータベース・ノードごとに1


	
データベース・サーバーの障害時リカバリ・ネットワーク・アクセス用にデータベース・ノードごとに1




合計 = 3 + (3 * データベース・ノード数)


	
非結合ネットワーク構成、追加ネットワークに接続されない

	
	
データベース・サーバーのデータベース・ノードごとに1




合計 = 3 + (1 * データベース・ノード)


	
非結合ネットワーク構成、専用バックアップ・ネットワークに接続

	
	
データベース・サーバーのクライアント・アクセス用にデータベース・ノードごとに1


	
データベース・サーバーのバックアップ・ネットワーク・アクセス用にデータベース・ノードごとに1




合計 = 3 + (2 * データベース・ノード数)







次の表に、Oracle Exadata Database Machine X2-2を使用した様々なサンプル環境に対する接続要件の例を示します。


表1-35 Oracle Exadata Database Machine X2-2のネットワーク構成例および接続要件

	シナリオ	ネットワーク要件
	
結合ネットワーク構成を使用し、専用バックアップ・ネットワークに接続されるOracle Exadata Database Machine X2-2フル・ラック

	
既存のネットワークへの接続が28必要です。

	
イーサネット・スイッチ用に1


	
KVMスイッチ用に1


	
データベース・サーバー上の結合イーサネット・インタフェースのデータベース・クライアント・アクセス用に16


	
データベース・サーバーのバックアップ・ネットワーク・アクセス用に8


	
PDUの監視用に2





	
非結合ネットワーク構成を使用し、専用バックアップ・ネットワークおよび専用障害時リカバリ・ネットワークに接続されるOracle Exadata Database Machine X2-2フル・ラック

	
既存のネットワークへの接続が28必要です。

	
イーサネット・スイッチ用に1


	
KVMスイッチ用に1


	
データベース・サーバーのデータベース・クライアント・アクセス用に8


	
データベース・サーバーのバックアップ・ネットワーク・アクセス用に8


	
データベース・サーバーの障害時リカバリ・ネットワーク・アクセス用に8


	
PDUの監視用に2





	
非結合ネットワーク構成を使用し、追加ネットワークに接続されないOracle Exadata Database Machine X2-2ハーフ・ラック

	
既存のネットワークへの接続が8必要です。

	
イーサネット・スイッチ用に1


	
KVMスイッチ用に1


	
データベース・サーバー用に4


	
PDUの監視用に2





	
非結合ネットワーク構成を使用し、専用バックアップ・ネットワークに接続されるOracle Exadata Database Machine X2-2クオータ・ラック

	
既存のネットワークへの接続が8必要です。

	
イーサネット・スイッチ用に1


	
KVMスイッチ用に1


	
データベース・サーバーのデータベース・クライアント・アクセス用に2


	
データベース・サーバーのバックアップ・ネットワーク・アクセス用に2


	
PDUの監視用に2













関連項目

	Oracle Exadata Database Machineのネットワーク要件の理解










1.7.2 Oracle Exadata Database MachineのDNS構成


Oracle Exadata Database Machineを受け入れる前に、Oracle Exadata Database Machine Deployment Assistantを使用します。アシスタントによって、システムの設定時に使用するファイルが生成されます。管理ネットワーク、クライアント・アクセス・ネットワークおよび追加ネットワーク用にアシスタントで生成されるファイルに指定するホスト名およびIPアドレスは、初期構成の前にドメイン・ネーム・システム(DNS)に登録する必要があります。また、すべてのパブリック・アドレス、Single Client Access Name(SCAN)アドレスおよびVIPアドレスもインストール前にDNSに登録する必要があります。

アシスタントで生成されるファイルでは、クライアント・アクセス・ネットワーク上の3つのIPアドレスを持つ1つの名前としてSCANを定義します。3つのSCANアドレスにより、クライアントはOracle Exadata Database Machineへのサービス・アクセスが可能になります。この3つのSCANアドレスに対するSCAN名のラウンド・ロビン解決用にDNSを構成します。

DNSに登録されたアドレスはすべて、正引き解決と逆引き解決の両方について構成する必要があります。逆引き解決は、正逆のDNSエントリが相互に一致するように正引きの確認を行う(Forward Confirmed reverse DNS)必要があります。


注意:

Oracle Exadata Database Machineの初期構成時に、グリッド・ネーミング・サービス(GNS)は構成されません。




関連項目:

	
Oracle Exadata Deployment Assistantの使用


	
SCANアドレスの詳細は、『Oracle Grid Infrastructureインストレーションおよびアップグレード・ガイドfor Linux』を参照してください。


	
ラウンド・ロビン名前解決の構成の詳細は、DNSベンダーのドキュメントを参照してください。












1.7.3 Oracle Exadata Database MachineのIPアドレス要件


Oracle Exadata Database Machineには、初期構成時に、多数のホスト名およびIPアドレスが必要です。管理ネットワークなどの特定のネットワークに必要なIPアドレスの数は、システムのタイプによって異なります。インストール時に使用されるホスト名やIPアドレスなどのネットワーク構成は、Oracle Exadata Database Machine Deployment Assistantの情報から生成されます。

Oracle Exadata Database Machine Deployment Assistantを実行した後にのみ、既存のネットワークに新しいIPアドレスを構成します。初期構成時に、アシスタントで生成されるファイルのIPアドレスはすべて割り当てられていない必要があります。また、すべてのIPアドレスは、動的に割り当てられる(DHCP)アドレスではなく、静的に割り当てられるIPアドレスである必要があります。

すべてのInfiniBandアドレスに同じサブネット内のアドレスを使用し、最小のサブネット・マスク255.255.240.0(または/20)を使用する必要があります。サブネット・マスクは、将来Oracle Exadata Database MachineおよびInfiniBandネットワークが拡張されたときにも対応できる程度のものを選択する必要があります。

次の表に、Oracle Exadata Database Machine X6-8、X6-2、X5-8およびX5-2のIPアドレス要件を示します。


表1-36 Oracle Exadata Database Machine X6-8、X6-2、X5-8およびX5-2のIPアドレス要件

	Oracle Exadata Database Machineのタイプ	管理ネットワークの要件	クライアント・アクセス・ネットワークの要件	追加ネットワーク(NET2およびNET3)の要件	InfiniBandプライベート・ネットワークの要件
	
Oracle Exadata Database Machine X6-2およびX5-2フル・ラック

	
49個以上のIPアドレス

	
管理用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に3個のIPアドレス(InfiniBand用に2個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
19個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス




	
各追加ネットワーク用に8個以上のIPアドレス

	
データベース・サーバー用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)




クライアント・アクセス・ネットワークに結合ネットワーク構成を使用する場合は、NET2を追加ネットワークとして使用できません。

	
44個のIPアドレス

	
16個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに2個)


	
28個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに2個)





	
Oracle Exadata Database Machine X6-2およびX5-2ハーフ・ラック

	
27個以上のIPアドレス

	
管理用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に7個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に7個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に3個のIPアドレス(InfiniBand用に2個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
11個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス。




	
各追加ネットワーク用に4個以上のIPアドレス

	
データベース・サーバー用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)




クライアント・アクセス・ネットワークに結合ネットワーク構成を使用する場合は、NET2を追加ネットワークとして使用できません。

	
X6-2およびX5-2ハーフ・ラックの場合: 22個のIPアドレス:

	
8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに2個)


	
14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに2個)





	
	
Oracle Exadata Database Machine X6-2およびX5-2クオータ・ラック


	
Oracle Exadata Database Machine X6-2およびX5-2エイス・ラック




	
15個以上のIPアドレス

	
管理用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に3個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に3個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に3個のIPアドレス(InfiniBand用に2個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
7個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス。




	
各追加ネットワーク用に2個以上のIPアドレス

	
データベース・サーバー用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)




クライアント・アクセス・ネットワークに結合ネットワーク構成を使用する場合は、NET2を追加ネットワークとして使用できません。

	
X5-2およびX6-2の場合: 10個のIPアドレス:

	
4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに2個)


	
6個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに2個)





	
Oracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラック

	
37個以上のIPアドレス

	
管理用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に3個のIPアドレス(InfiniBand用に2個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
7個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス




	 	
44個のIPアドレス

	
16個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに2個)


	
28個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに2個)





	
Oracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8ハーフ・ラック

	
15個以上のIPアドレス

	
管理用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に3個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に3個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に3個のIPアドレス(InfiniBand用に2個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
7個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス




	 	
22個のIPアドレス

	
16個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに2個)


	
6個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに2個)










次の表に、Oracle Exadata Database Machine X4-2およびOracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのIPアドレス要件を示します。


表1-37 Oracle Exadata Database Machine X4-2およびX4-8フル・ラックのIPアドレス要件

	Oracle Exadata Database Machineのタイプ	管理ネットワークの要件	クライアント・アクセス・ネットワークの要件	追加ネットワーク(NET2およびNET3)の要件	InfiniBandプライベート・ネットワークの要件
	
Oracle Exadata Database Machine X4-2フル・ラック

	
49個以上のIPアドレス

	
管理用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に3個のIPアドレス(InfiniBand用に2個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
19個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス




	
各追加ネットワーク用に8個以上のIPアドレス

	
データベース・サーバー用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)




クライアント・アクセス・ネットワークに結合ネットワーク構成を使用する場合は、NET2を追加ネットワークとして使用できません。

	
44個のIPアドレス

	
16個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに2個)


	
28個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに2個)





	
Oracle Exadata Database Machine X4-2ハーフ・ラック

	
27個以上のIPアドレス

	
管理用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に7個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に7個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に3個のIPアドレス(InfiniBand用に2個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
11個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス。




	
各追加ネットワーク用に4個以上のIPアドレス

	
データベース・サーバー用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)




クライアント・アクセス・ネットワークに結合ネットワーク構成を使用する場合は、NET2を追加ネットワークとして使用できません。

	
22個のIPアドレス

	
8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに2個)


	
14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに2個)





	
Oracle Exadata Database Machine X4-2クオータ・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X4-2エイス・ラック

	
15個以上のIPアドレス

	
管理用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に3個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に3個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に3個のIPアドレス(InfiniBand用に2個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
7個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス。




	
各追加ネットワーク用に2個以上のIPアドレス

	
データベース・サーバー用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)




クライアント・アクセス・ネットワークに結合ネットワーク構成を使用する場合は、NET2を追加ネットワークとして使用できません。

	
10個のIPアドレス

	
4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに2個)


	
6個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに2個)





	
Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラック

	
37個以上のIPアドレス

	
管理用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に4個のIPアドレス(InfiniBand用に3個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
7個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス。




	
各追加ネットワーク用に2個以上のIPアドレス

	
データベース・サーバー用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)




クライアント・アクセス・ネットワークに結合ネットワーク構成を使用する場合は、NET2を追加ネットワークとして使用できません。

	
16個のIPアドレス

	
2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)










次の表に、Oracle Exadata Database Machine X3-2およびOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックのIPアドレス要件を示します。


表1-38 Oracle Exadata Database Machine X3-2およびOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックのIPアドレス要件

	Oracle Exadata Database Machineのタイプ	管理ネットワークの要件	クライアント・アクセス・ネットワークの要件	追加ネットワーク(NET2およびNET3)の要件	InfiniBandプライベート・ネットワークの要件
	
Oracle Exadata Database Machine X3-2フル・ラック

	
50個以上のIPアドレス

	
管理用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に4個のIPアドレス(InfiniBand用に3個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
19個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス




	
各追加ネットワーク用に8個以上のIPアドレス

	
データベース・サーバー用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)




クライアント・アクセス・ネットワークに結合ネットワーク構成を使用する場合は、NET2を追加ネットワークとして使用できません。

	
22個のIPアドレス

	
8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)





	
Oracle Exadata Database Machine X3-2ハーフ・ラック

	
28個以上のIPアドレス

	
管理用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に7個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に7個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に4個のIPアドレス(InfiniBand用に3個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
11個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス。




	
各追加ネットワーク用に4個以上のIPアドレス

	
データベース・サーバー用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)




クライアント・アクセス・ネットワークに結合ネットワーク構成を使用する場合は、NET2を追加ネットワークとして使用できません。

	
11個のIPアドレス

	
4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
7個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)





	
Oracle Exadata Database Machine X3-2クオータ・ラック

	
15個以上のIPアドレス

	
管理用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に3個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に3個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に3個のIPアドレス(InfiniBand用に2個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
7個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス。




	
各追加ネットワーク用に2個以上のIPアドレス

	
データベース・サーバー用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)




クライアント・アクセス・ネットワークに結合ネットワーク構成を使用する場合は、NET2を追加ネットワークとして使用できません。

	
5個のIPアドレス

	
2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
3個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)





	
Exadata Storage Server X4-2Lサーバーを使用したOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラック

	
38個以上のIPアドレス

	
管理用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に4個のIPアドレス(InfiniBand用に3個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
7個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス




	
各追加ネットワーク用に2個以上のIPアドレス

	
データベース・サーバー用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)




クライアント・アクセス・ネットワークに結合ネットワーク構成を使用する場合は、NET2を追加ネットワークとして使用できません。

	
36個のIPアドレス

	
8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
28個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに2個)





	
Exadata Storage Server X3-2サーバー、またはSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラック

	
38個以上のIPアドレス

	
管理用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に4個のIPアドレス(InfiniBand用に3個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
7個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス




	
各追加ネットワーク用に2個以上のIPアドレス

	
データベース・サーバー用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)




クライアント・アクセス・ネットワークに結合ネットワーク構成を使用する場合は、NET2を追加ネットワークとして使用できません。

	
22個のIPアドレス

	
8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)










次の表に、Oracle Exadata Database Machine X2-2およびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのIPアドレス要件を示します。


表1-39 Oracle Exadata Database Machine X2-2およびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのIPアドレス要件

	Oracle Exadata Database Machineのタイプ	管理ネットワークの要件	クライアント・アクセス・ネットワークの要件	追加ネットワーク(NET2およびNET3)の要件	InfiniBandプライベート・ネットワークの要件
	
Oracle Exadata Database Machine X2-2フル・ラック

	
51個以上のIPアドレス

	
管理用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に5個のIPアドレス(InfiniBand用に3個、イーサネット用に1個、KVM用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
19個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス




	
各追加ネットワーク用に8個以上のIPアドレス

	
データベース・サーバー用に8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)




クライアント・アクセス・ネットワークに結合ネットワーク構成を使用する場合は、NET2を追加ネットワークとして使用できません。

	
22個のIPアドレス

	
8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)





	
Oracle Exadata Database Machine X2-2ハーフ・ラック

	
29個以上のIPアドレス(Oracle Exadata Database Machine X2-2 (X4170およびX4275サーバー搭載)に28個のIPアドレスが必要)

	
管理用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に7個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に7個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に5個のIPアドレス(InfiniBand用に3個、イーサネット用に1個、KVM用に1個)

Oracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)に4個のIPアドレス(InfiniBandに2個、イーサネットに1個、KVMに1個)が必要です


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
11個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス。




	
各追加ネットワーク用に4個以上のIPアドレス

	
データベース・サーバー用に4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)




クライアント・アクセス・ネットワークに結合ネットワーク構成を使用する場合は、NET2を追加ネットワークとして使用できません。

	
11個のIPアドレス

	
4個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
7個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)





	
Oracle Exadata Database Machine X2-2クオータ・ラック

	
16個以上のIPアドレス

	
管理用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に3個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に3個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に4個のIPアドレス(InfiniBand用に2個、イーサネット用に1個、KVM用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
7個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス。




	
各追加ネットワーク用に2個以上のIPアドレス

	
データベース・サーバー用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)




クライアント・アクセス・ネットワークに結合ネットワーク構成を使用する場合は、NET2を追加ネットワークとして使用できません。

	
5個のIPアドレス

	
2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
3個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)





	
Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラック

	
38個以上のIPアドレス

	
管理用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
管理用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
ILOM用に14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に4個のIPアドレス(InfiniBand用に3個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス




	
7個以上のIPアドレス

	
パブリック・アクセス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RAC VIPアドレス用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
Oracle RACのSCANアドレス用に3個のIPアドレス




	
各追加ネットワーク用に2個以上のIPアドレス

	
データベース・サーバー用に2個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)




クライアント・アクセス・ネットワークに結合ネットワーク構成を使用する場合は、NET2を追加ネットワークとして使用できません。

	
22個のIPアドレス

	
8個のIPアドレス(データベース・サーバーごとに1個)


	
14個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)













関連項目

	Oracle VM使用時のIPアドレス要件の計算
	Oracle Exadata Deployment Assistantの使用








1.7.3.1 Oracle VM使用時のIPアドレス要件の計算


IPアドレスの数は、物理デプロイメントと、仮想ユーザー・ドメインの数により異なります。次の方程式は、物理デプロイメントとOracle VMデプロイメントに必要なIPアドレスの数を計算する方法を示しています。

単一クラスタを持つ物理デプロイメント:


Number of management network IP addresses = 
    (number of databases servers)*2 +          \
    (number of storage servers)*2 +            \
    (number of PDUs) +                         \
    (number of IB switches) +                  \
    (number of Ethernet switches)

Number of client access network IP addresses = 
    (number of database servers)*2 + 3

Number of InfiniBand network IP addresses = 
    (number of database servers)*2 +           \
    (number of storage servers)*2

Number of additional network IP addresses =
    (number of database servers) * (number of additional networks)


Oracle VMデプロイメント:


Number of management network IP addresses = 
    (number of databases servers)*2 +          \
    (number of Oracle VM user domains) +       \
    (number of storage servers)*2 +            \
    (number of PDUs) +                         \
    (number of IB switches) +                  \
    (number of Ethernet switches)              \

Number of client access network IP addresses = 
    (number of Oracle VM user domains)*2 +         \
    (number of Oracle RAC VM clusters)*3

Number of InfiniBand network IP addresses = 
    (number of Oracle VM user domains)*2 +         \
    (number of storage servers)*2

Number of additional network IP addresses =
    (number of database servers) * (number of Oracle VM user domains)


表1-40 に、コンポーネントごとのネットワーク要件を表示します。IPアドレス数は、コンポーネント当たりの数で、ラックあたりではありません。


表1-40 コンポーネントごとのIPアドレス要件

	コンポーネント	管理ネットワーク	クライアント・アクセス・ネットワーク	追加ネットワーク(NET2およびNET3)	InfiniBandプライベート・ネットワーク
	
データベース・サーバー

	
物理デプロイメント

	
管理用に1個のIPアドレス


	
ILOM用に1個のIPアドレス




Oracle VMデプロイメント:

	
管理ドメインの管理用に1個のIPアドレス


	
ILOM用に1個のIPアドレス


	
管理用に、各ユーザー・ドメインに1個のIPアドレス




	
物理デプロイメント

	
パブリック・アクセス用に1個のIPアドレス


	
Oracle RAC VIP用に1個のIPアドレス。


	
各Oracle RACクラスタSCANアドレス用に3個のIPアドレス




Oracle VMデプロイメント:

	
各ユーザー・ドメイン・パブリック・アクセス用に1個のIPアドレス


	
各ユーザー・ドメインOracle RAC VIP用に1個のIPアドレス。


	
各Oracle RAC VM SCANアドレス用に3個のIPアドレス




	
物理デプロイメント

	
追加の各構成済ネットワーク用に1個のIPアドレス




Oracle VMデプロイメント:

	
追加の各構成済ネットワークの各ユーザー・ドメイン用に1個のIPアドレス




	
物理デプロイメント

	
アクティブ-アクティブ・ボンディング使用時には2個のIPアドレス、アクティブ-アクティブ・ボンディング不使用時には1個のIPアドレス




Oracle VMデプロイメント:

	
アクティブ-アクティブ・ボンディング使用時には、各ユーザー・ドメイン用に2個のIPアドレス、アクティブ-アクティブ・ボンディング不使用時には各ユーザー・ドメイン用に1個のIPアドレス





	
Exadata Storage Server

	
	
管理用に1個のIPアドレス


	
ILOM用に1個のIPアドレス




	
なし

	
なし

	
アクティブ-アクティブ・ボンディング使用時には2個のIPアドレス、アクティブ-アクティブ・ボンディング不使用時には1個のIPアドレス。


	
InfiniBandスイッチ

	
1個のIPアドレス

	
なし

	
なし

	
なし


	
イーサネット・スイッチ

	
1個のIPアドレス

	
なし

	
なし

	
なし


	
PDU

	
1個のIPアドレス

	
なし

	
なし

	
なし







表1-41に、Oracle VM使用時のIPアドレス要件の例を示します。


表1-41 Oracle VM使用時のIPアドレス要件の例

	デプロイメント	IPアドレス要件
	
次の構成のOracle Exadata Database Machine X6-2クオータ・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X5-2クオータ・ラック

	
2つの2ノードOracle RAC VMクラスタがあるOracle VMデプロイメント(合計2クラスタ、4ユーザー・ドメイン)


	
追加ネットワークなし


	
InfiniBandネットワーク上のアクティブ-アクティブ・ボンディング




	
	
管理ネットワーク用に19個のIPアドレス


	
クライアント・アクセス・ネットワーク用に14個のIPアドレス


	
追加ネットワーク用のIPアドレスなし


	
InfiniBandネットワーク用に14個のIPアドレス





	
次の構成のOracle Exadata Database Machine X6-2フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X5-2フル・ラック

	
1つの8ノードOracle RAC VMクラスタと、5つの2ノードOracle RAC VMクラスタがあるOracle VMデプロイメント(合計6クラスタ、18ユーザー・ドメイン)


	
追加ネットワークなし


	
InfiniBandネットワーク上のアクティブ-アクティブ・ボンディング




	
	
管理ネットワーク用に67個のIPアドレス


	
クライアント・アクセス・ネットワーク用に54個のIPアドレス


	
追加ネットワーク用のIPアドレスなし


	
InfiniBandネットワーク用に64個のIPアドレス





	
次の構成のOracle Exadata Database Machine X6-2エラスティック構成およびOracle Exadata Database Machine X5-2エラスティック構成

	
3台のデータベース・サーバー、9台のExadata Storage Serverおよび2台のInfiniBandスイッチ


	
2つの3ノードOracle RAC VMクラスタがあるOracle VMデプロイメント(合計2クラスタ、6ユーザー・ドメイン)


	
専用バックアップ・ネットワーク


	
InfiniBandネットワーク上のアクティブ-アクティブ・ボンディング




	
	
管理ネットワーク用に37個のIPアドレス


	
クライアント・アクセス・ネットワーク用に18個のIPアドレス


	
追加ネットワーク用に6個のIPアドレス


	
InfiniBandネットワーク用に30個のIPアドレス



















1.8 Oracle Exadata Storage拡張ラックのネットワーク接続およびIPアドレス要件


設置前に、ネットワーク・ケーブルを既存のネットワーク・インフラストラクチャから設置場所に通しておく必要があります。Oracle Exadata Storage拡張ラックをOracle Exadata Database Machineに接続する要件は、次のとおりです。

	
Oracle Exadata Storage拡張ラックX4-2の管理ネットワーク接続の要件

	
ILOMから各Exadata Storage Serverへの1つのイーサネット接続。Oracle Exadata Storage拡張フル・ラックの接続数は18、Oracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックの接続数は9、Oracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックの接続数は4です。


	
各Sun Datacenter InfiniBand Switch 36に1つのイーサネット接続。


	
各Exadata Storage Serverに1つのイーサネット接続。Oracle Exadata Storage拡張フル・ラックの接続数は18、Oracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックの接続数は9、Oracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックの接続数は4です。


	
既存の管理ネットワークへのイーサネット接続が1つ(ラック内のイーサネット・スイッチ用)。


	
2台のPDUごとにイーサネット接続が1つ。電流をリモートに監視する場合にのみ、PDUへのネットワーク接続が必要です。





	
Oracle Exadata Storage拡張ラックX3-2の管理ネットワーク接続の要件

	
ILOMから各Exadata Storage Serverへの1つのイーサネット接続。Oracle Exadata Storage拡張フル・ラックの接続数は18、Oracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックの接続数は9、Oracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックの接続数は4です。


	
各Sun Datacenter InfiniBand Switch 36に1つのイーサネット接続。


	
各Exadata Storage Serverに1つのイーサネット接続。Oracle Exadata Storage拡張フル・ラックの接続数は18、Oracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックの接続数は9、Oracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックの接続数は4です。


	
既存の管理ネットワークへのイーサネット接続が1つ(ラック内のイーサネット・スイッチ用)。


	
2台のPDUごとにイーサネット接続が1つ。電流をリモートに監視する場合にのみ、PDUへのネットワーク接続が必要です。





	
Sun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ラックの管理ネットワーク接続要件

	
ILOMから各Exadata Storage Serverへの1つのイーサネット接続。Oracle Exadata Storage拡張フル・ラックの接続数は18、Oracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックの接続数は9、Oracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックの接続数は4です。


	
各Sun Datacenter InfiniBand Switch 36に1つのイーサネット接続。


	
各Exadata Storage Serverに1つのイーサネット接続。Oracle Exadata Storage拡張フル・ラックの接続数は18、Oracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックの接続数は9、Oracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックの接続数は4です。


	
既存の管理ネットワークへのイーサネット接続が1つ(ラック内のイーサネット・スイッチ用)。


	
既存の管理ネットワークへのイーサネット接続が1つ(ラック内のKVMスイッチ用)。この接続はOracle Exadata Database Machine X2-2ラックのみです。


	
2台のPDUごとにイーサネット接続が1つ。電流をリモートに監視する場合にのみ、PDUへのネットワーク接続が必要です。







表1-42に、Oracle Exadata Storage拡張ラックのIPアドレス要件を示します。


表1-42 Oracle Exadata Storage拡張ラックのIPアドレス要件

	Oracle Exadata Storage拡張ラックのタイプ	ネットワーク要件
	
Oracle Exadata Storage拡張X4-2フル・ラック

	
最大合計78個のIPアドレス(管理ネットワーク用に42個およびプライベートInfiniBandネットワーク用に最大36個)

	
管理用に18個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に18個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に4個のIPアドレス(InfiniBand用に3個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス


	
プライベートInfiniBandネットワーク用に最大36個のIPアドレス





	
Oracle Exadata Storage拡張X4-2ハーフ・ラック

	
最大合計42個のIPアドレス(管理ネットワーク用に24個およびプライベートInfiniBandネットワーク用に最大18個)

	
管理用に9個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に9個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に4個のIPアドレス(InfiniBand用に3個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス


	
プライベートInfiniBandネットワーク用に最大18個のIPアドレス





	
Oracle Exadata Storage拡張X4-2クオータ・ラック

	
最大合計21個のIPアドレス(管理ネットワーク用に13個およびプライベートInfiniBandネットワーク用に最大8個)

	
管理用に4個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に4個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に3個のIPアドレス(InfiniBand用に2個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス


	
プライベートInfiniBandネットワーク用に最大8個のIPアドレス





	
Oracle Exadata Storage拡張X3-2フル・ラック

	
合計60個のIPアドレス(管理ネットワーク用に42個およびプライベートInfiniBandネットワーク用に18個)

	
管理用に18個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に18個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に4個のIPアドレス(InfiniBand用に3個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス


	
プライベートInfiniBandネットワーク用に18個のIPアドレス





	
Oracle Exadata Storage拡張X3-2ハーフ・ラック

	
合計33個のIPアドレス(管理ネットワーク用に24個およびプライベートInfiniBandネットワーク用に9個)

	
管理用に9個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に9個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に4個のIPアドレス(InfiniBand用に3個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス


	
プライベートInfiniBandネットワーク用に9個のIPアドレス





	
Oracle Exadata Storage拡張X3-2クオータ・ラック

	
合計17個のIPアドレス(管理ネットワーク用に13個およびプライベートInfiniBandネットワーク用に4個)

	
管理用に4個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
ILOM用に4個のIPアドレス(Exadata Storage Serverごとに1個)


	
スイッチ用に3個のIPアドレス(InfiniBand用に2個、イーサネット用に1個)


	
PDUの電流の監視用に2個のIPアドレス


	
プライベートInfiniBandネットワーク用に4個のIPアドレス















1.9 設置場所の準備の確認


設置場所にOracle Exadataラックを搬入する前に、次の作業を実行して設置場所の準備が完了していることを確認する必要があります。

	作業1   設置場所の要件の確認
	
この章の設置場所の要件を確認し、「設置場所のチェックリスト」のチェックリストを使用してOracle Exadataラックの要件を理解します。


	作業2   Oracle Exadata Database Machine Deployment Assistantの実行
	
Oracle Exadata Database Machine Deployment Assistantを実行して、必要なファイルを作成します。


	作業3 ネットワークの構成
	
Oracle Exadata Database Machine Deployment Assistantからのファイルを使用して、ネットワークを構成します。これには、ドメイン・ネーム・システム(DNS)へのネットワークの登録、IPアドレスの割当ておよびデータ・センターのスイッチおよびファイアウォールの構成が含まれます。


	作業4 要件に基づく設置場所の準備
	
Oracle Exadataラックの到着前に、ネットワーク・ケーブルの設置や電源など、要件に基づいて設置場所を準備します。

	
安全ガイドラインを確認します。


	
特別な機器を必要とする設置場所の問題や特性に注意してください。たとえば、Oracle Exadataラックを十分に収容できるドアの幅と高さがあるか確認してください。


	
設置場所の床にOracle Exadataラックと設置される他の機器の総重量に対応する強度が備わっていることを確認します。


	
Oracle Exadataラックのネットワーク・ケーブルを設置します。


	
すべての必要な電気機器を設置し、Oracle Exadataラックに十分な電力が供給されていることを確認します。


	
設置場所の空調が適切に稼働していることを確認します。


	
室温を適切なレベルにするために、空調システムを48時間稼働します。


	
設置の前に場所全体を清掃して掃除機をかけます。











関連項目

	Oracle Exadata Deployment Assistantの使用
	「換気および冷却要件」
	電力要件
	Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件
	床要件
	空間要件
	安全ガイドラインの確認
	ネットワーク・チャネル・ボンディングのサポート
	Oracle Exadata Database Machineの構成














2 Oracle Exadata Database Machineのネットワーク要件の理解


この章では、Oracle Exadata Database Machineのネットワーク要件について説明します。


注意:

読みやすさを考慮して、Oracle Exadata Database MachineとOracle Exadata Storage拡張ラックの両方に言及する場合、「Oracle Exadataラック」という名前を使用します。







2.1 「ネットワーク要件の概要」


Oracle Exadata Database Machineは、データベース・サーバー、Exadata Storage Serverおよびネットワークにサーバーを接続するための機器で構成されています。ネットワーク接続により、サーバーをリモートで管理したり、クライアントをデータベース・サーバーに接続することができます。

この項の情報は、Oracle Exadata Database Machine用の環境を構成するために、Oracle Exadata Deployment Assistantと組み合せて使用する必要があります。


注意:

リリース11.2.3.3.0以降を使用しているOracle Exadata Database Machine X4-2システムでは、InfiniBandインタフェースに使用される名前がBONDIB0からIB0およびIB1に変更されました。

リリース11.2.2.1.0の時点で、ボンディングに使用される名前が変更されました。InfiniBandボンディングにBONDIB0、イーサネット・ボンディングにBONDETH0という名前を使用します。以前のリリースでは、それぞれBOND0およびBOND1という名前でした。



Oracle Exadata Database Machineをデプロイするには、最低限のネットワーク要件を満たす必要があります。Oracle Exadata Database Machineには3つ以上のネットワークが必要であり、追加のネットワークに使用できるインタフェースがあります。各ネットワークは、相互に異なる別個のサブネット上に存在する必要があります。バックアップ用に1つの共通の追加ネットワークをお薦めします。これはOEDAで構成できます。各ネットワークの説明は次のとおりです。

	
管理ネットワーク: この必須ネットワークは、既存の管理ネットワークに接続し、Oracle Exadata Database Machineのすべてのコンポーネントの管理作業に使用されます。これはラック内のイーサネット・スイッチに接続されたサーバー、ILOMおよびスイッチを接続します。ラック内のイーサネット・スイッチから管理ネットワークへのアップリンクが1つ、ラック内のKVMスイッチから管理ネットワークへのアップリンクが1つ、各配電ユニット(PDU)のアップリンクが1つあります。


注意:

	
電流をリモートに監視する場合にのみ、PDUへのネットワーク接続が必要です。


	
安全性を適切に構成するには、管理ネットワークをその他すべてのネットワークから完全に切り離す必要があります。






各データベース・サーバーおよびExadata Storage Serverには、管理用のネットワーク・インタフェースが2つあります。一方は、Oracle Exadata Database Machine Two-Socketシステム上の内蔵NET0 EthernetポートまたはOracle Exadata Database Machine Eight-Socketシステム上のNEM0/NET1 Ethernetポートを介したオペレーティング・システムへの管理アクセスを提供します。他方のネットワーク・インタフェースは、NET MGT Ethernetポートを介したILOMへのアクセスを提供します。Oracle Exadata Database Machineは、NET MGTおよびNET0またはNEM0/NET0ポートがラック内のイーサネット・スイッチに接続された状態で配送されます。データベース・サーバーのNET0またはNEM0/NET0ポートは、クライアントまたはアプリケーションのネットワーク・トラフィックに使用しないでください。Exadata Storage Serverでは、これらのインタフェースに対してケーブル接続または構成の変更を行わないでください。


	
クライアント・アクセス・ネットワーク: この必須ネットワークは、データベース・サーバーを既存のクライアント・ネットワークに接続し、データベース・サーバーへのクライアント・アクセスに使用されます。アプリケーションは、Single Client Access Name(SCAN)およびOracle RAC仮想IP(VIP)アドレスを使用して、このネットワークを介してデータベースにアクセスします。データベース・サーバーではチャネル・ボンディングがサポートされているため、帯域幅の増加やデータベースへのクライアント接続が可能になります。クライアント・アクセス・ネットワークのチャネル・ボンディングをお薦めします。Oracle Exadata Database Machine Two-Socket Systemsのチャネル・ボンディングでは、内蔵NET1およびNET2ポート、または2つの10 GbEポートが使用されます。Oracle Exadata Database Machine X5-8とOracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのチャネル・ボンディングでは2つのポートを使用します(各ポートは別々のPCIeカード上にあります)。Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックとOracle Exadata Database Machine X2-8 フル・ラックのチャネル・ボンディングでは、それぞれのポートが使用されます。


注意:

	
Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのデータベース・サーバーの場合、EM0/NET1およびNEM0/NET2などのNetwork Express Module(NEM)の同じポートを使用すると、動作しますが高可用性は提供されません。


	
システムがクラスタの10個を超えるVIPアドレスを使用し、Oracle Clusterwareクライアント・ネットワークにVLANが構成されている場合、3桁のVLAN IDを使用する必要があります。VLAN名が15文字のオペレーティング・システムのインタフェース名制限を超える可能性があるため、4桁のVLAN IDを使用しないでください。







	
追加のネットワーク(オプション): データベース・サーバーは、管理ネットワークおよびクライアント・ネットワークで使用されていない利用可能なオープン・ポートを使用して、既存の追加のネットワークに接続できます。


	
InfiniBandプライベート・ネットワーク: このネットワークは、ラックのInfiniBandスイッチを介して、データベース・サーバーおよびOracle Exadata Storage Serverを接続します。Oracle Exadata Storage X4-2Lサーバーから、InfiniBandファブリックはIB0およびIB1インタフェースを使用して接続されます。Oracle Exadata Storage Server X3-2Lサーバー以前では、BONDIB0インタフェースが使用されます。Oracle Databaseでは、Oracle RACクラスタのインターコネクト・トラフィックおよびOracle Exadata Storage Serverのデータへのアクセスにこのネットワークを使用します。このルーティング不可ネットワークは、Oracle Exadata Database Machineに完全に組み込まれていますが、既存のネットワークには接続しません。このネットワークはインストール時に自動的に構成されます。





注意:

すべてのネットワークは、相互に異なる別個のサブネット上に存在する必要があります。安全性を高めるには、管理ネットワークをその他すべてのネットワークから切り離す必要があります。

Oracle Exadata Database Machineデータベース・サーバーのネットワーク要件は同一ですが、次の例外があります。

	
Oracle Exadata Database Machine X6-2、Oracle Exadata Database Machine X5-2、Oracle Exadata Database Machine X4-2およびOracle Exadata Database Machine X3-2に組込みのポートは、1 GbE/10 GbEです。Oracle Exadata Database Machine X2-2の内蔵ポートは1GbEです。


	
Oracle Exadata Database Machine X2-2のみにKVMがあります。




8ソケット・システムの起動時に、各データベース・サーバーではcellaffinity.ora構成ファイルを生成します。cellaffinity.oraファイルが/etc/oracle/cell/network-configディレクトリに存在し、Oracleデータベースによって読込み可能である必要があります。

このファイルには、各ノードに最も近いネットワーク・インタフェース・カードのIPアドレスとNUMAノード番号とのマッピングが含まれます。Oracle DatabaseはExadata Storage Serverと通信する際、このファイルを使用して最も近いネットワーク・インタフェース・カードを選択し、パフォーマンスを最適化します。このファイルは、8ソケット・システム上でのみ生成および使用されます。2ソケット・システムでは、この方法で得られる効果はなく、cellaffinity.oraファイルは生成されません。このファイルをテキスト・エディタで直接編集しないでください。

次の図は、Oracle Exadata Database Machine X4-2および後続モデルのデフォルトのネットワーク図を示しています。Oracle Exadata Database Machineを既存のネットワークに配線する際のケーブル接続を確認するには、Oracle Exadata Database Machine Deployment Assistantのファイルを使用します。


図2-1 Oracle Exadata Database Machine X4-2および後続モデルのネットワーク図

[image: 図2-1の説明が続きます]



次の図は、Oracle Exadata Database Machine X3-2およびOracle Exadata Database Machine X2-2のデフォルトのネットワーク図を示しています。Oracle Exadata Database Machineを既存のネットワークに配線する際のケーブル接続を確認するには、Oracle Exadata Database Machine Deployment Assistantのファイルを使用します。


図2-2 Oracle Exadata Database Machine X3-2およびOracle Exadata Database Machine X2-2のネットワーク図

[image: 図2-2の説明が続きます]




注意:

	
Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックでは、InfiniBandプライベート・ネットワークにBONDIB0、BONDIB1などを使用します。


	
Oracle Exadata Database Machine X2-2ラックでのみ、KVMスイッチを使用できます。


	
ご使用の環境でスイッチが正しく動作するためには、複数の仮想ローカル・エリア・ネットワーク(VLAN)の定義やルーティングの有効化などの追加構成が必要な場合がありますが、これは設置サービスには含まれません。追加構成が必要な場合は、Oracle Exadata Database Machineの設置時に、ネットワーク管理者が必要な構成を実行します。










関連項目
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	ネットワーク・コンポーネントおよびインタフェース
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2.2 ネットワーク・コンポーネントおよびインタフェース


各Oracle Exadata Database Machineには、複数のネットワーク・コンポーネントおよびインタフェースが含まれます。


	
Oracle Exadata Database Machine X6-2またはX5-2


	
Oracle Exadata Database Machine X5-8またはX6-8フル・ラックのデータベース・サーバー


	
Oracle Exadata Database Machine X4-2データベース・サーバー


	
Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのデータベース・サーバー


	
Oracle Exadata Database Machine X3-2データベース・サーバー


	
Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのデータベース・サーバー








Oracle Exadata Database Machine X6-2またはX5-2

各Oracle Exadata Database Machine X6-2またはX5-2データベース・サーバーは、次のネットワーク・コンポーネントおよびインタフェースで構成されます。

	
4個の内蔵1GbE/10GbEポート


	
Oracle Exadata Database Machine X6-2またはX5-2: 1個のデュアルポートの4X QDR (40GB/s) InfiniBandホスト・チャネル・アダプタ(HCA)


	
1個の内蔵イーサネット・ポート(Sun Integrated Lights Out Manager(ILOM)リモート管理用)


	
Intel 82599 10GbEコントローラを搭載した1つのデュアルポートの10GbE PCIe 2.0ネットワーク・カード


注意:

10GbE PCIe 2.0ネットワーク・カードのSmall Form-Factor Pluggable (SFP)モジュールは別途購入します。








Oracle Exadata Database Machine X5-8またはX6-8フル・ラックのデータベース・サーバー

Oracle Exadata Database Machine X5-8またはX6-8フル・ラックの各データベース・サーバーは、次のネットワーク・コンポーネントおよびインタフェースで構成されます。

	
4個のデュアルポートの4x QDR (40GB/s) InfiniBandホスト・チャネル・アダプタ(HCA)


	
10個の1GbE Base-Tイーサネット・ポート(2個のクアッド・ポートPCIe 2.0ネットワーク・カード、およびIntel I350 1GbEコントローラ・テクノロジに基づいた2個の内蔵ポート)


	
8個の10GbEイーサネットSFP+ポート(Intel 82599 10GbEコントローラ・テクノロジに基づいた4個のデュアル・ポート10GbE PCIe 2.0ネットワーク・カード)


注意:

10GbE PCIe 2.0ネットワーク・カードのSFPモジュールは別途購入します。










Oracle Exadata Database Machine X4-2データベース・サーバー

各Oracle Exadata Database Machine X4-2データベース・サーバーは、次のネットワーク・コンポーネントおよびインタフェースで構成されます。

	
4個の内蔵1GbE/10GbEポート


	
1個のデュアルポートの4X QDR(40GB/s)InfiniBandホスト・チャネル・アダプタ(HCA)


	
1個の内蔵イーサネット・ポート(Sun Integrated Lights Out Manager(ILOM)リモート管理用)


	
Intel 82599 10GbEコントローラを搭載した1つのデュアルポートの10GbE PCIe 2.0ネットワーク・カード


注意:

10GbE PCIe 2.0ネットワーク・カードのSFPモジュールは別途購入します。










Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのデータベース・サーバー

Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックの各データベース・サーバーは、次のネットワーク・コンポーネントおよびインタフェースで構成されます。

	
4個のデュアルポートの4x QDR (40GB/s) InfiniBandホスト・チャネル・アダプタ(HCA)


	
10個の1GbE Base-Tイーサネット・ポート(2個のクアッド・ポートPCIe 2.0ネットワーク・カード、およびIntel I350 1GbEコントローラ・テクノロジに基づいた2個の内蔵ポート)


	
8個の10GbEイーサネットSFP+ポート(Intel 82599 10GbEコントローラ・テクノロジに基づいた4個のデュアル・ポート10GbE PCIe 2.0ネットワーク・カード)





注意:

10GbE PCIe 2.0ネットワーク・カードのSFPモジュールは別途購入します。







Oracle Exadata Database Machine X3-2データベース・サーバー

各Oracle Exadata Database Machine X3-2データベース・サーバーは、次のネットワーク・コンポーネントおよびインタフェースで構成されます。

	
4個の内蔵1GbEポート


	
1個のデュアルポートの4X QDR(40GB/s)InfiniBandホスト・チャネル・アダプタ(HCA)


	
1個の内蔵イーサネット・ポート(Sun Integrated Lights Out Manager(ILOM)リモート管理用)


	
Intel 82599 10GbEコントローラを搭載した1つのデュアルポートの10GbE PCIe 2.0ネットワーク・カード


注意:

10GbE PCIe 2.0ネットワーク・カードのSFPモジュールは別途購入します。










Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのデータベース・サーバー

Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックの各データベース・サーバーは、次のネットワーク・コンポーネントおよびインタフェースで構成されます。

	
次の機能で構成される2個のNetwork Express Module(NEM)

- 8個の10GbEネットワーク・ポート

- 8個の1GBイーサネット・ネットワーク・ポート


	
4個のデュアルポートの4X QDR InfiniBand PCIe 2.0 Express Module (EM)


	
1個のイーサネット・ポート(Sun Integrated Lights Out Manager (ILOM)リモート管理用)





注意:

NEMのSFP+モジュールは別途購入します。











2.3 Oracle Exadata Database MachineでのネットワークVLANタグ付けの使用


計算ノードおよびストレージ・ノードは、管理ネットワーク、ILOM、クライアント・ネットワークおよびバックアップ・アクセス・ネットワークでVLANを使用できます。

デフォルトで、ネットワーク・スイッチは最小限に構成され、VLANタグ付けはありません。VLANタグ付けを使用する場合は、初回のデプロイメント後にお客様が有効にする必要があります。これは、物理およびOracle VMデプロイメントの両方に適用されます。

クライアント・ネットワークとバックアップVLANネットワーク・ネットワークが結合されている必要があります。管理ネットワークは結合しないでください。


注意:

	
VLANは、InfiniBand内には存在しません。同等の機能には、『Oracle Exadata Database Machineメンテナンス・ガイド』の説明に従って、InfiniBandパーティション化を使用します。


	
ネットワークVLANタグ付けは、パブリック・ネットワーク上のOracle Real Application Clustersでサポートされます。


	
バックアップ・ネットワークが、タグ付けされたVLANネットワーク上にある場合、クラスタ・ネットワークは、タグ付けされた異なるVLANネットワークにある必要があります。


	
バックアップおよびクライアント・ネットワークは、同一のネットワーク・ケーブルを共有できます。


	
Oracle Exadata Deployment Assistant (OEDA)は物理デプロイメントと仮想デプロイメントの両方でVLANタグ付けをサポートしています。


	
仮想デプロイメントは、IPv6 VLANをサポートしません。


	
システムがOracle RACクラスタの10個を超えるVIPアドレスを使用し、Oracle Clusterwareクライアント・ネットワークにVLANが構成されている場合、3桁のVLAN IDを使用する必要があります。VLAN名が15文字のオペレーティング・システムのインタフェース名制限を超える可能性があるため、4桁のVLAN IDを使用しないでください。






次の表では、別のExadataシステムおよびOracle Databaseのバージョンに対するドメイン、クライアントおよびバックアップ・ネットワークでのIPv4/IPv6のサポートを示しています。


	Oracle Databaseのリリース	管理ネットワークでのVLANタグ付け	クライアントおよびバックアップ・ネットワーク
	11.2.0.4	
2ソケット・サーバー用のX3-2以上、および8ソケット・サーバー用のX4-8以上でのIPv4アドレスでのみサポートされています。

	
すべてのハードウェア・モデルでのIPv4およびIPv6でサポートされています。


	12.1.0.2	
2ソケット・サーバー用のX3-2以上、および8ソケット・サーバー用のX4-8以上でのIPv4アドレスでのみサポートされています。

	
すべてのハードウェア・モデルでのIPv4でサポートされています。

22289350が修正済であるすべてのハードウェア・モデルでのIPv6でサポートされています。










関連項目

	Oracle Exadata Database Machineメンテナンス・ガイド
	My Oracle Supportノート1423676.1「クライアント・ネットワークでExadata Database Machine内の802.1Q VLANタグ付けを有効化する」
	My Oracle Supportノート2018550.1「タグ付けされたVLANインタフェースのExadata上のOracle VM環境への実装」










2.4 ネットワーク・チャネル・ボンディングのサポート


クライアント・アクセス・ネットワークに使用するデータベース・サーバーのネットワーク・ポートをデータベース・サーバーの別のネットワークに接続すると、データベースへのクライアント接続に高帯域幅または高可用性を提供できます。結合ネットワーク構成では、Oracle RAC SCANおよびVIPアドレスは、データベース・サーバーのBONDETH0インタフェース上に定義されます。





2.4.1 結合ネットワーク構成


結合ネットワーク構成は、データベースへのクライアント接続用に複数のネットワーク・インタフェースを1つに統合する必要がある場合に使用します。これがデフォルトの構成です。次の項では、Oracle Exadata Database Machine X4-2、Oracle Exadata Database Machine X3-2およびOracle Exadata Database Machine X2-2、Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラック、Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックの結合ネットワーク構成について説明します。





2.4.1.1 Oracle Exadata Database Machine Two-Socket Systemsの結合ネットワーク構成


Oracle Exadata Database Machine Two-Socket Systemsのデータベース・クライアント・アクセスに結合ネットワーク構成を使用する場合、データベース・サーバーは次のように構成されます。

	
NET0ポート: ETH0インタフェース経由の管理ネットワークを使用して、オペレーティング・システムにアクセスします。


	
NET1ポート: クライアント・アクセス・ネットワークを使用してデータベースにアクセスし、NET2ポートと結合してBONDETH0インタフェースが作成されます。


	
NET2ポート: クライアント・アクセス・ネットワークを使用してデータベースにアクセスし、NET1ポートと結合してBONDETH0インタフェースが作成されます。


	
NET MGTポート: 管理ネットワークを使用してILOMにアクセスします。




初期構成時に、クライアント・アクセス・ネットワーク用にチャネル・ボンディングを構成すると、Linuxボンディング・モジュールはアクティブ・バックアップ・モード(mode=1)用に構成されます。別のボンディング・ポリシーが望ましい場合は、初期構成後にボンディング・モジュールを再構成できます。構成の詳細は、Oracle Exadata Database Machineのデータベース・サーバーの/usr/share/doc/kernel-doc-2.6.39/Documentation/networking/bonding.txtディレクトリにある「Linux Ethernet Bonding Driver HOWTO」を参照してください。

表2-1に、チャネル・ボンディング使用時のOracle Exadata Database Machine Two-Socket Systemsのデータベース・サーバーのポート接続を示します。クライアント・アクセス・ネットワークとバックアップ・ネットワークは、異なるポートを使用する必要があります(一方のネットワークが内蔵GbEポートを使用し、もう一方のネットワークがPCIeポートを使用する必要があります)。


表2-1 Oracle Exadata Database Machine Two-Socket Systemsのチャネル・ボンディング接続

	ネットワーク	1GbEポートを使用	10GbEポートを使用
	
管理(1GbE NET0)

管理ネットワーク接続は、他のネットワークに10GbEポートを使用している場合でも1GbEポートを使用します。

	
	
ポート: 1GbE NET0


	
Ciscoスイッチに接続




	
	
ポート: 1GbE NET0


	
Ciscoスイッチに接続





	
クライアント(BONDETH0)

	
	
ポート: 1GbE NET1および1GbE NET2


	
クライアント・アクセス1GbEスイッチに接続




	
	
ポート: 10GbE PCI1/PORTAおよび10GbE PCI1/PORTB


	
クライアント・アクセス10GbEスイッチに接続





	
バックアップ(BONDETH1)

	
	
ポート: 10GbE PCI1/PORTAおよび10GbE PCI1/PORTB


	
バックアップ10GbEスイッチに接続




	
	
ポート: 1GbE NET2および1GbE NET3


	
バックアップ1GbEスイッチに接続











注意:

結合ネットワーク構成を使用する場合、選択したボンディング・モードをサポートできるネットワーク・スイッチを用意する必要があります。たとえば、モード4(IEEE 802.3ad動的リンク集合)を構成する場合は、このボンディング・モードをサポートできるネットワーク・スイッチを用意して構成する必要があります。特定のボンディング・ポリシーの要件は、Oracle Exadata Database Machineのデータベース・サーバーの/usr/share/doc/kernel-doc-2.6.39/Documentation/networking/bonding.txtディレクトリにある「Linux Ethernet Bonding Driver HOWTO」に記載されています。








2.4.1.2 Oracle Exadata Database Machine X4-8、X5-8およびX6-8の結合ネットワーク構成


Oracle Exadata Database Machine X4-8、X5-8およびX6-8のデータベース・クライアント・アクセスに結合ネットワーク構成を使用する場合、データベース・サーバーは次のように構成されます。

	
NET0ポート: ETH0インタフェース経由の管理ネットワークを使用して、オペレーティング・システムにアクセスします。


	
3 PCIe3のP0: クライアント・アクセス・ネットワークを使用してデータベースにアクセスし、13 PCIe3のP0ポートと結合してBONDETH0インタフェースが作成されます。


	
13 PCIe3のP0: クライアント・アクセス・ネットワークを使用してデータベースにアクセスし、3 PCIe3のP0ポートと結合してBONDETH0インタフェースが作成されます。


	
NET MGTポート: 管理ネットワークを使用してILOMにアクセスします。




表2-2に、チャネル・ボンディング使用時のOracle Exadata Database Machine X4-8、X5-8およびX6-8のデータベース・サーバーのポート接続を示します。


表2-2 Oracle Exadata Database Machine X4-8、X5-8およびX6-8のチャネル・ボンディング接続

	ネットワーク	1GbEポートを使用	10GbEポートを使用
	
管理(NET0)

管理ネットワーク接続は、他のネットワークに10GbEポートを使用している場合でも1GbEポートを使用します。

	
	
ポート: 1GbE NET0


	
Ciscoスイッチに接続




	
	
ポート: 1GbE NET0


	
Ciscoスイッチに接続





	
クライアント(BONDETH0)

	
	
1GbEポート: 3 PCIe3および13 PCIe3のP0


	
クライアント・アクセス1GbEスイッチに接続




	
	
10GbEポート: 2 PCIe3 PORTAおよび4 PCIe 3 PORTA


	
クライアント・アクセス10GbEスイッチに接続





	
バックアップ(BONDETH1)

	
	
10GbEポート: 2 PCIe3 PORTAおよび4 PCIe3 PORTA


	
バックアップ10GbEスイッチに接続




	
	
1GbEポート: 3 PCIe3および13 PCIe3のP0


	
バックアップ1GbEスイッチに接続










次の図は、PCIeスロットを示したOracle Exadata Database Machine X6-8の背面図を示しています。


図2-3 Oracle Exadata Database Machine X6-8、背面図

[image: 図2-3の説明が続きます]








2.4.1.3 Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックの結合ネットワーク構成


Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのデータベース・クライアント・アクセスに結合ネットワーク構成を使用する場合、データベース・サーバーは次のように構成されます。

	
NEM0/NET0ポート: ETH0インタフェース経由の管理ネットワークを使用して、オペレーティング・システムにアクセスします。


	
NEM0/NET1ポート: クライアント・アクセス・ネットワークを使用してデータベースにアクセスし、NEM1/NET3ポートと結合してBONDETH0インタフェースが作成されます。


	
NEM1/NET3ポート: クライアント・アクセス・ネットワークを使用してデータベースにアクセスし、NEM0/NET1ポートと結合してBONDETH0インタフェースが作成されます。


	
NET MGTポート: 管理ネットワークを使用してILOMにアクセスします。




表2-3に、チャネル・ボンディング使用時のOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのデータベース・サーバーのポート接続を示します。NEM0ポートは左、NEM1ポートは右にあります。


表2-3 Oracle Exadata Database Machine X2-8およびX3-8フル・ラックのチャネル・ボンディング接続

	ネットワーク	1GbEポートを使用	10GbEポートを使用
	
管理(NET0)

	
	
ポート: 1GbE NET0


	
Ciscoスイッチに接続




	
	
ポート: 1GbE NET0


	
Ciscoスイッチに接続





	
クライアント(BONDETH0)

	
	
ポート: 1GbE NET1および1GbE NET2


	
クライアント・アクセス1GbEスイッチに接続




	
	
ポート: 10GbE NEM0/PORTAおよび10GbE NEM1/PORTB


	
クライアント・アクセス10GbEスイッチに接続





	
バックアップ(BONDETH1)

	
	
ポート: 10GbE NEM0/PORTAおよび10GbE NEM1/PORTB


	
バックアップ10GbEスイッチに接続




	
	
ポート: 1GbE NET1および1GbE NET2


	
バックアップ1GbEスイッチに接続










初期構成時に、クライアント・アクセス・ネットワーク用にチャネル・ボンディングを構成すると、Linuxボンディング・モジュールはアクティブ・バックアップ・モード(mode=1)用に構成されます。別のボンディング・ポリシーが望ましい場合は、初期構成後にボンディング・モジュールを再構成できます。構成の詳細は、Oracle Exadata Database Machineのデータベース・サーバーの/usr/share/doc/kernel-doc-2.6.18/Documentation/networking/bonding.txtディレクトリにある「Linux Ethernet Bonding Driver HOWTO」を参照してください。


注意:

結合ネットワーク構成を使用する場合、選択したボンディング・モードをサポートできるネットワーク・スイッチを用意する必要があります。たとえば、モード4(IEEE 802.3ad動的リンク集合)を構成する場合は、このボンディング・モードをサポートできるネットワーク・スイッチを用意して構成する必要があります。特定のボンディング・ポリシーの要件は、「Linux Ethernet Bonding Driver HOWTO」を参照してください。











2.4.2 非結合ネットワーク構成


非結合ネットワーク構成は、ネットワーク・ボンディングを実装する必要がない場合または実装できない場合に使用します。次の項では、Oracle Exadata Database Machine X4-2、Oracle Exadata Database Machine X3-2およびOracle Exadata Database Machine X2-2、Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラック、Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックの非結合ネットワーク構成について説明します。





2.4.2.1 Oracle Exadata Database Machine Two-Socket Systemsの非結合ネットワーク構成


Oracle Exadata Database Machine Two-Socket Systemsに非結合ネットワーク構成を使用する場合、データベース・サーバーは次のように構成されます。

	
NET0ポート: ETH0インタフェース経由の管理ネットワークを使用して、オペレーティング・システムにアクセスします。


	
NET1ポート: ETH1インタフェース経由でクライアント・アクセス・ネットワークを使用してデータベースにアクセスします。Oracle RAC SCANおよびVIPアドレスは、このインタフェース上に定義されます。


	
NET MGTポート: 管理ネットワークを使用してIntegrated Lights Out Manager(ILOM)にアクセスします。




図2-4に、ボンディングを使用しないOracle Exadata Database Machine Two-Socket Systemsのネットワーク図を示します。


図2-4 ボンディングを使用しないOracle Exadata Database Machine Two-Socket Systemsのネットワーク図

[image: 図2-4の説明が続きます]







2.4.2.2 Oracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8の非結合ネットワーク構成


Oracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8に非結合ネットワーク構成を使用する場合、データベース・サーバーは次のように構成されます。

	
NET0ポート: ETH0インタフェース経由の管理ネットワークを使用して、オペレーティング・システムにアクセスします。


	
NET1ポート: ETH1インタフェース経由でクライアント・アクセス・ネットワークを使用してデータベースにアクセスします。Oracle RAC SCANおよびVIPアドレスは、このインタフェース上に定義されます。


	
NET MGTポート: 管理ネットワークを使用してILOMにアクセスします。





注意:

Oracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8は、InfiniBandプライベート・ネットワークにBONDIB0、BONDIB1などを使用します。









2.4.2.3 Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックの非結合ネットワーク構成


Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックに非結合ネットワーク構成を使用する場合、データベース・サーバーは次のように構成されます。

	
NET0ポート: ETH0インタフェース経由の管理ネットワークを使用して、オペレーティング・システムにアクセスします。


	
NET1ポート: ETH1インタフェース経由でクライアント・アクセス・ネットワークを使用してデータベースにアクセスします。Oracle RAC SCANおよびVIPアドレスは、このインタフェース上に定義されます。


	
NET MGTポート: 管理ネットワークを使用してILOMにアクセスします。





注意:

Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックは、InfiniBandプライベート・ネットワークにBONDIB0、BONDIB1などを使用します。









2.4.2.4 Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックの非結合ネットワーク構成


Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラック、Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックの非結合ネットワーク構成を使用する場合、データベース・サーバーは次のように構成されます。

	
NEM0/NET0ポート: ETH0インタフェース経由の管理ネットワークを使用して、オペレーティング・システムにアクセスします。このネットワークでは1GbEポートを使用する必要があります。


	
NEM0/NET1ポート: ETH1インタフェース経由でクライアント・アクセス・ネットワークを使用してデータベースにアクセスします。Oracle RAC SCANおよびVIPアドレスは、このインタフェース上に定義されます。


	
NET MGTポート: 管理ネットワークを使用してIntegrated Lights Out Manager(ILOM)にアクセスします。





注意:

Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラック、Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックでは、InfiniBandプライベート・ネットワークにBONDIB0、BONDIB1などを使用します。











2.4.3 追加ネットワーク


Oracle Exadata Database Machine X6-2、Oracle Exadata Database Machine X5-2、Oracle Exadata Database Machine X4-2、Oracle Exadata Database Machine X3-2およびOracle Exadata Database Machine X2-2システムで、非結合ネットワーク構成を使用する場合、各データベース・サーバーには4個のオープン・ポート(NET2、NET3および2個の追加10GbEポート)があります。結合ネットワーク構成を使用する場合、各データベース・サーバーには3個のオープン・ポート(NET3および2個の追加10GbEポート)があります。

Oracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8で非結合ネットワーク構成を使用する場合、各データベース・サーバーには18個のオープン・ポート(10個の1GbEポートおよび8個の10GbEポート)あります。結合ネットワーク構成を使用する場合、各データベース・サーバーには15個のオープン・ポート(7個の1GbEポートおよび8個の10GbEオープン・ポート)があります。

Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックで非結合ネットワーク構成を使用する場合、各データベース・サーバーには16個のオープン・ポート(8個の1GbEポートおよび8個の10GbEポート)あります。結合ネットワーク構成を使用する場合、各データベース・サーバーには15個のオープン・ポート(7個の1GbEポートおよび8個の10GbEオープン・ポート)があります。

Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックで、非結合ネットワーク構成を使用する場合、各データベース・サーバーには14個のオープン・ポート(NEM0/NET2、NEM0/NET3、NEM1/NET0、NEM1/NET1、NEM1/NET2、NEM1/NET3および8個の追加10GbEポート)があります。結合ネットワーク構成を使用する場合、各データベース・サーバーには13個のオープン・ポート(NEM0/NET2、NEM0/NET3、NEM1/NET0、NEM1/NET1、NEM1/NET2および8個の追加10GbEポート)があります。

これらの追加のネットワーク・ポートの使用はオプションで、その構成は要件および使用できるネットワーク・インフラストラクチャによって異なります。たとえば、専用テープ・バックアップ・ネットワークへの接続や障害時リカバリ・ネットワークへの接続にこれらのインタフェースを使用できます。









2.5 デフォルトIPアドレス


Oracle Exadata Storage Server Softwareリリース12.1.2.1.0以降では、NET0 IPアドレスは、システムを初めて起動するときに、エラスティック構成プロシージャによって動的に割り当てられます。アドレスの範囲は、172.16.2.1から172.16.7.254までです。以前のリリースでは、Oracle Exadata Database Machineには出荷時にデフォルトIPアドレスが設定され、IPアドレスの範囲は192.168.1.1から192.168.1.203でした。サブネット・マスクは255.255.252.0です。


注意:

Oracle Exadata Database Machineをネットワークに接続する前に、これらのIPアドレスがネットワークの他のアドレスと競合しないことを確認します。Oracle Exadata Deployment Assistant (OEDA)によって生成されるcheckip.shスクリプトを使用して、競合をチェックします。Exadata Database MachineのDNSエントリが作成された後に、checkip.shスクリプトをネットワークで実行しますが、Exadata Database Machineが構成またはネットワーク接続される前に実行してください。マシンが配送される前にチェックが計画プロセスの一部として完了している場合でも、構成遅延を避けるために、このスクリプトを実行することをお薦めします。

OEDAをWindowsシステムで実行した場合、生成されるスクリプトはcheckip.batになります。



次の表は、Oracle Exadata Database Machine X6-2およびX5-2のデフォルトIPアドレスを示しています。サブネット・マスクは255.255.252.0です。


表2-4 Oracle Exadata Database Machine X6-2およびX5-2のデフォルトIPアドレス

	コンポーネント	NET0 IPアドレス	ILOM IPアドレス	InfiniBandアクティブ結合IPアドレス
	
Exadata Storage Server 14

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.122

	
なし


	
Exadata Storage Server 13

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.121

	
なし


	
Exadata Storage Server 12

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.120

	
なし


	
Exadata Storage Server 11

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.119

	
なし


	
Exadata Storage Server 10

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.118

	
なし


	
Exadata Storage Server 9

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.117

	
なし


	
Exadata Storage Server 8

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.116

	
なし


	
Oracle Database Server 8

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.115

	
なし


	
Oracle Database Server 7

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.114

	
なし


	
Oracle Database Server 6

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.113

	
なし


	
Oracle Database Server 5

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.112

	
なし


	
Oracle Database Server 4

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.111

	
なし


	
Oracle Database Server 3

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.110

	
なし


	
Oracle Database Server 2

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.109

	
なし


	
Oracle Database Server 1

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.108

	
なし


	
Exadata Storage Server 7

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.107

	
なし


	
Exadata Storage Server 6

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.106

	
なし


	
Exadata Storage Server 5

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.105

	
なし


	
Exadata Storage Server 4

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.104

	
なし


	
Exadata Storage Server 3

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.103

	
なし


	
Exadata Storage Server 2

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.102

	
なし


	
Exadata Storage Server 1

	
システム初回起動時に割当て

	
192.168.1.101

	
なし


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ3

	
192.168.1.203

	
なし

	
なし


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ2

	
192.168.1.202

	
なし

	
なし


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ1

	
192.168.1.201

	
なし

	
なし


	
イーサネット・スイッチ

	
192.168.1.200

	
なし

	
なし







次の表は、Oracle Exadata Database Machine X4-2のデフォルトIPアドレスを示しています。サブネット・マスクは255.255.252.0です。


表2-5 Oracle Exadata Database Machine X4-2のデフォルトIPアドレス

	コンポーネント	NET0 IPアドレス	ILOM IPアドレス	InfiniBandアクティブ結合IPアドレス
	
Exadata Storage Server 14

	
192.168.1.22

	
192.168.1.122

	
192.168.10.44

192.168.10.43


	
Exadata Storage Server 13

	
192.168.1.21

	
192.168.1.121

	
192.168.10.42

192.168.10.41


	
Exadata Storage Server 12

	
192.168.1.20

	
192.168.1.120

	
192.168.10.40

192.168.10.39


	
Exadata Storage Server 11

	
192.168.1.19

	
192.168.1.119

	
192.168.10.38

192.168.10.37


	
Exadata Storage Server 10

	
192.168.1.18

	
192.168.1.118

	
192.168.10.36

192.168.10.35


	
Exadata Storage Server 9

	
192.168.1.17

	
192.168.1.117

	
192.168.10.34

192.168.10.33


	
Exadata Storage Server 8

	
192.168.1.16

	
192.168.1.116

	
192.168.10.32

192.168.10.31


	
Oracle Database Server 8

	
192.168.1.15

	
192.168.1.115

	
192.168.10.30

192.168.10.29


	
Oracle Database Server 7

	
192.168.1.14

	
192.168.1.114

	
192.168.10.28

192.168.10.27


	
Oracle Database Server 6

	
192.168.1.13

	
192.168.1.113

	
192.168.10.26

192.168.10.25


	
Oracle Database Server 5

	
192.168.1.12

	
192.168.1.112

	
192.168.10.24

192.168.10.23


	
Oracle Database Server 4

	
192.168.1.11

	
192.168.1.111

	
192.168.10.22

192.168.10.21


	
Oracle Database Server 3

	
192.168.1.10

	
192.168.1.110

	
192.168.10.20

192.168.10.19


	
Oracle Database Server 2

	
192.168.1.9

	
192.168.1.109

	
192.168.10.18

192.168.10.17


	
Oracle Database Server 1

	
192.168.1.8

	
192.168.1.108

	
192.168.10.16

192.168.10.15


	
Exadata Storage Server 7

	
192.168.1.7

	
192.168.1.107

	
192.168.10.14

192.168.10.13


	
Exadata Storage Server 6

	
192.168.1.6

	
192.168.1.106

	
192.168.10.12

192.168.10.11


	
Exadata Storage Server 5

	
192.168.1.5

	
192.168.1.105

	
192.168.10.10

192.168.10.9


	
Exadata Storage Server 4

	
192.168.1.4

	
192.168.1.104

	
192.168.10.8

192.168.10.7


	
Exadata Storage Server 3

	
192.168.1.3

	
192.168.1.103

	
192.168.10.6

192.168.10.5


	
Exadata Storage Server 2

	
192.168.1.2

	
192.168.1.102

	
192.168.10.4

192.168.10.3


	
Exadata Storage Server 1

	
192.168.1.1

	
192.168.1.101

	
192.168.10.2

192.168.10.1


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ3

	
192.168.1.203

	
なし

	
なし


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ2

	
192.168.1.202

	
なし

	
なし


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ1

	
192.168.1.201

	
なし

	
なし


	
イーサネット・スイッチ

	
192.168.1.200

	
なし

	
なし







次の表に、Oracle Exadata Database Machine X3-2およびOracle Exadata Database Machine X2-2のデフォルトIPアドレスを示します。


表2-6 Oracle Exadata Database Machine X3-2およびOracle Exadata Database Machine X2-2のデフォルトIPアドレス

	コンポーネント	NET0 IPアドレス	ILOM IPアドレス	InfiniBand結合IPアドレス
	
Exadata Storage Server 14 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックのみ)

	
192.168.1.22

	
192.168.1.122

	
192.168.10.22


	
Exadata Storage Server 13 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックのみ)

	
192.168.1.21

	
192.168.1.121

	
192.168.10.21


	
Exadata Storage Server 12 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックのみ)

	
192.168.1.20

	
192.168.1.120

	
192.168.10.20


	
Exadata Storage Server 11 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックのみ)

	
192.168.1.19

	
192.168.1.119

	
192.168.10.19


	
Exadata Storage Server 10 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックのみ)

	
192.168.1.18

	
192.168.1.118

	
192.168.10.18


	
Exadata Storage Server 9 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックのみ)

	
192.168.1.17

	
192.168.1.117

	
192.168.10.17


	
Exadata Storage Server 8 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックのみ)

	
192.168.1.16

	
192.168.1.116

	
192.168.10.16


	
Oracle Database server 8 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックのみ)

	
192.168.1.15

	
192.168.1.115

	
192.168.10.15


	
Oracle Database server 7 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックのみ)

	
192.168.1.14

	
192.168.1.114

	
192.168.10.14


	
Oracle Database server 6 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックのみ)

	
192.168.1.13

	
192.168.1.113

	
192.168.10.13


	
Oracle Database server 5 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックのみ)

	
192.168.1.12

	
192.168.1.112

	
192.168.10.12


	
Oracle Database server 4 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックおよびハーフ・ラックのみ)

	
192.168.1.11

	
192.168.1.111

	
192.168.10.11


	
Oracle Database server 3 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックおよびハーフ・ラックのみ)

	
192.168.1.10

	
192.168.1.110

	
192.168.10.10


	
Oracle Database Server 2

	
192.168.1.9

	
192.168.1.109

	
192.168.10.9


	
Oracle Database Server 1

	
192.168.1.8

	
192.168.1.108

	
192.168.10.8


	
Exadata Storage Server 7 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックおよびハーフ・ラックのみ)

	
192.168.1.7

	
192.168.1.107

	
192.168.10.7


	
Exadata Storage Server 6 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックおよびハーフ・ラックのみ)

	
192.168.1.6

	
192.168.1.106

	
192.168.10.6


	
Exadata Storage Server 5 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックおよびハーフ・ラックのみ)

	
192.168.1.5

	
192.168.1.105

	
192.168.10.5


	
Exadata Storage Server 4 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックおよびハーフ・ラックのみ)

	
192.168.1.4

	
192.168.1.104

	
192.168.10.4


	
Exadata Storage Server 3

	
192.168.1.3

	
192.168.1.103

	
192.168.10.3


	
Exadata Storage Server 2

	
192.168.1.2

	
192.168.1.102

	
192.168.10.2


	
Exadata Storage Server 1

	
192.168.1.1

	
192.168.1.101

	
192.168.10.1


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ3

	
192.168.1.203

	
なし

	
なし


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ2

	
192.168.1.202

	
なし

	
なし


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ1 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックおよびハーフ・ラックのみ)

	
192.168.1.201

	
なし

	
なし


	
イーサネット・スイッチ

	
192.168.1.200

	
なし

	
なし







次の表は、Oracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラックのデフォルトIPアドレスを示しています。サブネット・マスクは255.255.252.0です。


表2-7 Oracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラックのデフォルトIPアドレス

	コンポーネント	NET0 IPアドレス	ILOM IPアドレス	InfiniBand結合IPアドレス
	
Exadata Storage Server 14

	
192.168.1.22

	
192.168.1.122

	
192.168.10.43

192.168.10.44


	
Exadata Storage Server 13

	
192.168.1.21

	
192.168.1.121

	
192.168.10.41

192.168.10.42


	
Exadata Storage Server 12

	
192.168.1.20

	
192.168.1.120

	
192.168.10.39

192.168.10.40


	
Exadata Storage Server 11

	
192.168.1.19

	
192.168.1.119

	
192.168.10.37

192.168.10.38


	
Exadata Storage Server 10

	
192.168.1.18

	
192.168.1.118

	
192.168.10.35

192.168.10.36


	
Exadata Storage Server 9

	
192.168.1.17

	
192.168.1.117

	
192.168.10.33

192.168.10.34


	
Exadata Storage Server 8

	
192.168.1.16

	
192.168.1.116

	
192.168.10.31

192.168.10.32


	
Oracle Database Server 2

	
192.168.1.9

	
192.168.1.109

	
192.168.10.29

192.168.10.30

192.168.10.27

192.168.10.28

192.168.10.25

192.168.10.26

192.168.10.23

192.168.10.24


	
Oracle Database Server 1

	
192.168.1.8

	
192.168.1.108

	
192.168.10.21

192.168.10.22

192.168.10.19

192.168.10.20

192.168.10.17

192.168.10.18

192.168.10.15

192.168.10.16


	
Exadata Storage Server 7

	
192.168.1.7

	
192.168.1.107

	
192.168.10.13

192.168.10.14


	
Exadata Storage Server 6

	
192.168.1.6

	
192.168.1.106

	
192.168.10.11

192.168.10.12


	
Exadata Storage Server 5

	
192.168.1.5

	
192.168.1.105

	
192.168.10.9

192.168.10.10


	
Exadata Storage Server 4

	
192.168.1.4

	
192.168.1.104

	
192.168.10.7

192.168.10.


	
Exadata Storage Server 3

	
192.168.1.3

	
192.168.1.103

	
192.168.10.5

192.168.10.6


	
Exadata Storage Server 2

	
192.168.1.2

	
192.168.1.102

	
192.168.10.3

192.168.10.4


	
Exadata Storage Server 1

	
192.168.1.1

	
192.168.1.101

	
192.168.10.1

192.168.10.2


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ3

	
192.168.1.203

	
なし

	
なし


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ2

	
192.168.1.202

	
なし

	
なし


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ1

	
192.168.1.201

	
なし

	
なし


	
イーサネット・スイッチ

	
192.168.1.200

	
なし

	
なし







次の表は、Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのデフォルトIPアドレスを示しています。サブネット・マスクは255.255.252.0です。


注意:

Exadata Storage Server X5-2サーバーを収容したOracle Exadata Database Machine X4-8ラックの場合、Neto IPアドレスは、エラスティック構成プロセスで割り当てられます。




表2-8 Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのデフォルトIPアドレス

	コンポーネント	NET0 IPアドレス	ILOM IPアドレス	InfiniBand結合IPアドレス
	
Exadata Storage Server 14

	
192.168.1.22

	
192.168.1.122

	
192.168.10.43

192.168.10.44


	
Exadata Storage Server 13

	
192.168.1.21

	
192.168.1.121

	
192.168.10.41

192.168.10.42


	
Exadata Storage Server 12

	
192.168.1.20

	
192.168.1.120

	
192.168.10.39

192.168.10.40


	
Exadata Storage Server 11

	
192.168.1.19

	
192.168.1.119

	
192.168.10.37

192.168.10.38


	
Exadata Storage Server 10

	
192.168.1.18

	
192.168.1.118

	
192.168.10.35

192.168.10.36


	
Exadata Storage Server 9

	
192.168.1.17

	
192.168.1.117

	
192.168.10.33

192.168.10.34


	
Exadata Storage Server 8

	
192.168.1.16

	
192.168.1.116

	
192.168.10.31

192.168.10.32


	
Oracle Database Server 2

	
192.168.1.9

	
192.168.1.109

	
192.168.10.29

192.168.10.30

192.168.10.27

192.168.10.28

192.168.10.25

192.168.10.26

192.168.10.23

192.168.10.24


	
Oracle Database Server 1

	
192.168.1.8

	
192.168.1.108

	
192.168.10.21

192.168.10.22

192.168.10.19

192.168.10.20

192.168.10.17

192.168.10.18

192.168.10.15

192.168.10.16


	
Exadata Storage Server 7

	
192.168.1.7

	
192.168.1.107

	
192.168.10.13

192.168.10.14


	
Exadata Storage Server 6

	
192.168.1.6

	
192.168.1.106

	
192.168.10.11

192.168.10.12


	
Exadata Storage Server 5

	
192.168.1.5

	
192.168.1.105

	
192.168.10.9

192.168.10.10


	
Exadata Storage Server 4

	
192.168.1.4

	
192.168.1.104

	
192.168.10.7

192.168.10.


	
Exadata Storage Server 3

	
192.168.1.3

	
192.168.1.103

	
192.168.10.5

192.168.10.6


	
Exadata Storage Server 2

	
192.168.1.2

	
192.168.1.102

	
192.168.10.3

192.168.10.4


	
Exadata Storage Server 1

	
192.168.1.1

	
192.168.1.101

	
192.168.10.1

192.168.10.2


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ3

	
192.168.1.203

	
なし

	
なし


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ2

	
192.168.1.202

	
なし

	
なし


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ1

	
192.168.1.201

	
なし

	
なし


	
イーサネット・スイッチ

	
192.168.1.200

	
なし

	
なし







次の表に、Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8のデフォルトIPアドレスを示します。サブネット・マスクは255.255.252.0です。


表2-9 Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックおよびOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのデフォルトIPアドレス

	コンポーネント	NET0 IPアドレス	ILOM IPアドレス	InfiniBand結合IPアドレス
	
Exadata Storage Server 14

	
192.168.1.22

	
192.168.1.122

	
192.168.10.22


	
Exadata Storage Server 13

	
192.168.1.21

	
192.168.1.121

	
192.168.10.21


	
Exadata Storage Server 12

	
192.168.1.20

	
192.168.1.120

	
192.168.10.20


	
Exadata Storage Server 11

	
192.168.1.19

	
192.168.1.119

	
192.168.10.19


	
Exadata Storage Server 10

	
192.168.1.18

	
192.168.1.118

	
192.168.10.18


	
Exadata Storage Server 9

	
192.168.1.17

	
192.168.1.117

	
192.168.10.17


	
Exadata Storage Server 8

	
192.168.1.16

	
192.168.1.116

	
192.168.10.16


	
Oracle Database Server 2

	
192.168.1.9

	
192.168.1.109

	
192.168.10.15

192.168.10.14

192.168.10.13

192.168.10.12


	
Oracle Database Server 1

	
192.168.1.8

	
192.168.1.108

	
192.168.10.11

192.168.10.10

192.168.10.9

192.168.10.8


	
Exadata Storage Server 7

	
192.168.1.7

	
192.168.1.107

	
192.168.10.7


	
Exadata Storage Server 6

	
192.168.1.6

	
192.168.1.106

	
192.168.10.6


	
Exadata Storage Server 5

	
192.168.1.5

	
192.168.1.105

	
192.168.10.5


	
Exadata Storage Server 4

	
192.168.1.4

	
192.168.1.104

	
192.168.10.4


	
Exadata Storage Server 3

	
192.168.1.3

	
192.168.1.103

	
192.168.10.3


	
Exadata Storage Server 2

	
192.168.1.2

	
192.168.1.102

	
192.168.10.2


	
Exadata Storage Server 1

	
192.168.1.1

	
192.168.1.101

	
192.168.10.1


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ3

	
192.168.1.203

	
なし

	
なし


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ2

	
192.168.1.202

	
なし

	
なし


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ1

	
192.168.1.201

	
なし

	
なし


	
イーサネット・スイッチ

	
192.168.1.200

	
なし

	
なし







次の表に、Oracle Exadata Storage拡張ラックX4-2のデフォルトIPアドレスを示します。


表2-10 Oracle Exadata Storage拡張ラックX4-2のデフォルトIPアドレス

	コンポーネント	NET0 IPアドレス	ILOM IPアドレス	InfiniBandアクティブ結合IPアドレス
	
Exadata Storage Server 18

	
192.168.1.68

	
192.168.1.168

	
192.168.10.86

192.168.10.85


	
Exadata Storage Server 17

	
192.168.1.67

	
192.168.1.167

	
192.168.10.84

192.168.10.83


	
Exadata Storage Server 16

	
192.168.1.66

	
192.168.1.166

	
192.168.10.82

192.168.10.81


	
Exadata Storage Server 15

	
192.168.1.65

	
192.168.1.165

	
192.168.10.80

192.168.10.79


	
Exadata Storage Server 14

	
192.168.1.64

	
192.168.1.164

	
192.168.10.78

192.168.10.77


	
Exadata Storage Server 13

	
192.168.1.63

	
192.168.1.163

	
192.168.10.76

192.168.10.75


	
Exadata Storage Server 12

	
192.168.1.62

	
192.168.1.162

	
192.168.10.74

192.168.10.73


	
Exadata Storage Server 11

	
192.168.1.61

	
192.168.1.161

	
192.168.10.72

192.168.10.71


	
Exadata Storage Server 10

	
192.168.1.60

	
192.168.1.160

	
192.168.10.70

192.168.10.69


	
Exadata Storage Server 9

	
192.168.1.59

	
192.168.1.159

	
192.168.10.68

192.168.10.67


	
Exadata Storage Server 8

	
192.168.1.58

	
192.168.1.158

	
192.168.10.66

192.168.10.65


	
Exadata Storage Server 7

	
192.168.1.57

	
192.168.1.157

	
192.168.10.64

192.168.10.63


	
Exadata Storage Server 6

	
192.168.1.56

	
192.168.1.156

	
192.168.10.62

192.168.10.61


	
Exadata Storage Server 5

	
192.168.1.55

	
192.168.1.155

	
192.168.10.60

192.168.10.59


	
Exadata Storage Server 4

	
192.168.1.54

	
192.168.1.154

	
192.168.10.58

192.168.10.57


	
Exadata Storage Server 3

	
192.168.1.53

	
192.168.1.153

	
192.168.10.56

192.168.10.55


	
Exadata Storage Server 2

	
192.168.1.52

	
192.168.1.152

	
192.168.10.54

192.168.10.53


	
Exadata Storage Server 1

	
192.168.1.51

	
192.168.1.151

	
192.168.10.52

192.168.10.51


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ3

	
192.168.1.223

	
なし

	
なし


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ2

	
192.168.1.222

	
なし

	
なし


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ1 (Oracle Exadata Database Machineフル・ラックおよびハーフ・ラックのみ)

	
192.168.1.221

	
なし

	
なし


	
イーサネット・スイッチ

	
192.168.1.220

	
なし

	
なし


	
PDU-A

	
192.168.1.212

	
なし

	
なし


	
PDU-B

	
192.168.1.213

	
なし

	
なし







次の表に、Oracle Exadata Storage拡張ラックX3-2、およびSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ラックのデフォルトIPアドレスを示します。


表2-11 Oracle Exadata Storage拡張ラックX3-2、およびSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ラックのデフォルトIPアドレス

	コンポーネント	NET0 IPアドレス	ILOM IPアドレス	InfiniBand結合IPアドレス
	
Exadata Storage Server 18

	
192.168.1.68

	
192.168.1.168

	
192.168.10.68


	
Exadata Storage Server 17

	
192.168.1.67

	
192.168.1.167

	
192.168.10.67


	
Exadata Storage Server 16

	
192.168.1.66

	
192.168.1.166

	
192.168.10.66


	
Exadata Storage Server 15

	
192.168.1.65

	
192.168.1.165

	
192.168.10.65


	
Exadata Storage Server 14

	
192.168.1.64

	
192.168.1.164

	
192.168.10.64


	
Exadata Storage Server 13

	
192.168.1.63

	
192.168.1.163

	
192.168.10.63


	
Exadata Storage Server 12

	
192.168.1.62

	
192.168.1.162

	
192.168.10.62


	
Exadata Storage Server 11

	
192.168.1.61

	
192.168.1.161

	
192.168.10.61


	
Exadata Storage Server 10

	
192.168.1.60

	
192.168.1.160

	
192.168.10.60


	
Exadata Storage Server 9

	
192.168.1.59

	
192.168.1.159

	
192.168.10.59


	
Exadata Storage Server 8

	
192.168.1.58

	
192.168.1.158

	
192.168.10.58


	
Exadata Storage Server 7

	
192.168.1.57

	
192.168.1.157

	
192.168.10.57


	
Exadata Storage Server 6

	
192.168.1.56

	
192.168.1.156

	
192.168.10.56


	
Exadata Storage Server 5

	
192.168.1.55

	
192.168.1.155

	
192.168.10.55


	
Exadata Storage Server 4

	
192.168.1.54

	
192.168.1.154

	
192.168.10.54


	
Exadata Storage Server 3

	
192.168.1.53

	
192.168.1.153

	
192.168.10.53


	
Exadata Storage Server 2

	
192.168.1.52

	
192.168.1.152

	
192.168.10.52


	
Exadata Storage Server 1

	
192.168.1.51

	
192.168.1.151

	
192.168.10.51


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ3

	
192.168.1.223

	
なし

	
なし


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ2

	
192.168.1.222

	
なし

	
なし


	
Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチ1

	
192.168.1.221

	
なし

	
なし


	
イーサネット・スイッチ

	
192.168.1.220

	
なし

	
なし


	
PDU-A

	
192.168.1.212

	
なし

	
なし


	
PDU-B

	
192.168.1.213

	
なし

	
なし












2.6 ファイアウォール使用時のポート割当て


次の表に、Oracle Exadata Database Machineのサービスで使用されるポートを示します。ネットワーク通信でファイアウォールを経由してアクセスする必要がある場合は、リストを確認して必要なポートをオープンします。クライアント・ネットワークにあるポート1521以外のすべてのポートは管理ネットワークにあります。


表2-12 ファイアウォールのオープン・ポート

	ソース	ターゲット	プロトコル	ポート	ネットワーク	アプリケーション
	
任意

	
データベース・サーバー、ストレージ・セル、およびデータベース・サーバー、Exadata Storage Server、InfiniBandスイッチのILOM

	
TCP経由のSSH

	
22

	
管理

	
SSH


	
任意

	
KVM

	
TCP経由のSSH

	
22

	
管理

	
MPUIQ-SRLモジュールへのシリアル・セッション用SSH


	
Exadata Storage Server

	
SMTP電子メール・サーバー

	
SMTP

	
25

	
管理

	
SMTP(Simple Mail Transfer Protocol)


	
任意

	
データベース・サーバー、Exadata Storage ServerおよびInfiniBandスイッチのILOM

	
HTTP

	
80

	
管理

	
Web (ユーザー構成可能)


	
任意

	
PDU

	
HTTP

	
80

	
管理

	
ブラウザ・インタフェース


	
任意

	
KVM

	
HTTP

	
80

	
管理

	
JavaアプレットのAvocentビデオ・ビューアのダウンロード


	
任意

	
rpcbind

	
TCP

	
111

	
管理

	
rpcbind


	
データベース管理

	
NTPサーバー

	
UDP経由のNTP

	
123

	
クライアント

	
送信ネットワーク・タイム・プロトコル(NTP)


	
データベース・サーバー、Exadata Storage Server、ILOM、InfiniBandスイッチおよびCiscoスイッチ

	
NTPサーバー

	
UDP経由のNTP

	
123

	
管理

	
送信NTP


	
任意

	
データベース・サーバー、Exadata Storage ServerおよびInfiniBandスイッチのILOM

	
UDP経由のSNMP

	
161

	
管理

	
SNMP (Simple Network Management Protocol)(ユーザー構成可能)


	
任意

	
PDU

	
UDP経由のSNMP

	
161

	
管理

	
SNMP (ユーザー構成可能)


	
任意

	
KVM

	
UDP経由のSNMP

	
161

	
管理

	
SNMP (ユーザー構成可能)


	
Exadata Storage Server

	
SNMPサブスクライバ(Oracle Enterprise Manager Grid ControlまたはSNMP Manager)

	
SNMP

	
162

	
管理

	
SNMPバージョン1(SNMPv1)送信トラップ(ユーザー構成可能)


	
データベース・サーバー、Exadata Storage Server、およびデータベース・サーバー、Exadata Storage Server、InfiniBandスイッチのILOM

	
ASRマネージャ

	
SNMP

	
162

	
管理

	
ASRマネージャに送信したテレメトリ・メッセージ


	
データベース・サーバー、Exadata Storage ServerおよびInfiniBandスイッチのILOM

	
任意

	
UDP経由のIPMI

	
162

	
管理

	
送信IPMI(Intelligent Platform Management Interface)プラットフォーム・イベント・トラップ(PET)


	
PDU

	
SNMPトラップの受信者

	
UDP経由のSNMP

	
162

	
管理

	
送信SNMPv2トラップ


	
KVM

	
SNMPトラップの受信者

	
UDP経由のSNMP

	
162

	
管理

	
送信SNMPv2トラップ


	
ASRマネージャ

	
ASRバックエンド

	
HTTPS

	
443

	
管理

	
ASRバックエンドに送信した遠隔測定情報メッセージ


	
任意

	
データベース・サーバー、Exadata Storage ServerおよびInfiniBandスイッチのILOM

	
HTTPS

	
443

	
管理

	
Web (ユーザー構成可能)


	
任意

	
PDU

	
HTTPS

	
443

	
管理

	
ブラウザ・インタフェース


	
任意

	
KVM

	
HTTPS

	
443

	
管理

	
MergePoint UtilityスイッチおよびKVMセッション用ブラウザ・インタフェース


	
Exadata Storage Server

	
SMTPSクライアント

	
SMTPS

	
465

	
管理

	
Simple Mail Transfer Protocol, Secure (構成されている場合)


	
データベース・サーバー、Exadata Storage Server、およびデータベース・サーバー、Exadata Storage Server、InfiniBandスイッチのILOM

	
Syslogサーバー

	
UDP経由のSyslog

	
514

	
管理

	
送信Syslog


	
PDU

	
Syslogサーバー

	
UDP経由のSyslog

	
514

	
管理

	
送信Syslog


	
KVM

	
Syslogサーバー

	
UDP経由のSyslog

	
514

	
管理

	
送信Syslog


	
任意

	
データベース・サーバー、Exadata Storage ServerおよびInfiniBandスイッチのILOM

	
UDP経由のIPMI

	
623

	
管理

	
IPMI


	
任意

	
plathwsvcd

	
TCP

	
723

	
管理

	
	
任意

	
evnd

	
TCP

	
791

	
管理

	
	
任意

	
partitiond

	
TCP

	
867

	
管理

	
	
任意

	
データベース・サーバー

	
TCP

	
1521

	
クライアント

	
データベース・リスナー


	
任意

	
KVM

	
TCP

	
2068

	
管理

	
キーボードおよびマウス送信、またはビデオ送信のためのKVMセッション・データ


	
任意

	
tgtd

	
TCP

	
3260

	
管理

	
SCSIターゲット・デーモン


	
任意

		
TCP

	
3872

	
管理

	
Java EMエージェント


	
任意

	
Cisco Smart Install

	
TCP

	
4786

	
管理

	
Cisco Smart Install


	
任意

	
データベース・サーバーおよびExadata Storage ServerのILOM

	
TCP

	
5120

	
管理

	
ILOMリモート・コンソール: CD


	
任意

	
データベース・サーバーおよびExadata Storage ServerのILOM

	
TCP

	
5121

	
管理

	
ILOMリモート・コンソール: キーボードおよびマウス


	
任意

	
データベース・サーバーおよびExadata Storage ServerのILOM

	
TCP

	
5123

	
管理

	
ILOMリモート・コンソール: ディスケット


	
任意

	
データベース・サーバーおよびExadata Storage ServerのILOM

	
TCP

	
5555

	
管理

	
ILOMリモート・コンソール: 暗号化


	
任意

	
データベース・サーバーおよびExadata Storage ServerのILOM

	
TCP

	
5556

	
管理

	
ILOMリモート・コンソール: 認証


	
任意

	
Oracle Notification Service

	
TCP

	
6200

	
管理

	
Oracle Notification Service


	
ASRマネージャ

	
データベース・サーバーおよびExadata Storage ServerのILOM

	
HTTP

	
6481

	
管理

	
アセット・アクティブ化用サービス・タグ・リスナー


	
任意

	
データベース・サーバーおよびExadata Storage ServerのILOM

	
TCP

	
6481

	
管理

	
ILOMリモート・コンソール: Servicetagデーモン


	
任意

	
データベース・サーバーおよびExadata Storage ServerのILOM

	
TCP

	
7578

	
管理

	
ILOMリモート・コンソール: ビデオ


	
任意

	
データベース・サーバーおよびExadata Storage ServerのILOM

	
TCP

	
7579

	
管理

	
ILOMリモート・コンソール: シリアル


	
任意

	
データベース・サーバーおよびExadata Storage Server

	
TCP

	
7777

	
両方

	
Oracle Enterprise Manager Grid Control HTTPコンソール・ポート


	
任意

	
データベース・サーバーおよびExadata Storage Server

	
TCP

	
7799

	
両方

	
Oracle Enterprise Manager Grid Control HTTPSコンソール・ポート


	
任意

	
Oracle WebLogic

	
TCP

	
7878

8888

	
管理

	
Java WebLogic


	
任意

	
rpc.statd

	
TCP

	
21408

40801

41460

47431

	
管理

	
rpc.statd


	
任意

	
gpnpd.bin

	
TCP

	
19193 (IPv6)

25194

	
管理

	
gpnpd.bin


	
任意

	
Javaエージェント(yuehou)

	
TCP

	
26222 (IPv6)

	
管理

	
Javaエージェント(yuehou)


	
任意

	
Javaエージェント(sveerana)

	
TCP

	
42034 (IPv6)

	
管理

	
Javaエージェント(sveerana)


	
任意

	
Java EMエージェント

	
TCP

	
47632

	
管理

	






関連項目:

『Oracle Real Application Clustersインストレーション・ガイドfor Linux and UNIX』の付録E「Oracle Databaseのポート番号の管理」













3 Oracle Exadata Deployment Assistantの使用


Oracle Exadata Deployment Assistantは、Oracle Exadataラックの構成ファイルを作成します。ファイルを使用して、インストール・プロセスを自動化します。ユーティリティはMy Oracle Supportから入手できます。詳細は、My Oracle Supportノート888828.1を参照してください。


注意:

読みやすさを考慮して、Oracle Exadata Database MachineとOracle Exadata Storage拡張ラックの両方に言及する場合、「Oracle Exadataラック」という名前を使用します。







関連項目

	Exadata Database MachineおよびExadata Storage Serverのサポートされているバージョン(My Oracle Support Doc ID 888828.1)








3.1 Oracle Exadata Deployment Assistantの概要


デプロイメント・アシスタントを使用して、Oracle Exadataラックの構成ファイルを作成します。デプロイメント・アシスタントは、Oracle Exadata Database Machine、Zero Data Loss Recovery ApplianceおよびOracle SuperClusterに対して使用されます。

Oracle Exadataラックが到着する前に、次の手順を実行します。

	
ネットワーク管理者およびデータベース管理者と連携して、現在のIPアドレスの使用状況やネットワーク構成など、現在のネットワーク設定を評価します。


	
ネットワーク構成やバックアップ方法などのOracle Exadataラックの設定を定義します。


	
デプロイメント・アシスタントを実行し、システムのタイプを選択します。選択肢は、Oracle Exadata Database Machine、Zero Data Loss Recovery ApplianceおよびOracle SuperClusterです。


注意:

特に指示がなければ、デプロイメント・アシスタントのすべてのフィールドが必要です。




	
構成ファイルを生成します。




Oracle Exadata Deployment Assistantには、2つの主なフェーズがあります:

フェーズ1では、顧客は命名、DNS、NTPおよびネットワークの詳細を提供します。この情報は、Oracle Exadata Deployment Assistantユーザー・インタフェースを使用して収集されます。構成ファイルが生成されます。

フェーズ2では、構成ファイルはデータベース・ノードにプッシュされ、検証およびインストールが完了します。

アクセシビリティの注意: WindowsでOracle Exadata Deployment Assistantを補助テクノロジで使用している場合(アクセシビリティ向け)、Java Access Bridgeを有効にする必要があります。





3.1.1 Oracle Exadata Deployment Assistantを使用する場合の考慮事項


Oracle Exadata Deployment Assistant (OEDA)を使用する場合は、この情報を確認します。

Oracle Exadata Deployment Assistantを使用する場合は、次の点に注意してください。

	
Oracle Exadataラックは、Oracle Linuxオペレーティング・システムがデータベース・サーバーにインストールされ、Oracle Linuxがデフォルトに設定された状態で出荷されます。


	
ラック名を使用して、すべてのシステムのネットワーク・インタフェースのホスト名を生成します。たとえば、dm01の値はデータベース・サーバーのホスト名dm01db01、dm01db02、dm01db03などとなり、Exadata Storage Serverのホスト名dm01cel01、dm01cel02、dm01cel03などとなります。

複数ラック構成の場合、各Oracle Exadataラック名をマシンを識別する一意な名前にする必要があります。1台目のOracle Exadataラックにdm01、2台目にdm02、3台目にdm03といったように名前を付けることをお薦めします。Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチを追加しないで、最大18台のOracle Exadataラックを接続できます。


	
バックアップ方法の情報は、インストール時に作成されたOracle Automatic Storage Management (Oracle ASM)ディスク・グループのサイズを取得するために使用されます。使用可能なディスク領域の量は、バックアップ方法によって異なります。バックアップ方法は次のとおりです。

	
Oracle Exadataラックへの内部的バックアップとは、データベースのバックアップが高速リカバリ領域(FRA)のディスク上にのみ作成されることを示します。FRAには、データベース・バックアップの他に、アーカイブREDOログやフラッシュバック・ログ・ファイルなどのオブジェクトが格納されます。DATAディスク・グループとRECOディスク・グループ(FRA)の間のディスク領域の区分は、それぞれ40%と60%となります。


	
Oracle Exadataラックへの外部的バックアップとは、データベースのバックアップが既存のExadata Storage Server上ではなく、現在デプロイされているOracle Exadata Database Machineの外部にあるディスクまたはテープ・メディア上に作成されることを示します。Oracle Exadata Database Machineの外部にあるディスク・ストレージ(追加の専用Exadata Storage Server、NFSサーバー、仮想テープ・ライブラリ、テープ・ライブラリなど)にバックアップを実行する場合は、Oracle Exadata Deployment Assistantの使用時に、RECOディスク・グループに追加の領域を予約しないでください。

このオプションを選択すると、Oracle Exadataラックの内部にあるFRAに、アーカイブREDOログ・ファイルやフラッシュバック・ログ・ファイルなどのオブジェクトが含まれます。DATAディスク・グループとRECOディスク・グループ(FRA)の間のディスク領域の区分は、それぞれ80%と20%となります。





	
オラクル社では、ミッション・クリティカルなアプリケーションには、高冗長性のディスク・グループの使用をお薦めします。バックアップ・ファイルの場所は、バックアップ方法によって異なります。DATAディスク・グループの領域をさらに予約するには、外部バックアップを選択します。これは、RECOディスク・グループが高冗長性の場合に特に重要です。次の表に、バックアップ・オプションおよび設定を示します。


表3-1 保護レベルおよびバックアップ方法

	説明	DATAグループに含まれるもの	RECOグループに含まれるもの	DATAディスク・グループのOracle ASM冗長性レベル	RECOディスク・グループのOracle ASM冗長性レベル
	
ALLを高冗長性にする

	
データファイル

一時ファイル

オンラインREDOログ

制御ファイル

	
アーカイブ・ログ

フラッシュバック・ログ・ファイル

	
高

	
高


	
DATAを高冗長性にする

	
データファイル

オンラインREDOログ

制御ファイル

	
アーカイブ・ログ

一時ファイル

フラッシュバック・ログ・ファイル

	
高

	
標準


	
LOGおよびRECOを高冗長性にする

	
データファイル

一時ファイル

	
オンラインREDOログ

制御ファイル

アーカイブ・ログ

フラッシュバック・ログ・ファイル

	
標準

	
高


	
標準冗長性

	
データファイル

一時ファイル

オンラインREDOログ

制御ファイル

	
オンラインREDOログ

アーカイブ・ログ

フラッシュバック・ログ・ファイル

	
標準

	
標準







	
Oracle Exadata Database Machineの設置には、有効なタイムゾーン名が必要です。Oracle Exadata Database MachineおよびOracle Linuxに用意されているタイムゾーン・データは、zoneinfoデータベースから取得されます。有効なタイムゾーン名は、地域/場所の形式で構成されるTZ環境変数の値として適しています。たとえば、America/New_Yorkは有効なエントリです。無効なエントリはEST、EDT、UTC-5およびUTC-4です。








関連項目

	ianaタイム・ゾーン・データベース
	Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド









3.1.2 デフォルト以外のルート・パスワードがあるシステムでのOracle Exadata Deployment Assistantの使用


2016年11月のリリースから、Oracle Exadata Deployment Assistantではデフォルト以外のルート・パスワードがすでにあるExadata環境でのデプロイメントがサポートされます。ルート・パスワードをデフォルトに戻さなくても、デプロイメントを実行できます。以前のリリースでは、OEDAにはExadata環境のすべてのサーバーのルート・パスワードがデフォルトである必要がありました。

新しい非デフォルト・パスワード機能では、ラック内の各ノードのルート・パスワードが同じでも、異なっていても、デフォルト以外でもかまいません。デフォルト以外のパスワードがすでに設定されている場合は、OEDAの起動時に既存のコマンドライン・オプションに-pオプションを追加します。例:


./install.sh -cf <config.xml> -s 1 -p


-pオプションを指定すると、OEDAによりルート・パスワードの入力を求められます。誤ったパスワードを入力すると、デフォルトで5分間ルート・ログインができなくなり、ログイン試行を5回失敗した後、サーバーがロックされるため、正しいパスワードを入力してください。

データベースおよびストレージ・サーバーのルート・パスワードを変更する場合は、OEDAに含まれているchangePassword.shユーティリティを使用します。このユーティリティは、install.shと同じディレクトリにあります。

次の例では、ルート・パスワードが変更されます。


./changePassword.sh -cf <config.xml> -userName root


ユーティリティでは現在のルート・パスワードが要求され、ラック内のすべてのユーザーのパスワードを変更できます。このオプションは、ストレージ・サーバーがロックされていないことを前提としています。









3.2 Oracle Exadata Deployment Assistantの使用


既存のデプロイメントに追加する場合は、初期構成にデプロイメント・アシスタントを使用します。新しいラックやコンポーネントを追加する場合は、既存の構成をインポートできます。

デプロイメント・アシスタントを実行する前に、次を使用できるようにしておきます。

	
IPアドレス


	
マシン名


	
DNS情報


	
ラックのNTP情報




Oracle Exadata Deployment Assistantの各ページでは、次のボタンを使用できます。

	
ヘルプ: 状況依存ヘルプを表示します。


	
インポート: 既存の構成ファイルをインポートします。ファイル形式はXMLです。


	
戻る: 前のページを表示します。


	
次へ: 次のページを表示します。


	
取消: 構成プロセスを取り消します。




次の手順では、デプロイメント・アシスタントの使用方法について説明します。


注意:

ページの各フィールドについては、この章の他の項で説明します。



	
Oracle Exadata Deployment Assistantの実行に使用するマシンにOracle JRE 1.6以上があることを確認します。

アクセシビリティの注意: スクリーン・リーダーおよび拡大鏡のユーザー向け: アクセシビリティ・テストは、Windowsプラットフォームでのみ実行されます。JAWSおよびZoomTextなどの補助テクノロジが正常に機能するために、Java Access Bridgeでは、1.7.0_80のJREバージョンが必須です。JRE 1.7.0_80は、2015年11月リリースのWindows用Oracle Exadata Deployment Assistantに同梱されています。


	
Oracle Exadata Deployment Assistantを実行するマシンに、オペレーティング・システム固有のディレクトリをコピーします。使用できるディレクトリは、次のとおりです。


linux-x64
macos-x64
solaris-sparcv9
solaris-x64
windows-i586



注意:

	
デプロイメント・アシスタントは、最新のBundle Patchのディレクトリで使用できます。


	
オペレーティング・システム固有のディレクトリは、デプロイメント・アシスタントを実行するマシンのオペレーティング・システムと一致する必要があります。







	
次のいずれかのコマンドを使用して、デプロイメント・アシスタントを起動します。

	
Linux、AppleまたはUNIXの場合:


./config.sh


	
Microsoft Windowsの場合:


./config.cmd




Oracle Exadata Deployment Assistantウィンドウが表示されます。


	
「次へ」をクリックします。


	
「顧客の詳細」ページで、顧客の詳細を入力し、次へをクリックします。


	
ハードウェア選択ページで、デプロイ用のハードウェアを入力し、次へをクリックします。


	
顧客情報を顧客ネットワークの定義ページで入力し、「次へ」をクリックします。


	
管理ネットワークページで、管理ネットワーク情報を入力し、次へをクリックします。


注意:

管理ネットワークのデフォルト名を変更するには、「変更」をクリックします。フィールドを変更したら、「保存」をクリックして変更内容を保存します。




	
クライアント・イーサネット・ネットワークページで、クライアント・ネットワーク情報を入力し、次へをクリックします。


注意:

クライアント・ネットワークのデフォルト名を変更するには、「変更」をクリックします。フィールドを変更したら、「保存」をクリックして変更内容を保存します。




	
「インフィニバンド・ネットワーク」ページで、InfiniBand情報を入力し、次へをクリックします。


注意:

InfiniBandネットワークのデフォルト名を変更するには、「変更」をクリックします。フィールドを変更したら、「保存」をクリックして変更内容を保存します。




	
(オプション)バックアップ・ネットワーク・ページでバックアップ情報を入力し、「次へ」をクリックします。


注意:

バックアップ・ネットワークのデフォルト名を変更するには、「変更」をクリックします。フィールドを変更したら、「保存」をクリックして変更内容を保存します。




	
計算ノード・ベースOSの識別の構成ページでオペレーティング・システム情報を入力し、「次へ」をクリックします。


	
管理ネットワークとプライベート・ネットワークの情報を確認および編集し、「次へ」をクリックします。


	
各クラスタのクラスタの定義ページでクラスタを定義し、「次へ」をクリックします。


	
各クラスタのクラスタ情報を確認および編集し、「次へ」をクリックします。


	
(オプション)セル・アラートページで、電子メール・アラート情報を入力し、次へをクリックします。


	
(オプション)「Oracle Configuration Manager」ページで、Oracle Configuration Manager情報を入力し、次へをクリックします。


	
(オプション)自動サービス・リクエスト (ASR)ページで、自動サービス・リクエスト情報を入力し、次へをクリックします。


	
(オプション)Grid Controlエージェントページで、Oracle Enterprise Manager Grid Control情報を入力し、次へをクリックします。


	
(オプション)デプロイに関する追加情報をテキスト・フィールドに入力します。フィールドに入力した情報は、InstallationTemplate.htmlファイルの下部に表示されます。


	
「次へ」をクリックして、構成ファイルを作成します。


	
ファイル名を入力し、「OK」をクリックしてファイルを作成するか、ファイルを作成しない場合は「取消」をクリックします。


	
構成ファイルをOracle Exadataラックの最初のデータベース・サーバー上の/u01ディレクトリ内にあるディレクトリ(/u01/oedaディレクトリなど)にコピーします。

ファイルは、Linux、AppleおよびUNIXシステムの/tmp/OneCommandディレクトリ、およびMicrosoft Windowsシステムのドライブ:\OneCommandディレクトリにあります。ドライブは、Microsoft Windowsシステムでデプロイメント・アシスタントが実行された場所に応じて変わります。





関連項目:

『Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド』のWindowsでのOracle Exadata Deployment Assistantの実行に関する項









3.3 「顧客の詳細」ページ


このページで顧客情報を定義します。表3-2に、顧客の詳細フィールドを示します。


注意:

このページで指定されるドメインは、すべてのネットワークのドメインとして使用されます。クライアント・ネットワークおよびバックアップ・ネットワークで別のドメインを使用する場合は、このページで管理ネットワークを指定します。クライアント・ネットワークおよびバックアップ・ネットワークは、SCANネットワーク、クライアント・ネットワーク、VIPネットワークおよびバックアップ・ネットワーク(オプション)の確認と編集ページで変更できます。




表3-2 「顧客の詳細」ページ

	顧客の詳細フィールド	説明
	
顧客名

	
顧客を識別します。

注意:

名前には、英数字を含めることができます(空白を含む)。

このフィールドは空にできません。


	
アプリケーション

	
ラックで使用するアプリケーションを識別します。


	
ネットワーク・ドメイン名

	
ネットワーク・ドメインを識別します。

注意:

名前には小文字を使用します。


	
名前の接頭辞

	
ネットワーク・インタフェースの接頭辞を定義します。

注意:

接頭辞には、任意の英数字を含めることができます。

接頭辞に空白を含めることはできません。

最大長は20文字です。

このフィールドは空にできません。

デフォルトはdm01です。

例:

dm01の値を使用すると、データベース・サーバーのホスト名はdm01db01になり、ストレージ・サーバーのホスト名はdm01cel01になります。


	
リージョン

	
ラックのリージョンを設定します。

注意:

リストからリージョンを選択します。


	
タイムゾーン

	
ラックがインストールされるタイムゾーンを設定します。

注意:

タイムゾーンは、選択したリージョンに基づいて表示されます。












3.4 ハードウェア選択の構成ページ


左側のリストからハードウェアを選択します。右側のリストには、各自の環境のハードウェアが含まれます。







3.5 ラック詳細の構成ページ


ラック構成の一部としてスパイン・スイッチを含めたい場合、チェック・ボックスを選択します。スパイン・スイッチを備えている各ラックに対して行います。







3.6 顧客ネットワーク構成ページ


表3-3に、顧客ネットワークに必要なIPアドレスの数を示します。


表3-3 顧客ネットワーク構成ページ

	顧客の詳細フィールド	説明
	
結合/非結合

	
ネットワーク・ボンディングのタイプを識別します。

注意:

管理ネットワークおよびInfiniBandネットワークは非結合ネットワークです。


	
サブネット・マスク

	
サブネット・マスクに対応したIPアドレスを設定します。


	
ゲートウェイ

	
ゲートウェイのIPアドレスを設定します。


	
ネットワーク・フォーマット

	
ケーブル・タイプに応じて、イーサネット・カードを選択します。

オプション:

1/10GbE Base-T: 銅線ケーブルを使用する場合。

10GbE Optical: 光ファイバ・ケーブルを使用する場合

注意:

管理ネットワークは、1/10GbE Base-Tイーサネット・ケーブルを使用します。

プライベート・ネットワークのネットワークは、InfiniBandです。


	
使用可能なネットワーク

	
バックアップ、レプリケーションまたはデータ・リカバリ用のサブネットを追加できます。

注意:

このサブネットはオプションです。


	
VLAN ID

	
このフィールドは、「拡張オプション」ボタンをクリックした場合にのみ、表示されます。

管理ネットワークでは、「VLAN ID」は1から4079の間の数値です。このフィールドが空の場合、VLANは有効ではありません。

クライアント・ネットワークでは、「VLAN ID」は1から4095の間の数値です。また、「結合」オプションを選択して、VLANを有効にする必要があります。「VLAN ID」フィールドが空の場合、VLANは有効ではありません。

バックアップ・ネットワークでは、「VLAN ID」は1から4095の間の数値です。「VLAN ID」フィールドが空の場合、VLANは有効ではありません。バックアップ・ネットワークでVLANを使用する場合、クライアント・ネットワークでVLANを使用するように構成する必要があります。また、バックアップ・ネットワークに「結合」オプションを選択して、VLANを有効にする必要があります。

バックアップ・ネットワークがクライアント・ネットワークと同一のケーブルを共有する場合、次を確認する必要があります:

	
「クライアント・ネットワーク・ポートの共有」ボックスが選択されている


	
「ネットワーク形式」が、クライアント・ネットワークとバックアップ・ネットワークで同一である。




すべてのネットワークで、顧客はスイッチのVLANを構成する責任を負うことに注意してください。


	
拡張オプション

	
このボタンをクリックし、VLANオプションを表示します。








注意:

各IPアドレス・プールは、連続したIPアドレスで構成するようにしてください。連続したIPアドレスを使用できない場合は、Oracle Exadata Deployment Assistantプロセスの最後でIPアドレスを変更します。









3.7 管理ネットワーク構成ページ


各データベース・サーバーおよびExadata Storage Serverには、管理用のネットワーク・インタフェースが2つあります。一方のネットワークは、イーサネット・インタフェースを介したオペレーティング・システムへの管理アクセスを提供し、他方のネットワークは、Integrated Lights Out Manager(ILOM)イーサネット・インタフェースを介したILOMへのアクセスを提供します。

次の表に、管理ネットワークに関するフィールドを示します。「顧客の詳細」ページに入力した接頭辞に基づいて、サンプルのホスト名の形式が示されています。名前の形式を変更するには、「変更」をクリックします。


表3-4 管理ネットワークページ

	管理ネットワーク・フィールド	説明
	
プールの開始IPアドレス

	
サーバーおよびスイッチの管理ネットワーク・ポートの開始IPアドレスを割り当てます。

注意: これらのアドレスは、データベース・サーバーおよびストレージ・サーバーのILOMポートにも割り当てられます。

プールは、連続したIPアドレスで構成するようにしてください。連続したIPアドレスを使用できない場合は、構成プロセス中に、指定したIPアドレスを変更できます。


	
プール・サイズ

	
ハードウェア選択で定義されます。


	
プールの終了IPアドレス

	
開始IPアドレスおよびプール・サイズで定義されます。


	
データベース・サーバーのデフォルトのゲートウェイにする

	
ゲートウェイのIPアドレスがデータベース・サーバーのデフォルト・ゲートウェイであることを指定します。

注意: このオプションは、通常はデータベース・サーバーでは選択されません。


	
計算ノードのホスト名を定義する

	
アダプタ名でデータベース・サーバーのホスト名を定義する場合は、このオプションを選択します。

注意: このオプションは、通常はデータベース・サーバーでは選択されます。










関連項目

	「ネットワーク要件の概要」








3.7.1 デフォルトの管理ネットワーク・ホスト名の変更


デフォルトの管理ネットワーク・ホスト名は、通常、企業の命名基準または既存のシステムとの互換性に合せて変更されます。表3-5に、管理ネットワークのフォーマット・マスクのフィールドを示します。


注意:

	
サーバーおよびサーバーILOMには同じ開始IDを使用することをお薦めします。


	
すべてのフィールドに入力する必要があります。


	
名前のパーセント記号(%)は、開始IPのフィールドに入力した数値に置き換えられます。







表3-5「管理ネットワーク・フォーマット・マスク」ページ

	管理ネットワーク・フォーマット・マスクフィールド	説明
	
計算ノード名

	
このラックの最初のデータベース・サーバーの管理名を設定します。

注意:

名前には英数字が含まれます。


	
計算ノード開始ID

	
このラックの最初のデータベース・サーバーの開始数値IDを定義します。


	
計算ILOM名

	
このラックの最初のデータベース・サーバーILOMの管理名を設定します。

注意:

名前には英数字が含まれます。


	
計算ILOM開始ID

	
このラックの最初のデータベース・サーバーILOMの開始数値IDを定義します。

注意:


	
セル・ノード名

	
このラックの最初のExadata Storage Serverの管理名を設定します。

注意:

名前には英数字が含まれます。


	
セル・ノード開始ID

	
このラックの最初のExadata Storage Serverの開始数値IDを定義します。

注意:


	
セル・ノードILOM

	
このラックの最初のExadata Storage Server ILOMの管理名を設定します。

注意:

名前には英数字が含まれます。


	
セルILOM開始ID

	
このラックの最初のExadata Storage Server ILOMの開始数値IDを定義します。

注意:


	
Ciscoスイッチ

	
このラックのCiscoスイッチの管理名を設定します。

注意:

名前には英数字が含まれます。


	
KVMスイッチ

	
このラックのKVMスイッチの管理名を設定します。

注意:

名前には英数字が含まれます。


	
PDU-A

	
このラックのPDU-A(配電ユニットA)の管理名を設定します。

注意:

名前には英数字が含まれます。


	
PDU-B

	
このラックのPDU-Bの管理名を設定します。

注意:

名前には英数字が含まれます。


	
インフィニバンド・スパイン

	
このラックのInfiniBandスパイン・スイッチの管理名を設定します。

注意:

名前には英数字が含まれます。


	
インフィニバンド・リーフ

	
このラックの最初のInfiniBandリーフ・スイッチの管理名を設定します。

注意:

名前には英数字が含まれます。


	
インフィニバンド・リーフ

	
このラックの2番目のInfiniBandリーフ・スイッチの管理名を設定します。

注意:

名前には英数字が含まれます。














3.8 クライアント・イーサネット構成ページ


アプリケーションは、Single Client Access Name(SCAN)およびOracle RAC仮想IP(VIP)アドレスを使用して、クライアント・イーサネット・ネットワークを介してデータベースにアクセスします。

VLANタグ付けを使用する場合は、初回のデプロイメント後にお客様が有効にする必要があります。詳細は、My Oracle Supportノートを参照してください。

次の表に、クライアント・ネットワークに関するフィールドを示します。サンプルのデータベース・クライアント名の形式は、「顧客の詳細」ページに入力した接頭辞に基づいています。名前の形式を変更するには、「変更」をクリックします。


表3-6 クライアント・イーサネットページ

	クライアント・イーサネット・フィールド	説明
	
プールの開始IPアドレス

	
サーバーおよびスイッチのクライアント・ネットワーク・ポートの開始IPアドレスを割り当てます。

注意: これらのアドレスは、データベース・サーバーおよびストレージ・サーバーのILOMポートにも割り当てられます。

プールは、連続したIPアドレスで構成するようにしてください。連続したIPアドレスを使用できない場合は、構成プロセス中に、指定したIPアドレスを変更できます。


	
プール・サイズ

	
ハードウェア選択で定義されます。


	
プールの終了IPアドレス

	
開始IPアドレスおよびプール・サイズで定義されます。


	
データベース・サーバーのデフォルトのゲートウェイにする

	
ゲートウェイのIPアドレスがデータベース・サーバーのデフォルト・ゲートウェイであることを指定します。

注意: このオプションは、通常はデータベース・サーバーでは選択されます。


	
計算ノードのホスト名を定義する

	
アダプタ名でデータベース・サーバーのホスト名を定義することを指定します。

注意: このオプションは、通常はデータベース・サーバーでは選択されません。










関連項目

	「ネットワーク要件の概要」
	クライアント・ネットワークでExadata Database Machine内の802.1Q VLANタグ付けを有効化する(My Oracle Support Doc ID 1423676.1)
	タグ付けされたVLANインタフェースのExadata上のOracle VM環境への実装(My Oracle Support Doc ID 2018550.1)








3.8.1 デフォルトのクライアント・イーサネット・ネットワーク名の変更


デフォルトのクライアント・ネットワーク名は、通常、企業の命名基準または既存のシステムとの互換性に合せて変更されます。次の表に、クライアント・ネットワーク・フォーマット・マスクに関するフィールドを示します。


注意:

	
すべてのフィールドに入力する必要があります。


	
名前のパーセント記号(%)は、開始IPのフィールドに入力した数値に置き換えられます。







表3-7 クライアント・ネットワーク・フォーマット・マスクページ

	クライアント・ネットワーク・フォーマット・マスクフィールド	説明
	
クライアント・アクセス名

	
このラックのクライアント・アクセス名を割り当てます。

注意: 名前には英数字が含まれます。


	
クライアント・アクセス開始ID

	
このラックのクライアント・アクセス名の開始数値IDを割り当てます。


	
VIP名

	
このラックのVIP名を割り当てます。

注意: 名前には英数字が含まれます。


	
VIP開始ID

	
このラックのVIP名の開始数値IDを設定します。


	
SCAN詳細

	
このラックのSCAN名を割り当てます。

注意: 名前には英数字が含まれます。














3.9 「インフィニバンド・ネットワーク構成」ページ


InfiniBandネットワークは、データベース・サーバーとストレージ・サーバー間のプライベート・ネットワークです。次の表に、InfiniBandネットワークに関するフィールドを示します。


注意:

サンプルの名前の形式は、「顧客の詳細」ページに入力した接頭辞に基づいています。名前の形式を変更するには、「変更」をクリックします。




表3-8 「インフィニバンド・ネットワーク」ページ

	インフィニバンド・ネットワーク・フィールド	説明
	
プールの開始IPアドレス

	
プライベート・ネットワーク・ポートの開始IPアドレスを割り当てます。

注意: プールは連続したIPアドレスで構成するようにしてください。連続したIPアドレスを使用できない場合は、構成プロセス中に、指定したIPアドレスを変更できます。


	
プール・サイズ

	
ハードウェア選択で定義されます。


	
プールの終了IPアドレス

	
開始IPアドレスおよびプール・サイズで定義されます。










関連項目

	「ネットワーク要件の概要」








3.9.1 デフォルトのInfiniBandネットワーク名の変更


次の表に、InfiniBandネットワーク・フォーマット・マスクに関するフィールドを示します。


注意:

名前のパーセント記号(%)は、開始IPのフィールドに入力した数値に置き換えられます。




表3-9 プライベート(IB)ネットワーク・フォーマット・マスクページ

	プライベート(IB)ネットワーク・フォーマット・マスクフィールド	説明
	
計算プライベート名

	
データベース・サーバーのInfiniBandアクセス名を設定します。

注意: 名前には英数字が含まれます。

このフィールドを空にすることはできません。


	
計算プライベート開始ID

	
データベース・サーバーのInfiniBandアクセス名の開始IDを設定します。

注意: IDには数字が含まれます。

このフィールドを空にすることはできません。


	
セル・プライベート名

	
ストレージ・サーバーのInfiniBandアクセス名を設定します。

注意: 名前には英数字が含まれます。

このフィールドを空にすることはできません。


	
セル・プライベート開始ID

	
ストレージ・サーバーのInfiniBandアクセス名の開始IDを設定します。

注意: IDには数字が含まれます。

このフィールドを空にすることはできません。














3.10 バックアップ・ネットワーク構成ページ


次の表に、バックアップ・ネットワークに関するフィールドを示します。


注意:

サンプルの名前の形式は、「顧客の詳細」ページに入力した接頭辞に基づいています。名前の形式を変更するには、「変更」をクリックします。




表3-10 バックアップ/Data Guardイーサネット・ネットワークページ

	バックアップ/Data Guardイーサネット・ネットワークフィールド	説明
	
プールの開始IPアドレス

	
バックアップ・ネットワークの開始IPアドレスを割り当てます。

注意: プールは連続したIPアドレスで構成するようにしてください。連続したIPアドレスを使用できない場合は、構成プロセス中にIPアドレスを変更できます。


	
プール・サイズ

	
ハードウェア選択で定義されます。


	
プールの終了IPアドレス

	
開始IPアドレスおよびプール・サイズで定義されます。










関連項目

	追加ネットワーク








3.10.1 デフォルトのバックアップ・ネットワーク名の変更


次の表に、バックアップ・ネットワーク・フォーマット・マスクに関するフィールドを示します。


注意:

名前のパーセント記号(%)は、開始IPのフィールドに入力した数値に置き換えられます。




表3-11 バックアップ・ネットワーク・フォーマット・マスクページ

	バックアップ・ネットワーク・フォーマット・マスクフィールド	説明
	
名前

	
バックアップ・アクセス・ネットワークの名前を設定します。

注意: 名前には英数字が含まれます。

このフィールドを空にすることはできません。


	
開始ID

	
このラックのデータベース・サーバーの開始IDを設定します。

注意: IDには数字が含まれます。

このフィールドを空にすることはできません。














3.11 計算ノードOSの識別とキャパシティ・オンデマンド構成の有効化ページ


オペレーティング・システム構成は、プロセッサ・タイプに基づいています。Intelプロセッサ搭載のOracle Exadataラックは、Oracle Linuxをサポートしています。

キャパシティ・オンデマンドの有効化をクリックして、サーバーのアクティブ・コアの初期数を減らしてから、アクティブ・コア数を設定します。







3.12 管理ネットワークおよびプライベート・ネットワークの確認と編集


ラックで使用される計算ノード、ストレージ・セルおよびスイッチの管理、ILOMおよびプライベート・ネットワークのノード固有のデータのエントリを確認および更新します。

ネットワーク構成データの妥当性をチェックするには、IPの参照ボタンをクリックします。次の場合、OEDAによってフィールドが赤で強調表示されます。
	
DNS参照でIPアドレスまたはホスト名を解決できなかった


	
ユーザー入力がDNSのものと異なり、DNSに一致するようにフィールドが編集された






前の構成ページに戻って変更する場合、このページのデータの再生成、「次へ」の順にクリックします。

スクリーン・リーダー・ユーザー向けのアクセシビリティの注意: この画面の「IPのルックアップ」ボタンは、いったんアクティブ化された後、スクリーン・リーダー・ユーザーへのフィードバックを提供しません。このボタンがアクティブ化されると、ノード名がDNSルックアップを使用してチェックされ、解決されないノード名には、フィールドの名前にアスタリスク接頭辞が付きます。そのようなフィールドの前では「星」という単語が聞こえてきます。

拡大鏡のユーザー向け: 「IPのルックアップ」ボタンの上にテキストがあり、アスタリスクの付いたフィールドはDNSルックアップで解決できなかったノード名であるということを、示しています。また、そのようなフィールドは、周囲に赤いボックスが表示されます。ユーザー入力がDNSで見つかったものと異なる場合、IPの参照でもフィールドが赤で強調表示されます。







3.13 クラスタの定義


複数のクラスタをOracle Exadataラック環境に定義できます。大規模な環境では複数のクラスタがサポートされます。各クラスタには、2台以上の物理データベース・サーバーおよび3つ以上のExadataセルが必要です。

1つのクラスタを使用している場合は、「すべて」をクリックして、すべてのコンポーネントをそのクラスタに移動します。複数のクラスタを使用している場合は、クラスタの数を入力します。クラスタごとにサブタブを選択し、クラスタのコンポーネントを選択したら、「追加」をクリックします。







3.14 クラスタの詳細の定義


次の表に、クラスタに関するフィールドを示します。ほとんどのフィールドに前の構成ページに基づいて入力します。


表3-12 「クラスタ構成」ページ

	OSフィールド	説明
	
クラスタ名

	
クラスタ名を割り当てます。

注意: 名前には、英数字、ピリオド(.)およびハイフン(-)を含めることができます。名前は英数字で始まる必要があります。

このフィールドを空にすることはできません。


	
接頭辞

	
クラスタの接頭辞を割り当てます。


	
DNS

	
DNSのIPアドレスを設定します。

注意: 少なくとも1つのIPアドレスを入力する必要があります。


	
NTP

	
NTPのIPアドレスを設定します。

注意: 少なくとも1つのIPアドレスを入力する必要があります。


	
ドメイン名

	
クラスタのドメイン名を設定します。


	
リージョン

	
クラスタのリージョンを設定します。


	
タイムゾーン

	
クラスタのタイムゾーンを設定します。


	
役割区分

	
責任と権限を役割で区別できます。

注意: SYSDBA権限のかわりにSYSASM権限を使用して、記憶域層にシステム権限を指定すると、Oracle ASM管理とデータベース管理での責任を明確に区別できます。

Oracle ASMおよびデータベースを範囲とするセキュリティとともに使用する場合、役割の区別で、同じ記憶域を使用する異なるデータベースが互いのファイルを誤って上書きしないようにできます。


	
ユーザー名

	
データベース所有者のユーザー名を設定します。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合は使用できません。


	
ユーザーID

	
データベース所有者IDを割り当てます。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合は使用できません。


	
ユーザー・ベース

	
データベース・ディレクトリを設定します。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合は使用できません。


	
DBAグループ名

	
DBAグループ名を設定します。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合は使用できません。


	
DBAグループID

	
DBAグループIDを割り当てます。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合は使用できません。


	
Grid ASMホームOSユーザー

	
Oracle ASM所有者名を設定します。デフォルト値は、gridです。このユーザーはOracle Grid Infrastructureのインストール所有者です。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合に利用できます。


	
Grid ASMホームOSユーザーID

	
Oracle ASM所有者IDを割り当てます。デフォルト値は1000です。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合に利用できます。


	
Grid ASMホーム・ベース

	
Oracle Grid Infrastructureのディレクトリを設定します。デフォルト値は/u01/app/gridです。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合に利用できます。


	
ASM DBAグループ

	
Oracle ASM DBAグループの名前を設定します。デフォルト値はasmdbaです。

このグループのメンバーシップにより、Oracle ASMで管理されるファイルにアクセスできます。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合に利用できます。


	
ASM DBAグループID

	
Oracle ASM DBAグループIDを割り当てます。デフォルト値は1004です。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合に利用できます。


	
ASMホームOPERグループ

	
Oracle ASMオペレータ・グループの名前を設定します。デフォルト値はasmoperです。

このオペレーティング・システム・ユーザーのグループには、Oracle ASMインスタンスの起動と停止を含む、制限付きのOracleインスタンスの管理権限のセットがあります。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合に利用できます。


	
ASMホームOPERグループID

	
Oracle ASMオペレータ・グループIDを割り当てます。デフォルト値は1005です。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合に利用できます。


	
ASMホーム管理グループ

	
Oracle ASM管理グループの名前を設定します。デフォルト値はasmadminです。

このグループは、SQLを使用して、オペレーティング・システム認証を使用するSYSASMとしてOracle ASMインスタンスに接続できます。SYSASM権限により、ディスク・グループのマウントとディスマウント、およびその他のストレージ管理タスクが許可されます。SYSASM権限では、Oracle Databaseインスタンスに対するアクセス権は提供されません。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合に利用できます。


	
ASMホーム管理グループID

	
Oracle ASM管理グループIDを割り当てます。デフォルト値は1006です。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合に利用できます。


	
RDBMS ASMホームOSユーザー

	
Oracle Databaseのインストール所有者名を設定します。デフォルト値はoracleです。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合に利用できます。


	
RDBMSホームOSユーザーID

	
Oracle Databaseのインストール所有者IDを割り当てます。デフォルト値は1001です。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合に利用できます。


	
RDBMSホーム・ベース

	
Oracle Databaseのインストール・ディレクトリを設定します。デフォルト値は/u01/app/oracleです。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合に利用できます。


	
RDBMS DBAグループ

	
DBAグループ名を設定します。デフォルト値はdbaです。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合に利用できます。


	
RDBMS DBAグループID

	
DBAグループIDを割り当てます。デフォルト値は1002です。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合に利用できます。


	
RDBMSホームOPERグループ

	
Oracle Databaseオペレータ・グループの名前を設定します。デフォルト値はracoperです。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合に利用できます。


	
RDBMSホームOPERグループID

	
Oracle Databaseオペレータ・グループIDを割り当てます。デフォルト値は1003です。

このオプションは、役割別の認証を使用する場合に利用できます。


	
OINSTALLグループ

	
Oracleインベントリ・グループの名前を設定します。デフォルト値は、oinstallです。


	
OINSTALLグループID

	
Oracleインベントリ・グループIDを割り当てます。デフォルト値は1001です。


	
インベントリの場所

	
Oracleインベントリ(oraInventory)のディレクトリ・パスを設定します。デフォルト値は/u01/app/oraInventoryです。


	
グリッド・インフラストラクチャ・ホーム

	
グリッド・インフラストラクチャのデータベース・リリースおよびディレクトリ・パスを設定します。デフォルト値は/u01/app/release_number/gridです。


	
データベース・ホームの場所

	
Oracle Databaseリリースおよびディレクトリ・パスを設定します。デフォルト値は/u01/app/oracle/product/release_number/dbhome_1です。


	
ソフトウェア言語

	
データベースにインストールされる言語を定義します。デフォルト値は英語(en)です。


	
ディスク・グループ・レイアウト

	
ディスク・グループのレイアウトを設定します。オプションは次のとおりです。

	
外部バックアップを使用する場合、DATAとRECOの割合は80% 20%です。


	
内部バックアップを使用する場合、DATAとRECOの割合は40% 60%です。




スパース・ディスク・グループがある場合のディスク・グループ・レイアウト・オプションは次のとおりです。

	
外部バックアップを使用する場合、DATA、RECO、SPARSEの割合は72% 18% 10%です。


	
内部バックアップを使用する場合、DATA、RECO、SPARSEの割合は34% 56% 10%です。





	
仮想ゲスト・サイズ

	
仮想ゲストのサイズを設定します。オプションは、Small、MediumおよびLargeです。

スライダを使用して、小、中、大の定義をカスタマイズできます。


	
ゲスト・イメージ・バージョン

	
仮想ゲストのイメージ・バージョンを設定します。オプションはdefaultおよび12.1.2.*.*です。defaultオプションを選択すると、ゲスト・イメージのバージョンがdom0のイメージ・バージョンと同じになります。

注意: ゲスト・イメージのバージョンはdom0のイメージ・バージョンと同等またはそれより前のバージョンである必要があります。


	
DBFSディスク・グループ

	
DBFSディスク・グループの名前を設定します。


	
DATAディスク・グループ

	
DATAディスク・グループの名前、冗長性およびサイズを設定します。冗長性オプションはNORMALおよびHIGHです。

注意: ミッション・クリティカルなアプリケーションには、HIGHの冗長性を持つディスク・グループの使用をお薦めします。


	
RECOディスク・グループ

	
RECOの名前、冗長性およびサイズを設定します。冗長性オプションはNORMALおよびHIGHです。

注意: ミッション・クリティカルなアプリケーションには、HIGHの冗長性を持つディスク・グループの使用をお薦めします。


	
スパース・ディスク・グループ

	
スパース・ディスク・グループ名、冗長性およびサイズを設定します。冗長性オプションはNORMALおよびHIGHです。

「拡張オプション」ボタンをクリックして、スパース・ディスク・グループの有効化を選択します。

注意: スパース・ディスク・グループを作成するには、Grid Infrastructureのバージョンが12.1.0.2 BP5以降である必要があります。


	
データベース名

	
データベース名を設定します。


	
ブロック・サイズ

	
データベース・ブロック・サイズを設定します。デフォルト値は8192です。

異なるブロック・サイズを使用するには、ブロック・サイズをリストから選択します。


	
データベース・タイプ

	
データベースで実行されるワークロードのタイプを定義します。

オプションはOLTP (オンライン・トランザクション処理)およびDW (データ・ウェアハウス)です。


	
ベース・アダプタ

	
クライアント・ネットワークの物理ネットワークを設定します。デフォルト値はclientです。

注意: デフォルトを使用することをお薦めします。


	
ドメイン

	
「顧客の詳細」ページで定義されています。


	
開始IP

	
「顧客の詳細」ページで定義されています。


	
プール・サイズ

	
「顧客の詳細」ページで定義されています。


	
ゲートウェイIP

	
「顧客の詳細」ページで定義されています。


	
VLAN ID

	
VLANタグをクラスタごとに指定します。これは、1から4095の間の数値です。


	
ネーム・マスク

	
「顧客の詳細」ページで定義されています。


	
開始ID

	
「顧客の詳細」ページで定義されています。


	
VIPネーム・マスク

	
「顧客の詳細」ページで定義されています。


	
開始ID

	
「顧客の詳細」ページで定義されています。


	
SCAN名

	
「顧客の詳細」ページで定義されています。


	
ベース・アダプタ

	
バックアップ・ネットワークを設定します。オプションはNot in useおよびBackupです。


	
ドメイン

	
「顧客の詳細」ページで定義されています。


	
開始IP

	
顧客ネットワーク・ページで定義されています。


	
プール・サイズ

	
顧客ネットワーク・ページで定義されています。


	
ネーム・マスク

	
顧客ネットワーク・ページで定義されています。


	
開始ID

	
顧客ネットワーク・ページで定義されています。








関連項目:

	
Oracle ASMおよびデータベースを範囲とするセキュリティの詳細は、『Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド』のOracle Exadata Storage Server Softwareのデータ・セキュリティの理解に関する項


	
スパース・ディスク・グループの詳細は、『Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド』のOracle Exadata Storageスナップショットの設定に関する項









3.14.1 Automatic Cluster File System (ACFS)の構成



注意:

Automatic Cluster File System (ACFS)にはGrid Infrastructure 12.1.0.2以降が必要です。



ソフトウェアのデプロイメント時にACFSを構成するには、次の手順を実行します。

	
クラスタの詳細の定義ページで、「拡張オプション」ボタンをクリックします。


	
ポップアップ・ウィンドウでACFS構成の有効化を選択し、「OK」をクリックします。


	
「ディスク・グループの詳細」ペインでACFSの構成ボタンをクリックすると、ポップアップ・ウィンドウが開きます。


	
ディスク・グループに対してACFSを有効化を選択します。


	
「ディスク・グループ」ドロップダウンで、ACFSを作成するディスク・グループを選択します。


	
ACFSボリューム名で、デフォルトのボリューム名を受け入れるか、新しいACFSボリューム名を入力します。

ボリューム名は1から11文字の英数字で、最初の文字はアルファベットにする必要があります。


	
ACFSボリューム・サイズに、必要なACFSボリューム・サイズを入力します。


	
「ACFSマウント・ポイント」で、デフォルトのマウント・ポイントを受け入れるか、新しいACFSマウント・ポイントを入力します。












3.15 SCANネットワーク、クライアント・ネットワーク、VIPネットワークおよびバックアップ・ネットワーク(オプション)の確認と編集


クラスタおよびクライアント・ネットワークのエントリを確認および更新し、データの再生成、「次へ」の順にクリックします。


注意:

「顧客の詳細」ページで指定されたドメインは、すべてのネットワークのドメインとして使用されます。クライアント・ネットワークおよびバックアップ・ネットワークで別のドメインを使用する場合は、このページでドメインを指定します。









3.16 セル・アラート構成ページ


セル・アラート配信の構成は、インストール時またはインストール後に行うことができます。

セル・アラートは、Simple Mail Transfer Protocol(SMTP)またはSimple Network Management Protocol(SNMP)あるいはその両方を使用して配信できます。次の表に、セル・アラート構成オプションを示します。


表3-13 セル・アラート構成ページ

	セル・アラート・フィールド	説明
	
電子メール・アラートの有効化

	
セル・アラートが自動的に配信されるようにします。


	
受信者アドレス

	
セル・アラートの受信者の電子メール・アドレスを設定します。複数のアドレスをダイアログ・ボックスに入力できます。電子メール・アドレスの数が表示されます。


	
SMTPサーバー

	
アラート通知の送信に使用されるSMTP電子メール・サーバーを設定します。

例: mail.example.com


	
SSLの使用

	
アラート通知の送信時にSecure Socket Layer(SSL)セキュリティを有効にします。


	
ポート

	
アラート通知の送信に使用されるSMTP電子メール・サーバーのポートを設定します。

例: 25または465


	
名前

	
アラート通知に表示されるSMTP電子メール・ユーザー名を設定します。

例: Oracle Exadata Database Machine


	
電子メール・アドレス

	
アラート通知の送信元となるSMTP電子メール・アドレスを設定します。

例: dm01@example.com


	
SNMPアラートの有効化

	
SNMPを使用してアラートを配信できるようにします。


	
SNMPサーバー

	
SNMPサーバーのホスト名を設定します。

例: snmp.example.com

注意: インストールの後、追加のSNMPターゲットを定義できます。『Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド』を参照してください。


	
ポート

	
SNMPサーバーのポートを設定します。デフォルト値は162です。


	
コミュニティ

	
SNMPサーバーのコミュニティを設定します。デフォルト値はpublicです。










関連項目

	Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド










3.17 Platinum構成ページ


Oracle Platinum Serviceは、要件を満たしたエンジニアド・システムに対して高度なサポートを追加コストなしで提供します。このサービスは接続されるサービスであり、環境の中にOracle Advanced Support Gateway (OASG)をプロビジョニングする必要があります。OASGの構成は、Platinum Serviceの監視エージェントで使用されるユーザー情報で定義されます。次の表に、Oracle Platinum Servicesの構成オプションを示します。


表3-14 プラチナ構成ページ

	プラチナ・フィールド	説明
	
Platinum構成のデータの取得

	
Oracle Platinum Serviceの構成を収集できます。


	
顧客名

	
「顧客の詳細」ページで定義されています。このフィールドは編集できます。

注意: 顧客名はMy Oracle Supportのポートレイト名と一致する必要があります。


	
CSI

	
システムに対するハードウェアのカスタマ・サポートID(CSI)を設定します。


	
My Oracle Support電子メール

	
システムのCSIへアクセスする電子メール・アドレスを設定します。


	
既存のゲートウェイの使用

	
既存のOASGゲートウェイを使用できます。


	
ゲートウェイ・マシンの説明

	
Oracle Exadata Database Machine X4-2などのゲートウェイシステムについて説明します。


	
プラチナ・ゲートウェイのホスト名

	
OASGのホスト名を設定します。名前の形式は、ct-customer_name-2_digit_numberです。


	
プライマリIPアドレス

	
OASGのプライマリIPアドレスを設定します。


	
サブネット・マスク

	
OASGプライマリ・ネットワークのサブネット・マスクを設定します。


	
VPN

	
Oracle Continuously Connected Network (OCCN)からゲートウェイへアクセスするためのVPN接続タイプを設定します。デフォルトの方法はSSLです。

注意: Secure Socket Layer (SSL)を使用することをお薦めします。


	
Exadataリンクへのゲートウェイ

	
ネットワーク上のOASGの場所を定義します。

注意: 接続としてDMZを使用することをお薦めします。


	
静的ルート

	
静的ルートの数を示します。ゲートウェイへのルートを変更するには、「変更」をクリックします。


	
静的ルート: 接続先ネットワーク

このフィールドは、「変更」をクリックした後に利用できます。

	
ルーターのリモート・ネットワークを定義します。ネットワーク・フォーマットはCIDR書式(192.0.2.1/255など)です。


	
静的ルート: ゲートウェイIP

このフィールドは、「変更」をクリックした後に利用できます。

	
リモート・ネットワークのゲートウェイIPアドレスを定義します。このアドレスは、OASGのプライマリIPサブネット内である必要があります。


	
ゲートウェイ・マシンにILOMがある

	
OASGはILOMサービス・プロセッサ搭載のOracleシステムであることを指定します。


	
ILOM IPアドレス

	
ILOMのIPアドレスを設定します。


	
サブネット・マスク

	
ILOMのサブネット・マスクを設定します。


	
ゲートウェイIPアドレス

	
OASG ILOMのプライマリ・サブネット・ゲートウェイを設定します。


	
必要なHTTPプロキシ

	
OASGのプロキシ・サービスが必要なOracleサイトへ接続できるようにします。


	
プロキシのホスト名

	
Oracleサイトへ接続するために使用するプロキシ・ホスト名を設定します。


	
ポート

	
プロキシのポート番号を設定します。


	
HTTPプロキシには認証が必要です

	
プロキシ・ネットワーク・トラフィックの認証を有効にします。


	
プロキシのユーザー名

	
プロキシに接続するOASGのユーザー名を設定します。パスワードは、インストール中にオラクル社のエンジニアから提供されます。


	
エージェントのOSユーザー名

	
プラチナ・エージェントのユーザー名を設定します。デフォルトの名前はoraromです。


	
エージェントにsudo権限を許可

	
エージェントのOSユーザーにsudo権限を許可します。このオプションを選択すると、オラクル社のサービス・エンジニアがログ、またはサービス・リクエストに対するその他の情報を収集することを許可します。


	
エージェントのOSグループ名

	
プラチナ・グループ名を設定します。デフォルトの名前はoraromです。Linuxシステムのメッセージ・ファイルは、プラチナ・エージェントから読み取れるように変更されます。


	
エージェントOSグループID

	
エージェントのグループIDを割り当てます。デフォルトのIDは1010です。


	
エージェントのOSユーザー・ホーム

	
プラチナ・エージェント・ユーザーのホーム・ディレクトリを設定します。


	
エージェントのソフトウェア・ホーム

	
ソフトウェア・エージェントのホーム・ディレクトリを設定します。


	
エージェント・ポート

	
プラチナ・エージェントのポート番号を設定します。デフォルトのポートは1830です。


	
SNMPコミュニティ文字列

	
SNMPトラップのコミュニティ文字列を設定します。










関連項目

	Oracle Platinum Servicesの情報
	Oracle Advanced Support Gatewayのハードウェアの最小要件
	Oracle Advanced Support Gatewayドキュメント・ライブラリ










3.18 自動サービス・リクエスト構成ページ


自動サービス・リクエスト(ASR)は、特定のOracle Exadataラックのハードウェアに障害が発生すると自動的にサービス・リクエストを開くように設計されています。次の表に、ASR構成オプションを示します。


表3-15 自動サービス・リクエスト構成ページ

	自動サービス・リクエストフィールド	説明
	
自動サービス・リクエストを有効にする

	
ASRを有効にします。


	
ASRマネージャのホスト名

	
ASRサーバーのホスト名を設定します。

注意: ラックに接続可能なスタンドアロン・サーバーをお薦めします。


	
ASRの技術連絡先の名前

	
ラックの技術連絡先の名前を設定します。


	
テクニカル連絡先電子メール

	
ラックの技術連絡先の電子メール・アドレスを設定します。


	
My Oracle Supportのアカウント名

	
My Oracle Supportのアカウント名を設定します。


	
ASRのアップロードに使用するHTTPプロキシ

	
HTTPプロキシがASRへアップロードできるようにします。


	
HTTPプロキシ・ホスト

	
プロキシ・サーバーのホスト名を設定します。


	
プロキシ・ポート

	
HTTPプロキシ・サーバーのポート番号を設定します。デフォルト値は80です。


	
HTTPプロキシで認証が必要

	
HTTPプロキシ・サーバー認証を有効にします。


	
HTTPプロキシ・ユーザー

	
プロキシ・サーバーのユーザー名を設定します。










関連項目

	Oracle Exadata Database Machineメンテナンス・ガイド










3.19 Oracle Configuration Manager構成ページ


Oracle Configuration Managerを使用して構成情報を収集し、Oracleリポジトリにアップロードします。次の表に、Oracle Configuration Managerの構成オプションを示します。


表3-16 Oracle Configuration Managerページ

	Oracle Configuration Managerフィールド	説明
	
Oracle Configuration Managerを有効にする

	
Oracle Configuration Managerが構成情報を収集できるようにします。


	
MOS経由で更新版を受け取る

	
My Oracle Supportの更新版を自動的に受け取れるようにします。


	
MOSの電子メール・アドレス

	
My Oracle Supportの更新版を受け取るためのMy Oracle Supportのアドレスを設定します。


	
Support Hub経由でOracle Configuration Managerにアクセスする

	
Support HubがOracle Configuration Managerにアクセスできるようにします。

Oracle Support Hubを使用すると、Oracle Configuration Managerインスタンスを単一の内部ポート(Support Hub)に接続して構成データをアップロードできます。データベース・サーバー内の各Oracle Configuration Managerインスタンスがインターネットにアクセスする必要がなくなります。


	
Support Hubのホスト名

	
Support Hubサーバーのホスト名を設定します。


	
ハブ・ユーザー名

	
Support Hubのオペレーティング・システムのユーザー名を設定します。


	
Oracle Configuration Managerのアップロードに使用するHTTPプロキシ

	
HTTPプロキシが構成情報をOracleリポジトリにアップロードできるようにします。


	
HTTPプロキシ・ホスト

	
HTTPプロキシ・サーバーがOracleに接続できるようにします。プロキシ・サーバーは次の間に配置できます。

	
データベース・サーバーとOracle(Oracle Support Hubがない場合)


	
データベース・サーバーとSupport Hub(Oracle Support Hubがある場合のみ)


	
Support HubとOracle




パスワードが必要な場合は、インストール時に指定してください。

例:


[proxy_user@]proxy_host[:proxy_port]


proxy_hostおよびproxy_portエントリはオプションです。


	
プロキシ・ポート

	
HTTPプロキシ・サーバーのポート番号を設定します。デフォルト値は80です。


	
HTTPプロキシで認証が必要

	
HTTPプロキシ認証を有効にします。


	
HTTPプロキシ・ユーザー

	
HTTPプロキシ・サーバーのユーザー名を設定します。










関連項目

	Oracleテクニカル・サポート・ポリシー
	『Oracle Configuration Manager Companion配布ガイド』










3.20 Grid Controlエージェント構成ページ


Oracle Enterprise Manager Grid Controlを使用してOracle Exadataラックを監視します。Oracle Enterprise Manager Grid Controlでは、データベース・サーバーにエージェントをインストールして、これらのエージェントを既存のOracle Enterprise Manager Grid Control環境に向けたり、Oracle Enterprise Manager Grid Controlの新規インフラストラクチャを別のホストにインストールします。

表3-17に、Oracle Enterprise Manager Grid Controlの構成オプションを示します。


表3-17 Oracle Enterprise Manager Grid Control構成ページ

	Oracle Enterprise Manager Grid Controlフィールド	説明
	
Oracle Enterprise Manager Grid Controlエージェントを有効にする

	
Oracle Enterprise Manager Grid Controlがラックを監視できるようにします。


	
EMホーム・ベースの場所

	
データベース・サーバーにインストールされるエージェントのベース・ディレクトリを設定します。


	
OMSホスト名

	
Oracle Enterprise Manager Grid Controlリポジトリのホスト名を設定します。


	
OMS HTTPSアップロード・ポート

	
Oracle Enterprise Manager Grid Controlエージェントが情報をアップロードするために使用する必要があるポートを設定します。

注意:

デフォルト値は4900です。
















4 設置場所へのOracle Exadata Database MachineまたはOracle Exadata Storage拡張ラックの配置


この章では、ハードウェアを移動、設置および構成してシステムの電源を投入する方法について説明します。


注意:

読みやすさを考慮して、Oracle Exadata Database MachineとOracle Exadata Storage拡張ラックの両方に言及する場合、「Oracle Exadataラック」という名前を使用します。







4.1 安全ガイドラインの確認


Oracle Exadata Rackが到着する前に、次の安全上の注意を参照して、設置場所が安全で搬入可能であることを確認する必要があります。

これらの注意を遵守しないと、外傷、機器の損傷または故障につながる可能性があります。

	
換気口をふさがないでください。


	
直射日光の当たる場所または高温になる可能性のある機器の近くにOracle Exadataラックを設置しないでください。


	
ほこりの多い場所、腐食性ガスが発生する場所、潮風が当たる場所にはOracle Exadataラックを設置しないでください。


	
振動の多い場所にOracle Exadataラックを設置しないでください。Oracle Exadataラックは平らな場所に設置してください。


	
適切な接地の電源コンセントを使用してください。共用接地を使用する場合、接地抵抗を10オーム以下にする必要があります。必ず施設管理者または資格を持つ電気技師に建物の接地方法の検証および接地工事を実施してもらってください。


	
接地線がOracle Exadataラック専用で使用されていることを確認してください。また、機器のラベルに示されている取扱いの注意、警告および指示を遵守していることも確認してください。


	
ケーブルを機器の下に置かないでください。また、ケーブルを張りすぎないでください。


	
電源が投入されている間に電源コードを機器から取り外さないでください。


	
LANケーブルを抜くときにコネクタのロック部に届かない場合は、マイナス・ドライバでロック部を押してケーブルを抜いてください。マイナス・ドライバを使用しないで隙間に無理やり指を入れると、システム・ボードが破損する可能性があります。


	
Oracle Exadataラックの上には何も置かず、ラックの真上で作業をしないでください。


	
特に冬に、室温を急激に上げないでください。突然の温度変化により、Oracle Exadataラックの内部に結露が生じることがあります。サーバー操作の前に十分なウォームアップ時間を設けてください。


	
コピー機、空調装置、溶接機など、大きな電気的ノイズが発生する機器の近くにOracle Exadataラックを設置しないでください。


	
設置場所で静電気が発生しないようにしてください。静電気がOracle Exadataラックに移ると故障の原因になります。多くの場合、静電気はカーペットで発生します。


	
供給電圧と周波数が、Oracle Exadataラックに示されている電気定格に適合していることを確認してください。


	
ドキュメントの手順で特に指定されていないかぎり、Oracle Exadataラックの開口部には何も挿入しないでください。Oracle Exadataラックには、高電圧の部品が含まれています。Oracle Exadataラックの開口部に金属製の物体や他の導体が挿入されると、回路がショートする可能性があります。これにより、人的傷害、火事、感電および機器の損傷を招くおそれがあります。


	
単相配電ユニット(PDU)を使用する場合、次の点に注意してください。

	
PDU Aの入力0およびPDU Bの入力2を同じ位相にする必要があります。


	
PDU Aの入力1およびPDU Bの入力1を同じ位相にする必要があります。


	
PDU Aの入力2およびPDU Bの入力0を同じ位相にする必要があります。




PDUの外部への入力は分類されます。示されているケーブル接続により、フェイルオーバーに備えてAおよびBの位相のバランスを維持できます。





関連項目:

	
ラックに付属する『Important Safety Information for Sun Hardware Systems』(816-7190)


	
Oracle Exadata Database Machineセーフティおよびコンプライアンス・ガイド、コンプライアンス・モデル番号XD4A












4.2 Oracle Exadataラックの開封


開封場所は、サイト計画プロセス中に決定する必要があります。次の図に、Oracle Exadataラックの発送箱を示します。


図4-1 Oracle Exadataラックの発送箱



[image: 図4-1の説明が続きます]



発送キットには、Oracle Exadataラックを設置および修理する次の工具および機器が含まれます。

	
16mmのねじ(Phillipsの2番)


	
T30 Torxクランク・レンチ


	
T25 Torxクランク・レンチ


	
6mmの六角アレン・レンチ


	
SW 12mmの片口レンチ


	
4個のM5 Torxねじを使用する2つの四角のジャンパ金具


	
4個のばねナットを使用する2つのケーブル管理フック


	
サイド・パネルの取外し工具


	
前部ドア、後部ドア、サイド・パネルのロック部の鍵


	
32個のM6ケージ・ナット


	
32個のM6ねじ


	
ケージ・ナットの取付け工具


	
SW 17mmの片口レンチは、発送用パレットに付属しています。





注意:

次の項目は発送キットに含まれません。

	
プラス・ドライバ(Phillipsの2番)


	
静電気除去リスト・ストラップ






次の手順は、Oracle Exadataラックの開封方法を示しています。


警告:

Oracle Exadataラックの開封および設置は、専門の配送業者に依頼することを強くお薦めします。



	
次に示すように、梱包品および発送用パレットから慎重にOracle Exadataラックを開封します。


関連項目:

梱包品に付属するSun Rack IIの開封手順



	
発送用の段ボールのひもを取り外します。


	
黄色の留具と上部の段ボールを取り外します。


	
側面および内側上部の段ボールを取り外します。





警告:

ラックを揺らしたり傾けたりすると、ラックが倒れて大けがや死に至る危険性があります。




	
発送キットを取り外します。


	
次に示すように、傾斜台を発送用パレットにつなぎます。

	
パレットの側面から傾斜台を取り外します。


	
キャビネットから部品バッグを出します。


	
傾斜台の水平ボルトを調整し、傾斜台をパレットのホイール・トラックにつなぎます。





	
次に示すように、発送用パレットからOracle Exadataラックを慎重に移動します。

	
パレットから外側の取付け金具を外します。


	
パレットから内側の取付け金具を外します。


注意:

Oracle Exadataラックの下から取付け金具を外す際は注意してください。内側の取付け金具に届かない場合があります。




	
キャビネットを傾斜路で床レベルまで移動します。ラックを傾斜路で移動する際は3人で行うことをお薦めします。2人が両サイドで、1人が後ろでラックを移動します。





	
発送用パレットにラックを固定している取付け金具を保存します。


	
梱包品を適切に再利用します。地域の法律およびガイドラインに従って、梱包材を廃棄します。





関連項目:

『Sun Rack IIユーザーズ・ガイド』(https://docs.oracle.com/cd/E19657-01/html/E29153/index.html)







4.3 割り当てられた空間へのOracle Exadataラックの配置


この項では、Oracle Exadataラックを配置、固定および接地する方法について説明します。





4.3.1 Oracle Exadataラックの移動


次の手順は、Oracle Exadataラックの移動方法を示しています。

	
ドアが完全に閉じていることを確認します。


	
ラックの水平調整および固定脚が上がって邪魔にならないことを確認します。


	
後部から設置場所まで、Oracle Exadataラックを押します。

設置場所までOracle Exadataラックを移動する場合、前方のキャスタは回転しないため、後方のキャスタを動かして進む必要があります。慎重にOracle Exadataラックを押すと、安全に進むことができます。図4-2に、ラックの正しい押し方を示します。


図4-2 後部からOracle Exadataラックを慎重に押す

[image: 図4-2の説明が続きます]



ラックの移動は2人で行うことをお薦めします。1人が前で、もう1人が後ろでラックを移動します。構成されたラックをある場所から別の場所へ移動する場合は、0.65メートル/秒(2.13フィート/秒)未満の速度でゆっくりと注意して移動します。

移動経路を慎重に確認してください。突然の停止や衝撃を与える可能性のある出入口やエレベータ入口などの障害を回避します。円滑な移動を可能にする傾斜台またはリフトを使用して、障害を回避します。





警告:

	
サイド・パネルを押してOracle Exadataラックを移動しないでください。サイド・パネルを押すと、ラックが倒れる可能性があります。これにより、機器の損傷および人的傷害や死に至る危険性があります。


	
ラックが倒れる可能性があるので、Oracle Exadataラックを傾けたり揺らしたりしないでください。












4.3.2 Oracle Exadataラックの固定


設置場所にOracle Exadataラックを移動した後、動いたり傾いたりしないようにラックを固定します。ラックの水平調節脚を使用すると、恒久的にラックを固定できます。





4.3.2.1 水平調節脚を使用したOracle Exadataラックの固定


ラックには4本の水平調整脚があり、ラックを安定させるために下げることができます。水平調整脚は、ラックを恒久的に床に固定する場合でも使用できます。4本の水平調節脚で、少なくとも1つの他の支えとラックの負荷を分散できるようにしてください。ラックの負荷を分散するには、次の方法も可能です。

	
キャスタと水平調整脚




水平調整脚を調整するには、次のようにします。

	
Oracle Exadataラックの下隅にある4本の水平調整脚を探します。図4-3に、Oracle Exadataラックの底にある水平調整脚の場所を示します。


図4-3 Oracle Exadataラックの水平調整脚の場所

[image: 図4-3の説明が続きます]



	
1: 取付け脚の端からラックの側面までの長さは33.75mm(1.33インチ)です。


	
2: 水平調整脚の外側からの幅は532.5mm(20.96インチ)です。


	
3: 水平調整脚の内側からの幅は429mm(16.89インチ)です。


	
4: 脚の端からラック前面までの距離は73.75 m(2.90インチ)


	
5: 水平調整脚の外側の奥行きは1058.5mm(41.67インチ)です。


	
6: 水平調整脚の端からラックの背面までの長さは32.5mm(1.28インチ)です。


	
7: 前部キャスタの中心からラックの側面までの長さは86.7mm(3.41インチ)です。


	
8: 前部キャスタの中心から中心までの幅は426.6mm(16.80インチ)です。


	
9: 後部キャスタの中心からラックの背面までの長さは173.7mm(6.83インチ)です。


	
10: 前部キャスタから後部キャスタまでの奥行きは828.6mm(32.62インチ)です。


	
11: 後部キャスタからラックの背面までの長さは162.4mm(6.39インチ)です。


	
12: 後部キャスタの中心からラックの側面までの長さは96.4mm(3.80インチ)です。


	
13: 後部キャスタの中心から中心までの幅は407.2mm(16.03インチ)です。





	
SW 12mmレンチを使用して、図4-4に示されているように、水平調節脚を床まで下げて各キャスタに負荷を分散します。





図4-4 水平調整脚を使用したOracle Exadataラックの固定

[image: 図4-4の説明が続きます]










4.3.3 接地ケーブルの接続(オプション)


Oracle Exadataラックの配電ユニット(PDU)は、電源コードで接地を行います。電源コードをコンセントに接続する場合、接地用端子から最終的にシャーシの接地が行われます。接地を追加するには、シャーシの接地ケーブルをOracle Exadataラックに接続します。接地点の追加により、漏電電流を効率的に分散できます。


警告:

PDU電源入力リード線および接地ケーブルを使用するには、一般的な接地を基準にする必要があります。そうしないと、接地電位の違いが発生する場合があります。施設のPDUソケットの接地がわからない場合、適切なPDUソケットの接地があることを確認するまで接地ケーブルを設置しないでください。接地電位の違いが明白な場合は、訂正処理を行う必要があります。




注意:

接地ケーブルはシステムに付属していません。



	
設置場所でデータ・センターの電源が適切に接地されていることを確認します。施設のPDUには接地が必要です。


	
高くした床や電源ソケットなどのすべての接地点で施設の接地を基準としていることを確認します。


	
この設置に直接の金属間接触が行われていることを確認します。製造時に接地ケーブルの接続部分が塗装またはコーティングされている場合があります。


	
図4-5に示されているように、システムのフレームの背面の下部のいずれかの接続ポイントに接地ケーブルを接続します。接続ポイントは、右側のOracle Exadataラックのキャビネットの背面の内側にある調整可能なボルトです。


図4-5 接地接続ボルトの場所

[image: 図4-5の説明が続きます]






関連項目:

Oracle Exadataラックを別のOracle Exadataラックに接続する場合は、『Oracle Exadata Database Machine拡張およびマルチラック・ケーブリング・ガイド』を参照してください。










4.4 Oracle Exadata Database Machineの順応


Oracle Exadata Database Machineには24時間の順応期間をお薦めします。これは、ラックとケーブルを含むすべてのハードウェアに適用されます。周囲の環境に順応することで、結露による損傷を防ぐことができます。







4.5 システムの最初の電源投入


システムの電源を最初に投入する前に、マシンを調査して電源コードを接続する必要があります。





4.5.1 配置後のマシンの調査


この手順は、配置後の電源投入前にOracle Exadataラックの物理システムを視覚的に確認する方法を示しています。

	
損傷がないか、ラックを確認します。


	
ねじの緩みまたは欠落がないか、ラックを確認します。


	
注文した構成かどうか、Oracle Exadataラックを確認します。梱包品の側面のCustomer Information Sheet(CIS)を参照してください。


	
次に示すように、すべてのケーブル接続がしっかりと固定されていることを確認します。

	
電力ケーブルを確認します。データ・センター施設の電源用に正しいコネクタが用意されていることを確認します。


	
ネットワーク・データ・ケーブルを確認します。





	
ケーブル・アクセスと通気のために設置場所のタイルの配置を確認します。


	
Oracle Exadataラックの前面に流入するデータ・センターの通気を確認します。








関連項目

	「換気および冷却要件」










4.5.2 電源コードの接続


次の手順は、Oracle Exadataラックの電源コードの接続方法を示しています。

	
キャビネットの後部ドアを開けます。


	
正しい電源コネクタが用意されていることを確認します。


	
電源コード・ケーブル・タイをほどきます。タイは発送にのみ使用され、今後は必要ありません。


	
図4-6に示されているように、電源コードを施設のソケットに配線します。


	
図4-6に示されているように、電源コードをまとめて固定します。


	
PDU電源コード・コネクタを施設のソケットに接続します。電力ケーブルを接続する前に、ブレーカ・スイッチがOFFになっていることを確認します。





図4-6 電源コード配線の例

[image: 図4-6の説明が続きます]








4.5.3 Oracle Exadataラックの電源の投入


次の手順は、Oracle Exadataラックの電源の投入方法を示しています。


注意:

Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラック・データベース・サーバーは、通常のBIOS POSTテストを使用した起動に最大15分かかる場合があります。



	
一度に1つずつPDU Bブレーカの電源を投入します。PDU Bは、背面から見てラックの右側にあります。次の図に示されているように、ブレーカはOracle Exadataラックのキャビネットの背面にあります。トグル・スイッチのON(|)を押します。ブレーカがONになると、ブレーカがPDU側で点灯します。


図4-7 PDUスイッチの場所

[image: 図4-7の説明が続きます]



	
所定の電源LEDがオンになっていることを確認します。LEDの場所は次のとおりです。

	
データベース・サーバー: 右手LED


	
Exadata Storage Server: 上部LED


	
Ciscoスイッチ: 左LED(前方からの視点)は緑色で、他のLEDは赤色です。


	
InfiniBandスイッチ: 左LED(前方からの視点)のラベルはPS0、右LED(前方からの視点)のラベルはPS1です。


	
Oracle Exadata Database Machine X2-2のKVMスイッチ: 下LED B


	
Oracle Exadata Database Machine X2-2のKMMスイッチ: PDU Bのみ





	
電力ケーブルをPDU Aに接続します。電力ケーブルを接続する前に、ブレーカ・スイッチがOFFになっていることを確認します。


	
一度に1つずつPDU Aブレーカの電源を投入します。


	
所定のLEDがオンになっていることを確認します。


	
ラックのすべてのケーブル接続を目視で確認します。コネクタを押して接続を確認しないでください。


	
すべてのシステムのOK LEDがスタンバイで点滅していることを確認します。スタンバイ・モードで3秒に1回、OK LEDが0.1秒点滅します。ILOMの起動時に、OKのLEDは点滅しません。2、3分後にスタンバイ・モードに移行するまで、LEDは点灯しません。








関連項目

	安全ガイドラインの確認
















5 Oracle Exadata Database Machineの構成


この章では、Oracle Exadata Database Machineのシステム、アカウントおよびソフトウェアの構成方法について説明します。


注意:

	
読みやすさを考慮して、Oracle Exadata Database MachineとOracle Exadata Storage拡張ラックの両方に言及する場合、「Oracle Exadataラック」という名前を使用します。


	
この章の手順は、Oracle Exadata Storage拡張ラックおよびOracle Exadata Database Machineに適用されます。


	
この章の手順では、Oracle Exadata Database Machine Deployment Assistant (OEDA)からの情報を使用します。この章の手順を開始する前に、OEDAを必ず実行してください。










関連項目

	Oracle Sun Database Machineの設定/構成のベスト・プラクティス(My Oracle Support Doc ID 1274318.1)








5.1 Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチの構成


次の手順は、Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチの構成方法を示しています。

	
rootユーザーとして最初のデータベース・サーバーにログインします。最初のデータベース・サーバーは、ラック位置U16にあるラックの最下位データベース・サーバーです。


注意:

rootユーザーのパスワードがない場合は、Oracleサポート・サービスにお問い合せください。




	
SSHを使用して、rootユーザーとしてSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチにログインします。「デフォルトのIPアドレス」のシステムで、Sun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチのデフォルトのIPアドレスを検索します。このコマンドの例を次に示します。


ssh root@192.168.1.201


	
spshを使用して、Integrated Lights Out Manager(ILOM)のコマンドライン・インタフェースを開きます。


	
次のコマンドを使用して、ネットワーク・インタフェースを構成します。


set /SP/network pendingipdiscovery=static pendingipaddress=pending_ip \
pendingipgateway=pending_gw pendingipnetmask=pending_nm

set /SP/network commitpending=true 


前述のコマンドで、pending_ip、pending_gwおよびpending_nmはネットワーク管理者によって定義されたIPアドレスです。


	
exitコマンドを使用して、インタフェースを終了します。


	
viなどのエディタを使用して/etc/hostsファイルを編集し、IPアドレスおよびホスト名を設定します。次に、更新されたファイルの例を示します。


#Do not remove the following link, or various programs
#that require network functionality will fail.
127.0.0.1     localhost.localdomain localhost
10.7.7.32     dm01sw-ib1-ib2.example.com trnasw-ib2


2行目に完全修飾名と完全修飾以外の名前の両方が必要です。


	
ILOMインタフェースを使用して、IPアドレス、ホスト名、NTPサーバーおよびDNSサーバーを構成します。


	
スイッチを再起動します。


	
次のコマンドを使用して、ファームウェア・バージョンを確認します。


# version


現在のファームウェア・バージョンのMy Oracle Supportノート888828.1を参照してください。


	
次のコマンドを使用して、スイッチの状態を確認します。


# showunhealthy

OK - No unhealthy sensors


	
次のコマンドを使用して、環境テストを実行します。


# env_test

NM2 Environment test started:
Starting Voltage test:
Voltage ECB OK
Measured 3.3V Main = 3.28 V
Measured 3.3V Standby = 3.42 V
Measured 12V =12.06 V
Measured 5V =5.03 V
Measured VBAT =3.06 V
Measured 2.5V =2.53 V
Measured 1.8V =1.79 V
Measured I4 1.2V =1.22 V
Voltage test returned OK
Starting PSU test:
PSU 0 present
PSU 1 present
PSU test returned OK
Starting Temperature test:
Back temperature 30.50
Front temperature 33.88
ComEx temperature 34.12
I4 temperature 56,
maxtemperature 57
Temperature test returned OK
Starting FAN test:
Fan 0 not present
Fan 1 running at rpm 12946
Fan 2 running at rpm 12684
Fan 3 running at rpm 12558
Fan 4 not present
FAN test returned OK
Starting Connector test:
Connector test returned OK
Starting I4 test:
I4 OK
All I4s OK
I4 test returned OK
NM2 Environment test PASSED


	
次のコマンドを使用して、InfiniBandサブネット・マネージャを有効化します。


# enablesm



注意:

InfiniBandサブネット・マネージャがすでに実行されていることを示すエラーを取得した場合は、次のように再起動します。


# disablesm

# enablesm




	
次のコマンドを使用して、IPアドレスが正しいことを確認します。


# ifconfig eth0

eth0    Link encap:Ethernet HWaddr 00:E0:4B:2A:07:2B
        inet addr:172.16.10.32 Bcast:172.16.10.255
Mask:255.255.255.0
        inet6 addr:fe80::2e0:3a00:fe2a:61e/64 Scope:Link
        UP BROADCAST RUNNING MULTICAST MTU:1500 Metric:1
        RX packets:11927 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0
        TX packets:89 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0
        collisions:0 txqueuelen:1000
        RX bytes:720262 (703.3 KiB)TX bytes:11402 (11.1 KiB)


	
次のコマンドを使用して、ホスト名が正しいことを確認します。


# hostname

dm01sw-ib2.example.com


	
「Oracle Exadata Database Machineフル・ラックおよびOracle Exadata Database Machineハーフ・ラックのサブネット・マネージャ・マスターの設定」に示されているように、サブネット・マネージャ・マスターを設定します。この手順は、Oracle Exadata Database Machineハーフ・ラックおよびOracle Exadata Database Machineフル・ラックに必要です。


	
次のコマンドを使用して、InfiniBandスイッチからログアウトします。


# exit





注意:

再起動後にネットワーク設定が表示されなかった場合、両方の電源コードを1分間取り外してスイッチの電源を入れ直してください。







関連項目

	Exadata Database MachineおよびExadata Storage Serverのサポートされているバージョン(My Oracle Support Doc ID 888828.1)








5.1.1 Oracle Exadata Database Machineフル・ラックおよびOracle Exadata Database Machineハーフ・ラックのサブネット・マネージャ・マスターの設定


Oracle Exadata Database Machine X3-2システムおよびOracle Exadata Database Machine X2-2システムには、3台のSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチがあります。Oracle Exadata Database Machine X4-2以降では、Oracle Exadata Database Machine Two-Socket Systemsには2台のSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチがあります。

ラック・ユニット1 (U1)にあるスイッチは、スパイン・スイッチと呼ばれます。他の2つのスイッチは、リーフ・スイッチと呼ばれます。リーフ・スイッチの場所は、次のとおりです。

	
Oracle Exadata Database Machine Two-Socket Systems (X3-2以上): ラック・ユニット20 (U20)およびラック・ユニット22 (U22)


	
Oracle Exadata Database Machine X2-2ラック: ラック・ユニット20 (U20)およびラック・ユニット24 (U24)


	
Oracle Exadata Database Machine X6-8、X5-8、X4-8、X3-8およびX2-8フル・ラック: ラック・ユニット21 (U21)およびラック・ユニット23 (U23)




スパイン・スイッチはInfiniBandサブネットのサブネット・マネージャ・マスターです。サブネット・マネージャ・マスターの優先度は8で、次の手順で検証できます。

	
rootユーザーとしてスパイン・スイッチにログインします。


	
setsmpriority listコマンドを実行します。

このコマンドにより、smpriorityの値は8であることが示されます。smpriorityの値が異なる場合は、次のようにしてください。

	
disablesmコマンドを使用して、サブネット・マネージャを停止します。


	
setsmpriority 8コマンドを使用して優先度を8に設定します。


	
enablesmコマンドを使用して、サブネット・マネージャを再起動します。







リーフ・スイッチは優先度が5のスタンバイ・サブネット・マネージャです。これは、前述の手順のsetsmpriorityコマンドに値5を代入して確認できます。


注意:

Sun Fire X4170 Oracle Database Serverを使用したOracle Exadata Database Machineハーフ・ラックには、優先度が5に設定された2つのSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチがあります。



サブネット・マネージャ・マスターを決定するには、InfiniBandスイッチのrootユーザーとしてログインし、getmasterコマンドを実行します。サブネット・マネージャ・マスターの場所が表示されます。次に、getmasterコマンドの出力例を示します。


# getmaster
20100701 11:46:38 OpenSM Master on Switch : 0x0021283a8516a0a0 ports 36 Sun DCS 36
QDR switch dm01sw-ib1.example.com enhanced port 0 lid 1 lmc 0


前述の出力は、適切な構成を示しています。サブネット・マスター・マネージャは、スパイン・スイッチdm01sw-ib1.example.comで実行されます。

スパイン・スイッチがサブネット・マネージャ・マスターではない場合、次の手順を実行してサブネット・マネージャ・マスターを設定します。

	
getmasterコマンドを使用して、サブネット・マネージャ・マスターの現在の場所を確認します。


	
サブネット・マネージャ・マスターのリーフ・スイッチにrootユーザーとしてログインします。


	
スイッチのサブネット・マネージャを無効にします。サブネット・マネージャ・マスターが別のスイッチに移動します。


	
getmasterコマンドを使用して、サブネット・マネージャ・マスターの現在の場所を確認します。スパイン・スイッチがサブネット・マネージャ・マスターではない場合、スパイン・スイッチがサブネット・マネージャ・マスターになるまで手順2と3を繰り返します。


	
この手順の実行中に無効になったリーフ・スイッチのサブネット・マネージャを有効にします。





注意:

	
4つ以上のラックを配線してInfiniBandネットワークを構成している場合、スパイン・スイッチでのみ、サブネット・マネージャを実行する必要があります。リーフ・スイッチでは、サブネット・マネージャを無効化する必要があります。


	
Sun Fire X4170 Oracle Database Serverを使用したOracle Exadata Database Machineハーフ・ラックおよびOracle Exadata Database Machineクオータ・ラックには、2つのSun Datacenter InfiniBand Switch 36スイッチがあり、どちらも優先度は5に設定されています。GUIDが再下位のものがマスターです。







関連項目:

	
『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36ユーザーズ・ガイド』のSubnet Managerの有効化に関する項


	
『Sun Datacenter InfiniBand Switch 36ユーザーズ・ガイド』のSubnet Managerの無効化に関する項


	
ハードウェア・コンポーネント情報は、『Oracle Exadata Database Machineシステム概要』を参照してください。


	
『Oracle Exadata Database Machineシステム概要』の配線表に関する項














5.2 Ciscoイーサネット・スイッチの構成


Oracle Exadataラックに同梱されているCisco Catalyst 4948イーサネット・スイッチは、インストール時に最小限で構成されます。

最小構成では、IPルーティングが無効になり、次の設定が行われます。

	
ホスト名


	
IPアドレス


	
サブネット・マスク


	
デフォルトのゲートウェイ


	
ドメイン名


	
ネーム・サーバー


	
NTPサーバー


	
時刻


	
タイム・ゾーン




スイッチを構成する前に、次の点に注意してください。

	
実行中の構成が確認され、ネットワーク管理者によって必要な変更が実行されるまで、Ciscoイーサネット・スイッチを接続しないでください。


	
すべてのコンポーネントのIPアドレスがOracle Exadataラックに構成されるまで、Ciscoイーサネット・スイッチを顧客のネットワークに接続することはできません。これは、発送時にコンポーネントに設定されるデフォルトのアドレスによる重複するIPアドレスの競合を防ぐためです。




Cisco 4948E-Fスイッチは、ポート49 - 52を使用して、顧客ネットワークへの複数のuplinkをサポートしています。これは、冗長な接続性のためにスイッチ設定が複雑で、顧客のネットワーク管理者によって実行する必要があります。

次の手順は、Ciscoイーサネット・スイッチの構成方法を示しています。構成はネットワーク管理者と一緒に行う必要があります。

	
Ciscoスイッチ・コンソールからラップトップまたは類似する装置にシリアル・ケーブルを接続します。RJ45-DB9シリアル・ケーブルは、Ciscoドキュメント・パッケージに付属しています。


	
ログ出力によって、端末セッションがラップトップ上に記録されていることを確認します。出力結果を使用して、スイッチが正しく構成されていることを確認できます。デフォルトのシリアル・ポート速度は、9600ボー、8ビット、パリティなし、1ストップ・ビット、ハンドシェイクなしです。


Switch con0 is now available
Press RETURN to get started.


	
次のコマンドを使用して、有効モードに変更します。


Switch> enable



注意:

rootユーザーのパスワードがない場合は、Oracleサポート・サービスにお問い合せください。




	
単一のVLANのネットワークを構成します。次に、構成の例を示します。


Switch# configure terminal
Enter configuration commands,one per line.End with CNTL/Z.
Switch(config)# interface vlan 1
Switch(config-if)# ip address 10.7.7.34 255.255.255.0
Switch(config-if)# end
Switch# *Sep 15 14:12:06.309:%SYS-5-CONFIG_I:Configured from console by console
Switch# write memory
Building configuration...
Compressed configuration from 2474 bytes to 1066 bytes [OK ]


	
(オプション)次のように、デフォルトのIPルーティング設定を無効化し、デフォルトのゲートウェイを構成します。スイッチでIPルーティングを使用しない場合に、この手順が必要です。


Switch# configure terminal
Enter configuration commands,one per line.End with CNTL/Z.
Switch(config)# no ip routing
Switch(config)# ip default-gateway 10.7.7.1
Switch(config)# end 
*Sep 15 14:12:46.309:%SYS-5-CONFIG_I:Configured from console by console
Switch# write memory
Building configuration...
Compressed configuration from 2492 bytes to 1070 bytes [OK ]



注意:

スイッチでIPルーティングが必要な場合、次のようにデフォルトのIPルーティング設定を使用し、デフォルトのゲートウェイを構成します。


Switch# configure terminal
Enter configuration commands,one per line.End with CNTL/Z.
Switch(config)# ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 10.7.7.1
Switch(config)# end
*Sep 15 14:13:26.013:%SYS-5-CONFIG_I:Configured from console by console
Switch# write memory
Building configuration...
Compressed configuration from 2502 bytes to 1085 bytes [OK ]




	
次のようにスイッチのホスト名を設定します。


Switch# configure terminal
Enter configuration commands,one per line.End with CNTL/Z.
Switch(config)# hostname burxsw-ip
burxsw-ip(config)# end
burxsw-ip# write memory
Building configuration...
Compressed configuration from 3789 bytes to 1469 bytes [OK ]


プロンプト名としてシステム・ホスト名が使用されます。


	
次のようにパスワードを設定します。


burxsw-ip # configure terminal
Enter configuration commands,one per line.End with CNTL/Z.
burxsw-ip(config)# enable password *******
burxsw-ip(config)# enable secret ******* 
The enable secret you have chosen is the same as your enable password.
This is not recommended.Re-enter the enable secret.
burxsw-ip(config)# end
burxsw-ip#write memory 
*Sep 15 14:25:05.893:%SYS-5-CONFIG_I:Configured from console by console
Building configuration...
Compressed configuration from 2502 bytes to 1085 bytes [OK ]


	
最大3つのDNSサーバーを構成します。次に、例を示します。


burxsw-ip# configure terminal
Enter configuration commands,one per line.End with CNTL/Z.
burxsw-ip(config)# ip domain-name exdm.com
burxsw-ip(config)# ip name-server 10.7.7.3
burxsw-ip(config)# ip name-server 129.148.5.5
burxsw-ip(config)# ip name-server 10.8.160.1
burxsw-ip(config)# end 
*Sep 15 14:26:37.045:%SYS-5-CONFIG_I:Configured from console by console
burxsw-ip#write memory
Building configuration...
Compressed configuration from 2603 bytes to 1158 bytes [OK ]


	
クロックとタイムゾーンを次のように設定します。スイッチは、協定世界時(UTC)形式の内部時間を維持します。

	
UTCを使用するには、次のコマンドを使用します。


no clock timezone global configuration


	
タイムゾーンを使用するには、次のコマンドを使用します。


clock timezone zone hours-offset [minutes-offset]


前述のコマンドのzoneは有効な標準時を表示するタイムゾーン、hours-offsetはUTCからの時間オフセット、minutes-offsetはUTCからの分オフセットです。


	
サマータイムの時間を設定するには、次のコマンドを使用します。


clock summer-time zone recurring [week day monthhh:mm week day month \
hh:mm[offset]]


前述のコマンドのzoneは有効なサマータイムを表示するタイムゾーン、weekは月単位の週(1から5の数値またはlast)、dayは週単位の日、monthは月、hh:mmは24時間形式の時間、offsetはサマータイム中に追加される分数です。デフォルトのオフセットは、60分です。


	
クロックを任意の時間に手動で設定するには、次のコマンドを使用します。


clock set hh:mm:ss month day year


前述のコマンドのhh:mm:ssは24時間形式の時間、dayは月単位の日、monthは月、yearは年です。指定される時間は、構成されるタイムゾーンと関連します。




ローカル時間およびタイムゾーンを設定する場合、順序が重要です。次に、ローカル時間をアメリカ東部標準時に設定する例を示します。


Switch# configure terminal
Enter configuration commands,one per line.End with CNTL/Z.
burxsw-ip(config)# clock timezone EST -5 
burxsw-ip(config)# clock summer-time EDT recurring
burxsw-ip(config)# end
burxsw-ip# clock set 21:00:00 August 09 2010
burxsw-ip#write memory
Building configuration...
Compressed configuration from 3784 bytes to 1465 bytes [OK ]
burxsw-ip# show clock
21:00:06.643 EST Mon Aug 9 2010


	
最大2台のNTPサーバーを構成します。次に、例を示します。


burxsw-ip# configure terminal
Enter configuration commands,one per line.End with CNTL/Z.
burxsw-ip(config)# ntp server 10.7.7.32 prefer
burxsw-ip(config)# ntp server 129.148.9.19
burxsw-ip(config)# end
*Sep 15 14:51:08.665:%SYS-5-CONFIG_I:Configured from console by
console
burxsw-ip# write memory
Building configuration...
Compressed configuration from 2654 bytes to 1163 bytes [OK ]
burxsw-ip# show ntp status
<output will vary per network>
burxsw-ip# show clock
20:59:06.643 EST Mon Aug 9 2010


この例では、Ciscoスイッチがネットワークに接続してNTPにアクセスできる場合、NTPサーバーがローカル時間と同期化します。


	
次のコマンドを使用して、構成を確認します。


burxsw-ip# show running-config


次に、出力の例を示します。


Building configuration...
Current configuration :2654 bytes
!
version 12.2
no service pad
service timestamps debug datetime msec
service timestamps log datetime msec
no service password-encryption
service compress-config
!
hostname Switch
!
boot-start-marker
boot-end-marker
!
enable secret 5 $1$mS8h$EaJrIECUxavfGH6vLZg1T.
enable password *******
!
no aaa new-model
ip subnet-zero
ip domain-name sodm.com
ip name-server 10.7.7.3
ip name-server 172.16.5.5
ip name-server 10.8.160.1
!
ip vrf mgmtVrf
!
vtp mode transparent
!
power redundancy-mode redundant
!
!
spanning-tree mode pvst
spanning-tree extend system-id
!
vlan internal allocation policy ascending
!
!
interface FastEthernet1
 ip vrf forwarding mgmtVrf
 no ip address
 speed auto
 duplex auto
!
interface GigabitEthernet1/1
 spanning-tree portfast
!
interface GigabitEthernet1/2
 spanning-tree portfast
!
...
!
interface GigabitEthernet1/47
 media-type rj45
 spanning-tree portfast
!
interface GigabitEthernet1/48
 media-type rj45
!
interface Vlan1
 ip address 10.7.7.34 255.255.255.0
!
interface Vlan48
 no ip address
 shutdown
!
ip default-gateway 10.7.7.1
ip http server
!
!
control-plane
!
!
line con 0
 stopbits 1
line vty 0 4
 password *******
 login
line vty 5 15
 password *******
 login
!
ntp server 10.7.7.32 prefer
ntp server 172.16.9.1
end


設定が正しくない場合は、適切な手順を繰り返します。設定を消去するには、同じコマンドの前にnoと入力します。たとえば、デフォルトのゲートウェイを消去するには、次のコマンドを入力します。


burxsw-ip# no ip default-gateway 10.7.7.1
burxsw-ip# end
burxsw-ip# write memory


	
次のコマンドを使用して、現在の構成を保存します。


burxsw-ip# copy running-config startup-config


	
次のコマンドを使用して、セッションを終了します。


burxsw-ip# exit


	
Ciscoコンソールからケーブルを取り外します。


	
構成を確認するには、ラップトップ・コンピュータをポート48に接続し、内部管理ネットワークのIPアドレスのpingを送信します。








関連項目

	Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続およびIPアドレス要件
	ネットワーク構成チェックリスト










5.3 配電ユニットの構成


配電ユニット(PDU)を静的IPアドレスで構成して、監視ネットワークに接続します。PDUをネットワークに接続する前に、次の項目を確認します。

	
静的IPアドレス


	
サブネット・マスク


	
デフォルトのゲートウェイ


	
イーサネット・ケーブル


	
Oracle SolarisまたはMicrosoft Windowsのラップトップ・コンピュータ




フル・ラックより少ないシステムでは、PDU Ethernet接続は、Cisco 4948E-Fスイッチの使用可能なポートを使用する場合があります。フル・ラック・システムでは、スイッチ上のすべてのポートは他のコンポーネント用に予約済のため、PDUはCisco 4948E-Fに接続できません。

次の手順は、ネットワークへのPDUの構成および接続方法を示しています。

	
PDUの電源を切断します。


	
電源から電源リード線を取り外します。


	
次に示すように、ラップトップの使用可能なネットワーク接続から未使用のLANネットワーク接続を選択します。

	
Oracle Solarisの場合:

	
スーパーユーザーとしてログインします。


	
dladm show-linkコマンドを使用して、未使用のイーサネット・インタフェースを検索します。


	
ifconfig -aコマンドを使用して、使用されているインタフェースを確認します。


	
plumbオプションとともに次のコマンドを使用して、未使用のインタフェースを追加します。


# ifconfig interface plumb up


前述のコマンドのinterfaceは、手順3.cで確認したネットワーク・インタフェースです。


	
次のコマンドを使用して、IPv4アドレスおよびネットマスクをインタフェースに割り当てます。


# ifconfig interface IPv4_address netmask + netmask \
  broadcast broadcast up


前述のコマンドのinterfaceはネットワーク・インタフェース、IPv4_addressはIPアドレス、netmaskはネットマスク・アドレス、broadcastはブロードキャスト・アドレスです。


注意:

ifconfigコマンドで構成されたネットワーク・インタフェースは、システムの再起動後に存続しません。







	
Microsoft Windowsの場合:

	
「スタート」メニューから「設定」を選択します。


	
「設定」メニューから「ネットワーク接続」を選択します。


	
「ネットワーク接続」メニューから未使用のローカル・エリア接続を選択します。


	
ローカル エリア接続のプロパティ・ウィンドウの「インターネット プロトコル (TCP/IP)」をダブルクリックします。インターネット・プロトコル(TCP/IP)ウィンドウが表示されます。


	
「次の IP アドレスを使う」を選択します。


	
IPアドレス・フィールドにIPアドレスを入力します。デフォルトのPDUメーター・ユニット・アドレスの192.168.0.1を使用しないでください。


	
サブネット・マスク・フィールドにIPアドレスを入力します。


	
デフォルトのゲートウェイ・フィールドを空白のままにします。


	
「OK」をクリックします。








	
PDUおよびラップトップをCiscoスイッチの2つのポートに接続します。Ciscoスイッチを現在使用している機器の接続を一時的に解除する必要があります。


	
PDU電源入力リード線を電源に接続します。次に示すように、1つのPDU電源入力リード線のみを接続する必要があります。

	
1つの電源入力リード線を使用するPDUには、1つのリード線を電源に接続します。


	
2つの電源リード線を使用するPDUには、最初の電源リード線を電源に接続します。最初の電源リード線のラベルは0です。


	
3つの電源入力リード線を使用するPDUには、中央の電源リード線を電源に接続します。中央の電源リード線のラベルは1です。





	
Webブラウザを使用してPDUメーター・ユニットにアクセスするには、ブラウザのアドレス行にユニットの工場出荷時のデフォルトのIPアドレス192.168.0.1を入力します。現在の測定ページが表示されます。


	
ページの左上の「ネットワーク構成」をクリックします。


	
PDUメーター・ユニットにadminユーザーとしてログインします。ネットワークの構成後にパスワードを変更します。


	
「DHCP有効」チェック・ボックスが選択されていないことを確認します。


	
PDUメーター・ユニットの次のネットワーク設定を入力します。

	
IPアドレス


	
サブネット・マスク・アドレス


	
デフォルトのゲートウェイ





	
「送信」をクリックしてネットワーク設定を行い、PDUメーター・ユニットをリセットします。


	
CiscoスイッチからPDUおよびラップトップを取り外します。


	
Ciscoスイッチに元から接続されていた2つのケーブルを再接続します。


	
イーサネット・ケーブルをPDUメーター・ユニットのRJ-45イーサネット・ポートおよびネットワークに接続します。


	
Webブラウザを使用して、PDUメーター・ユニットにログインします。ブラウザのアドレス行でPDUメーター・ユニットの静的IPアドレスを使用します。構成に成功すると、現在の測定ページが表示されます。


	
残りのPDU電源入力リード線を電源に接続します。








5.3.1 配電ユニットのしきい値設定の構成


PDU電流は直接またはOracle Enterprise Manager Grid Controlで監視できます。しきい値設定を構成し、PDUを監視します。しきい値設定は、Oracle ExadataラックのサイズとPDUのタイプによって異なります。各計測ユニットのモジュールおよび各相で構成可能なしきい値は、Info low、Pre WarningおよびAlarmです。


注意:

しきい値はPDU計測ユニットのパラメータ構成セクションで設定する必要があります。Oracle Enterprise Manager Grid Controlプラグインを使用したしきい値設定は無効です。




関連項目:

	
Oracle Enterprise Manager Grid Controlを使用したPDUメトリックおよびイベント収集の詳細は、『Oracle Enterprise Manager Exadata管理スタート・ガイド』


	
PDUの構成および監視の詳細は、『Oracle Sun Rack II配電ユニット・ユーザーズ・ガイド』(https://docs.oracle.com/cd/E19657-01/html/E23956/index.html)


	
コンポーネントの監視の詳細は、『Oracle Exadata Database Machineメンテナンス・ガイド』を参照してください。









5.3.1.1 「Oracle Exadata Database Machine X5-2およびX6-2のPDUしきい値」


Oracle Exadata Database Machine X5-2以降、Oracle Exadata Configuration Assistant (OECA)は、X5-2 PDUしきい値の唯一のソースです。OECAは、Oracle Technology Network (http://www.oracle.com/technetwork/database/exadata/oeca-download-2817713.html)で入手可能です

なんらかの理由により、OECAを使用できない場合、Oracleサポート・サービスに連絡してください。







5.3.1.2 「Oracle Exadata Database Machine X4-2のPDUしきい値」


この項では、Oracle Exadata Database Machine X4-2のPDUしきい値を示します。


注意:

ここでリストする値は、Oracle Factoryからのデプロイメントおよび配信上で受信した構成のシステムで使用する場合に、信頼できます。この構成に対する変更は、Oracle Exadata Configuration Assistant (OECA)を原型とし、OECAにリストされるPDUしきい値を使用する必要があります。OECAは、Oracle Technology Networkで入手可能です。







5.3.1.2.1 Oracle Exadata Database Machine X4-2フル・ラックのPDUしきい値


次の表は、Oracle Exadata Database Machine X4-2フル・ラックのしきい値を示しています。

	
表5-1 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2フル・ラックのしきい値


	
表5-2 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2フル・ラックのしきい値


	
表5-3 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2フル・ラックのしきい値


	
表5-4 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2フル・ラックのしきい値




表5-1は、単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-1 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
20

	
24


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
17

	
22


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
19

	
24


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
19

	
24


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
17

	
22


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
20

	
24







表5-2は、3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-2 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
32

	
40


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
34

	
42


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
32

	
40







表5-3は、単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-3 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
23


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
16

	
20


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
18

	
23


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
23


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
16

	
20


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
18

	
23







表5-4は、3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-4 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
21


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
18

	
21


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
16

	
21












5.3.1.2.2 Oracle Exadata Database Machine X4-2ハーフ・ラックのPDUしきい値


次の表は、Oracle Exadata Database Machine X4-2ハーフ・ラックのしきい値を示しています:

	
表5-5 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2ハーフ・ラックのしきい値


	
表5-6 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2ハーフ・ラックのしきい値


	
表5-7 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2ハーフ・ラックのしきい値


	
表5-8 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2ハーフ・ラックのしきい値




表5-5は、単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2ハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-5 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
20

	
24


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
10

	
13


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0.1

	
0.2


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0.1

	
0.2


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
10

	
13


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
20

	
24







表5-6は、3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2ハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-6 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
17

	
22


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
19

	
24


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
15

	
20







表5-7は、単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2ハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-7 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
23


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
9

	
12


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0.1

	
0.2


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0.1

	
0.2


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
9

	
12


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
18

	
23







表5-8は、3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2ハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-8 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
11

	
15


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
9

	
12


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
7

	
10












5.3.1.2.3 Oracle Exadata Database Machine X4-2クオータ・ラックのPDUしきい値


次の表は、Oracle Exadata Database Machine X4-2クオータ・ラックのしきい値を示しています:

	
表5-9 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2クオータ・ラックのしきい値


	
表5-10 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2クオータ・ラックのしきい値


	
表5-11 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2クオータ・ラックのしきい値


	
表5-12 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2クオータ・ラックのしきい値




表5-9は、単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2クオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-9 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
10

	
13


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
5

	
7


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0.1

	
0.2


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0.1

	
0.2


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
5

	
7


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
10

	
13







表5-10は、3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2クオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-10 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
11

	
14


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
10

	
13


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
5

	
7







表5-11は、単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2クオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-11 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
9

	
12


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
5

	
7


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0.1

	
0.2


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0.1

	
0.2


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
5

	
7


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
9

	
12







表5-12は、3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2クオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-12 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-2クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
9

	
11


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
3

	
4


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
3

	
4














5.3.1.3 「Oracle Exadata Database Machine X3-2のPDUしきい値」


この項では、Oracle Exadata Database Machine X3-2のPDUしきい値を示します。


注意:

ここでリストする値は、Oracle Factoryからのデプロイメントおよび配信上で受信した構成のシステムで使用する場合に、信頼できます。この構成に対する変更は、Oracle Exadata Configuration Assistant (OECA)を原型とし、OECAにリストされるPDUしきい値を使用する必要があります。OECAは、Oracle Technology Networkで入手可能です。







5.3.1.3.1 Oracle Exadata Database Machine X3-2フル・ラックのPDUしきい値


次の表は、Oracle Exadata Database Machine X3-2フル・ラックのしきい値を示しています。

	
表5-13 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2フル・ラックのしきい値


	
表5-14 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2フル・ラックのしきい値


	
表5-15 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2フル・ラックのしきい値


	
表5-16

3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2フル・ラックのしきい値


表5-13は、単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-13 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
20

	
24


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
14

	
18


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
19

	
24


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
19

	
24


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
14

	
18


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
20

	
24







表5-14は、3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-14 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
30

	
38


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
32

	
40


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
30

	
38







表5-15は、単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-15 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
23


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
13

	
17


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
18

	
22


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
22


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
13

	
17


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
18

	
23







表5-16は、3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-16 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
17

	
21


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
17

	
21


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
15

	
19












5.3.1.3.2 Oracle Exadata Database Machine X3-2ハーフ・ラックのPDUしきい値


次の表は、Oracle Exadata Database Machine X3-2ハーフ・ラックのしきい値を示しています。

	
表5-17 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2ハーフ・ラックのしきい値


	
表5-18 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2ハーフ・ラックのしきい値


	
表5-19 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2ハーフ・ラックのしきい値


	
表5-20 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2ハーフ・ラックのしきい値




表5-17は、単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2ハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-17 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
20

	
24


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
9

	
11


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
9

	
11


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
20

	
24







表5-18は、3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2ハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-18 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
16

	
21


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
19

	
24


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
14

	
18







表5-19は、単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2ハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-19 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
23


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
8

	
10


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
8

	
10


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
18

	
23







表5-20は、3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2ハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-20 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
11

	
15


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
9

	
11


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
6

	
8












5.3.1.3.3 Oracle Exadata Database Machine X3-2クオータ・ラックのPDUしきい値


次の表は、Oracle Exadata Database Machine X3-2クオータ・ラックのしきい値を示しています。

	
表5-21 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2クオータ・ラックのしきい値


	
表5-22 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2クオータ・ラックのしきい値


	
表5-23 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2クオータ・ラックのしきい値


	
表5-24 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2クオータ・ラックのしきい値




表5-21は、単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2クオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-21 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
10

	
13


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
5

	
6


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
5

	
6


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
10

	
13







表5-22は、3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2クオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-22 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
11

	
14


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
10

	
13


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
4

	
6







表5-23は、単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2クオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-23 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
9

	
11


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
4

	
6


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
4

	
6


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
9

	
11







表5-24は、3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2クオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-24 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-2クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
9

	
12


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
2

	
3


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
3

	
4














5.3.1.4 「Oracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)のPDUしきい値」


この項では、Oracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)のPDUしきい値を示します。


注意:

ここでリストする値は、Oracle Factoryからのデプロイメントおよび配信上で受信した構成のシステムで使用する場合に、信頼できます。この構成に対する変更は、Oracle Exadata Configuration Assistant (OECA)を原型とし、OECAにリストされるPDUしきい値を使用する必要があります。OECAは、Oracle Technology Networkで入手可能です。







5.3.1.4.1 Oracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)フル・ラックのPDUしきい値


次の表は、Oracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)フル・ラックのしきい値を示しています。

	
表5-25 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)フル・ラックのしきい値


	
表5-26 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)フル・ラックのしきい値


	
表5-27 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)フル・ラックのしきい値


	
表5-28 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)フル・ラックのしきい値




表5-25は、単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineフル・ラックのしきい値を示しています。


表5-25 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
23


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
22

	
24


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
18

	
23


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
23


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
22

	
24


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
18

	
23







表5-26は、3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineフル・ラックのしきい値を示しています。


表5-26 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
32

	
40


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
34

	
43


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
33

	
42







表5-27は、単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineフル・ラックのしきい値を示しています。


表5-27 、単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
16

	
20


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
20

	
21


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
16

	
20


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
16

	
20


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
20

	
21


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
16

	
20







表5-28は、3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineフル・ラックのしきい値を示しています。


表5-28 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
21


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
18

	
21


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
17

	
21












5.3.1.4.2 Oracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)ハーフ・ラックのPDUしきい値


次の表は、Oracle Exadata Database Machineハーフ・ラックのしきい値を示しています。

	
表5-29 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)ハーフ・ラックのしきい値


	
表5-30 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)ハーフ・ラックのしきい値


	
表5-31 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)ハーフ・ラックのしきい値


	
表5-32 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)ハーフ・ラックのしきい値




表5-29は、単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-29 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
23


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
13

	
17


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
13

	
17


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
18

	
23







表5-30は、3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-30 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
23


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
17

	
22


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
18

	
23







表5-31は、単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-31 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
16

	
20


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
12

	
15


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
12

	
15


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
16

	
20







表5-32は、3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-32 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
9

	
12


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
9

	
12


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
10

	
13












5.3.1.4.3 Oracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)クオータ・ラックのPDUしきい値


次の表は、Oracle Exadata Database Machineクオータ・ラックのしきい値を示しています。

	
表5-33 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)クオータ・ラックのしきい値


	
表5-34 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)クオータ・ラックのしきい値


	
表5-35 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)クオータ・ラックのしきい値


	
表5-36 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)クオータ・ラックのしきい値




表5-33は、単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineクオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-33 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
10

	
13


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
6

	
8


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
6

	
8


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
10

	
13







表5-34は、3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineクオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-34 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
12

	
15


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
11

	
14


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
5

	
7







表5-35は、単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineクオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-35 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
9

	
12


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
5

	
7


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
5

	
7


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
9

	
12







表5-36は、3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineクオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-36 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170 M2およびX4270 M2サーバー搭載)クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
9

	
12


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
3

	
4


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
4

	
5














5.3.1.5 「Oracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)のPDUしきい値」


この項では、Oracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)のPDUしきい値について説明します。


注意:

ここでリストする値は、Oracle Factoryからのデプロイメントおよび配信上で受信した構成のシステムで使用する場合に、信頼できます。この構成に対する変更は、Oracle Exadata Configuration Assistant (OECA)を原型とし、OECAにリストされるPDUしきい値を使用する必要があります。OECAは、Oracle Technology Networkからダウンロードできます。







5.3.1.5.1 Oracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)フル・ラックのPDUしきい値


次の表は、Oracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)フル・ラックのしきい値を示しています。

	
表5-37 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)フル・ラックのしきい値


	
表5-38 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)フル・ラックのしきい値


	
表5-39 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)フル・ラックのしきい値


	
表5-40 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)フル・ラックのしきい値




表5-37は、単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineフル・ラックのしきい値を示しています。


表5-37 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
22

	
24


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
22

	
24


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
21

	
24


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
21

	
24


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
22

	
24


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
22

	
24







表5-38は、3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineフル・ラックのしきい値を示しています。


表5-38 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
36

	
45


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
39

	
44


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
38

	
45







表5-39は、単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineフル・ラックのしきい値を示しています。


表5-39 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
20

	
21


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
20

	
21


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
19

	
21


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
19

	
21


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
20

	
21


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
20

	
21







表5-40は、3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineフル・ラックのしきい値を示しています。


表5-40 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
20

	
21


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
21

	
21


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
18

	
21












5.3.1.5.2 Oracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)ハーフ・ラックのPDUしきい値


次の表は、Oracle Exadata Database Machineハーフ・ラックのしきい値を示しています。

	
表5-41 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)ハーフ・ラックのしきい値


	
表5-42 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2 (X4170およびX4275サーバー搭載)ハーフ・ラックのしきい値


	
表5-43 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)ハーフ・ラックのしきい値


	
表5-44 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)ハーフ・ラックのしきい値




表5-41は、単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-41 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
21

	
24


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
13

	
17


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
13

	
17


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
21

	
24







表5-42は、3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-42 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2 (X4170およびX4275サーバー搭載)ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
19

	
24


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
20

	
25


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
19

	
24







表5-43は、単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-43 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
19

	
21


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
12

	
15


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
12

	
15


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
19

	
21







表5-44は、3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-44 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
11

	
14


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
11

	
14


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
10

	
13












5.3.1.5.3 Oracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)クオータ・ラックのPDUしきい値


次の表は、Oracle Exadata Database Machineクオータ・ラックのしきい値を示しています。

	
表5-45

単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)クオータ・ラックのしきい値
	
表5-46

3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)クオータ・ラックのしきい値
	
表5-47

単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)クオータ・ラックのしきい値
	
表5-48

3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)クオータ・ラックのしきい値


表5-45は、単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineクオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-45 単相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
12

	
15


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
6

	
8


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
6

	
8


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
12

	
15







表5-46は、3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineクオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-46 3相、低電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
13

	
17


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
12

	
15


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
5

	
7







表5-47は、単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineクオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-47 単相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
11

	
14


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
5

	
7


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
5

	
7


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
11

	
14







表5-48は、3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machineクオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-48 3相、高電圧PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-2(X4170およびX4275サーバー搭載)クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
11

	
14


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
2

	
3


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
3

	
4













5.3.1.6 「Oracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラックのPDUしきい値」


この項では、Oracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラックのPDUしきい値を示します。

次の表は、Oracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラックのしきい値を示しています。

	
表5-49 単相、低電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラックのしきい値


	
表5-50 3相、低電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラックのしきい値


	
表5-51 単相、高電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラックのしきい値


	
表5-52 3相、高電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラックのしきい値




次の表は、単相、低電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-49 単相、低電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
24

	
31


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
26

	
33


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
24

	
30


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
24

	
30


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
26

	
33


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
22

	
31







次の表は、3相、低電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-50 3相、低電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
21

	
26


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
23

	
29


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
22

	
27


	
A

	
モジュール2、単相

	
0

	
20

	
25


	
A

	
モジュール2、2相

	
0

	
21

	
27


	
A

	
モジュール2、3相

	
0

	
23

	
29


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
20

	
30


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
21

	
33


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
23

	
31


	
B

	
モジュール2、単相

	
0

	
21

	
26


	
B

	
モジュール2、2相

	
0

	
23

	
29


	
B

	
モジュール2、3相

	
0

	
22

	
27







次の表は、単相、高電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-51 単相、高電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
22

	
28


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
24

	
30


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
21

	
27


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
21

	
27


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
24

	
30


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
22

	
28







次の表は、3相、高電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-52 3相、高電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X5-8およびX6-8フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
12

	
12


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
13

	
13


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
10

	
10


	
A

	
モジュール2、単相

	
0

	
10

	
10


	
A

	
モジュール2、2相

	
0

	
13

	
13


	
A

	
モジュール2、3相

	
0

	
11

	
11


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
10

	
10


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
13

	
13


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
11

	
11


	
B

	
モジュール2、単相

	
0

	
12

	
12


	
B

	
モジュール2、2相

	
0

	
13

	
13


	
B

	
モジュール2、3相

	
0

	
10

	
10












5.3.1.7 Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのPDUしきい値


この項では、Oracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのPDUしきい値を示します。

	
表5-53 単相、低電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのしきい値


	
表5-54 3相、低電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのしきい値


	
表5-55 単相、高電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのしきい値


	
表5-56 3相、高電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのしきい値




表5-53は、単相、低電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-53 単相、低電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
24

	
31


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
26

	
33


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
24

	
30


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
24

	
30


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
26

	
33


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
22

	
31







表5-54は、3相、低電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-54 3相、低電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
21

	
26


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
23

	
29


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
22

	
27


	
A

	
モジュール2、単相

	
0

	
20

	
25


	
A

	
モジュール2、2相

	
0

	
21

	
27


	
A

	
モジュール2、3相

	
0

	
23

	
29


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
20

	
30


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
21

	
33


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
23

	
31


	
B

	
モジュール2、単相

	
0

	
21

	
26


	
B

	
モジュール2、2相

	
0

	
23

	
29


	
B

	
モジュール2、3相

	
0

	
22

	
27







表5-55は、単相、高電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-55 単相、高電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
22

	
28


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
24

	
30


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
21

	
27


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
21

	
27


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
24

	
30


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
22

	
28







表5-56は、3相、高電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-56 3相、高電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X4-8フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
12

	
12


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
13

	
13


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
10

	
10


	
A

	
モジュール2、単相

	
0

	
10

	
10


	
A

	
モジュール2、2相

	
0

	
13

	
13


	
A

	
モジュール2、3相

	
0

	
11

	
11


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
10

	
10


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
13

	
13


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
11

	
11


	
B

	
モジュール2、単相

	
0

	
12

	
12


	
B

	
モジュール2、2相

	
0

	
13

	
13


	
B

	
モジュール2、3相

	
0

	
10

	
10












5.3.1.8 Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックのPDUしきい値


この項では、Oracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックのPDUしきい値を示します。

	
表5-57 単相、低電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックのしきい値


	
表5-58 3相、低電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックのしきい値


	
表5-59 単相、高電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックのしきい値


	
表5-60 3相、高電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックのしきい値




表5-57は、単相、低電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-57 単相、低電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
25

	
31


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
26

	
33


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
24

	
30


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
24

	
30


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
26

	
33


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
25

	
31







表5-58は、3相、低電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-58 3相、低電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
21

	
27


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
23

	
30


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
22

	
28


	
A

	
モジュール2、単相

	
0

	
20

	
25


	
A

	
モジュール2、2相

	
0

	
21

	
27


	
A

	
モジュール2、3相

	
0

	
23

	
29


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
20

	
25


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
21

	
27


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
23

	
29


	
B

	
モジュール2、単相

	
0

	
21

	
27


	
B

	
モジュール2、2相

	
0

	
23

	
30


	
B

	
モジュール2、3相

	
0

	
22

	
28







表5-59は、単相、高電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-59 単相、高電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
22

	
28


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
24

	
30


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
22

	
28







表5-60は、3相、高電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-60 3相、高電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X3-8フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
12

	
16


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
13

	
17


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
10

	
13


	
A

	
モジュール2、単相

	
0

	
10

	
13


	
A

	
モジュール2、2相

	
0

	
13

	
17


	
A

	
モジュール2、3相

	
0

	
11

	
15


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
10

	
13


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
13

	
17


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
11

	
15


	
B

	
モジュール2、単相

	
0

	
12

	
16


	
B

	
モジュール2、2相

	
0

	
13

	
17


	
B

	
モジュール2、3相

	
0

	
10

	
13












5.3.1.9 「Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのPDUしきい値」


この項では、Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのPDUしきい値を示します。

	
表5-61 単相、低電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのしきい値


	
表5-62 3相、低電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのしきい値


	
表5-63 単相、高電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのしきい値


	
表5-64 3相、高電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのしきい値




表5-61は、単相、低電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-61 単相、低電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
36

	
37


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
35

	
37


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
35

	
37


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
35

	
37


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
35

	
37


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
36

	
37







表5-62は、3相、低電圧24kVA PDUを使用するExadata Database Machine X2-8フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-62 3相、低電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
32

	
40


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
34

	
43


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
33

	
42







表5-63は、単相、高電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-63 単相、高電圧22kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
26

	
32


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
25

	
32


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
26

	
32







表5-64は、3相、高電圧24kVA PDUを使用するExadata Database Machine X2-8フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-64 3相、高電圧24kVA PDUを使用するOracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
21


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
18

	
21


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
17

	
21












5.3.1.10 「Sun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ラックのPDUしきい値」


この項では、Sun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ラックのPDUしきい値を示します。





5.3.1.10.1 Sun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張フル・ラックのPDUしきい値


次の表は、Sun Fire X4270 M2サーバー使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張フル・ラックのしきい値を示しています。

	
表5-65 単相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張フル・ラックのしきい値


	
表5-66 3相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張フル・ラックのしきい値


	
表5-67 単相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張フル・ラックのしきい値


	
表5-68 3相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張フル・ラックのしきい値




表5-65は、単相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-65 単相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
23


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
22

	
24


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
18

	
23


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
23


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
22

	
24


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
18

	
23







表5-66は、3相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-66 3相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
32

	
40


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
34

	
43


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
33

	
42







表5-67は、単相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-67 単相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
16

	
20


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
20

	
21


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
16

	
20


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
16

	
20


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
20

	
21


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
16

	
20







表5-68は、3相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張フル・ラックのしきい値を示しています。


表5-68 3相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張フル・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
21


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
18

	
21


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
17

	
21












5.3.1.10.2 Sun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックのPDUしきい値


次の表は、Sun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックのしきい値を示しています。

	
表5-69 単相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックのしきい値


	
表5-70 3相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックのしきい値


	
表5-71 単相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックのしきい値


	
表5-72 3相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックのしきい値




表5-69は、単相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-69 単相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
23


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
13

	
17


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
13

	
17


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
18

	
23







表5-70は、3相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-70 3相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
18

	
23


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
17

	
22


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
18

	
23







表5-71は、単相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-71 単相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
16

	
20


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
12

	
15


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
12

	
15


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
16

	
20







表5-72は、3相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックのしきい値を示しています。


表5-72 3相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張ハーフ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
9

	
12


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
9

	
12


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
10

	
13












5.3.1.10.3 Sun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックのPDUしきい値


次の表は、Sun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックのしきい値を示しています。

	
表5-73 単相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックのしきい値


	
表5-74 3相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックのしきい値


	
表5-75 単相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックのしきい値


	
表5-76 3相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックのしきい値




表5-73に、単相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックのしきい値を示します。


表5-73 単相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
10

	
13


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
6

	
8


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
6

	
8


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
10

	
13







表5-74は、3相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-74 3相、低電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
12

	
15


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
11

	
14


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
5

	
7







表5-75は、単相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-75 単相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
A

	
モジュール1、単相

	
0

	
9

	
12


	
A

	
モジュール1、2相

	
0

	
5

	
7


	
A

	
モジュール1、3相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、単相

	
0

	
0

	
0


	
B

	
モジュール1、2相

	
0

	
5

	
7


	
B

	
モジュール1、3相

	
0

	
9

	
12







表5-76は、3相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックのしきい値を示しています。


表5-76 3相、高電圧PDUを使用するSun Fire X4270 M2サーバーを使用したExadata Storage Serverを収容するOracle Exadata Storage拡張クオータ・ラックのしきい値

	PDU	モジュール/相	Info Lowしきい値	Pre Warningしきい値	Alarmしきい値
	
AおよびB

	
モジュール1、単相

	
0

	
9

	
12


	
AおよびB

	
モジュール1、2相

	
0

	
3

	
4


	
AおよびB

	
モジュール1、3相

	
0

	
4

	
5


















5.4 Exadata Storage Serverの確認


次の手順は、Exadata Storage Serverの確認方法を示しています。


注意:

	
KVMスイッチの使用中に[ESC]キーを押すと、BIOSで2つのエスケープ文字を受け取り、終了が求められる場合があります。CANCELを選択してください。


	
ILOMシリアル管理ポートに接続する必要がある場合、Exadata Storage Serverに設定される通信速度がデフォルトのILOM設定の9600から115200ボー、8ビット、パリティなし、1ストップ・ビットに変更されます。






	
最初のExadata Storage Serverにrootユーザーとしてログインします。


注意:

rootユーザーのパスワードがない場合は、Oracleサポート・サービスにお問い合せください。




	
次のコマンドを使用して、セルのSysSNラベルがproduct_serial_number値と一致していることを確認します。


#ipmitool sunoem cli "show /SYS product_serial_number"
Connected.Use ^ D to exit.
->show /SYS product_serial_number
/SYS
Properties:
product_serial_number =0937XFG03B
->Session closed
Disconnected


	
次のコマンドを使用して、ハードウェアおよびファームウェアを確認します。


# /opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWProfile


出力で成功と表示されない場合、不一致のハードウェアまたはファームウェアの出力を確認して、この項の次の手順で示されている修正手順を実行します。


	
次のコマンドを使用して、サーバーのディスクがオンラインで表示されることを確認します。ディスクには、スロット0からスロット11の番号が付けられています。


#cd /opt/MegaRAID/MegaCli
#./MegaCli64 -Pdlist -aAll |grep "Slot \|Firmware"
Slot Number:0
Firmware state:Online, Spun Up
Slot Number:1
Firmware state:Online, Spun Up
Slot Number:2
Firmware state:Online, Spun Up
Slot Number:3
Firmware state:Online, Spun Up
Slot Number:4
Firmware state:Online, Spun Up
Slot Number:5
Firmware state:Online, Spun Up
Slot Number:6
Firmware state:Online, Spun Up
Slot Number:7
Firmware state:Online, Spun Up
Slot Number:8
Firmware state:Online, Spun Up
Slot Number:9
Firmware state:Online, Spun Up
Slot Number:10
Firmware state:Online, Spun Up
Slot Number:11
Firmware state:Online, Spun Up
[root@cell01 ~]#


	
次のコマンドを使用して、フラッシュ・モジュールが表示されていることを確認します。4枚のカードがあり、カードごとに4つのモジュールがあります。


# lsscsi |grep -i marvel
# cellcli -e list lun where disktype=flashdisk


1_0がPCIスロット1、カードのFMOD 0を示すように、PCIスロット番号およびFMOD番号の順序が付けられます。フラッシュ・ディスクがこのように対応していることを確認するには、次のコマンドを使用します。


# cellcli -e list physicaldisk attributes name, id, slotnumber where \
disktype="flashdisk" and 'status! ="not present"'


FMODが欠落している場合、システムの電源を入れ直して、起動後に10分待機して確認します。これで問題が解決しない場合は、モジュールおよびフラッシュ・カードを再度取り付けます。問題が継続する場合、カードをオンサイト・スペアに交換します。


	
ラックの背面のすべてのフラッシュ・カードLEDが緑色であることを確認します。対象のLEDは、FMOD、0、1、2、3およびSuperCAPです。LEDが黄色の場合、次の手順の実行後に再確認します。再起動後にまだLEDが黄色の場合は、カードおよびESMまたはFMODを再度取り付けます。問題が継続する場合、カードをオンサイト・スペアに交換します。


注意:

この手順は、すべてのシステムがオンの場合に実行できます。サーバーごとに実行する必要はありません。




	
次のコマンドを使用して、システムからログアウトします。


# logout


	
KVMスイッチのユーザー・インタフェースに戻るには、左側の[Ctrl]キーを押してKVMスイッチに戻します。KVMスイッチを使用してサーバーにアクセスする場合は、「セッションの切離し」を選択します。


	
KVMスイッチを使用してサーバーにアクセスする場合は、ユニット・ビューから「ターゲット・デバイス」を選択します。


	
次のExadata Storage Serverに進みます。










5.5 Oracle Database Serverの確認


次の手順は、Oracle Database Serverの確認方法を示しています。ここでは、オペレーティング・システムはLinuxです。

	
最初のデータベース・サーバーにrootユーザーとしてログインします。


注意:

rootユーザーのパスワードがない場合は、Oracleサポート・サービスにお問い合せください。




	
次のコマンドを使用して、サーバーのSysSNラベルがproduct_serial_number値と一致していることを確認します。


# ipmitool sunoem cli "show /SYS product_serial_number"
Connected.Use ^ D to exit.
->show /SYS product_serial_number
/SYS
Properties:
product_serial_number =093ABCD5001
->Session closed
Disconnected


	
次のコマンドを使用して、/opt/oracle.SupportTools/firstconfディレクトリに変更します。


cd /opt/oracle.SupportTools/firstconf


	
必要な場合、次のコマンドを使用して、dcliユーティリティ・コマンドで使用するサーバーIPアドレスのリストを持つグループ・ファイルを作成します。


# ibhosts | awk '/elastic/ {print $8}' | cut -c1-14 > group_file


前述のコマンドのgroup_fileは、サーバーのIPアドレスが含まれているファイルです。


	
次のコマンドを使用して、ハードウェア・プロファイルが正しいことを確認します。コマンドにより、CPUのタイプおよび数、コンポーネント・ファームウェアなどが確認されます。


# dcli -l root -g group_file "/opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWProfile  \
-c  strict" > /tmp/checkhwfw.out

# more /tmp/checkhwfw.out


次に、失敗した確認の例を示します。


172.108.1.6:[WARNING ]The hardware and firmware are not supported.
See details below
[DiskControllerPCIeSlotWidth ]
Requires:
x8
Found:
x4
[WARNING ]The hardware and firmware are not supported.See details
above


プロファイル確認が失敗してファームウェアをリフレッシュする必要がある場合、問題が発生したシステムで次のコマンドを実行します。


# /opt/oracle.SupportTools/CheckHWnFWProfile -U /opt/oracle.cellos/iso/cellbits
Now updating the ILOM and the BIOS …


1つの行として、コマンドを入力する必要があります。コマンドの実行後、システムの電源を切断し、ILOMをリセットして、10分待機してからシステムの電源を投入します。


	
次のコマンドを使用して、サーバーのディスクがオンラインで表示されることを確認します。Oracle Exadata Database Machine X2-2の場合はディスクが4枚あり、Oracle Exadata Database Machine X2-8フル・ラックの場合はディスクが8枚あります。


# cd /opt/MegaRAID/MegaCli
# ./MegaCli64 -Pdlist -aAll |grep "Slot \|Firmware"
Firmware state:Online, Spun Up
Slot Number:1
Firmware state:Online, Spun Up
Slot Number:2
Firmware state:Online, Spun Up
Slot Number:3
Firmware state:Online, Spun Up


	
次のコマンドの出力を調べます。


/opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -LdInfo -LAll -aAll 


	
(Sun Fire X4170 Oracle Database Serverに基づくOracle Exadata Database Machineのみ)次のコマンドを使用して、各データベース・サーバーの適切なファン冷却にILOMが構成されていることを確認します。


# ipmitool sunoem cli "show /SP/policy"


	
有効なポリシーが存在する場合、追加手順は必要ありません。


	
無効なポリシーが存在する場合、次のコマンドを使用してポリシーを有効化します。


# ipmitool sunoem cli "set /SP/policy FLASH_ACCELERATOR_CARD_ \
INSTALLED=enabled"


1つの行として、コマンドを入力する必要があります。





	
次のコマンドを使用して、システムからログアウトします。


# logout


	
KVMスイッチのユーザー・インタフェースに戻るには、左側の[Ctrl]キーを押してKVMスイッチに戻します。KVMスイッチを使用してサーバーにアクセスする場合は、「セッションの切離し」を選択します。


	
KVMスイッチを使用してサーバーにアクセスする場合は、ユニット・ビューから「ターゲット・デバイス」を選択して、次のデータベース・サーバーに進みます。


	
次のコマンドを使用して、すべてのサーバーでNTPサーバーが同じ構成になっていることを確認します。コマンドは、各データベース・サーバーで個別に実行します。


ntpq -p










5.6 追加の確認および構成の実行


次の手順は、Oracle Exadataラックの追加の確認および構成手順を示しています。

	
(Oracle Exadata Database Machineの場合のみ)rootユーザーとして最初のデータベース・サーバーにログインします。


	
次のコマンドを使用して、firstconfディレクトリに変更します。


# cd /opt/oracle.SupportTools/firstconf


	
必要な場合、dcliユーティリティ・コマンドで使用するIPアドレスのリストを持つグループ・ファイルを作成します。


	
次のコマンドを使用して、ラック・マスター・シリアル番号が正しく設定されていることを確認します。


# dcli -l root -g group_file "ipmitool sunoem cli 'show         \
/SP system_identifier'" > /tmp/show-rack-csn.out

# more /tmp/show-rack-csn.out


シリアル番号が設定されていない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。1つのシリアル番号が正しく設定されていない場合は、次のコマンドを実行して修正します。


ipmitool sunoem cli 'set /SP system_identifier= \
"Exadata Database Machine rack_type xxxxAKyyyy"'


前述のコマンドで、rack_typeはX2-2またはX2-8で、ラックによって異なります。


	
クラスタの最初のデータベース・サーバーでrootユーザーとして次のコマンドを使用し、ディスク・キャッシュ・ポリシーがDisabledに設定されていることを確認します。


dcli -g /opt/oracle.SupportTools/onecommand/all_group -l root \
/opt/MegaRAID/MegaCli/MegaCli64 -LdPdInfo -aALL | grep -i 'Disk Cache Policy'


次に、コマンドの出力例を示します。


dm01db01: Disk Cache Policy   : Disabled
dm01db02: Disk Cache Policy   : Disabled
dm01db03: Disk Cache Policy   : Disabled
...
dm01cel01: Disk Cache Policy   : Disabled
dm01cel02: Disk Cache Policy   : Disabled
...


サーバーの出力が異なる場合はLUNを確認し、次のコマンドを使用してポリシーをDisabledにリセットします。


MegaCli64 -LDSetProp -DisDskCache -LUNn -a0


前述のコマンドで、LUNnはL2などのLUN番号です。










5.7 InfiniBandネットワークの確認


次の手順は、InfiniBandネットワークの確認方法を示しています。

	
ラック内のすべてのInfiniBandケーブル接続を視覚的に確認します。ポート・ライトが点灯し、LEDの電源が投入されていることを確認します。各コネクタを押して接続を確認しないでください。


	
ラックのコンポーネントにrootユーザーとしてログインします。


	
次のコマンドを使用して、InfiniBandトポロジを確認します。


# cd /opt/oracle.SupportTools/ibdiagtools
# ./verify-topology [-t rack_size]


次の例は、ネットワーク・コンポーネントが正しい場合の出力を示しています。


[DB Machine Infiniband Cabling Topology Verification Tool ]
Is every external switch connected to every internal switch......[SUCCESS ]
Are any external switches connected to each other................[SUCCESS ]
Are any hosts connected to spine switch..........................[SUCCESS ]
Check if all hosts have 2 CAs to different switches..............[SUCCESS ]
Leaf switch check:cardinality and even distribution..............[SUCCESS ]
Check if each rack has an valid internal ring....................[SUCCESS ]



前述のコマンドのrack_sizeは、ラックのサイズです。ラックがOracle Exadata Database Machineハーフ・ラックまたはOracle Exadata Database Machineクオータ・ラックの場合は、-t rack_sizeオプションが必要です。Oracle Exadata Database Machineハーフ・ラックにはhalfrackを使用し、Oracle Exadata Database Machineクオータ・ラックにはquarterrackを使用します。

次の例は、誤ったInfiniBandスイッチをInfiniBandケーブルに接続した場合の出力を示しています。


#./verify-topology
[DB Machine Infiniband Cabling Topology Verification Tool ]
Is every external switch connected to every internal switch......[SUCCESS ]
Are any external switches connected to each other................[SUCCESS ]
Are any hosts connected to spine switch..........................[SUCCESS ]
Check if all hosts have 2 CAs to different switches..............[SUCCESS ]
Leaf switch check:cardinality and even distribution..............[SUCCESS ]
Check if each rack has an valid internal ring....................[ERROR ]

Switches 0x21283a87cba0a0 0x21283a87b8a0a0 have 6 connections between them.
They should have at least 7 links between them


次の例は、データベース・サーバーに誤ったInfiniBandケーブルがある場合の出力を示しています。


#./verify-topology
[DB Machine Infiniband Cabling Topology Verification Tool ]
Is every external switch connected to every internal switch......[SUCCESS ]
Are any external switches connected to each other................[SUCCESS ]
Are any hosts connected to spine switch..........................[SUCCESS ]
Check if all hosts have 2 CAs to different switches..............[ERROR ]
Node db01 has 1 endpoints.(Should be 2)
Port 2 of this node is not connected to any switch
--------fattree End Point Cabling verification failed-----
Leaf switch check:cardinality and even distribution..............[ERROR ]
Internal QDR Switch 0x21283a87b8a0a0 has fewer than 4 compute nodes
It has only 3 links belonging to compute nodes                  [SUCCESS ]
Check if each rack has an valid internal ring...................[SUCCESS ]


次の例は、スイッチおよびシステムに誤った接続がある場合の出力を示しています。


#./verify-topology
[DB Machine Infiniband Cabling Topology Verification Tool ]
Is every external switch connected to every internal switch......[SUCCESS ]
Are any external switches connected to each other................[SUCCESS ]
Are any hosts connected to spine switch..........................[SUCCESS ]
Check if all hosts have 2 CAs to different switches..............[ERROR ]

Node burxdb01 has 1 endpoints.(Should be 2) 
Port 2 of this node is not connected to any switch
--------fattree End Point Cabling verifation failed-----
Leaf switch check:cardinality and even distribution..............[ERROR ]
Internal QDR Switch 0x21283a87b8a0a0 has fewer than 4 compute nodes 
It has only 3 links belonging to compute nodes...................[SUCCESS ]
Check if each rack has an valid internal ring....................[ERROR ]

Switches 0x21283a87cba0a0 0x21283a87b8a0a0 have 6 connections between them
They should have at least 7 links between them









5.8 新規システムのイメージ化


Oracle Exadataシステムをデプロイメント用に準備するための様々なオプションがあります。

	
ISOイメージを使用した新規システムのイメージ化


	
エラスティック構成を使用した新規システムのイメージ化


	
ISOを使用した新規システムのイメージ化


	
PXEを使用した新規システムのイメージ化


	
USBを使用した新規システムのイメージ化


	
イメージ化パラメータへの更新




PXE、USBおよびISOオプションを指定してpreconf.csvファイルを使用すると、最初の自動ブート構成が可能になりインストールが大幅に簡素化されますが、必須ではありません。インストール・メディアからブートし、プロンプトに従ってシステムを構成できます。

リリース12.1.2.2.0以上では、インストール・メディアが簡素化され、ImageMakerプロセスを使用してファイルを作成する必要がなくなりました。

12.1.2.1.0以上のイメージ化に有効なオプションの詳細は、My Oracle Supportノート2038073.1を参照してください。





関連項目

	Exadata 12.1.2.2.0リリースおよびパッチ(20131726) (My Oracle Support Doc ID 2038073.1)







5.8.1 ISOイメージを使用した新規システムのイメージ化


12.1.2.2.0より前のバージョンでは、Exadataシステムのベア・メタル・イメージ化用にダウンロードできるパッチとしてISOイメージを使用できます。これは、現在12.1.2.2.0以上のデフォルトの方法です。imagemakerを使用してISOファイルを作成する必要はありません。パッチはデータベース・ノードとセルの両方に使用できます。ISOイメージを使用して、ILOMで(ILOMコンソールの「デバイス」メニューから)仮想メディア・デバイスによってサーバーをブートできます。たとえば、12.1.2.1.1で使用できる2つのISOイメージを次の表に示します。


表5-77 12.1.2.1.1のISOイメージ

	バージョン	タイプ	Edelivery部品番号/ノート	ARU Bug番号/ULNチャネル	説明
	12.1.2.1.1	
セルISOイメージおよびmd5sum: 90305b9e2c7e050d7588b8a7d5c731e7 cell_12.1.2.1.1_LINUX.X64_150316.2-1.x86_64.iso

	
12.1.2.1.1 Readme (Doc ID 1959143.1)およびダウンロードに付属しているreadmeを参照してください。

	
20757971

	
Oracle Database Machine Exadata Storage Cell (X5-2L、X4-2L、X4270M3、X4270M2、X4275) Image 12cリリース1 (12.1.2.1.1) for Linux x86_64


	12.1.2.1.1	
DB ISOイメージおよびmd5sum: 39f12722cb338b2d4de5acba90adf8fe compute_12.1.2.1.1_LINUX.X64_150316.2-1.x86_64.iso

	
12.1.2.1.1 Readme (Doc ID 1959143.1)およびダウンロードに付属しているreadmeを参照してください。

	
20757974

	
Oracle Database Machine Database Host (X4-8、X4800M2、X4800、X5-2、X4-2、X4170M3、X4170M2、X4170) Image 12cリリース1 (12.1.2.1.1) for Linux x86_64







ISOイメージを使用して新規Exadataシステムをデプロイメント用に準備するには、次の手順を実行します。

	
最新のOracle Exadata Deployment Assistant (OEDA)を取得します。


	
OEDA構成ツールを実行して、構成ファイルを生成します。構成ファイルは、後でapplyElasticConfig.shを実行するときに必要になります。


	
すべてのサーバーの電源を投入します。

	
データベース・ノードおよびセルに、172.16範囲のeth0で未使用のIPアドレスが自動的に割り当てられます。


	
ノードのホスト名は、nodeNの形式になります。ここで、Nは数値です。





	
ISOからブートした後、プロンプトに従うとイメージ化が自動的に開始されます。IPアドレスの入力を求められます。

「ISOを使用した新規システムのイメージ化」の手順に従ってpreconf.csvを使用して、NFSリポジトリにイメージをマウントできます。preconf.csvファイルを同じNFSディレクトリに配置する必要があります。


	
Oracle VMを使用している場合は、各データベース・サーバーでswitch_to_ovm.shを実行します。データベース・サーバーがリブートされます。

例:


# /opt/oracle.SupportTools/switch_to_ovm.sh
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Switch to DOM0 system partition /dev/VGExaDb/LVDbSys3 (/dev/mapper/VGExaDb-LVDbSys3)
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Active system device: /dev/mapper/VGExaDb-LVDbSys1
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Active system device in boot area: /dev/mapper/VGExaDb-LVDbSys1
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Set active systen device to /dev/VGExaDb/LVDbSys3 in /boot/I_am_hd_boot
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Reboot has been initiated to switch to the DOM0 system partition


	
各データベース・サーバーでreclaimdisks.shを実行します。

/opt/oracle.SupportTools/reclaimdisks.sh -free -reclaimコマンドでは、未選択のデプロイメント・タイプ用に予約されたディスク領域が再利用されます。このコマンドの所要時間は5分未満です。システムはRAID5で構成されたディスクでイメージ化されます。RAID再構築はreclaimdisks.shプロセスに含まれなくなりました。

この手順はスキップしないでください。この手順をスキップすると、未使用の領域をreclaimdisks.shで再利用できなくなります。

例:


# /opt/oracle.SupportTools/reclaimdisks.sh -free -reclaim
Model is ORACLE SERVER X5-2
Number of LSI controllers: 1
Physical disks found: 4 (252:0 252:1 252:2 252:3)
Logical drives found: 1
Linux logical drive: 0
RAID Level for the Linux logical drive: 5
Physical disks in the Linux logical drive: 4 (252:0 252:1 252:2 252:3)
Dedicated Hot Spares for the Linux logical drive: 0
Global Hot Spares: 0
[INFO     ] Check for DOM0 system disk
[INFO     ] Check for DOM0 with inactive Linux system disk
[INFO     ] Valid DOM0 with inactive Linux system disk is detected
[INFO     ] Number of partitions on the system device /dev/sda: 4
[INFO     ] Higher partition number on the system device /dev/sda: 4
[INFO     ] Last sector on the system device /dev/sda: 3509759999
[INFO     ] End sector of the last partition on the system device /dev/sda: 3509759000
[INFO     ] Unmount /EXAVMIMAGES from ocfs2 partition on /dev/sda3
[INFO     ] Mount ocfs2 partition /dev/sda3 to /EXAVMIMAGES
[INFO     ] Remove inactive system logical volume /dev/VGExaDb/LVDbSys1
[INFO     ] Remove logical volume /dev/VGExaDbOra/LVDbOra1
[INFO     ] Remove volume group VGExaDbOra
[INFO     ] Remove physical volume /dev/sda4
[INFO     ] Remove partition /dev/sda4
[INFO     ] Re-calculate end sector of the last partition after removing of /dev/sda4 partition
[INFO     ] End sector of the last partition on the system device /dev/sda: 3300035608
[INFO     ] Check for existing first boot system image /EXAVMIMAGES/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img
[INFO     ] Saving /EXAVMIMAGES/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img in /var/log/exadatatmp ...
[INFO     ] First boot system image saved in /var/log/exadatatmp/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img
[INFO     ] Unmount /EXAVMIMAGES from /dev/sda3
[INFO     ] Remove partition /dev/sda3
[INFO     ] Re-calculate end sector of the last partition after removing of /dev/sda3 partition
[INFO     ] End sector of the last partition on the system device /dev/sda: 240132159
[INFO     ] Create primary ocfs2 partition 3 using 240132160 3509758999
[INFO     ] Create ocfs2 partition on /dev/sda3
[INFO     ] Mount ocfs2 partition on /dev/sda3 to /EXAVMIMAGES
[INFO     ] Restoring /var/log/exadatatmp/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img into /EXAVMIMAGES ...
[INFO     ] Logical volume LVDbSys2 exists in volume group VGExaDb
[INFO     ] Grub version in /boot/grub/grub.stage.version: 0.97-81.0.1.el6
[INFO     ] Grub rpm version: 0.97-13.10.0.1.el5
[INFO     ] Copying /usr/share/grub/x86_64-redhat/* to /boot/grub ...
[INFO     ] Create filesystem on device /dev/sda1
[INFO     ] Tune filesystem on device /dev/sda1

GNU GRUB  version 0.97  (640K lower / 3072K upper memory)

[ Minimal BASH-like line editing is supported.  For the first word, TAB
lists possible command completions.  Anywhere else TAB lists the possible
completions of a device/filename.]
grub> root (hd0,0)
 Filesystem type is ext2fs, partition type 0x83
grub> setup (hd0)
 Checking if "/boot/grub/stage1" exists... no
 Checking if "/grub/stage1" exists... yes
 Checking if "/grub/stage2" exists... yes
 Checking if "/grub/e2fs_stage1_5" exists... yes
 Running "embed /grub/e2fs_stage1_5 (hd0)"... failed (this is not fatal)
 Running "embed /grub/e2fs_stage1_5 (hd0,0)"... failed (this is not fatal)
 Running "install /grub/stage1 (hd0) /grub/stage2 p /grub/grub.conf "... succeeded
Done.
grub> quit


	
ibhostsを実行し、すべてのノードが正しいIPアドレスおよびホスト名を示すことを確認します。elasticNodeが説明に含まれるノードはないはずです。


	
OEDAツールを実行してデプロイします。


[root] # ./install.sh -cf ../MAA-dm01.xml -l
1. Validate Configuration File
2. Setup Capacity-on-Demand
3. Create Virtual Machine  
4. Create Users  
5. Setup Cell Connectivity  
6. Create Cell Disks  
7. Create Grid Disks  
8. Configure Alerting  
9. Install Cluster Software  
10. Initialize Cluster Software  
11. Install Database Software  
12. Relink Database with RDS  
13. Create ASM Diskgroups  
14. Create Databases  
15. Apply Security Fixes  
16. Install Exachk  
17. Setup ASR Alerting  
18. Create Installation Summary  
19. Resecure Machine








関連項目

	Exadata 12.1.2.1.1リリースおよびパッチ(20240049) (My Oracle Support Doc ID 1959143.1)









5.8.2 エラスティック構成を使用した新規システムのイメージ化


エラスティック構成は現在すべての新規デプロイメントの標準方法であり、Oracle Exadata X5、X5-2LおよびX4-8b (X5ストレージ・セルを含む)サーバーに適用されます。同じプロセスを使用して、データベース・サーバーまたはセルを既存の構成にさらに追加することもできます。このプロセスでは、注文された顧客構成の正確な値とは関係なく、初期IPアドレスをデータベース・サーバーおよびセルに割り当てることができます。

エラスティック構成は、工場から出荷されたマシン(またはそのマシンを模倣するように正確にイメージ化されたマシン)と、X5およびX4-8bシステム以降の世代にのみ適用できます。最初のデプロイメント時、および工場生産の新しいX5コンポーネントをラックに追加する場合にエラスティック構成を実行できます。エラスティック構成を使用してシステムを構成または再構成することはできません。エラスティック構成は、工場から出荷されたマシンで初回のデプロイメントにのみ使用することをお薦めします。

サーバーが工場から出荷されると、サーバーの電源を最初に投入したときにエラスティック構成コードが実行されます。そのときに、マシンに172範囲のIPアドレスが割り当てられます。

エラスティック構成方法を使用して新規Exadataシステムをデプロイメント用に準備するには、次の手順を実行します。

	
最新のOracle Exadata Deployment Assistant (OEDA)を取得します。


	
OEDA構成ツールを実行して、構成ファイルを生成します。


	
すべてのサーバーの電源を投入します。

	
データベース・ノードおよびセルに、172.16範囲のeth0で未使用のIPアドレスが自動的に割り当てられます。


	
ノードのホスト名は、nodeNの形式になります。ここで、Nは数値です。





	
Oracle VMを使用している場合は、各データベース・サーバーでswitch_to_ovm.shを実行します。データベース・サーバーがリブートされます。仮想デプロイメントではなく物理デプロイメントを使用する場合は、この手順をスキップできます。

例:


# /opt/oracle.SupportTools/switch_to_ovm.sh
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Switch to DOM0 system partition /dev/VGExaDb/LVDbSys3 (/dev/mapper/VGExaDb-LVDbSys3)
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Active system device: /dev/mapper/VGExaDb-LVDbSys1
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Active system device in boot area: /dev/mapper/VGExaDb-LVDbSys1
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Set active systen device to /dev/VGExaDb/LVDbSys3 in /boot/I_am_hd_boot
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Reboot has been initiated to switch to the DOM0 system partition


	
各データベース・サーバーでreclaimdisks.shを実行します。

/opt/oracle.SupportTools/reclaimdisks.sh -free -reclaimコマンドでは、未選択のデプロイメント・タイプ用に予約されたディスク領域が再利用されます。このコマンドの所要時間は5分未満です。システムはRAID5で構成されたディスクでイメージ化されます。RAID再構築はreclaimdisks.shプロセスに含まれなくなりました。

この手順はスキップしないでください。この手順をスキップすると、未使用の領域をreclaimdisks.shで再利用できなくなります。

例:


# /opt/oracle.SupportTools/reclaimdisks.sh -free -reclaim
Model is ORACLE SERVER X5-2
Number of LSI controllers: 1
Physical disks found: 4 (252:0 252:1 252:2 252:3)
Logical drives found: 1
Linux logical drive: 0
RAID Level for the Linux logical drive: 5
Physical disks in the Linux logical drive: 4 (252:0 252:1 252:2 252:3)
Dedicated Hot Spares for the Linux logical drive: 0
Global Hot Spares: 0
[INFO     ] Check for DOM0 system disk
[INFO     ] Check for DOM0 with inactive Linux system disk
[INFO     ] Valid DOM0 with inactive Linux system disk is detected
[INFO     ] Number of partitions on the system device /dev/sda: 4
[INFO     ] Higher partition number on the system device /dev/sda: 4
[INFO     ] Last sector on the system device /dev/sda: 3509759999
[INFO     ] End sector of the last partition on the system device /dev/sda: 3509759000
[INFO     ] Unmount /EXAVMIMAGES from ocfs2 partition on /dev/sda3
[INFO     ] Mount ocfs2 partition /dev/sda3 to /EXAVMIMAGES
[INFO     ] Remove inactive system logical volume /dev/VGExaDb/LVDbSys1
[INFO     ] Remove logical volume /dev/VGExaDbOra/LVDbOra1
[INFO     ] Remove volume group VGExaDbOra
[INFO     ] Remove physical volume /dev/sda4
[INFO     ] Remove partition /dev/sda4
[INFO     ] Re-calculate end sector of the last partition after removing of /dev/sda4 partition
[INFO     ] End sector of the last partition on the system device /dev/sda: 3300035608
[INFO     ] Check for existing first boot system image /EXAVMIMAGES/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img
[INFO     ] Saving /EXAVMIMAGES/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img in /var/log/exadatatmp ...
[INFO     ] First boot system image saved in /var/log/exadatatmp/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img
[INFO     ] Unmount /EXAVMIMAGES from /dev/sda3
[INFO     ] Remove partition /dev/sda3
[INFO     ] Re-calculate end sector of the last partition after removing of /dev/sda3 partition
[INFO     ] End sector of the last partition on the system device /dev/sda: 240132159
[INFO     ] Create primary ocfs2 partition 3 using 240132160 3509758999
[INFO     ] Create ocfs2 partition on /dev/sda3
[INFO     ] Mount ocfs2 partition on /dev/sda3 to /EXAVMIMAGES
[INFO     ] Restoring /var/log/exadatatmp/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img into /EXAVMIMAGES ...
[INFO     ] Logical volume LVDbSys2 exists in volume group VGExaDb
[INFO     ] Grub version in /boot/grub/grub.stage.version: 0.97-81.0.1.el6
[INFO     ] Grub rpm version: 0.97-13.10.0.1.el5
[INFO     ] Copying /usr/share/grub/x86_64-redhat/* to /boot/grub ...
[INFO     ] Create filesystem on device /dev/sda1
[INFO     ] Tune filesystem on device /dev/sda1

GNU GRUB  version 0.97  (640K lower / 3072K upper memory)

[ Minimal BASH-like line editing is supported.  For the first word, TAB
lists possible command completions.  Anywhere else TAB lists the possible
completions of a device/filename.]
grub> root (hd0,0)
 Filesystem type is ext2fs, partition type 0x83
grub> setup (hd0)
 Checking if "/boot/grub/stage1" exists... no
 Checking if "/grub/stage1" exists... yes
 Checking if "/grub/stage2" exists... yes
 Checking if "/grub/e2fs_stage1_5" exists... yes
 Running "embed /grub/e2fs_stage1_5 (hd0)"... failed (this is not fatal)
 Running "embed /grub/e2fs_stage1_5 (hd0,0)"... failed (this is not fatal)
 Running "install /grub/stage1 (hd0) /grub/stage2 p /grub/grub.conf "... succeeded
Done.
grub> quit


	
OEDAに付属しているapplyElasticConfig.shスクリプトを実行して、固有の構成をノードに適用します。

エラスティック構成プロセスが機能する方法の詳細および顧客IPアドレスをラックに適用する方法の具体的な例は、My Oracle Supportノート1953915.1を参照してください。


	
ibhostsを実行し、すべてのノードが正しいIPアドレスおよびホスト名を示すことを確認します。「elasticNode」が説明に含まれるノードはないはずです。


	
OEDAツールを実行してデプロイします。


[root] # ./install.sh -cf ../MAA-dm01.xml -l
1. Validate Configuration File
2. Setup Capacity-on-Demand
3. Create Virtual Machine  
4. Create Users  
5. Setup Cell Connectivity  
6. Create Cell Disks  
7. Create Grid Disks  
8. Configure Alerting  
9. Install Cluster Software  
10. Initialize Cluster Software  
11. Install Database Software  
12. Relink Database with RDS  
13. Create ASM Diskgroups  
14. Create Databases  
15. Apply Security Fixes  
16. Install Exachk  
17. Setup ASR Alerting  
18. Create Installation Summary  
19. Resecure Machine








関連項目

	Exadataでのエラスティック構成(My Oracle Support Doc ID 1953915.1)









5.8.3 ISOを使用した新規システムのイメージ化


ISOを使用して新規Exadataシステムをデプロイメント用に準備するには、次の手順を実行します。

	
最新のOracle Exadata Deployment Assistant (OEDA)を取得します。


	
OEDA構成ツールを実行して、構成ファイルを生成します。


	
すべてのサーバーの電源を投入します。

	
データベース・ノードおよびセルに、172.16範囲のeth0で未使用のIPアドレスが自動的に割り当てられます。


	
ノードのホスト名は、nodeNの形式になります。ここで、Nは数値です。





	
OEDAを実行して、システムのイメージ化に使用できるpreconf.csvファイルを生成します。


	
最初のデータベース・ノードに接続します。そのためには、ラップトップをILOMシリアル管理ポート(9600、8、N、1)に接続し、コンソールに接続してデータベース・ノードにログインします。


	
各データベース・ノードのeth0 MACアドレスを取得します。これは、ILOMの /SYS/MB/NET0のfru_macaddressフィールドです(または、コンソールにログインした場合はip addrを使用します)。

	
コンソールからsshを使用して他のデータベース・ノードに接続します。


	
ibhostsを実行してノード名とIPアドレスのリストを取得します。





	
各ノードのpreconf.csvファイルの7番目のフィールドに、大文字を使用してMACアドレスを挿入します。このフィールドは空である必要があります。つまり、2つの連続したカンマ文字(,,)が表示されます。例:


orhb42-b08-01,us.oracle.com,db,eth0,eth0,Management,00:10:E0:69:34:52,
10.196.3.106,255.255.224.0,10.196.31.250,orhb42-b08-01-priv,Private:active-bond-ib,
192.168.10.15,255.255.255.0,,,America/Los_Angeles


	
ipconfを実行して、生成されたpreconf.csvファイルを確認します。これはいずれのExadataサーバーでも実行でき、必須ではありませんが、続行する前にpreconf.csvが有効であることを確認するために役立ちます。


# ipconf -verify -preconf /tmp/preconf.csv
[Info]: ipconf command line: /opt/oracle.cellos/ipconf.pl -verify -preconf /tmp/preconf -nocodes
[Done]: Pre config verification OK 


	
12.1.2.2.0より前のバージョンを使用している場合は、手順11に進み、ImageMakerを使用してイメージ・ファイルを作成します。

バージョン12.1.2.2.0以上を使用している場合は、imagemakerを使用してイメージ・ファイルを作成する必要はありません。関連するPXE、ISOおよびUSBイメージ・ファイルはパッチ自体にすでに作成されています。事前作成されたイメージ・ファイルを含むパッチをOracle Software Delivery Cloudからダウンロードし、ダウンロードしたISO .isoイメージ・ファイルを適切な場所に配置します。12.1.2.2.0では、My Oracle Supportノート2038073.1からパッチ番号を取得できます。データベース・ノードとセルに個別のImageMakerファイルがあります。

注意: イメージ・バージョン12.1.2.2.0では、ダウンロード可能なイメージ・ファイルの形式が変更されました。

ダウンロードしたzipファイル内にイメージ・ファイルがあります。たとえば、データベース・ノードのzipファイルには次のファイルが含まれています。


compute_12.1.2.2.0_LINUX.X64_150917-1.x86_64.iso


セル・イメージでは、ファイルは次のようになります。


cell_12.1.2.2.0_LINUX.X64_150917-1.x86_64.iso 


	
(12.1.2.2.0以上の場合)パッチREADME.txtの手順に従って、ISOファイルとオプションのpreconf.csvファイルを所定の場所にコピーします。

	
ダウンロード後、次のISOイメージのファイルをrootユーザーとして解凍します。


b2d6d9ac61e2e673d05fba11ec65107d compute_12.1.2.2.0_LINUX.X64_150917-1.x86_64.iso



注意:

	
ISO + preconf.csvは、ILOMのNFSリポジトリにISOイメージがマウントされ、preconf.csvファイルが同じNFSディレクトリに配置されている場合にのみサポートされます。ILOMにISOイメージをマウントする他のすべての方法(SAMBA URIおよびJavaリモート・コンソール)およびDVDへのISOイメージの書込みは、preconf.csvファイルでは機能しません。NFS中央リポジトリからISOイメージをマウントする方法の手順は、『Oracle X5シリーズサーバー管理ガイド』のホストス・トレージ・デバイス・リダイレクション・セッションの構成に関する項を参照してください。


	
発生する可能性があるコンソールへのテキストの遅延エコーのため、ブート・プロセスはNameserver:を要求することによって入力で対話ipconfが完了するまで待機することに注意してください


	
バグにより、ipconfではネットワーク設定を入力するよう2回要求されます。







	
手順15に進み、ISOイメージでシステムをブートしてインストール・プロンプトに従います。ISOは、前述の注意の手順に従ってpreconf.csvで使用可能にするか、またはpreconf.csvを使用しない場合は、再イメージ化するノードのILOMの仮想メディアとして使用可能にできます。

イメージ・ファイルを作成する手順11から14は、スキップできます。





	
imagemakerキットをダウンロードし、USBドライブ用のファイルを準備および作成します。

このキットは、Oracle Software Delivery Cloud (edelivery.oracle.com)サイトの「Oracle Database Products」→「Linux x86-64」で公開されています。データベース・ノードとセルに個別のImageMakerファイルがあります。


	
ダウンロード後、最初のファイル(V75080-01.zipのような名前)を解凍し、後続のファイルも解凍します。解凍はrootユーザーとして実行します。次に、tarファイルを解凍します。


# unzip V75080-01.zip

# unzip cellImageMaker_12.1.2.1.1_LINUX.X64_150316.2-1.x86_64.zip

# tar -pxvf cellImageMaker_12.1.2.1.1_LINUX.X64_150316.2-1.x86_64.tar


生成されたディレクトリのREADME_FOR_FACTORY.txtファイルで追加の詳細を参照します。


	
makeImageMedia.shを実行して、イメージ化用のISOファイルを作成します。

12.1.2.1.0以上のイメージを作成する場合、ISOイメージ作成の推奨makeImageMedia.shオプションは次のとおりです。

	
(12.1.2.1.0から12.2.1.1.0)ディレクトリをdl180またはdl360ディレクトリに変更します。


	
(12.2.1.1.0以上)ディレクトリをcellまたはcomputeディレクトリに変更します。


	
ISOファイルを作成します。


./makeImageMedia.sh -factory -stit -reboot-on-success -nodisktests [-preconf preconf_file] filename.iso




ISOイメージ化では、-preconfオプションを使用する場合、Oracle Exadataデータベース・サーバーからmakeImageMedia.shを実行する必要があることに注意してください。

例:


# ./makeImageMedia.sh -factory -stit -reboot-on-success -nodisktests -preconf preconf.csv computenode.iso
[Info]: ipconf command line: /root/imagemaker/compute/initrd/opt/oracle.cellos/ipconf.pl -preconf preconf.csv -verify -nocodes
[Done]: Pre config verification OK
Please wait. Calculating md5 checksums for cellbits ...
Calculating md5 checksum for exaos.tbz ...
Calculating md5 checksum for dbboot.tbz ...
Calculating md5 checksum for dbfw.tbz ...
Calculating md5 checksum for kernel.tbz ...
Calculating md5 checksum for ofed.tbz ...
Calculating md5 checksum for sunutils.tbz ...
Calculating md5 checksum for commonos.tbz ...
Calculating md5 checksum for debugos.tbz ...
Calculating md5 checksum for dbrpms.tbz ...
Calculating md5 checksum for exaosovs.tbz ...
Calculating md5 checksum for dbovsboot.tbz ...
Calculating md5 checksum for kernelovs.tbz ...
Calculating md5 checksum for ofedovs.tbz ...
Calculating md5 checksum for commonovsos.tbz ...
Calculating md5 checksum for debugosovs.tbz ...
Calculating md5 checksum for dbovsrpms.tbz ...
Calculating md5 checksum for sunovsutils.tbz ...
Calculating md5 checksum for dbvmboot.tbz ...
Calculating md5 checksum for ofedvm.tbz ...
Calculating md5 checksum for sunvmutils.tbz ...
Please wait. Making initrd ...
395864 blocks
Please wait. Calculating md5 checksums for boot ...
Size of boot image is 4 sectors -> No emulation
0.30% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
0.60% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
0.90% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
1.21% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
1.51% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
1.81% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
2.11% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
2.41% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
2.71% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
3.02% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
3.32% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
3.62% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
3.92% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
4.22% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
4.52% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
4.83% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
5.13% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
5.43% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
5.73% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:27 2016
<output truncated>
97.72% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:30 2016
98.02% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:30 2016
98.32% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:30 2016
98.62% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:30 2016
98.92% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:30 2016
99.22% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:30 2016
99.52% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:30 2016
99.83% done, estimate finish Wed Nov 29 10:47:30 2016
Total translation table size: 2048
Total rockridge attributes bytes: 0
Total directory bytes: 2048
Path table size(bytes): 26
Max brk space used 0
1657890 extents written (3238 MB)
Done creation of installation ISO for compute node


	
再イメージ化するデータベース・サーバーのILOMにISOを仮想メディアとして接続し、次のブート・デバイスとしてCDROMを選択します。


	
データベース・ノードまたはセルをリブートして、ISOからイメージ化プロセスを開始します。


	
Oracle VMを使用している場合は、各データベース・サーバーでswitch_to_ovm.shを実行します。データベース・サーバーがリブートされます。

例:


# /opt/oracle.SupportTools/switch_to_ovm.sh
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Switch to DOM0 system partition /dev/VGExaDb/LVDbSys3 (/dev/mapper/VGExaDb-LVDbSys3)
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Active system device: /dev/mapper/VGExaDb-LVDbSys1
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Active system device in boot area: /dev/mapper/VGExaDb-LVDbSys1
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Set active systen device to /dev/VGExaDb/LVDbSys3 in /boot/I_am_hd_boot
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Reboot has been initiated to switch to the DOM0 system partition


	
各データベース・サーバーでreclaimdisks.shを実行します。

/opt/oracle.SupportTools/reclaimdisks.sh -free -reclaimコマンドでは、未選択のデプロイメント・タイプ用に予約されたディスク領域が再利用されます。このコマンドの所要時間は5分未満です。システムはRAID5で構成されたディスクでイメージ化されます。RAID再構築はreclaimdisks.shプロセスに含まれなくなりました。

この手順はスキップしないでください。この手順をスキップすると、未使用の領域をreclaimdisks.shで再利用できなくなります。

例:


# /opt/oracle.SupportTools/reclaimdisks.sh -free -reclaim
Model is ORACLE SERVER X5-2
Number of LSI controllers: 1
Physical disks found: 4 (252:0 252:1 252:2 252:3)
Logical drives found: 1
Linux logical drive: 0
RAID Level for the Linux logical drive: 5
Physical disks in the Linux logical drive: 4 (252:0 252:1 252:2 252:3)
Dedicated Hot Spares for the Linux logical drive: 0
Global Hot Spares: 0
[INFO     ] Check for DOM0 system disk
[INFO     ] Check for DOM0 with inactive Linux system disk
[INFO     ] Valid DOM0 with inactive Linux system disk is detected
[INFO     ] Number of partitions on the system device /dev/sda: 4
[INFO     ] Higher partition number on the system device /dev/sda: 4
[INFO     ] Last sector on the system device /dev/sda: 3509759999
[INFO     ] End sector of the last partition on the system device /dev/sda: 3509759000
[INFO     ] Unmount /EXAVMIMAGES from ocfs2 partition on /dev/sda3
[INFO     ] Mount ocfs2 partition /dev/sda3 to /EXAVMIMAGES
[INFO     ] Remove inactive system logical volume /dev/VGExaDb/LVDbSys1
[INFO     ] Remove logical volume /dev/VGExaDbOra/LVDbOra1
[INFO     ] Remove volume group VGExaDbOra
[INFO     ] Remove physical volume /dev/sda4
[INFO     ] Remove partition /dev/sda4
[INFO     ] Re-calculate end sector of the last partition after removing of /dev/sda4 partition
[INFO     ] End sector of the last partition on the system device /dev/sda: 3300035608
[INFO     ] Check for existing first boot system image /EXAVMIMAGES/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img
[INFO     ] Saving /EXAVMIMAGES/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img in /var/log/exadatatmp ...
[INFO     ] First boot system image saved in /var/log/exadatatmp/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img
[INFO     ] Unmount /EXAVMIMAGES from /dev/sda3
[INFO     ] Remove partition /dev/sda3
[INFO     ] Re-calculate end sector of the last partition after removing of /dev/sda3 partition
[INFO     ] End sector of the last partition on the system device /dev/sda: 240132159
[INFO     ] Create primary ocfs2 partition 3 using 240132160 3509758999
[INFO     ] Create ocfs2 partition on /dev/sda3
[INFO     ] Mount ocfs2 partition on /dev/sda3 to /EXAVMIMAGES
[INFO     ] Restoring /var/log/exadatatmp/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img into /EXAVMIMAGES ...
[INFO     ] Logical volume LVDbSys2 exists in volume group VGExaDb
[INFO     ] Grub version in /boot/grub/grub.stage.version: 0.97-81.0.1.el6
[INFO     ] Grub rpm version: 0.97-13.10.0.1.el5
[INFO     ] Copying /usr/share/grub/x86_64-redhat/* to /boot/grub ...
[INFO     ] Create filesystem on device /dev/sda1
[INFO     ] Tune filesystem on device /dev/sda1

GNU GRUB  version 0.97  (640K lower / 3072K upper memory)

[ Minimal BASH-like line editing is supported.  For the first word, TAB
lists possible command completions.  Anywhere else TAB lists the possible
completions of a device/filename.]
grub> root (hd0,0)
 Filesystem type is ext2fs, partition type 0x83
grub> setup (hd0)
 Checking if "/boot/grub/stage1" exists... no
 Checking if "/grub/stage1" exists... yes
 Checking if "/grub/stage2" exists... yes
 Checking if "/grub/e2fs_stage1_5" exists... yes
 Running "embed /grub/e2fs_stage1_5 (hd0)"... failed (this is not fatal)
 Running "embed /grub/e2fs_stage1_5 (hd0,0)"... failed (this is not fatal)
 Running "install /grub/stage1 (hd0) /grub/stage2 p /grub/grub.conf "... succeeded
Done.
grub> quit


	
ibhostsを実行し、すべてのノードが正しいIPアドレスおよびホスト名を示すことを確認します。elasticNodeが説明に含まれるノードはないはずです。


	
OEDAツールを実行してデプロイします。


[root] # ./install.sh -cf ../MAA-dm01.xml -l
1. Validate Configuration File
2. Setup Capacity-on-Demand
3. Create Virtual Machine  
4. Create Users  
5. Setup Cell Connectivity  
6. Create Cell Disks  
7. Create Grid Disks  
8. Configure Alerting  
9. Install Cluster Software  
10. Initialize Cluster Software  
11. Install Database Software  
12. Relink Database with RDS  
13. Create ASM Diskgroups  
14. Create Databases  
15. Apply Security Fixes  
16. Install Exachk  
17. Setup ASR Alerting  
18. Create Installation Summary  
19. Resecure Machine








関連項目

	Oracle Software Delivery Cloud
	Exadata 12.1.2.2.0リリースおよびパッチ(20131726) (My Oracle Support Doc ID 2038073.1)
	Exadata Database MachineおよびExadata Storage Serverのサポートされているバージョン(My Oracle Support Doc ID 888828.1)









5.8.4 PXEを使用した新規システムのイメージ化


PXEを使用して新規Exadataシステムをデプロイメント用に準備するには、次の手順を実行します。

	
最新のOracle Exadata Deployment Assistant (OEDA)を取得します。


	
OEDA構成ツールを実行して、構成ファイルを生成します。


	
すべてのサーバーの電源を投入します。

	
データベース・ノードおよびセルに、172.16範囲のeth0で未使用のIPアドレスが自動的に割り当てられます。


	
ノードのホスト名は、nodeNの形式になります。ここで、Nは数値です。





	
OEDAを実行して、システムのイメージ化に使用するpreconf.csvファイルを生成します。


	
最初のデータベース・ノードに接続します。そのためには、ラップトップをILOMシリアル管理ポート(9600、8、N、1)に接続し、コンソールに接続してデータベース・ノードにログインします。


	
各データベース・ノードのeth0 MACアドレスを取得します。これは、ILOMの/SYS/MB/NET0 (または、コンソールにログインした場合はip addr)のfru_macaddressフィールドです。

	
コンソールからSSH経由で他のデータベース・ノードに接続します。


	
ibhostsを実行してノード名とIPアドレスのリストを取得します。





	
各ノードのpreconf.csvファイルの7番目のフィールドに、大文字を使用してMACアドレスを挿入します。このフィールドは空である必要があります。つまり、2つの連続したカンマ文字(,,)が表示されます。例:


orhb42-b08-01,us.oracle.com,db,eth0,eth0,Management,00:10:E0:69:34:52,
10.196.3.106,255.255.224.0,10.196.31.250,orhb42-b08-01-priv,Private:active-bond-ib,
192.168.10.15,255.255.255.0,,,America/Los_Angeles


	
各ノードのPXE構成ファイルを作成します。

次に、バージョン12.1.2.1.0以上のPXEイメージ化の推奨オプションを示します。

append initrd=img_file pxe factory stit reboot-on-success notests=diskgroup dhcp preconf=n.n.n.n:/directory/preconf.csv sk=n.n.n.n:/directory console=ttyS0,115200n8

上の行は、改行なしで1行として表示する必要があります。


	
12.1.2.2.0より前のバージョンでは、手順10に進み、ImageMakerを使用してイメージ・ファイルを作成します。

.
バージョン12.1.2.2.0以上を使用している場合は、ImageMakerを使用してイメージ・ファイルを作成する必要はありません。関連するPXE、ISOおよびUSBイメージ・ファイルはパッチ自体にすでに作成されています。事前作成されたPXEイメージ・ファイルを含むパッチをOracle Software Delivery Cloudからダウンロードし、PXEサーバーの適切なディレクトリに配置します。12.1.2.2.0では、My Oracle Supportノート2038073.1からパッチ番号を取得できます。データベース・ノードとセルに個別のImageMakerファイルがあります。

注意: イメージ・バージョン12.1.2.2.0では、ダウンロード可能なイメージ・ファイルの形式が変更されました。

ダウンロードしたzipファイルには4つのイメージ・ファイルが含まれています。

	
12.1.2.2.0から12.2.1.1.0の場合:


kernel: vmlinux-version-ImageName-{DL180|DL360}
initrd: initrd-version-ImageName-{DL180|DL360}.img
image: nfsimg-version-ImageName-{DL180|DL360}.tar
image: nfsimg-version-ImageName-{DL180|DL360}.tar.md5


	
12.2.1.1.0以上の場合:


kernel: vmlinux-version-ImageName-{cell|compute}
initrd: initrd-version-ImageName-{cell|compute}.img
image: nfsimg-version-ImageName-{cell|compute}.tar
image: nfsimg-version-ImageName-{cell|compute}.tar.md5




バージョン12.1.2.2.0以上をイメージ化する場合は、手順13に進みます。12.1.2.2.0より前のバージョンでは、手順10に進み、ImageMakerを使用してイメージ・ファイルを作成します。


	
ImageMakerキットをダウンロードし、PXEサーバー用のファイルを準備および作成します。このキットは、Oracle Software Delivery Cloud (edelivery)サイトの「Oracle Database Products」→「Linux x86-64」で公開されています。データベース・ノードとセルに個別のImageMakerファイルがあります。


	
キットをダウンロードした後、最初のファイル(V75080-01.zipのような名前)を解凍し、後続のファイルも解凍します。解凍はrootユーザーとして実行します。次に、tarファイルを解凍します。


# unzip V75080-01.zip

# unzip cellImageMaker_12.1.2.1.1_LINUX.X64_150316.2-1.x86_64.zip

# tar -pxvf cellImageMaker_12.1.2.1.1_LINUX.X64_150316.2-1.x86_64.tar


生成されたディレクトリのREADME_FOR_FACTORY.txtファイルで追加の詳細を参照します。


	
makeImageMedia.shを実行してカーネルinitrd、および必要に応じてイメージ・ファイルを作成します。これらをPXEサーバーの関連するディレクトリに配置します。これらのファイルは、ブート時に、イメージ化するノードに送信されます。

	
(12.1.2.2.0から12.2.1.1.0の場合)ディレクトリをdl180またはdl360ディレクトリに変更します。


	
(12.2.1.1.0以上の場合)ディレクトリをcellまたはcomputeディレクトリに変更します。


	
次を使用してPXEビルドを作成します。


./makeImageMedia.sh -pxe -pxeout ImageName


これにより、./PXEサブディレクトリに4つのファイルが作成されます。

	
12.1.2.2.0から12.2.1.1.0の場合:


kernel: vmlinux-version-ImageName-{DL180|DL360}
initrd: initrd-version-ImageName-{DL180|DL360}.img
image: nfsimg-version-ImageName-{DL180|DL360}.tar
image: nfsimg-version-ImageName-{DL180|DL360}.tar.md5


	
12.2.1.1.0以上の場合:


kernel: vmlinux-version-ImageName-{cell|compute}
initrd: initrd-version-ImageName-{cell|compute}.img
image: nfsimg-version-ImageName-{cell|compute}.tar
image: nfsimg-version-ImageName-{cell|compute}.tar.md5




例:


# ./makeImageMedia.sh -pxe -pxeout test

Please wait. Calculating md5 checksums for cellbits ...
Calculating md5 checksum for exaos.tbz ...
Calculating md5 checksum for dbboot.tbz ...
Calculating md5 checksum for dbfw.tbz ...
Calculating md5 checksum for kernel.tbz ...
Calculating md5 checksum for ofed.tbz ...
Calculating md5 checksum for sunutils.tbz ...
Calculating md5 checksum for commonos.tbz ...
Calculating md5 checksum for debugos.tbz ...
Calculating md5 checksum for dbrpms.tbz ...
Calculating md5 checksum for exaosovs.tbz ...
Calculating md5 checksum for dbovsboot.tbz ...
Calculating md5 checksum for kernelovs.tbz ...
Calculating md5 checksum for ofedovs.tbz ...
Calculating md5 checksum for commonovsos.tbz ...
Calculating md5 checksum for debugosovs.tbz ...
Calculating md5 checksum for dbovsrpms.tbz ...
Calculating md5 checksum for sunovsutils.tbz ...
Calculating md5 checksum for dbvmboot.tbz ...
Calculating md5 checksum for ofedvm.tbz ...
Calculating md5 checksum for sunvmutils.tbz ...
Store filename of nfsimg tarball nfsimg-12.1.2.1.1-test-DL360.tar inside initrd
Please wait. Making initrd ...
395853 blocks
Please wait. Calculating md5 checksums for boot ...
PXE NFS image:   /root/imagemaker/dl360/./PXE/nfsimg-12.1.2.1.1-test-DL360.tar
PXE NFS md5 sum: /root/imagemaker/dl360/./PXE/nfsimg-12.1.2.1.1-test-DL360.tar.md5
PXE initrd:      /root/imagemaker/dl360/./PXE/initrd-12.1.2.1.1-test-DL360.img
PXE kernel:      /root/imagemaker/dl360/./PXE/vmlinux-12.1.2.1.1-test-DL360





	
ILOMを使用してブート順序をPXEからブートするように変更し、リブートしてイメージ化プロセスを開始します。

たとえば、ホスト上のUnixプロンプトで次のようにします。


# ipmitool chassis bootdev pxe

# reboot


	
Oracle VMを使用している場合は、各データベース・サーバーでswitch_to_ovm.shを実行します。データベース・サーバーがリブートされます。

例:


# /opt/oracle.SupportTools/switch_to_ovm.sh
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Switch to DOM0 system partition /dev/VGExaDb/LVDbSys3 (/dev/mapper/VGExaDb-LVDbSys3)
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Active system device: /dev/mapper/VGExaDb-LVDbSys1
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Active system device in boot area: /dev/mapper/VGExaDb-LVDbSys1
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Set active systen device to /dev/VGExaDb/LVDbSys3 in /boot/I_am_hd_boot
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Reboot has been initiated to switch to the DOM0 system partition


	
各データベース・サーバーでreclaimdisks.shを実行します。

/opt/oracle.SupportTools/reclaimdisks.sh -free -reclaimコマンドでは、未選択のデプロイメント・タイプ用に予約されたディスク領域が再利用されます。このコマンドの所要時間は5分未満です。システムはRAID5で構成されたディスクでイメージ化されます。RAID再構築はreclaimdisks.shプロセスに含まれなくなりました。

この手順はスキップしないでください。この手順をスキップすると、未使用の領域をreclaimdisks.shで再利用できなくなります。

例:


# /opt/oracle.SupportTools/reclaimdisks.sh -free -reclaim
Model is ORACLE SERVER X5-2
Number of LSI controllers: 1
Physical disks found: 4 (252:0 252:1 252:2 252:3)
Logical drives found: 1
Linux logical drive: 0
RAID Level for the Linux logical drive: 5
Physical disks in the Linux logical drive: 4 (252:0 252:1 252:2 252:3)
Dedicated Hot Spares for the Linux logical drive: 0
Global Hot Spares: 0
[INFO     ] Check for DOM0 system disk
[INFO     ] Check for DOM0 with inactive Linux system disk
[INFO     ] Valid DOM0 with inactive Linux system disk is detected
[INFO     ] Number of partitions on the system device /dev/sda: 4
[INFO     ] Higher partition number on the system device /dev/sda: 4
[INFO     ] Last sector on the system device /dev/sda: 3509759999
[INFO     ] End sector of the last partition on the system device /dev/sda: 3509759000
[INFO     ] Unmount /EXAVMIMAGES from ocfs2 partition on /dev/sda3
[INFO     ] Mount ocfs2 partition /dev/sda3 to /EXAVMIMAGES
[INFO     ] Remove inactive system logical volume /dev/VGExaDb/LVDbSys1
[INFO     ] Remove logical volume /dev/VGExaDbOra/LVDbOra1
[INFO     ] Remove volume group VGExaDbOra
[INFO     ] Remove physical volume /dev/sda4
[INFO     ] Remove partition /dev/sda4
[INFO     ] Re-calculate end sector of the last partition after removing of /dev/sda4 partition
[INFO     ] End sector of the last partition on the system device /dev/sda: 3300035608
[INFO     ] Check for existing first boot system image /EXAVMIMAGES/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img
[INFO     ] Saving /EXAVMIMAGES/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img in /var/log/exadatatmp ...
[INFO     ] First boot system image saved in /var/log/exadatatmp/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img
[INFO     ] Unmount /EXAVMIMAGES from /dev/sda3
[INFO     ] Remove partition /dev/sda3
[INFO     ] Re-calculate end sector of the last partition after removing of /dev/sda3 partition
[INFO     ] End sector of the last partition on the system device /dev/sda: 240132159
[INFO     ] Create primary ocfs2 partition 3 using 240132160 3509758999
[INFO     ] Create ocfs2 partition on /dev/sda3
[INFO     ] Mount ocfs2 partition on /dev/sda3 to /EXAVMIMAGES
[INFO     ] Restoring /var/log/exadatatmp/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img into /EXAVMIMAGES ...
[INFO     ] Logical volume LVDbSys2 exists in volume group VGExaDb
[INFO     ] Grub version in /boot/grub/grub.stage.version: 0.97-81.0.1.el6
[INFO     ] Grub rpm version: 0.97-13.10.0.1.el5
[INFO     ] Copying /usr/share/grub/x86_64-redhat/* to /boot/grub ...
[INFO     ] Create filesystem on device /dev/sda1
[INFO     ] Tune filesystem on device /dev/sda1

GNU GRUB  version 0.97  (640K lower / 3072K upper memory)

[ Minimal BASH-like line editing is supported.  For the first word, TAB
lists possible command completions.  Anywhere else TAB lists the possible
completions of a device/filename.]
grub> root (hd0,0)
 Filesystem type is ext2fs, partition type 0x83
grub> setup (hd0)
 Checking if "/boot/grub/stage1" exists... no
 Checking if "/grub/stage1" exists... yes
 Checking if "/grub/stage2" exists... yes
 Checking if "/grub/e2fs_stage1_5" exists... yes
 Running "embed /grub/e2fs_stage1_5 (hd0)"... failed (this is not fatal)
 Running "embed /grub/e2fs_stage1_5 (hd0,0)"... failed (this is not fatal)
 Running "install /grub/stage1 (hd0) /grub/stage2 p /grub/grub.conf "... succeeded
Done.
grub> quit


	
ibhostsを実行し、すべてのノードが正しいIPアドレスおよびホスト名を示すことを確認します。elasticNodeが説明に含まれるノードはないはずです。


	
OEDAツールを実行してデプロイします。


[root] # ./install.sh -cf ../MAA-dm01.xml -l
1. Validate Configuration File
2. Setup Capacity-on-Demand
3. Create Virtual Machine  
4. Create Users  
5. Setup Cell Connectivity  
6. Create Cell Disks  
7. Create Grid Disks  
8. Configure Alerting  
9. Install Cluster Software  
10. Initialize Cluster Software  
11. Install Database Software  
12. Relink Database with RDS  
13. Create ASM Diskgroups  
14. Create Databases  
15. Apply Security Fixes  
16. Install Exachk  
17. Setup ASR Alerting  
18. Create Installation Summary  
19. Resecure Machine








関連項目

	Oracle Exadata Deployment Assistantのダウンロード
	Oracle Software Delivery Cloud
	イメージ化パラメータへの更新
	Exadata 12.1.2.2.0リリースおよびパッチ(20131726) (My Oracle Support Doc ID 2038073.1)
	Exadata Database MachineおよびExadata Storage Serverのサポートされているバージョン(My Oracle Support Doc ID 888828.1)









5.8.5 USBを使用した新規システムのイメージ化


USBを使用して新規Exadataシステムをデプロイメント用に準備するには、次の手順を実行します。

	
最新のOracle Exadata Deployment Assistant (OEDA)を取得します。


	
OEDAを実行して、システムのイメージ化に使用できるpreconf.csvファイルを作成します。


	
すべてのサーバーの電源を投入します。

	
データベース・ノードおよびセルに、172.16範囲のeth0で未使用のIPアドレスが自動的に割り当てられます。


	
ノードのホスト名は、nodeNの形式になります。ここで、Nは数値です。





	
最初のデータベース・ノードに接続します。そのためには、ラップトップをILOMシリアル管理ポート(9600、8、N、1)に接続し、コンソールに接続してデータベース・ノードにログインします。


	
各データベース・ノードのeth0 MACアドレスを取得します。これは、ILOMの/SYS/MB/NET0のfru_macaddressフィールドです。または、コンソールにログインした場合は、コマンドip addrを使用します。

	
コンソールからSSHを使用して他のデータベース・ノードに接続します。


	
ibhostsを実行してノード名とIPアドレスのリストを取得します。





	
各ノードのpreconf.csvファイルの7番目のフィールドに、大文字を使用してMACアドレスを挿入します。このフィールドは空である必要があります。つまり、2つの連続したカンマ文字(,,)が表示されます。たとえば、MACアドレスが00:10:E0:69:34:52の場合は、次のようになります。


orhb42-b08-01,us.oracle.com,db,eth0,eth0,Management,00:10:E0:69:34:52,
10.196.3.106,255.255.224.0,10.196.31.250,orhb42-b08-01-priv,Private:active-bond-ib,
192.168.10.15,255.255.255.0,,,America/Los_Angeles


	
ipconfを実行して、生成されたpreconf.csvファイルを確認します。この操作は任意のOracle Exadataで実行でき、必須ではありませんが、続行する前にpreconf.csvファイルが有効であることを確認するために役立ちます。


# ipconf -verify -preconf /tmp/preconf.csv
[Info]: ipconf command line: /opt/oracle.cellos/ipconf.pl -verify -preconf /tmp/preconf -nocodes
[Done]: Pre config verification OK


	
12.1.2.2.0より前のバージョンでは、手順11に進み、ImageMakerを使用してイメージ・ファイルを作成します。

12.1.2.2.0以上を使用している場合は、バージョン12.1.2.2.0でimagemakerを使用してイメージ・ファイルを作成する必要はありません。関連するPXE、ISOおよびUSBイメージ・ファイルはパッチ自体にすでに作成されています。事前作成されたイメージ・ファイルを含むパッチをOracle Software Delivery Cloud (edelivery)からダウンロードし、ダウンロードしたUSB .imgイメージ・ファイルをUSBドライブに配置します。12.1.2.2.0では、My Oracle Supportノート2038073.1からパッチ番号を取得できます。データベース・ノードとセルに個別のImageMakerファイルがあります。

注意: イメージ・バージョン12.1.2.2.0では、ダウンロード可能なイメージ・ファイルの形式が変更されました。

ダウンロードしたzipファイル内にイメージ・ファイルがあります。たとえば、データベース・ノードのzipファイルにはcomputeImageMaker_12.1.2.2.0_LINUX.X64_150917.x86_64.imgが含まれています。セル・イメージでは、ファイルはcellImageMaker_12.1.2.2.0_LINUX.X64_150917.x86_64.imgのようになります。


	
(12.1.2.2.0以上の場合)パッチREADME.txtファイルの手順に従って、ファイルおよびオプションのpreconf.csvファイルをUSBドライブにコピーします。

	
computeImageMaker_12.1.2.2.0_LINUX.X64_150917.x86_64.imgファイルをLinuxサーバーのディレクトリに配置します。


	
md5sumが一致することを確認します。f3daae6a9757d4feb4a0f4262e610945 computeImageMaker_12.1.2.2.0_LINUX.X64_150917.x86_64.img


	
次のようなコマンドを使用してUSBドライブを準備します。ここで、/dev/sddは挿入されたUSBドライブの名前です。


# dd if=/dev/zero of=/dev/sdd bs=1M count=100 oflag=direct


USBドライブの正確な名前を確認するには、USBドライブを挿入した後、/var/log/messagesを参照します。


	
.imgファイルをUSBドライブに書き込みます。これには15分以上かかる場合があり、操作中出力は表示されません。


# dd if=filename.img of=/dev/sdd bs=1M oflag=direct


	
パーティション表をLinuxで再スキャンし、新しいパーティションを認識します。


# partprobe


	
システムでext4ファイル・システムがサポートされていればUSBがマウント可能であることを確認します。前のddコマンドをOracle Linux 5システムで実行した場合であっても、この手順はOracle Linux 6システムで実行する必要があります。


mount /dev/sdd1 /mnt


	
(オプション) preconf.csvファイルを準備してUSBドライブに配置します。ファイル名はUSBドライブ上でpreconf.csvにする必要があります。preconf.csvファイルには、各ノードのMACアドレスがイメージ化中に使用される順序で含まれている必要があります。イメージ化中にpreconf.csvファイルが使用されない場合、ノードの最初のブート時にノードのネットワーク構成を求められます。


# cp /path/preconf.csv /mnt/preconf.csv

# umount /mnt


上のumountコマンドでは、ファイル・システムが同期していることを確認します。


	
手順15に進みます。イメージ・ファイルを作成する手順11から14は、スキップできます。





	
ImageMakerキットをダウンロードし、USBドライブ用のファイルを準備および作成します。このキットは、Oracle Software Delivery Cloud (edelivery)サイトの「Oracle Database Products」→「Linux x86-64」で公開されています。データベース・ノードとセルに個別のImageMakerファイルがあります。


	
ImageMakerをダウンロードした後、最初のファイル(V75080-01.zipのような名前)を解凍し、後続のファイルも解凍します。解凍はrootユーザーとして実行します。次に、tarファイルを解凍します。


# unzip V75080-01.zip

# unzip cellImageMaker_12.1.2.1.1_LINUX.X64_150316.2-1.x86_64.zip

# tar -pxvf cellImageMaker_12.1.2.1.1_LINUX.X64_150316.2-1.x86_64.tar


生成されたディレクトリのREADME_FOR_FACTORY.txtファイルで追加の詳細を参照します


	
ImageMakerを解凍したサーバーのスロットに空白のUSBドライブを挿入します。


	
makeImageMedia.shを実行してカーネルinitrdと、USBデバイスのイメージ・ファイルを作成します。makeImageMedia.shにより、USBデバイスでのイメージの作成を確認するよう求められます。12.1.2.1.0以上のイメージを作成する場合、USBブート可能メディア作成の推奨makeImageMedia.shオプションは次のとおりです。

	
(12.1.2.1.0から12.2.1.1.0の場合)ディレクトリをdl180またはdl360ディレクトリに変更します。


	
(12.2.1.1.0以上の場合)ディレクトリをcellまたはcomputeディレクトリに変更します。


	
USB用のファイルを作成します。


./makeImageMedia.sh -factory -stit -reboot-on-success -nodisktests [-preconf path_to_preconf_file]




USBイメージ化では、次の点に注意してください。

	
-preconfオプションを使用する場合は、Oracle Exadataデータベース・サーバーからmakeImageMedia.shを実行する必要があります。


	
Oracle Software Delivery Cloud (edelivery)で入手可能なストレージ・セルおよびLinuxデータベース・ホストのイメージに付属のmakeImageMedia.shスクリプトで作成したブート可能USBを使用して再イメージ化しようとした場合、ブート中にストレージ・サーバーとデータベース・サーバーがハングする可能性があります。この問題を回避するには、My Oracle Supportノート1919001.1を参照してください。





	
USBドライブが準備できたら、イメージ化するサーバーのスロットに配置します。イメージ・タイプがサーバー・タイプ(データベース・ノードまたはセル)と一致していることを確認します。


	
データベース・ノードまたはセルをリブートして、USBからイメージ化プロセスを開始します。


	
Oracle VMを使用している場合は、各データベース・サーバーでswitch_to_ovm.shを実行します。データベース・サーバーがリブートされます。

例:


# /opt/oracle.SupportTools/switch_to_ovm.sh
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Switch to DOM0 system partition /dev/VGExaDb/LVDbSys3 (/dev/mapper/VGExaDb-LVDbSys3)
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Active system device: /dev/mapper/VGExaDb-LVDbSys1
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Active system device in boot area: /dev/mapper/VGExaDb-LVDbSys1
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Set active systen device to /dev/VGExaDb/LVDbSys3 in /boot/I_am_hd_boot
2014-12-07 11:58:36 -0800 [INFO] Reboot has been initiated to switch to the DOM0 system partition


	
各データベース・サーバーでreclaimdisks.shを実行します。

/opt/oracle.SupportTools/reclaimdisks.sh -free -reclaimコマンドでは、未選択のデプロイメント・タイプ用に予約されたディスク領域が再利用されます。このコマンドの所要時間は5分未満です。システムはRAID5で構成されたディスクでイメージ化されます。RAID再構築はreclaimdisks.shプロセスに含まれなくなりました。

この手順はスキップしないでください。この手順をスキップすると、未使用の領域をreclaimdisks.shで再利用できなくなります。

例:


# /opt/oracle.SupportTools/reclaimdisks.sh -free -reclaim
Model is ORACLE SERVER X5-2
Number of LSI controllers: 1
Physical disks found: 4 (252:0 252:1 252:2 252:3)
Logical drives found: 1
Linux logical drive: 0
RAID Level for the Linux logical drive: 5
Physical disks in the Linux logical drive: 4 (252:0 252:1 252:2 252:3)
Dedicated Hot Spares for the Linux logical drive: 0
Global Hot Spares: 0
[INFO     ] Check for DOM0 system disk
[INFO     ] Check for DOM0 with inactive Linux system disk
[INFO     ] Valid DOM0 with inactive Linux system disk is detected
[INFO     ] Number of partitions on the system device /dev/sda: 4
[INFO     ] Higher partition number on the system device /dev/sda: 4
[INFO     ] Last sector on the system device /dev/sda: 3509759999
[INFO     ] End sector of the last partition on the system device /dev/sda: 3509759000
[INFO     ] Unmount /EXAVMIMAGES from ocfs2 partition on /dev/sda3
[INFO     ] Mount ocfs2 partition /dev/sda3 to /EXAVMIMAGES
[INFO     ] Remove inactive system logical volume /dev/VGExaDb/LVDbSys1
[INFO     ] Remove logical volume /dev/VGExaDbOra/LVDbOra1
[INFO     ] Remove volume group VGExaDbOra
[INFO     ] Remove physical volume /dev/sda4
[INFO     ] Remove partition /dev/sda4
[INFO     ] Re-calculate end sector of the last partition after removing of /dev/sda4 partition
[INFO     ] End sector of the last partition on the system device /dev/sda: 3300035608
[INFO     ] Check for existing first boot system image /EXAVMIMAGES/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img
[INFO     ] Saving /EXAVMIMAGES/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img in /var/log/exadatatmp ...
[INFO     ] First boot system image saved in /var/log/exadatatmp/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img
[INFO     ] Unmount /EXAVMIMAGES from /dev/sda3
[INFO     ] Remove partition /dev/sda3
[INFO     ] Re-calculate end sector of the last partition after removing of /dev/sda3 partition
[INFO     ] End sector of the last partition on the system device /dev/sda: 240132159
[INFO     ] Create primary ocfs2 partition 3 using 240132160 3509758999
[INFO     ] Create ocfs2 partition on /dev/sda3
[INFO     ] Mount ocfs2 partition on /dev/sda3 to /EXAVMIMAGES
[INFO     ] Restoring /var/log/exadatatmp/System.first.boot.12.1.2.1.0.141205.2.img into /EXAVMIMAGES ...
[INFO     ] Logical volume LVDbSys2 exists in volume group VGExaDb
[INFO     ] Grub version in /boot/grub/grub.stage.version: 0.97-81.0.1.el6
[INFO     ] Grub rpm version: 0.97-13.10.0.1.el5
[INFO     ] Copying /usr/share/grub/x86_64-redhat/* to /boot/grub ...
[INFO     ] Create filesystem on device /dev/sda1
[INFO     ] Tune filesystem on device /dev/sda1

GNU GRUB  version 0.97  (640K lower / 3072K upper memory)

[ Minimal BASH-like line editing is supported.  For the first word, TAB
lists possible command completions.  Anywhere else TAB lists the possible
completions of a device/filename.]
grub> root (hd0,0)
 Filesystem type is ext2fs, partition type 0x83
grub> setup (hd0)
 Checking if "/boot/grub/stage1" exists... no
 Checking if "/grub/stage1" exists... yes
 Checking if "/grub/stage2" exists... yes
 Checking if "/grub/e2fs_stage1_5" exists... yes
 Running "embed /grub/e2fs_stage1_5 (hd0)"... failed (this is not fatal)
 Running "embed /grub/e2fs_stage1_5 (hd0,0)"... failed (this is not fatal)
 Running "install /grub/stage1 (hd0) /grub/stage2 p /grub/grub.conf "... succeeded
Done.
grub> quit


	
ibhostsを実行し、すべてのノードが正しいIPアドレスおよびホスト名を示すことを確認します。「elasticNode」が説明に含まれるノードはないはずです。


	
OEDAツールを実行してデプロイします。


[root] # ./install.sh -cf ../MAA-dm01.xml -l
1. Validate Configuration File
2. Setup Capacity-on-Demand
3. Create Virtual Machine  
4. Create Users  
5. Setup Cell Connectivity  
6. Create Cell Disks  
7. Create Grid Disks  
8. Configure Alerting  
9. Install Cluster Software  
10. Initialize Cluster Software  
11. Install Database Software  
12. Relink Database with RDS  
13. Create ASM Diskgroups  
14. Create Databases  
15. Apply Security Fixes  
16. Install Exachk  
17. Setup ASR Alerting  
18. Create Installation Summary  
19. Resecure Machine








関連項目

	Oracle Software Delivery Cloud
	Exadata 12.1.2.2.0リリースおよびパッチ(20131726) (My Oracle Support Doc ID 2038073.1)
	USBを使用したExadataの再イメージ化でUSBのブートに失敗する(My Oracle Support Doc ID 1919001.1)
	Exadata Database MachineおよびExadata Storage Serverのサポートされているバージョン(My Oracle Support Doc ID 888828.1)









5.8.6 イメージ化パラメータへの更新


12.1.2.1.0以上では、いくつかのコマンドライン・オプションが変更されました。

次のような変更がありました。

	
updfrm

updfrmオプションはどのような形でも使用しないでください。このオプションは、将来イメージ化オプションから削除されます。かわりに、最初のブート時にファームウェアが自動的に更新されるようにします。


	
dualboot

12.1.2.1.0ではSolarisがサポートされないため、dualbootは不要になりました。このオプションは12.1.2.1.0以上では有効ではありません。


	
factory

factoryキーワードの意味は12.1.2.1.0から変更されました。factoryを使用する場合、ovs=yesなどの追加のオプションが強制されるようになりました。これは、最終システム構成(Oracle VM、物理など)に関係なく、すべてのイメージ化で使用する必要があります


	
OVS=yes|no

このオプションのデフォルトはnoです。ただし、将来変更される可能性があるため、このオプションを使用することはお薦めしません。かわりに、一部のデフォルト・オプションを上書きするfactoryオプションを使用します。




役立つ追加のコマンドライン・オプションがあります。

	
データベース・ノードでホット・スペアを作成するには、enable_hot_spareオプションを使用します。

	
makeImageMedia.shオプション: -enable_hot_spare


	
PXEオプション: enable_hot_spare





	
InfiniBandインタフェースのアクティブ結合または非アクティブ結合を強制するには(主に拡張ラックの場合)、active-bond-ibオプションを使用します。

	
makeImageMedia.shオプション: -active-bond-ib <yes|no>


	
PXEオプション: active-bond-ib=<yes|no>







imagemakerソフトウェアに付属のREADME_FOR_FACTORY.txtファイルでは、各オプションについて詳細に説明しています。





関連項目

	Exadata 12.1.2.2.0リリースおよびパッチ(20131726) (My Oracle Support Doc ID 2038073.1)
	Exadataセル・ノードの再イメージ化に関するガイダンス(My Oracle Support Doc ID 2151671.1)












5.9 Oracle Exadata Database Machineの初期エラスティック構成の実行


このトピックでは、エラスティック構成のバックグラウンド情報を示して、Oracle Exadata Database Machineの初期構成を実行する方法を説明します。

Oracle Exadata Database Machine Deployment Assistantによって生成される構成ファイルが必要です。

エラスティック構成はExadataバージョン12.1.2.1.0の新機能です。これは次のようなすべてのラック構成に適用されます。

	
標準的な数のデータベース・ノードとセルを含むように注文されたラック(たとえば、クオータ・ラックまたはハーフ・ラック)


	
追加のデータベース・ノードとセルを備えたラック構成


	
Oracle Exadata Database Machine Two-Socket X5世代以降のストレージ・サーバー




Oracle Exadata Database Machine Two-Socket X5世代のストレージ・サーバーから、データベース・サーバーまたはセルを既存の構成にさらに追加する場合も、同じプロセスを使用できます。

このプロセスでは、注文された顧客構成の正確な値とは関係なく、初期IPアドレスをデータベース・サーバーおよびセルに割り当てることができます。その後、顧客固有の構成をノードに適用できます。この手順は、任意のデータベース・ノード(通常は最初のノード)から実行できます。セル・ノードのみを追加する拡張の場合はセルからも実行できます。

すべてのExadataシステムでは、InfiniBandスイッチ・ポートに対するノードのケーブル配線の方法が事前に定義されています。つまり、ラック内の各ノードの場所からInfiniBandスイッチのポートへのマッピングは固定されています。常にこのマップに従ってラック内の設置が行われると仮定すると、InfiniBandファブリックを問い合せてノードの接続先のInfiniBandスイッチを判別することによって、ノードのラック・ユニット位置を確認できます。一度この情報が見つかると、これを使用してノードのラック・ユニット位置を判別します。この情報を使用して、ラック・ユニット位置に基づく初期IPアドレスをノードに割り当てることができます。ラック内でのノードの位置が下がるほどIPアドレスの値が小さくなります。


注意:

	
RAID再構築/復元(ディスクの置換えまたは拡張)が進行中の場合、この項の手順を実行する前に、それが終了するまで待機します。これは、RAID再構築/復元が完了するまで、reclaimdisks.shスクリプトの実行がブロックされるためです。


	
ソフトウェアをインストールする前に、未使用のシステム・パーティションのためのディスク容量を再要求する必要があります。ディスク領域を再利用するには、次のスクリプトを使用します。

/opt/oracle.SupportTools/reclaimdisks.sh -free -reclaim


	
構成プロセスの詳細情報は、My Oracle Supportノート1953915.1






	
最初のデータベース・サーバーのコンソール・セッションを開きます。最初のデータベース・サーバーは、ラック位置U16にあるラックの最下位データベース・サーバーです。セルのみの拡張の場合は、データベース・ノードではなくセルでこの手順を実行する必要があります。


注意:

Oracle Exadata Database Machineのネットワーク接続および構成はまだ行われていません。




	
最初のデータベース・サーバーにrootユーザーとしてログインします。


注意:

rootユーザーのパスワードがない場合は、Oracleサポート・サービスにお問い合せください。




	
次のコマンドを使用して、すべてのサーバーのETH0インタフェースが、172.16 IPアドレスを使用して構成されていることを確認します。


# ibhosts


各サーバー説明は、hostname elasticNode. ipaddress ETH0になるはずです。


	
(データベース・サーバーではオプション)ラックで仮想化を使用している場合は、次のコマンドを使用してOracle VMに切り替えます。

この手順ではデータベース・サーバーをリブートすることに注意してください。


注意:

物理構成とOracle VM構成を切り替えることはできません。これはサポートされていません。




# /opt/oracle.SupportTools/switch_to_ovm.sh


データベース・サーバーでreclaimdisks.shを実行します。これはすべてのデプロイ・シナリオで必要です。


# /opt/oracle.SupportTools/reclaimdisks.sh -free -reclaim


Oracle VMが選択された場合、この手順でOracle VMとしてイメージがロックされます。切り替えることはできません。

reclaimdisks.shはパーティションの再構成とその他にいくつかの必要な構成変更を行い、通常は1分未満で完了します。


	
データベース・サーバーで、ディスク構成を確認します。


# /opt/oracle.SupportTools/reclaimdisks.sh -check


システムが物理(ベア・メタル)デプロイメントの場合、出力の最後の行は次のようになります。


Valid. Booted: Linux. Layout: Linux.


システムがOracle VMデプロイメントの場合、出力の最後の行は次のようになります。


Valid. Booted: DOM0. Layout: DOM0.


	
次のいずれかの方法を使用して、Oracle Exadata Database Machine Deployment Assistantをデータベース・サーバーにコピーします。セル・サーバーのみを追加している場合は手順をセルから実行できます。

	
Linux上でのUSBフラッシュ・ドライブの使用

	
構成ファイルをUSBフラッシュ・ドライブにコピーします。


	
USBドライブをデータベース・サーバーまたはセルに接続します。


	
次のコマンドを使用して、USBドライブを検索します。


for x in `ls -1 /sys/block`; do udevadm info --attribute-walk --path=/sys/block/$x | grep \
-iq 'DRIVERS=="usb-storage"'; if [ $? -eq 0 ] ; then echo /dev/${x}1; \
fi ; done


出力は次のようになります。


/dev/sdb1


注意: X6またはX5 EFセルが使用される場合、このコマンドによって2つの内部USBドライブ(通常、/dev/sda1と/dev/sdb1)も返されます。新たに挿入されたUSBドライブは追加デバイス(通常は/dev/sdc1)です。

出力は次のようになります。


/dev/sda1
/dev/sdb1
/dev/sdc1


内部USBはmdstatを表示することで識別できます。


# grep md4 /proc/mdstat | awk '{print $5,$6;}'


	
次のコマンドを使用して、データベース・サーバーまたはセルにディレクトリを作成します。


# mkdir /mnt/usb


	
次のコマンドを使用して、インストール用のディレクトリを作成します。


# mkdir /opt/oracle.SupportTools/onecommand


このディレクトリがすでに存在する場合は、既存ディレクトリの名前をonecommand.oldに変更してから、空のディレクトリを作成し直します。

注意: /u01または/EXAVMIMAGES内のディレクトリを使用しないでください。これらのディレクトリに内容が含まれるとreclaimdidsks.shが失敗するためです。


	
デバイスをマウントします。手順6.cで指定したデバイス名を使用します。次に、コマンドの例を示します。


# mount -t vfat /dev/sdb1 /mnt/usb


	
次のコマンドを使用して、USBフラッシュ・ドライブからデータベース・サーバーまたはセルのonecommandディレクトリに、Oracle Exadata Deployment Assistantと構成ファイルをコピーします。


# cp /mnt/usb/path_to_file/*.* /opt/oracle.SupportTools/onecommand


前述のコマンドのpath_to_fileは、USBフラッシュ・ドライブの構成ファイルへのディレクトリ・パスです。


	
次のコマンドを使用して、USBフラッシュ・ドライブをアンマウントします。


# umount /mnt/usb


	
データベース・サーバーまたはセルからUSBフラッシュ・ドライブを取り外します。





	
一時的にネットワーク接続を使用する手順は、次のとおりです。

このオプションは、IPアドレスに競合があり、Oracle Exadata Database Machineがネットワークに接続されていない場合にのみ必要です。

	
最初のデータベース・サーバーの後部のNET0というラベルのイーサネット・ポートにネットワーク・ケーブルを接続します。


	
次のように、eth0:1インタフェースを起動します。


# ifconfig eth0:1 real_ip netmask real_netmask up


前述のコマンドのreal_ipはデータベース・サーバーに割り当てられるIPアドレス、real_netmaskはデータベース・サーバーに割り当てられるサブネット・マスクです。


	
次のように、デフォルト・ルートを追加します。


# route add -net 0.0.0.0 netmask 0.0.0.0 gw real_gateway


前述のコマンドのreal_gatewayは、データベース・サーバーに使用されるデフォルトのゲートウェイです。


	
scpなどのファイル転送ユーティリティを使用して、構成ファイルをデータベース・サーバーまたはセルの/opt/oracle.SupportTools/onecommandディレクトリにコピーします。


	
イーサネット・ポートNET0からネットワーク・ケーブルを取り外します。


注意:

再起動中にネットワークが自動的に再構成されるため、ネットワークを再構成する必要はありません。










	
次のコマンドを使用して、すべてのサーバーのETH0インタフェースが、172.16 IPアドレスを使用して構成されていることを確認します。


# ibhosts


elasticNodeが説明に含まれるサーバー説明はないはずです。


	
次のコマンドを使用して、applyElasticConfig.shスクリプトを実行します。


# cd /opt/oracle.SupportTools/onecommand/linux-x64
# ./applyElasticConfig.sh -cf customer_name-configFile.xml


applyElasticConfig.shスクリプトは、すべてのデータベース・サーバーおよびExadata Storage Serverのネットワーク構成を実行します。プロセスが終了すると、すべてのサーバーが再起動します。


	
管理ネットワークの企業ネットワーク・ケーブルをCiscoイーサネット・スイッチに接続します。


	
クライアント・アクセス・ネットワークの企業ネットワーク・ケーブルをデータベース・サーバーに接続します。


	
すべてのデータベース・サーバーおよびExadata Storage Serverを再起動します。


	
次のコマンドを使用して、最初のデータベース・サーバー(または、拡張でセルのみを追加する場合はセル)にログインし、ネットワーク接続を確認します。


# cd /opt/oracle.SupportTools/onecommand/linux-x64
#./checkip.sh -cf configuration_file


前述のコマンドのconfiguration_fileはOracle Exadata Deployment Assistantからの構成ファイルの名前で、フルパスが含まれます。


注意:

	
checkip.shスクリプトは、Oracle Exadata Database Machineへのネットワーク接続を確認するためにOracle Exadata Database Machineの外部のサーバーで実行できます。checkip.shファイルを外部システムにコピーし、この手順に示されているコマンドを実行します。


	
Microsoft Windowsマシンからコマンドを実行する場合、コマンドはcheckip.cmdになります。


	
関連するプラットフォーム用のバージョンのOracle Exadata Deployment Assistantをダウンロードします。







	
Oracle Exadata Deployment Assistantを使用して、Oracle Exadata Database Machineのソフトウェアをインストールおよび構成します。





関連項目:

	
ラック・レイアウト情報の詳細は、『Oracle Exadata Database Machineシステム概要』


	
サーバーの再起動の詳細は、『Oracle Exadata Database Machineメンテナンス・ガイド』










関連項目

	既存ラックへのエラスティック・ノードの追加
	Exadataでのエラスティック構成(My Oracle Support Doc ID 1953915.1)





関連項目:








5.10 既存ラックへのエラスティック・ノードの追加


「Oracle Exadata Database Machineの初期エラスティック構成の実行」で説明したエラスティック構成の手順を使用して、新しいX5またはX6サーバーを既存のX5またはX6ラックに追加することもできます。新しいサーバーと既存のサーバーはX5以上であることが必要です。この手順では、既存の設定にデータベース・サーバーおよびセルを追加する準備として、IPアドレスを新しいデータベース・サーバーおよびセルに割り当てます。この方法を使用した前の世代のラックへのX5またはX6サーバーの追加はサポートされていません。

Oracle Exadata Deployment Assistantによって生成されるXML構成ファイルには、既存のノードに加えて、追加する新しいノードも含まれることが必要です。前の項で説明したのと同じエラスティック構成手順を実行する必要があります。手順8で実行されるapplyElasticConfig.shスクリプトが、新しいノードを判別して、対応するIPアドレスを割り当てます。

ストレージ・セルのみを追加している場合は、データベース・サーバーではなくセル・サーバーからapplyElasticConfig.shスクリプトを実行できます。







5.11 構成情報のロードおよびソフトウェアのインストール


Oracle Exadata Deployment Assistantは、構成ファイルの情報に基づいて、ネットワーク設定のロード、ユーザー・アカウントの作成、Oracle Databaseソフトウェアのインストールおよびシステムの保護を実行します。手動でプロセスを実行することもできます。


注意:

	
サポートされている英語以外の言語を有効にするには、構成を開始する前に次の環境変数を設定します。


export  LANG=preferred_language
export  LC_ALL=preferred_language


	
データベース・イメージをUSBドライブにコピーするには、『Oracle Exadata Database Machineメンテナンス・ガイド』の「データベース・メンテナンス」の章の手順を使用します。リリース12.1.2.1.0以上の場合、イメージの作成に使用されるシステムはOracle Linux 6を実行する必要があります。







関連項目:

Oracle Exadata Database Machine Deployment Assistantによって生成される構成ファイルの詳細は、「Oracle Exadata Deployment Assistantの使用」を参照してください。







5.11.1 Oracle Exadata Deployment Assistantを使用したOracle Exadata Database Machineの構成


Oracle Exadata Deployment Assistant (OEDA)を使用して、Oracle Exadata Database Machineを構成します。

このデプロイメント・アシスタントは、Oracle Exadata Database Machine Deployment Assistantで提供される情報を使用します。

次の手順では、Oracle Exadata Deployment Assistantを使用したOracle Exadata Database Machineの構成方法を示しています。

	
My Oracle Supportにアクセスします。


	
最新のOracle Exadata Deployment Assistantをダウンロードし、関連READMEファイルの手順に従います。


	
すべての必要なOracle Exadata Storage Server SoftwareおよびOracle Databaseパッチをダウンロードします。詳細は、My Oracle Supportノート888828.1を参照してください。


	
最初のデータベース・サーバーにrootユーザーとしてログインします。


注意:

rootユーザーのパスワードがない場合は、Oracleサポート・サービスにお問い合せください。




	
Oracle Exadata Deployment Assistantの実行に使用されたマシンからOracle Exadataラックの最初のデータベース・サーバーの/opt/oracle.SupportTools/onecommandディレクトリに構成ファイルをコピーします。


	
最初のデータベース・サーバーにWorkDirという名前のディレクトリを作成します。


	
ダウンロードしたソフトウェアおよびパッチをWorkDirディレクトリに置きます。


	
READMEファイルに含まれる手順に従って、Oracle Exadata Deployment Assistantの更新を適用します。


	
次のディレクトリを変更します。


# cd /opt/oracle.SupportTools/onecommand


	
Oracle Exadataラックを構成するには、次のコマンドを実行します。


# ./install.sh -cf configuration_file [-s step_number |  \
    -r step_numberA stepnumberB]



注意:

Microsoft Windowsマシンから構成を実行する場合、コマンドはinstall.cmdになります。



前述のコマンドのconfiguration_fileは構成ファイルの名前で、フルパスが含まれます。スクリプトのオプションは次のとおりです。

	
-cfファイル: 構成ファイルを使用します。ファイル名とフルパスが含まれている必要があります。


	
-h: スクリプトのオプションを説明します。


	
-l: Oracle Exadata Deployment Assistantの手順をリストします。


	
-r {n-N | n }: Oracle Exadata Deployment Assistantの手順nからNまたは1つの手順を実行します。


	
-s n: Oracle Exadata Deployment Assistantの手順nを実行します。


	
-u {n-N | n }: nからNの手順または1つの手順を元に戻します。







ユーティリティによって次の手順が実行されます。ただし、特定のデプロイメントでの実際の手順は、選択したデプロイメント・オプションによって異なる場合があります。たとえば、「Update Nodes for Eighth Rack」の手順が実行されるのはエイス・ラック・デプロイメントを行っている場合のみです。


1. Validate Configuration File
2. Update Nodes for Eighth Rack
3. Create Virtual Machine
4. Create Users
5. Setup Cell Connectivity
6. Create Cell Disks
7. Create Grid Disks
8. Configure Alerting
9. Install Cluster Software
10. Initialize Cluster Software
11. Install Database Software
12. Relink Database with RDS
13. Create ASM Diskgroups
14. Create Databases
15. Apply Security Fixes
16. Install Exachk
17. Setup ASR Alerting
18. Create Installation Summary
19. Resecure Machine



注意:

前述の手順は、現在のリリースに適しています。他のリリースの手順は異なる場合があります。常に、My Oracle Supportノート888828.1に示されている最新のOracle Exadata Deployment Assistantパッチを使用してください。最新の手順は、パッチ内のREADMEを参照してください。







関連項目

	My Oracle Support
	Oracle Exadata Deployment Assistantのダウンロード
	Exadata Database MachineおよびExadata Storage Serverのサポートされているバージョン(My Oracle Support Doc ID 888828.1)
	Oracle Exadata Database MachineでのDBFSの構成(My Oracle Support Doc ID 1054431.1)





関連項目:

	
Oracle Exadata Database MachineおよびOracle Exadata Storage Server Softwareのセキュリティの詳細は、『Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド』


	
Oracle Exadata Database Machineの再保護の詳細は、『Oracle Exadata Database Machineセキュリティ・ガイド』を参照してください。












5.11.2 「Oracle Exadata Database MachineのOracle DatabaseおよびOracle ASMインスタンスの手動構成」


Oracle DatabaseおよびOracle Automatic Storage Management(Oracle ASM)11g リリース2(11.2)を、データベース・サーバーにインストールする必要があります。使用するプラットフォームの『Oracle Databaseインストレーション・ガイド』のOracle DatabaseおよびOracle ASMのインストールに関する項の指示に従います。


注意:

	
Database Configuration Assistant(DBCA)リリース11.2.0.1.0では、Oracle Databaseのインストール中にCOMPATIBLEパラメータが'11.2.0.2'に設定されません。この値は、「初期化パラメータ」ページで設定する必要があります。


	
Hardware Assisted Resilient Data(HARD)機能を十分に活用するには、DB_BLOCK_CHECKSUM初期化パラメータをTYPICAL(デフォルト)またはFULLに設定します。






Oracle Databaseをインストールする場合は、Oracle ASMストレージ・オプションを選択する必要があります。Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)をインストールする場合は、プラットフォーム別のOracle Clusterwareのインストレーション・ガイドおよびOracle RACのインストレーション・ガイド(『Oracle Grid Infrastructureインストレーションおよびアップグレード・ガイド』、『Oracle Real Application Clustersインストレーション・ガイド』など)を参照してください。


注意:

Oracle RACの場合は、クラスタ全体をシャットダウンし、データベースおよびセル・ソフトウェアをインストールしてセル構成ファイルを設定してからクラスタを再起動する必要があります。



Oracle Exadata Deployment Assistantを使用して、Oracle Exadata Database Machine上にOracleソフトウェアをインストールすることをお薦めします。ソフトウェアを手動でインストールする場合は、次の手順を実行します。


注意:

ソフトウェアをインストールする前に、未使用のシステム・パーティションのためのディスク容量を再要求する必要があります。ディスク領域を再利用するには、次のスクリプトを使用します。


/opt/oracle.SupportTools/reclaimdisks.sh -free -reclaim 


RAID再構築または復元(ディスクの置換えまたは拡張)が進行中の場合、reclaimdisks.shスクリプトを実行する前に、それが終了するまで待機します。これは、RAID再構築または復元が完了するまで、reclaimdisks.shスクリプトの実行がブロックされるためです。



	
『Oracle Grid Infrastructureインストレーションおよびアップグレード・ガイドfor Linux』に示されているように、クラスタにOracle Grid Infrastructureをインストールします。


	
『Oracle Real Application Clustersインストレーション・ガイドfor Linux and UNIX Systems』に示されているように、Oracle Databaseをインストールします。


	
Oracle DatabaseおよびOracle Exadata Storage Server Softwareの最新のパッチを適用します。




『Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド』の説明に従ってセルを構成し、データベースおよびOracle ASMインスタンスをインストールしたら、セルをOracle ASMディスク・グループの一部として使用できるようにインスタンスを構成する必要があります。必要な構成には、データベースおよびOracle ASMインスタンスの両方の初期化パラメータ・ファイルの更新が含まれます。また、ストレージ・セルにアクセスできるようにOracle ASMディスク・グループを作成する必要があります。

Oracle ASMまたはデータベース・インスタンスの初期化パラメータ・ファイルは、インスタンスの実行中に更新できますが、初期化パラメータ・ファイルを手動で更新した場合はインスタンスを再起動する必要があります。SQLのALTER SYSTEMコマンドまたはALTER SESSIONコマンドを使用して初期化パラメータを動的に更新する場合は、インスタンスを再起動する必要はありません。

データベースの場合は、デフォルトのプランではなく新規のデータベース・リソース・マネージャ(DBRM)プランを構成できます。





関連項目

	Exadata Database MachineおよびExadata Storage Serverのサポートされているバージョン(My Oracle Support Doc ID 888828.1)
	Oracle 11.2 DBFSおよびDBFSクライアントに必要なクリティカル・パッチのリスト(My Oracle Support Doc ID 1150157.1)
	Oracle Exadata Database MachineでのDBFSの構成(My Oracle Support Doc ID 1054431.1)
	Oracle Exadataベスト・プラクティス(My Oracle Support Doc ID 757552.1)





関連項目:

	
Oracle ASMインスタンスの起動および接続の詳細は、『Oracle Automatic Storage Management管理者ガイド』を参照してください。


	
I/Oリソースの詳細は、『Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド』


	
データベース・サーバーを構成してExadata Storage Serverを使用する方法の詳細は、『Oracle Exadata Storage Server Softwareユーザーズ・ガイド』










5.11.2.1 データベース・インスタンスのCompatibleパラメータの構成


セル・ストレージにアクセスできるようにデータベース・インスタンスを構成するには、データベースの初期化ファイルでCOMPATIBLEパラメータを11.2.0.2以降に設定します。My Oracle SupportのOracle Exadata Storage Server Softwareのベスト・プラクティスを使用することをお薦めします。

初期化パラメータ・ファイルはオペレーティング・システムから表示できますが、データベースが実行中の場合は、SQL*Plus管理コマンドのSHOW PARAMETERを使用できます。例:


SQL> SHOW PARAMETER
SQL> SHOW PARAMETER compatible


必要に応じて、初期化パラメータ・ファイルのCOMPATIBLE初期化パラメータを'11.2.0.2'以降に設定します。例:


COMPATIBLE='11.2.0.2'


COMPATIBLEパラメータは動的には変更できません。初期化パラメータ・ファイルの値を変更する場合は、変更内容が反映されるように、データベースをシャットダウンしてから再起動する必要があります。







5.11.2.2 Oracle ASMインスタンスの初期化パラメータの構成


Oracle ASMインスタンスでExadata Storage Serverのグリッド・ディスクを検出してアクセスできるようにするには、ASM_DISKSTRING初期化パラメータを次のように構成する必要があります。

	
cellip.oraファイルに表示されるセルのすべてのグリッド・ディスクを検出するには、ASM_DISKSTRING初期化パラメータを空の文字列('')に設定します。これにより、Oracle ASMでは、/dev/raw/*およびExadata Storage Server以外のASMLIBディスクが検出されます。


	
Oracle ASMによる検出を特定のディスク・セットに制限するには、ASM_DISKSTRING初期化パラメータを次の例のように設定します。

	
セルのサブセットのみを検出するには、次のようにASM_DISKSTRING値のパターンを使用します。


o/cell-connect-info-pattern/griddisk-name-pattern. 


例:


ASM_DISKSTRING = 'o/*/data*'


	
Exadata Storage Server以外のディスクとcellip.oraファイルに指定されているすべてのセルですべてのグリッド・ディスクを検出するには、Exadata Storage Serverグリッド・ディスク検索のためのワイルドカード・パターンを使用します。例:


ASM_DISKSTRING = '/dev/rdsk/disk*', 'o/*/*'







ALTER SYSTEM SQLコマンドを使用すると、Oracle ASMインスタンスの実行中でもASM_DISKSTRING初期化パラメータを変更できます。Oracle ASMインスタンスの実行中に初期化パラメータ・ファイルのASM_DISKSTRING初期化パラメータを編集する場合は、変更内容が反映されるように、Oracle ASMインスタンスをシャットダウンしてから再起動する必要があります。


関連項目:

	
次の詳細は、『Oracle Automatic Storage Managementストレージ管理者ガイド』を参照してください。

	
Oracle ASM検出文字列


	
Oracle ASMインスタンスの起動および接続





	
ASM_DISKSTRING初期化パラメータの詳細は、『Oracle Databaseリファレンス』を参照してください。


	
ALTER SYSTEMコマンドの詳細は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』を参照してください。
















5.12 Oracle Enterprise Manager Cloud ControlまたはOracle Enterprise Manager Grid Controlのインストール


コーポレート・サーバーまたはスタンドアロン・サーバーでOracle Enterprise Manager Cloud ControlまたはOracle Enterprise Manager Grid Controlを使用して、Oracle Exadata Database Machineを監視できます。通常、コーポレート・サーバーはOracle Enterprise Manager Cloud ControlまたはOracle Enterprise Manager Grid Controlの永続的な場所になり、Oracle Exadata Database Machineの監視に使用されます。スタンドアロン・サーバーは、Oracle Exadata Database Machineの監視に必要なパッチを適用する際にコーポレート・サーバーをオフラインにしない場合に使用できます。Oracle Exadata Database Machineのエージェントは、Oracle Enterprise Manager Cloud ControlまたはOracle Enterprise Manager Grid Controlのあるサーバーを示します。

Oracle Enterprise Managerのセットアップの自動化キットでは、ホストでのOracle Exadata Database Machineの監視に必要なリポジトリ・データベース、Weblogic Server、すべてのプラグインなど、Oracle Enterprise Managerの完全なデプロイメントを1つのコマンドを実行することでデプロイできます。

デプロイされたEnterprise Managerシステムは、本番の監視用に最適化されません。ただし、リポジトリ・データベースを別のホストまたはクラスタに移動し、追加のOracle Management Server(OMS)サーバーをデプロイすることで、高可用性の本番準備システムに拡張できます。





関連項目

	『Oracle Enterprise Manager Exadata管理スタート・ガイド』
	『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』
	ExadataのOracle Enterprise Managerのセットアップの自動化キットの取得(My Oracle Support Doc ID 1440951.1)
	Oracle Exadata Database MachineのOracle Configuration Managerの構成方法(My Oracle Support Doc ID 1319476.1)














A 設置場所のチェックリスト


この付録のチェックリストを実行して、Oracle Exadata Database Machineを設置する準備が整っていることを確認します。


注意:

読みやすさを考慮して、Oracle Exadata Database MachineとOracle Exadata Storage拡張ラックの両方に言及する場合、「Oracle Exadataラック」という名前を使用します。







A.1 システム・コンポーネント・チェックリスト


システム・コンポーネントの考慮事項に対処しているかを確認するには、このチェックリストを使用ます。


	システム・コンポーネント・チェックリストの項目	はい	いいえ	該当なし	コメント
	
Oracle Exadata Database MachineまたはOracle Exadata Storage拡張ラックですか。

				
	
何台のラックを設置しますか。

				
	
InfiniBandネットワークを使用して、システムを他のOracleラックに接続する予定はありますか。

				
	
InfiniBandネットワークを使用してOracle Exadata Database Machineを他のOracleラックに接続する場合、Sun Datacenter InfiniBand Switch 36 (スパイン・スイッチ)とケーブルを注文しましたか。

				
	
既存のシステムへの追加としてラックを設置しますか。「Yes」の場合、ケーブリング情報は、『Oracle Exadata Database Machine拡張およびマルチラック・ケーブリング・ガイド』を参照してください。

				
	
複数ラック配線サービスを購入し、適切なネットワーク・コンポーネントを注文してありますか。

				
	
すべてのOracle Exadata Database Machineラックが互いに隣接していますか。

				
	
接続ラックが指定された範囲内ではない場合、次の点を確認しましたか。

	
承認されているサード・パーティ・プロバイダのサポートされている長いInfiniBandケーブルを購入しましたか。


	
設置と一緒にカスタムの複数ラック配線サービスをOracleサポート・サービスに依頼しましたか。




				
	
イーサネット・スイッチを交換しますか。交換する場合、顧客側で交換スイッチの設置準備が整っていますか。

				
	
追加の機器をラックに取り付けますか。その場合は、追加する機器がオラクル社のガイドラインを満たし、十分な電源と冷却システムが確保されていることを確認してください。

				






関連項目:

許可されているハードウェア変更の詳細は、『Oracle Exadata Database Machineシステム概要』のOracle Exadataラックの制約事項に関する項









A.2 データ・センター・ルーム・チェックリスト


このチェックリストを使用して、データ・センター・ルームの要件が対処されているかどうかを確認します。


	データ・センター・ルーム・チェックリストの項目	はい	いいえ	該当なし	コメント
	
ラックの場所が割当て済で空いていますか。

				
	
床の配置が機器のメンテナンス搬入要件を満たしていますか。

				
	
あるラックの排気が別のラックの空気の吸込み口に侵入しないように、ラックは配置されますか。

				
	
キャビネットを安定させる対策を考慮しましたか。

				
	
データ・センターには高くした床はありますか。

				
	
高くした床は新しいハードウェアの重量要件を満たしていますか。

				
	
サービスを使用するために許可なく床タイルを取り外すことができますか。

				
	
新しいハードウェアの設置場所に規格外のケーブルの長さが必要ですか。

				
	
床から天井までの高さが2.914メートル(9.6フィート)以上ありますか。

				
	
高くした床の奥行きが46cm(18インチ)以上ありますか。

				








関連項目

	空間要件
	床要件
	水平調節脚を使用したOracle Exadataラックの固定










A.3 データ・センター環境チェックリスト


次の項目は、データ・センター環境の要件が対処されているかどうかを確認します。


	データ・センター環境の考慮事項	はい	いいえ	該当なし	コメント
	
コンピュータ・ルームの空調は、温度および湿度の要件を満たしていますか。

				
	
設置される床の配置は換気要件を満たしていますか。

				
	
穴の開いた床タイルはそれぞれ400CFM以上ですか。

				
	
データ・センターの空調で空気が十分に前方から後方に流れていますか。

				
	
空気が適度に循環してホット・スポットを防止していますか。

				
	
データ・センターで継続的に環境要件を満たすことができますか。

				
	
必要に応じて穴の開いた床タイルを追加で確保できますか。

				








関連項目

	「温度および湿度要件」
	「換気および冷却要件」
	「一般的な環境要件」










A.4 搬入経路チェックリスト


搬入経路の要件が対処されているかどうかを確認するには、このチェックリストを使用します。


	搬入経路の考慮事項	はい	いいえ	該当なし	コメント
	
ラックを搬入する通路、特に、搬入の際に通るすべてのドアについて、幅と高さが最小要件を満たしているかどうかを確認しましたか。

梱包されたラックの寸法:

	
高さ: 2159mm (85インチ)


	
幅: 1219mm (48インチ)


	
奥行き: 1575mm (62インチ)




開梱されたラックの寸法:

	
高さ: 1998mm (78.66インチ)


	
幅: 600mm(サイド・パネルを含む)(23.62インチ)


	
奥行き: 1200mm (47.24インチ)




				
	
問題となる階段、傾斜路または入口はありますか。ある場合は、詳細を入力してください。

				
	
すべての搬入経路の傾斜角は許容範囲内(6度)ですか。

				
	
搬入経路に、機器に衝撃を与える可能性のある障害物はありませんか。

				
	
すべての経路の平面が梱包を問わず新しい機器を搬入できるようになっていますか。

				
	
パレット・ジャッキを使用する場合:

	
パレット・ジャッキはラックの重量を支えられますか。


	
パレット・ジャッキの歯は発送用パレットに対応していますか。




				
	
階段がある場合、機器を積載できるエレベータはありますか。

				
	
エレベータを使用する場合:

	
エレベータのかごは、機器を搬入するのに十分な幅がありますか。


	
エレベータのかごは、機器を搬入するのに十分な高さがありますか。


	
エレベータの扉は、必要な高さを満たしていますか。


	
エレベータのかごは、満載のラックの重量に対処できますか。




				
	
搬入経路は、開梱されたラックの重量に対応できますか。

				
	
高くした床の搬入経路でラックの動荷重を考慮していますか。

				








関連項目

	表: 搬入経路要件。
	表: Oracle Exadata Database Machineのラック重量
	表: Oracle Exadata Storage拡張ラックのラック重量
	床要件










A.5 施設の電力チェックリスト


このチェックリストを使用して、施設の電力要件が対処されているかどうかを確認します。


	施設の電力の考慮事項	はい	いいえ	該当なし	コメント
	
「電力要件」に記載された動作電圧と電流の要件を確認しましたか。

				
	
単相(低電圧または高電圧)または3相(低電圧または高電圧)電源を使用しますか。

				
	
各ラックの2メートル以内に十分な電源コンセントはありますか。

				
	
電源コンセントは注文したPDUオプションに対応しているコンセントですか。オプションは、低電圧または高電圧、単相または3相です。

				
	
オプションの接地ケーブルをラックに接続しますか。

				
	
電圧および通電容量の観点で機器のブレーカは適切ですか。

				
	
電力周波数は機器の仕様を満たしていますか。

				
	
指定された場所で新しい機器の電源コンセントを使用できますか。

				
	
2つの異なる敷設網からシステムの電力を供給しますか。

				
	
機器にUPS電源を使用しますか。

				
	
新しいハードウェアの電力負荷に対応するために必要な最小の電源は用意されていますか。キロワット(kW)またはキロボルト(kVA)を使用して電力負荷を表します。

				










A.6 安全チェックリスト


このチェックリストを使用して、安全要件が対処されているかどうかを確認します。


	安全チェックリストの考慮事項	はい	いいえ	該当なし	コメント
	
緊急時に電源を切断できますか。

				
	
データ・センター・ルームに防火システムはありますか。

				
	
コンピュータ・ルームに適切な消火設備はありますか。

				
	
帯電防止床が設置されていますか。

				
	
高くした床の下の場所に障害物や妨害物はないですか。

				








関連項目

	「温度および湿度要件」





関連項目:

『Oracle Exadata Database Machineメンテナンス・ガイド』のOracle Exadataラックの電源の投入と切断に関する項









A.7 物流チェックリスト


このチェックリストを使用して、物流要件が対処されているかどうかを確認します。


	物流チェックリストの考慮事項	はい	いいえ	該当なし	コメント
	
データ・センターの担当者の連絡先情報がありますか。

				
	
データ・センターのセキュリティまたはアクセス制御はありますか。

				
	
オラクル社の担当者がデータ・センターにアクセスするために必要なセキュリティ・バックグラウンド・チェックまたは安全検査はありますか。ある場合は、オラクル社が従う必要のある手順を提示してください。

				
	
バックグラウンド・チェックの実行に事前に必要な日数はどれくらいですか。

				
	
別のセキュリティ・アクセスの問題はありますか。

				
	
設置の担当者はコンピュータ・ルームにアクセスできますか。

				
	
ラップトップはデータ・センターで使用できますか。

				
	
携帯電話はデータ・センターで使用できますか。

				
	
カメラはデータ・センターで使用できますか。

				
	
建物に搬入口はありますか。

				
	
搬入/開封/中継場所はありますか。

				
	
屋内搬入は予定されていますか(データ・センター・ルーム内の最終的なラックの場所へ直接搬入)。

				
	
搬入が屋内ではない場合、開封場所の準備は整っていますか。

				
	
搬入/開封/中継場所は風雨の影響を受けませんか。

				
	
建物に適切な受入場所はありますか。

				
	
開封場所の空調が管理され、様々なハードウェア・コンポーネントの熱衝撃を回避していますか。

				
	
ラックの移動に十分な作業員を確保していますか。

				
	
(該当する国のみ)搬入または設置の一部に組合労働者は必要ですか。

				
	
開封と梱包の取外しのための場所は準備できていますか。梱包の取外しは、データ・センター・ルームの外で行う必要があります。

				
	
キャビネットの開封とキャビネットの梱包の取外しは必要ですか。

				
	
搬入トラックの長さ、幅または高さに制限はありますか。

				
	
同時発送されるスペアを収納する場所(キャビネット)はありますか。ない場合は、コンピュータ・ルームに段ボール箱および他の梱包材を搬入できますか。スペアは段ボール箱に収納されて発送されます。

				
	
搬入に時間の制約はありますか。「はい」の場合は、時間の制約を入力してください。

				
	
搬入業者は搬入口で機器を降ろすためにテール・リフトまたはサイド・リフトを用意する必要がありますか。

				
	
データ・センター・ルームにラックを取り付ける場合に、何か特殊な機器は必要ですか。例:

	
階段昇降機


	
リフター


	
傾斜台


	
鋼板


	
床材




				
	
床を傷つけないローラー、移動用の台車、パレット・ジャッキまたはフォーク・リフトなどの特別な機器を搬入業者は用意する必要がありますか。

				








関連項目

	空間要件










A.8 ネットワーク構成チェックリスト


このチェックリストを使用して、ネットワーク構成要件が対処されているかどうかを確認します。


	ネットワーク構成に関する考慮事項	はい	いいえ	該当なし	コメント
	
ネットワークに接続する前にcheckip.shスクリプトを実行した際、競合が見つかりましたか。このスクリプトの詳細は、「デフォルトIPアドレス」を参照してください。

				
	
必要なネットワーク・ケーブルは、ネットワーク機器からOracle Exadataラックの設置場所まで敷設されますか。

				
	
Oracle Exadataラックに接続するネットワーク・ケーブルにラベルを付けますか。

				
	
10GbEインタフェースをクライアント・アクセス・ネットワークに使用しますか。

				
	
オプションの10GbE SFP+トランシーバと適切なファイバ・ケーブルを注文しましたか。

				
	
Ciscoイーサネット・スイッチのIPルーティングを無効にしますか(推奨)。

				








関連項目

	Oracle Exadata Database Machineのネットワーク要件の理解










A.9 自動サービス・リクエスト・チェックリスト


Oracle Exadata Database Machineと一緒に自動サービス・リクエストを使用するには、このチェックリストを使用します。


	自動サービス・リクエストの考慮事項	はい	いいえ	該当なし	コメント
	
顧客は自動サービス・リクエストを登録するためのMy Oracle Supportアカウントを持っていますか。

				
	
Oracleサポートのカスタマ・サポートID(CSI)番号がありますか。

				
	
ASRマネージャがインストールされるサーバーのホスト名とIPアドレスはありますか。

				
	
システムにプロキシ・サーバーは必要ですか。必要な場合、プロキシ・サーバーのホスト名およびIPアドレスは何ですか。

				
	
自動サービス・リクエストの顧客側の技術的な連絡先情報はありますか。この情報には、連絡先の姓、名、電子メール・アドレスが必要です。

				






関連項目:

『Oracle Exadata Database Machineメンテナンス・ガイド』の自動サービス・リクエストの理解に関する項









A.10 ラックの再設置のチェックリスト


これらのチェックリストは、Oracle Exadata Database Machineハーフ・ラックおよびOracle Exadata Database Machineクオータ・ラックを再設置する前に使用します。

Oracle Exadata Database Machineハーフ・ラックまたはOracle Exadata Database Machineクオータ・ラックのラック設置は、顧客の設置場所に専用のインフラストラクチャが必要な場合に可能です。Oracle Exadata Database Machineフル・ラックは、通気および冷却の問題により、ラックの再設置はできません。


注意:

	
Oracle Reracking ServiceおよびOracle Installation Serviceの両方の購入が必要になります。


	
顧客が用意した機器のサポートは提供していません。







	ラックの再設置の考慮事項	はい	いいえ	該当なし	コメント
	
Oracle Reracking Serviceを購入していますか。

				
	
提供されているラックから、顧客が用意したラックにコンポーネントおよび関連するケーブルを移動できるように、サーバーの重量に対応したカートがありますか。

				
	
ターゲット・ラックは空ですか。

				
	
ターゲット・ラックの画像を添付してください(内部および外部)。

				
	
対象のラックの寸法が次の要件を満たしていますか。

	
高さ: 42RU


	
幅: 600mm (23.62インチ)


	
奥行き: 1112cm (43.78インチ) (前部または後部ドアを含まない)




ラックが42RU未満の場合は、ラックの高さを30RU以上にし、互換性のあるPDUを用意して対象のラックに設置する必要があります。

				
	
前部と後部取付けプレーンの間の距離が610mm以上915mm以下(24インチから36インチ)になっていますか。

				
	
前部取付けプレーンの前面の奥行きの空間(キャビネットのドアからの距離)が25.4mm(1インチ)以上ありますか。

				
	
対象のラックが次最小負荷容量を満たしていますか。

	
19kg (41.89lb)/RU


	
合計785kg (1730.63lb)




				
	
ラックは4本柱のラック(前方と後方に取付け)ですか。

注意: 2本柱のラックは互換性がありません。

				
	
対象のラックの水平方向の開口部およびユニットの垂直方向のピッチは、ANSI/EIA 310-D-1992またはIEC 60297標準規格に準拠していますか。

				
	
対象のラックはRETMAレールをサポートしていますか。

注意: Oracle Exadataラックでは、RETMAレール間隔の幅に19インチ(483 mm)必要です。PDUおよびケーブル・ハーネスを側面に収納するには、最低600mmラック(23.63インチ)幅が推奨されます。ラック幅が600mm未満の場合は、サーバーCMAの背後に取付けるために、さらに奥行きが必要になります。

				
	
対象のラックがOracleケーブル管理アーム(CMA)をサポートしていますか。

				
	
対象のラックが穴の開いたソリッド・フィラー・パネル(Oracle製)の取付けをサポートしていますか。

				
	
対象のラックで、ラックの左後側に沿ってInfiniBandケーブルを結束できますか。この場合の側面は、ラックの前面から見て左後側です。

				
	
対象のラックで、イーサネット配線のハーネスを結束できますか。

				
	
対象のラックのケーブル・ハーネスとPDUに十分な空間がありますか。

				
	
Oracle Exadataラックのシリアル番号のラベルを印刷して対象のラックに貼り付けることができますか。

				





次のチェックリストは、ラックの再設置サービスを使用する場合の配電ユニット(PDU)固有のものです。


	PDUラックの再設置の考慮事項	はい	いいえ	該当なし	コメント
	
対象のラックが標準のOracle PDUの取付けをサポートしていますか。

そうない場合は、チェックリストに記入してください。

				
	
PDUのペアと同等のものを用意できますか。

				
	
PDU当たり10kVAのPDUを2つ用意できますか。

				
	
PDUあたり10AのC13プラグを17個以上用意できますか。

				
	
PDUの1つに障害が発生した場合に備えて、Oracle Exadataラックの電力要件をサポートできるように、PDU1個とその回路を用意できますか。

				
	
1つのPDUのすべての回路に電力負荷を均等に分散できますか。

				
	
PDUの適切な電力ドロップを用意できますか。

				








A.10.1 ラックのリサイクル


このチェックリストは、ラックをリサイクルする場合に使用します。


	リサイクルの考慮事項	はい	いいえ	該当なし	コメント
	
お客様はオラクル社が空のラックを引き取ってリサイクルすることを希望していますか。

「はい」の場合、オラクル社のサービス・エンジニアがリサイクル対象の空のラックを梱包します。

				
	
Oracleがラックをリサイクルしている場合、Oracleハードウェア回収プログラムのWebサイトで適切なアプリケーションを顧客が完了していますか。

				








関連項目

	製品回収およびリサイクルのWebサイト















B データベース高可用性チェックリスト


Oracle Exadata Database Machineの高可用性の要件が満たされていることを確認するには、このチェックリスト使用します。


	データベース高可用性の考慮事項	はい	いいえ	該当なし	コメント
	
様々な記憶域の障害や破損に備えて最良の保護策である高冗長性のディスク・グループを構成しましたか。

				
	
クライアント・アクセス用の結合ネットワークはありますか。

				
	
事前に最適化され、構成済のデータベースをデプロイ後に使用しますか。

				
	
My Oracle Supportノート1262380.1のOracle Exadata Storage Server Softwareのパッチ適用の概要およびパッチ・テスト・ガイドラインを確認しましたか。

				
	
MAAを獲得するためのデプロイ後の手順について、Oracle Exadata Storage Server Softwareの最大可用性アーキテクチャ(MAA)のWebサイトを確認しましたか。

				
	
デプロイ後にOracle Exadata Database Machineのヘルス・チェックを使用しますか。ヘルス・チェックは、My Oracle Supportノート1070954.1から使用できます。

				
	
My Oracle Supportノート1920255.1で入手可能なOracle Exadata Database Machineの監視ベスト・プラクティスに従いますか。

				
	
My Oracle Supportノート888828.1のOracle Exadata Database Machineの推奨ソフトウェアを確認しましたか。

				
	
My Oracle Supportノート757552.1のOracle Exadata Database Machineのベスト・プラクティスを確認しましたか。

				








関連項目

	『Oracle Database高可用性概要』
	Exadataパッチ適用の概要およびパッチ適用テストのガイドライン(My Oracle Support Doc ID 1262380.1)
	Oracle Maximum Availability ArchitectureのWebサイト
	Oracle Exadata Database MachineのexachkまたはHealthCheck (My Oracle Support Doc ID 1070954.1)
	Exadataの状態およびリソース使用の監視に関するホワイト・ペーパー(My Oracle Support Doc ID 1920255.1)
	Exadata Database MachineおよびExadata Storage Serverのサポートされているバージョン(My Oracle Support Doc ID 888828.1)
	Oracle Exadataベスト・プラクティス(My Oracle Support Doc ID 757552.1)
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